


「「福福井井高高専専とと連連携携ししままししょょうう！！」」 

 

福井工業高等専門学校

地域連携テクノセンター長

辻 野 和 彦

私は建設を専門としているためか、JOINT という言葉を聞くと、部材と部材を繋ぐ継ぎ手、いわゆ

る節点（連結部）をイメージします。そのため、福井高専と地域（企業）とをつなぎ合わせようとい

う想いが込められて、この冊子が命名されたのだと考えています。本年度も地域連携テクノセンター

活動紹介誌「JOINT 2024」が完成しました。ぜひ手に取って頂き、昨年度の事業や本校教職員のシー

ズをご覧ください。

地域連携テクノセンターが主催する行事として、マグネットコンテストがあります。小学生から大

学生までを対象にマグネットに関するアイデアを募集する本イベントは、信越化学工業様からの多大

なご支援を賜り、本年度は記念すべき第 30回を迎えます。また、本校と福井県内の産官学金関係者と

の結びつきを深める技術交流会である JOINTフォーラムも第 25回を迎えます。併せて、本年度も異業

種交流会も開催する予定です。さらに、福井県和紙工業協同組合の水質試験についても、技術職員の

継続的な活動により 20年目となります。色々な節目の年であると共に、改めてこれまでの歴史の重み

と地域との繋がりの深さを感じます。

本校は、中学校を卒業した生徒を学生として迎え入れ、5 年一貫教育で一般科目と専門科目とを楔

型で配置してエンジニアを育てる学校です。そのため、「教育」が最も重要な柱です。また、良い研究

活動は良い教育につながることから、「研究活動」も重視されています。研究活動は地域や企業の課題

解決にもつながるため、「地域連携」も大切なミッションと言えます。そのため、「教育」、「研究」、「地

域連携」は密接に関わり合っています。大変ありがたいことに，令和 6 年 6 月現在で、アカデミア会

員企業は 128 社となりました。本校への「地域連携」への期待の大きさを感じています。本センター

では、企業の皆様から頂いた寄付金も活用して大型の分析装置を維持管理しています。また、知的財

産・産学連携・研究推進に関する専門知識を有するリサーチアドミニストレーター（RA）を配置して

技術的な支援も行いながら、本校の教育・研究環境の整備、充実を目指しています。さらに、本校の

教員、技術職員がそれぞれの専門性を生かして 7 つの研究部門に所属し、地域の皆様から寄せられる

技術相談や共同研究、連携事業を行う協力体制を整えています。地域の皆様と積極的に技術交流、情

報交換をしていく地域連携テクノセンターの活動は、本校だけでなく地域の未来にもつながっていく

大切な仕事と考えています。地域連携テクノセンターは、今後も会員企業の皆様と本校の教職員・学

生とをつなぐ架け橋の役割を担って参ります。JOINT 2024 がそのきっかけとなれば幸いです。ぜひ、

福井高専と連携しましょう！
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福井工業高等専門学校は，平成３年度に「先進技術教育研究センター」を設置し，校内の教

育研究体制を充実させるとともに，地域企業との共同研究及び技術相談の促進を行なってきま

した。 

平成１６年４月に伝統産業支援室を開設し，翌１７年４月に同センターを「地域連携テクノ

センター」と改称した後も地場産業支援室やサテライトラボ（企業の方への貸し出し実験スペ

ース）の設置など，地域に根ざした人材の育成と技術支援を目指し様々な取り組みを行ってい

ます。平成１８年度には当センター内に「地域・文化」「環境・生態」「エネルギー」「安全・防

災」「情報・通信」「素材・加工」「計測・制御」の７部門を設け，より分かりやすく，より相談

しやすい受入れ体制を整えました。 

また，平成１９年度にはアントレプレナーサポートセンターを開設し，起業家育成と事業創

出の支援を行なっています。 

さらに，平成２５年度及び令和元年度には地域連携テクノセンターの改修工事が完了し，令

和２年度に地域支援室を設置，展示・交流ホールを整備し，より一層利用しやすくなりました。 

平成 ３ 年度  「先進技術教育研究センター」設立 

共同研究発表会開始 

平成 ５ 年度  高度技術者研修開始 

平成 ６ 年度  教育研究振興会結成 

平成 ７ 年度  マグネットコンテスト開始

平成 ８ 年度  活動紹介誌「ＪＯＩＮＴ」発行開始 

平成 10 年度  福井県地域研究開発促進拠点事業（ＲＳＰ事業）開始 

平成 11 年度  ラジオキャンパス開始

平成 12 年度  ＪＯＩＮＴフォーラム開始 

福井県地域結集型共同研究事業開始 

平成 15 年度  福井県都市エリア型共同研究事業開始 

平成 16 年度  伝統産業支援室の設置 

さばえめがねワク wakuコンテスト開始（～23年度） 

平成 17 年度  「地域連携テクノセンター」に名称変更 

地場産業支援室の設置 

教育研究振興会を地域連携アカデミアに改組 

平成 19 年度  「アントレプレナーサポートセンター」設置 

平成 22 年度  ふくい防災マップコンテスト開始（～23 年度） 

平成 25 年度  地域連携テクノセンター リニューアル 

平成 26 年度  鯖江市防災士養成講座開講

令和元年度  地域連携テクノセンター リニューアル

令和 2 年度  地域支援室の設置

展示・交流ホールの整備 

２２．．地地域域連連携携テテククノノセセンンタターーのの概概要要

沿沿      革革  

─2─



- 2 -

福井工業高等専門学校は，平成３年度に「先進技術教育研究センター」を設置し，校内の教

育研究体制を充実させるとともに，地域企業との共同研究及び技術相談の促進を行なってきま

した。 

平成１６年４月に伝統産業支援室を開設し，翌１７年４月に同センターを「地域連携テクノ

センター」と改称した後も地場産業支援室やサテライトラボ（企業の方への貸し出し実験スペ

ース）の設置など，地域に根ざした人材の育成と技術支援を目指し様々な取り組みを行ってい

ます。平成１８年度には当センター内に「地域・文化」「環境・生態」「エネルギー」「安全・防

災」「情報・通信」「素材・加工」「計測・制御」の７部門を設け，より分かりやすく，より相談

しやすい受入れ体制を整えました。 

また，平成１９年度にはアントレプレナーサポートセンターを開設し，起業家育成と事業創

出の支援を行なっています。 

さらに，平成２５年度及び令和元年度には地域連携テクノセンターの改修工事が完了し，令

和２年度に地域支援室を設置，展示・交流ホールを整備し，より一層利用しやすくなりました。 

平成 ３ 年度  「先進技術教育研究センター」設立 

共同研究発表会開始 

平成 ５ 年度  高度技術者研修開始 

平成 ６ 年度  教育研究振興会結成 

平成 ７ 年度  マグネットコンテスト開始

平成 ８ 年度  活動紹介誌「ＪＯＩＮＴ」発行開始 

平成 10 年度  福井県地域研究開発促進拠点事業（ＲＳＰ事業）開始 

平成 11 年度  ラジオキャンパス開始

平成 12 年度  ＪＯＩＮＴフォーラム開始 

福井県地域結集型共同研究事業開始 

平成 15 年度  福井県都市エリア型共同研究事業開始 

平成 16 年度  伝統産業支援室の設置 

さばえめがねワク wakuコンテスト開始（～23年度） 

平成 17 年度  「地域連携テクノセンター」に名称変更 

地場産業支援室の設置 

教育研究振興会を地域連携アカデミアに改組 

平成 19 年度  「アントレプレナーサポートセンター」設置 

平成 22 年度  ふくい防災マップコンテスト開始（～23 年度） 

平成 25 年度  地域連携テクノセンター リニューアル 

平成 26 年度  鯖江市防災士養成講座開講

令和元年度  地域連携テクノセンター リニューアル

令和 2 年度  地域支援室の設置

展示・交流ホールの整備 

２２．．地地域域連連携携テテククノノセセンンタターーのの概概要要

沿沿      革革  

- 3 -

Advanced Research Center for Regional Cooperation（ARC） 

本センターには７つの研究部門があります。

職   名 氏 名 所  属 メールアドレス

センター長   （併任）教 授 辻野 和彦 環境都市工学科 tsujino@fukui-nct.ac.jp 

副センター長  （併任）准教授 松浦 徹 電気電子工学科 t-matsuura@fukui-nct.ac.jp

副センター長  （併任）准教授 古谷 昌大 物 質 工 学 科 furutani@fukui-nct.ac.jp 

地域・文化部門長（併任）教 授 柳原 祐治 一般科目教室 y-yanagi@fukui-nct.ac.jp

同 副部門長 （併任）助 教 木村 美幸 一般科目教室 m-kimura@fukui-nct.ac.jp

環境・生態部門長（併任）准教授 後反 克典 物 質 工 学 科 gotan@fukui-nct.ac.jp 

同 副部門長 （併任）准教授 松野 敏英 物 質 工 学 科 matsuno@fukui-nct.ac.jp 

エネルギー部門長（併任）准教授 高久 有一 電子情報工学科 takaku@fukui-nct.ac.jp 

同 副部門長 （併任）教 授 芳賀 正和 機 械 工 学 科 hmtl@fukui-nct.ac.jp 

安全・防災部門長（併任）准教授 樋口 直也 環境都市工学科 higuchi@fukui-nct.ac.jp 

同 副部門長 （併任）教 授 田安 正茂 環境都市工学科 tayasu@fukui-nct.ac.jp 

同 副部門長 （併任）助 教 芹川由布子 環境都市工学科 serikawa@fukui-nct.ac.jp 

情報・通信部門長（併任）教 授 小越 咲子 電子情報工学科 ogoshi@fukui-nct.ac.jp 

同 副部門長 （併任）准教授 佐々 和洋 物 質 工 学 科 sasa@fukui-nct.ac.jp 

素材・加工部門長（併任）准教授 松浦  徹 電気電子工学科 t-matsuura@fukui-nct.ac.jp

同 副部門長 （併任）准教授 高橋  奨 機 械 工 学 科 takahashi@fukui-nct.ac.jp 

計測・制御部門長（併任）教 授 亀山建太郎 機 械 工 学 科 k_kame@fukui-nct.ac.jp 

同 副部門長 （併任）准教授 西 仁司 電子情報工学科 nishi@fukui-nct.ac.jp 

地域･文化 
Regional Alliance & Culture

環境･生態 
Environment & Biology 

計測･制御 
 Measurement＆Control 

エネルギー
Energy

    組組      織織  

情報･通信 
Information＆Telecommunication 

素材･加工 
Material & Processing 

安全･防災 
Safety & Disaster Prevention
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施施    設設  

地地域域支支援援室室  

福井県の丹南地域は，眼鏡枠を始め，繊維・染色産業・セラミックスや自動車関連，化学

工業などの生産地でもあり，これらの地場産業は福井の経済を支える大きな位置を占めてい

ます。また，古くから越前和紙，越前漆器，越前打ち刃物，越前焼き（陶芸）の４つの伝統

産業が栄え，地場産業の基盤を支える大きな拠点となっています。

 地域支援室では，原子力人材育成，農工連携，地域企業と

の共同研究，外部資金獲得のための教育研究スペースなど，

地域のテクノサポートセンター拠点となるべく，令和２年度

に設置されました。

地域からの技術支援要請に応え，地域基盤の活性化を図る

ため，技術相談や依頼をひとつの窓口で受け入れることによ

って，より親しみやすく相談しやすい体制を構築しています。 

デデジジタタルル造造形形室室  

3D プリンタ，3Dプロッタ，レーザーカッター，基板加工機，3Dスキャナーなどのデジタル

造形機器を備えた加工室です。 

学生のモノづくり能力育成を目的として設置された施設であり，実験実習・卒業研究など

のカリキュラムでの利用に限らず，ロボットコンテストやデザインコンテストなど課外活動

での利用も推奨しています。また、学外の方の利用にも対応しています。 

高高度度分分析析計計測測室室  

大型の分析・評価装置を備えて，本校の研究を支え，企業の方の依頼分析等に応える施設

です。ＩＣＰ，ＥＳＣＡ，ＴＥＭ，ＳＰＭ，ＳＥＭ，ＸＲＤ他多くの機器類を共同で運営して

おり，地域連携技術者研修を受けていただければどなたでも使用していただくことができます。 

また，学内保有の各種機器についても事前に御連絡いただければ教育・研究に支障のない限

り使用していただくことが可能です。

アアンントトレレププレレナナーーササポポーートトセセンンタターー

平成１９年４月，地元の起業，創業を促進し，地域産業の活

性化を図る目的で，地域連携テクノセンターに開所しました。

 これは１～２年後の起業を志す，あるいは自らのアイデアを事

業化したいと考える学生・地域の技術者を対象に，オフィスス 

ペースを一定期間（半年契約で最大１年間）提供しています。

令和元年度に改修工事を行い，より利便性が向上されました。
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ます。また，古くから越前和紙，越前漆器，越前打ち刃物，越前焼き（陶芸）の４つの伝統

産業が栄え，地場産業の基盤を支える大きな拠点となっています。

 地域支援室では，原子力人材育成，農工連携，地域企業と

の共同研究，外部資金獲得のための教育研究スペースなど，

地域のテクノサポートセンター拠点となるべく，令和２年度

に設置されました。

地域からの技術支援要請に応え，地域基盤の活性化を図る

ため，技術相談や依頼をひとつの窓口で受け入れることによ

って，より親しみやすく相談しやすい体制を構築しています。 

デデジジタタルル造造形形室室  

3Dプリンタ，3Dプロッタ，レーザーカッター，基板加工機，3Dスキャナーなどのデジタル

造形機器を備えた加工室です。 

学生のモノづくり能力育成を目的として設置された施設であり，実験実習・卒業研究など

のカリキュラムでの利用に限らず，ロボットコンテストやデザインコンテストなど課外活動

での利用も推奨しています。また、学外の方の利用にも対応しています。 

高高度度分分析析計計測測室室  

大型の分析・評価装置を備えて，本校の研究を支え，企業の方の依頼分析等に応える施設

です。ＩＣＰ，ＥＳＣＡ，ＴＥＭ，ＳＰＭ，ＳＥＭ，ＸＲＤ他多くの機器類を共同で運営して

おり，地域連携技術者研修を受けていただければどなたでも使用していただくことができます。 

また，学内保有の各種機器についても事前に御連絡いただければ教育・研究に支障のない限

り使用していただくことが可能です。

アアンントトレレププレレナナーーササポポーートトセセンンタターー

平成１９年４月，地元の起業，創業を促進し，地域産業の活

性化を図る目的で，地域連携テクノセンターに開所しました。

 これは１～２年後の起業を志す，あるいは自らのアイデアを事

業化したいと考える学生・地域の技術者を対象に，オフィスス 

ペースを一定期間（半年契約で最大１年間）提供しています。

令和元年度に改修工事を行い，より利便性が向上されました。
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地地域域連連携携テテククノノセセンンタターー外外観観

地地域域連連携携テテククノノセセンンタターーフフロロアア図図 
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    ２２００２２４４年年度度活活動動予予定定     

※以下に掲載の活動予定は、２０２４年５月に開催された地域連携テクノセンター運営委員会で承認されたものです。

詳細については各主催者のホームページ等でご確認ください。 

 

６ 月 福井高専地域連携アカデミア役員会開催 

  

７ 月 福井高専地域連携アカデミア総会開催 

 

 

ＪＯＩＮＴ２０２４発行 

 

９ 月 第３０回マグネットコンテスト作品募集開始（～9/30 まで） 

 越前モノづくりフェスタ２０２４に出展 

  

１０月 第１回高専カフェを開催 

 北陸技術交流テクノフェア２０２４に出展 

 ふくい ITフォーラム２０２４に出展 

 第１９回越前市ロボットコンテスト競技会・表彰式を開催（共催事業） 

  

１１月 第２回高専カフェを開催 

  

１２月 ＪＯＩＮＴフォーラム２０２４を開催 

 第３回高専カフェを開催 

 福井高専ビジネスアイデアコンテスト２０２４を開催 

  

１ 月 第４回高専カフェを開催 

  

２ 月 第３０回マグネットコンテスト表彰式を開催（主催事業） 
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地地域域連連携携テテククノノセセンンタターーのの保保有有機機器器  

１１．．超超高高分分解解能能電電界界放放出出形形走走査査電電子子顕顕微微鏡鏡（（ＳＳＥＥＭＭ））（（元元素素分分析析シシスステテムム付付））  

日本電子 ＪＳＭ－7001Ｆ ＴＴＬＳ型 

構成 サーマル電界放出形電子銃（ＦＥ） 

下方二次電子検出器・上方二次電子検出器・ 

半導体反射電子検出器 

コニカル対物レンズ（磁場漏れのないアウトレンズ）

５軸コンピュータ制御モータ駆動試料ステージ

エネルギー分散形Ｘ線分析装置（ＥＤＳ）

性能 二次電子像分解能：1.2nm（加速電圧 30kV) 

  観察倍率：×10～×1,000,000 

  加速電圧：0.1kV（試料バイアス電圧負荷）～30kV 

  ＥＤＳエネルギー分解能：133eV 以下 ， 検出可能元素：Be～U 

用途 金属材料，電気電子材料，機能材料，新素材などの材料表面をナノメートルオーダーの

高分解能で観察できます。また，ＳＥＭと組み合わせて広範囲の元素分析が可能で，材料・

機械・エレクロトニクス・情報・化学・バイオなどの分野に有用です。 

２２．．赤赤外外吸吸収収ススペペククトトルル測測定定装装置置  

構成・性能 

パーキンエルマー社 

分解能 最高 0.4cm-1 

測定波数範囲 8300～350cm-1 

S/N比 55000:1 

赤外顕微鏡 Spotlight200 

測定波数範囲 透過・反射・ATR測定時 7800～600cm-1 

測定モード 透過／反射／Ge-ATRマッピング及び透過／反射／ATRポイント測定 

用途 赤外分光法は特に分子の官能基や早い運動についての情報が容易に得られる特徴を持っ

ており，材料全般について測定可能です。また，ATR（全反射法），顕微赤外法部分を持つ

ことから，特に水溶液の測定や微少部位の測定に有利です。 

３３．．ＸＸ線線光光電電子子分分光光分分析析装装置置（（ＥＥＳＳＣＣＡＡ））  

日本電子 ＪＰＳ－9010TR型 

最小分析範囲 200μｍφ 

用途 Ｘ線モノクロメーターを内蔵し，単色化したＡlＫα線源

が利用でき，金属，高分子やハイテク材料の表面分析に最

適です。 

４４．．誘誘導導結結合合型型高高周周波波ププララズズママ発発光光分分光光分分析析装装置置（（ＩＩＣＣＰＰ－－ＡＡＥＥＳＳ））  

パーキンエルマー社 Optima8300 

特徴 多元素同時定量が可能（検出感度：ppb～ppm） 

波長範囲 160～782nm 分解能 0.006nm 

用途 試料に高温のエネルギーを与え，放射された光をＣＣＤで

検出することで，試料に含まれる元素（約 70種類）の定性お

よび定量分析が可能です。化学試料，生体試料中の微量成分

分析，鉄鋼，非鉄金属中の微量金属の分析などに最適です。 
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５５．．走走査査型型ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡（（ＳＳＰＰＭＭ））  

日本電子 ＪＳＰＭ－4200型 

原子分解能 ＡＦＭ（原子間力顕微鏡）モード：マイカ原子像 

  ＳＴＭ（走査型トンネル顕微鏡）モード：ＨＯＰＧ原子像 

特徴 ＳＰＭの画像情報は，走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）像に似

ています。しかし，ＳＰＭの水平分解能は 0.14nm と高く，

通常のＳＥＭでは観察できない原子分解能領域での観察が

可能です。またＳＰＭの垂直分解能は0.01nmと非常に優れ，

試料表面の凸凹形状を非接触もしくは低ダメージで正確に

とらえることができます。さらに，ＳＰＭは表面の形態情

報のみならず，摩擦・粘弾性・磁気・表面電位など様々な

情報をも画像化でき，特にＭＦＭ（磁気力顕微鏡）モード

では，磁区観察に威力を発揮します。 

６６．．超超高高分分解解能能電電子子顕顕微微鏡鏡シシスステテムム（（ＴＴＥＥＭＭ））  

日本電子 ＪＥＭ－2010（ＵＨＲ）型 

性能 分解能：粒子像 0.25nm，格子像 0.14nm 

  微少プローブ径：0.5nm，加速電圧：200kV 

特徴 原子スケールでの固体材料の微細構造をとらえるための

超高分解能観察と極微小領域分析（電子線回析等）の両方の

機能を有する最先端の透過型電子顕微鏡です。新材料等の材

料研究をはじめ，バイオ・医療分野にも幅広く活用されます。 

７７．．試試料料水水平平型型多多目目的的ＸＸ線線回回折折装装置置（（ＸＸＲＲＤＤ））  

リガク UltimaⅣ 

性能 最大定格出力：3kW, ターゲット：Cu, スキャンモード：

θs/θd 運動,θs,θd 単独, ゴニオメータ半径：285mm, 2θ測角範囲：-3～162°, 最小ステッ

プ角度：0.0001° 

特徴 X線により薄膜応用材料である金属多層膜，化合物半導

体薄膜，無機有機発光材料，LB薄膜，鉱物などの回折パ

ターン及び反射率を測定して，その組成分析や結晶性な

どを評価する装置です。X線回折測定を行って複雑な結

晶構造を持つ材料の定性分析及び定量分析ができます。

また，応用解析ソフトウエアにより，結晶子サイズ，格

子歪，格子定数の精密化，結晶化度，応力の算出を行う

ことができます。さらに，多目的測定アタッチメントにより極点測定(反射法)が可能です。 

８８．．核核磁磁気気共共鳴鳴装装置置（（ＮＮＭＭＲＲ））  

ブルカー・バイオスピン ＡＶＡＮＣＥⅢ ４００ＭＨｚ 

性能 1H共鳴周波数 400 MHz  

X核共鳴周波数 14～400 MHz 

 溶液用検出器 観測核 15N～31P, 19F, 1Hを自動で観測 

特徴 化学や生物の研究分野で用いる分子の核スピンを観測

し，分子構造の決定を行う汎用性の高い非破壊検査法で

す。固体プローブを備え，幅広い材料測定に利用できま

す。 

─8─



- 8 -

５５．．走走査査型型ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡（（ＳＳＰＰＭＭ））  

日本電子 ＪＳＰＭ－4200型 

原子分解能 ＡＦＭ（原子間力顕微鏡）モード：マイカ原子像 

  ＳＴＭ（走査型トンネル顕微鏡）モード：ＨＯＰＧ原子像 

特徴 ＳＰＭの画像情報は，走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）像に似

ています。しかし，ＳＰＭの水平分解能は 0.14nm と高く，

通常のＳＥＭでは観察できない原子分解能領域での観察が

可能です。またＳＰＭの垂直分解能は0.01nmと非常に優れ，

試料表面の凸凹形状を非接触もしくは低ダメージで正確に

とらえることができます。さらに，ＳＰＭは表面の形態情

報のみならず，摩擦・粘弾性・磁気・表面電位など様々な

情報をも画像化でき，特にＭＦＭ（磁気力顕微鏡）モード

では，磁区観察に威力を発揮します。 

６６．．超超高高分分解解能能電電子子顕顕微微鏡鏡シシスステテムム（（ＴＴＥＥＭＭ））  

日本電子 ＪＥＭ－2010（ＵＨＲ）型 

性能 分解能：粒子像 0.25nm，格子像 0.14nm 

  微少プローブ径：0.5nm，加速電圧：200kV 

特徴 原子スケールでの固体材料の微細構造をとらえるための

超高分解能観察と極微小領域分析（電子線回析等）の両方の

機能を有する最先端の透過型電子顕微鏡です。新材料等の材

料研究をはじめ，バイオ・医療分野にも幅広く活用されます。 

７７．．試試料料水水平平型型多多目目的的ＸＸ線線回回折折装装置置（（ＸＸＲＲＤＤ））  

リガク UltimaⅣ 

性能 最大定格出力：3kW, ターゲット：Cu, スキャンモード：

θs/θd 運動,θs,θd 単独, ゴニオメータ半径：285mm, 2θ測角範囲：-3～162°, 最小ステッ

プ角度：0.0001° 

特徴 X線により薄膜応用材料である金属多層膜，化合物半導

体薄膜，無機有機発光材料，LB薄膜，鉱物などの回折パ

ターン及び反射率を測定して，その組成分析や結晶性な

どを評価する装置です。X線回折測定を行って複雑な結

晶構造を持つ材料の定性分析及び定量分析ができます。

また，応用解析ソフトウエアにより，結晶子サイズ，格

子歪，格子定数の精密化，結晶化度，応力の算出を行う

ことができます。さらに，多目的測定アタッチメントにより極点測定(反射法)が可能です。 

８８．．核核磁磁気気共共鳴鳴装装置置（（ＮＮＭＭＲＲ））  

ブルカー・バイオスピン ＡＶＡＮＣＥⅢ ４００ＭＨｚ 

性能 1H共鳴周波数 400 MHz  

X核共鳴周波数 14～400 MHz 

 溶液用検出器 観測核 15N～31P, 19F, 1Hを自動で観測 

特徴 化学や生物の研究分野で用いる分子の核スピンを観測

し，分子構造の決定を行う汎用性の高い非破壊検査法で

す。固体プローブを備え，幅広い材料測定に利用できま

す。 
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９９．．ＭＭＩＩＴＴ耐耐折折度度試試験験機機 

テスター産業 ＢＥ－201

性能 荷重：2.9～14.7Ｎスプリング式，屈曲速度：175cpm

  屈曲角度：左右 135°

用途 紙，フイルム，金属箔やフレキシブルプリント配線板（ＦＣＬ，

ＦＰＣ）等の耐折性を評価する装置で，耐折性試験機としては最も

ポピュラーな装置のひとつです。

１１００．．次次世世代代ももののづづくくりり教教育育用用実実験験装装置置 

① ３Ｄカラースキャナ

データ・デザイン Ａｒｔｅｃ Ｅｖａ

性能 ３Ｄ解像度（最大） 0.5[mm]，３Ｄ精度（最大） 0.1[mm]

  撮影範囲 214×148[mm] – 536×371[mm]，24bit Color

用途 24ビットカラーテクスチャを添付した３Ｄデータの作成。

② ３Ｄスキャナ

ローランドディージー ＬＰＸ－６００

性能 スキャン領域 （幅）254×（高さ）406.4[mm]

  最小スキャンピッチ 0.2[mm]

用途 ３Ｄデータの作成

③ ３Ｄプリンタ

ＫＥＹＥＮＣＥ ＡＧＩＬＩＳＴＡ－３１００

性能 造形サイズ 297×210×200[mm]，解像度 635×410[dpi]

  Ｚ分解能 （高分解能）15／（標準）20[μｍ] 

  モデル／サポート材 ＡＢＳライク透明樹脂／水溶性樹脂

④ ３Ｄプロッタ

ローランドディージー ＭＤＸ－５４０Ｓ

性能 加工可能材料 樹脂・軽金属，最大ワーク質量 20[kg]

動作ストローク 500(X)×400(Y)×155(Z)[mm]  

  位置決め精度 ±0.1[mm]/300[mm]，分解能 0.001[mm/step]

⑤ 基板加工機

Ｍｉｔｓ Ａｕｔｏ Ｌａｂ

性能 加工範囲 229[m]×300[mm]，分解能 0.156[μm]

  最小パターン幅 0.1[mm]，自動工具交換機能あり

  入力データ形式 ガーバーデータ，ＤＸＦ形式

⑥ レーザーカッター

レーザーコネクト Ｅｐｉｌｏｇ Ｍｉｎｉ １８

性能 加工範囲 475×305[mm]，ワーク最大高さ 102[mm]

  レーザー形式 炭酸ガスレーザー（1063[μm]）出力 30[W]

ＣｏｒｅｌＤｒａｗｄで読み込める形式に対応

─9─



- 10 - 

福福井井高高専専リリササーーチチアアドドミミニニスストトレレーータターー紹紹介介  

【【リリササーーチチアアドドミミニニスストトレレーータターー（（研研究究推推進進担担当当））  安安丸丸尚尚樹樹】】

「研究テーマとの出会い」

約 20 年前、私は地域連携テクノセンターの前身「先進技術教育研究

センター」の担当でした。その当時、福井県地域結集型共同研究事業と

いうレーザー技術に関する大型プロジェクトが始まり、産学連携担当と

して参加しました。フェムト秒レーザーによる精密加工研究を地元企業

と始め、照射面を走査電子顕微鏡で観察すると、ナノレベルの周期構造

（ナノ構造）が加工されることに気付きました。その写真をレーザーの

専門家に見せると、光加工の限界（光の波長）以下の構造で、光を用い

た初めてのナノ加工技術になることが判明しました。この技術は早速特

許化し、新聞等で報道されました。産官学共同研究で偶然巡り会った研

究テーマでしたが、その後定年まで研究を継続でき、科研費等の外部資

金の連続獲得にも繋がりました。

高専は教育主体の高等教育機関ですが、課題探求・解決型の学生を育成するために、教員自らが

研究活動を行う必要があります。そのために、良い研究テーマに出会い、外部資金を獲得するため

のお手伝いができるよう努力したいと思っています。

ぜひ気軽に声をかけてください。

【【リリササーーチチアアドドミミニニスストトレレーータターー（（産産学学連連携携担担当当））  南南保保幸幸男男】】

気候変動、地政学、ＳＤＧｓ対応と大きく様変わりする社会の中で、

将来のあるべき姿を見据えたインサイト（未来予測・洞察力）の育成が

必要となり、100 年後の世界にでも役立つ新規事業やビジネスモデルの

変換が求められています。

市場では環境保全（カーボンニュートラル、新エネルギー開発）、少子

高齢化（ＡＩ活用）、健康長寿（ヘルスケア、抗加齢）、生活の質向上（Ｑ

ＯＬ、働き方改革）での課題があり、解決すべき新分野での新技術開発、

新規な販路開拓を行い、シーズを活かした顧客ニーズへの対応が急務と

されています。その技術開発の実施には様々な組織体で連携された共同

開発体制での進行により、独創的で筋の良いテーマを提案し、単発のテ

ーマから脈絡のある継承テーマへシフトして、国の競争資金を獲得し、

オープンイノベーション協業体制にて問題解決を効率的かつ知恵の結集をしていきます。

今後は福井高専発信での新ビジネスモデル化を実施すべく「互助社会の形成」「100 年後の新規テ

ーマの提案」「産官学連携体制づくり」「先進・先端地区との情報交流」への支援を心がけた活動を

是非とも皆さんと協力して一緒に創り上げたいと思います。

３３．．地地域域社社会会ととのの連連携携事事業業
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【【リリササーーチチアアドドミミニニスストトレレーータターー（（知知的的財財産産担担当当）） 岩岩堀堀圭圭吾吾】】

皆さんは何のために研究をされているでしょうか。純粋な知的探求と

いう側面もあるかもしれませんが、多くの方は、世の中を少しでも良く

したいという思いがあるのではないでしょうか。世の中を良くするため

には、その研究結果が社会で広く利用されなければなりません。

しかし、研究結果を社会に浸透させるための活動は、残念ながらボラ

ンティアで出来るわけはなく、そこにビジネスが関係してきます。

特許権をはじめとする知的財産権は、ビジネスという利益活動におけ

る武器であり防具なのです。だから「財産権」なのです。

私は、皆さんの研究のテーマが、今後どのようにビジネス展開し、社

会実装していくかということからご相談に乗ります。そして、ビジョン

を定め、知的財産権の取得・活用を一緒に検討していきます。

また、弁理士であるため、出願の具体的な内容や、パートナーとのライセンス交渉にまで踏み込

んでサポートすることが可能です。お気軽にご相談ください。
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第第１１８８回回越越前前市市ロロボボッットトココンンテテスストトへへのの協協力力事事業業  

（計測・制御部門 亀山建太郎，西 仁司）

地域連携テクノセンターは『越前市ロボットコンテスト』に対し，2010 年度より様々な形で協力を

行ってきており，今年で 13 年目となる。2023 年度における実施事項は，夏季講習会（7/29，8/26）
への講師派遣と，大会（10/7）への会場提供・運営サポートである。競技種目は，昨年と同様の，

小学生対象の『チャレンジ部門』，中学生対象の『基礎部門』，『応用部門』である。

実施形態：以前は，午前・午後で大会を実施していたものが，2022 年は午前のみで大会を実施する

形態に変更され，2023 年も，この形態が継承された。学生による運営協力については，ロボット部

部員 10 名の協力を得て，会場設営や審判補助などを行っている。 
競技ルール：応用部門において，ルールが多少変更されているものの修正のレベルで，フィールド

の要素が再利用されていた。一方，基礎部門においては，大きなルール変更が行われており，扱う

アイテムもボールから発泡剤でできたバーに変更されるなど，要求される技術力も大きく変わって

いる。

参加者数：チャレンジ部門では，18 チーム（2022）から 11 チーム（2023），基礎部門では，21 チ

ームから 13 チームと，参加チーム数は大きく減少していた。また，応用部門の参加は１チームの

みであったため，デモンストレーションが行われたのみであった。参加者数減の原因は，コロナの

影響を引きずっている点に加え，中学校教員の働き方改革があるということであった。最後に，表

１に参加者の一覧を示す。

図１ 大会当日の様子（左：チャレンジ部門，右：基礎部門）

表１ 参加チーム／参加者数（部門別）／参加学校一覧

チーム数 人数 参加学校（カッコ内は参加チーム数）

チャレンジ部門 11 － 花筐（２），吉野（６），南中山（１），北日野（２）

基礎部門 13 － 南越（４），武生一（６），武生二（７），坂口（２），清水（２）

応用部門 1 － －
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「「高高専専カカフフェェ」」開開催催  

（地域・文化部門 長谷川智晴，木村美幸）

高専での教育や研究を「ものづくり」や「実験」などのキーワードで紹介する機会として，オープ

ンキャンパスや公開講座等を開催しています。この「高専カフェ」は，言語や歴史，文学，または

「ものづくり」や「実験」だけに限らない広い意味での科学について，高専で行われている教育や

研究を地域の皆様に紹介する場です。

主に地域・文化部門に所属する教職員が行なっている教育や研究などを紹介するもので，肩の力

を抜きながらゆっくりと話を聴いていただき，時には議論していただくという企画です。平成 27
年度から始め，9 年目を迎えました。 

令和 5 年度は以下のような内容でした。 
日程 講師 テーマ

10 月 6 日（金） 
中谷内 悠 教員

（一般科目教室）
『言葉の意味について哲学する』

11 月 17 日（金） 
松山 哲士 教員

（一般科目教室）
『筒井康隆の戦争文学の世界』

12 月 8 日（金） 
芹川 由布子 教員

（環境都市工学科）

『みんなで考える地域防災

―液状化とは？―』

1 月 19 日（金） 
濱住 啓之 教員

（電気電子工学科）
『電波・放送・通信技術の変遷』

「高専カフェ」の名の通り，気軽に参加していただき語り合うという趣旨のもと，事前申し込み

なしで実施しています。新型コロナ感染症による影響が無くなった令和 4 年度から，カフェの名に

ふさわしく飲み物を片手に肩の力を抜いて聴講や議論ができるようになりました。 いずれの回にお

いても，教職員の他，一般の方にも多数ご参加いただき活発な質疑応答が行われました。写真は第

2 回の様子です。 
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北北陸陸技技術術交交流流テテククノノフフェェアア２２００２２３３のの出出展展  

（地域連携テクノセンター，専攻科） 

 全国からものづくり企業が集う北陸最大規模の展示商

談会である北陸技術交流テクノフェアが，10月 19日～

20日に福井県産業会館で開催されました。福井高専のブ

ースでは，専攻科２年生が取り組んでいる特別研究の成

果をポスター展示して研究シーズの発表を行い，来場者

と意見交換を行いました。あわせて，テクノフェア公式

HPにて専攻科２年生の研究シーズを発信しました。 

ＪＪＯＯＩＩＮＮＴＴフフォォーーララムム２２００２２３３開開催催  
（地域連携テクノセンター） 

令和 5年 12月 13日，鯖江市嚮陽会館において「JOINTフォーラム 2023」を開催しました。 

本フォーラムは、本校と福井県内の産官学金関係者との結びつきを深めることを目的として、地

域連携テクノセンター主催で実施しているものです。「福井高専における産官学金連携の将来像」を

メインテーマに掲げ、地元企業、本校の教育研究支援組織「地域連携アカデミア」会員企業、本校

教職員、本校学生など 155名の参加がありました。 

長谷川校長の開会挨拶に続き、増永眼鏡株式会社代表取締役社長 増永 宗大郎 氏による特別講演

が行われ、『「おしょりん」から続く人づくりへの思い』について講演いただきました。引き続き、

センターの取り組み紹介が行われ、盛況のうちに閉会となりました。

その後、地域連携アカデミア主催による、異業種交流会が同会場で開催され、JOINTフォーラム

2023に引き続き、多数の参加者による活発な交流が行われました。加藤アカデミア会長の開会挨拶

に続き、地域連携アカデミア会員企業及び本校教職員、学生らによる合計３５件のポスターセッシ

ョンがあり、活発な意見交換などが行われました。

開会挨拶する長谷川校長 特別講演 増永 宗大郎 氏 

発表の様子 
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センターの取り組み紹介が行われ、盛況のうちに閉会となりました。

その後、地域連携アカデミア主催による、異業種交流会が同会場で開催され、JOINTフォーラム

2023に引き続き、多数の参加者による活発な交流が行われました。加藤アカデミア会長の開会挨拶

に続き、地域連携アカデミア会員企業及び本校教職員、学生らによる合計３５件のポスターセッシ

ョンがあり、活発な意見交換などが行われました。

開会挨拶する長谷川校長 特別講演 増永 宗大郎 氏 

発表の様子 
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第第２２９９回回ママググネネッットトココンンテテスストト開開催催  
  （素材・加工部門 松浦 徹，高橋 奨） 

マグネットコンテストは，ものづくり教育の一環として，レア・アースマグネットの世界的生産

拠点である信越化学工業（株）武生工場の協力を得て平成７年度から実施しているもので，第 29

回となる今回は，県内外の小中学生，高校生，大学生から総数 751件ものアイデア作品が寄せられ，

厳正なる審査の結果，最優秀賞から佳作まで 20作品が選ばれました。 

最優秀賞に選ばれた作品 

受賞者記念撮影 
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高高専専ラライイブブででのの教教養養講講座座のの実実施施 

（地域・文化部門 長水壽寛、市村葉子、環境・生態部門 後反克典、

計測・制御部門 西 仁司）

福井高専では、地域の皆さんに高専をもっ

ともっと活用していただくため、学生や教職

員、また高専にかかわる様々な方とのインタ

ビューを中心とした「高専ライブ」というラ

ジオ番組を、毎週日曜日の11時から12時まで

（再放送は毎週土曜日23時から24時まで）、

たんなんFM79.1MHzにて放送しています。な

お、たんなんFMの放送は、たんなんFMのホー

ムページでも同時配信しておりますので、イ

ンターネットを利用することでどこでもお

聞きになれます。

この番組の中のコーナーの一つで、本校教職員が自身の専門分野に関する「教養講座」を放

送しております。これまでに放送した内容の一例を以下に示します。

担当教員 タイトル 内容・テーマ例

山脇夢彦 教員

（物質工学科）
「有機＆Do it!」

有機化学について

「有機化合物とは！？」

「香り（におい）について」

など

長谷川智晴 教員（物理）
「サイエンス共和国」

「科学のつまみ食い」

物理の話

「周期表の話」「長さの話」

など

松井一洋 教員（体育） 「PESカフェ」

体育、スポーツの話

「日本起源のスポーツのお話」

「eスポーツのお話」など

最新の学術動向から、事実の裏側になるエピソードなど、一般の方にもわかりやすくお話し

しておりますので、ぜひお聞きください。

なお、高専ライブではお聞きの皆様からのご意見、ご感想などをメールにて受け付けており

ます。メールアドレスは、k@tannan.fmです。どしどしお寄せください。
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福福井井高高専専ビビジジネネススアアイイデデアアココンンテテスストト２２００２２３３開開催催 

（エネルギー部門 山本幸男、素材・加工部門 村中貴幸、計測・制御部門 西 仁司）

福井高専ビジネスアイデアコンテストとは、将来の福井県を牽引していく若手の起業家(アン

トレプレナー)を育成することを目的としたコンテストです。2023年は第4回目であり、地域連

携アカデミアにご後援いただきました。

IoT(Internet of Things)、ロボット、人工知能(AI)、5G、ビッグデータといった技術を取り

入れることで、社会的課題を解決して目指すべき未来を築いていくSociety5.0という取り組み

が内閣府によって提唱されています。これは急激な社会変動の波として福井県にも容赦なく押

し寄せてきており、ICT 技術に対する需要は非常に高まっています。福井県からSociety5.0の

理想的な未来社会を発信していき、起業を支援することで福井の若者のアントレプレナーシッ

プ教育を後押ししていこうという試みの一環が本コンテストです。

応募期間を令和5年7月24日(月)〜8月22日(火)までとして、その応募者から1次選考を通過し

た10チームが最終選考会で発表いたしました。最終選考会は令和5年9月30日(土)福井工業高等

専門学校大講義室にて実施されました。

審査基準として、「社会貢献性」、「実現可能性」、「プレゼン力」、「独創性」の4項目を

観点に評価を行い、審査の結果、グランプリには『コロナの後遺症の治療をするデバイス

－新型コロナウイルスによる嗅覚障害を解決する－』、準グランプリには『OnShin －音を

探針し振動で伝える－』、審査員特別賞には『elicon －安価なセンサと物体検出 AI を用い

た在室人数カウントシステム－』が選ばれ、それぞれ賞状と副賞の目録が授与されました。

副賞として、グランプリチームには台湾での海外研修、準グランプリチームには共催いただ

いたKDDI株式会社の施設見学、審査員特別賞のチームには図書券が授与されました。海外研修

では、台北科技大学で自分たちのアイデアを披露するとともに、大学教員や学生とアイデアに

関する意見交換をするなど、貴重な国際交流を体験することができました。また、街中では小

売りや自動車、家電など現地に進出する日本企業やそのほか多くの海外企業の状況を見聞きし、

ビジネス展開に必要なマーケティング、技術力と信用に裏付けられたブランドなどの重要性な

ど、福井では得られない様々なことに触れることができました。今回の研修が、彼らの今後の

キャリア形成の上で大きな道しるべとなることを期待します。

今年度も開催の予定となっており、更なる多くの応募者とアイデアが出てくることが期待さ

れています。
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本校には，地域・文化，環境・生態，エネルギー，安全・防災，情報・通信，素材・加工，

計測・制御の７つの研究部門があり，多くの分野にわたって，多数の専門家が在職していま

す。 
企業の現場などで解決を迫られている難問や疑問を解決できることも多く，これまでにも

技術相談等地域社会に協力してきました。下記以外にも様々なお話を伺いますので，お気軽

に御相談下さい。 
 
 
■■県県内内企企業業等等かかららのの技技術術相相談談のの例例  

 

共同研究に至らない，あるいは，共同研究の前段階として多数の技術相談が寄せられ，

例として次のようなものがあります。 

 

（１）浄水場で発生する汚泥の土構造物への転用策 

 

（２）レンズの分光学特性測定 

 

（３）廃液中の色度の軽減 

 

（４）防災に関するガイドブック作成 

 

（５）製材所から出るおがくずの有効利用策 

 

（６）繊維機械内における糸の走行状態の把握 

 

 

 

 

 

 

 

※技術相談の申込み 

１９ページの「技術相談申込書」（別記様式１）により下記あてお申し込みください。 

福井工業高等専門学校総務課プロジェクト支援係 〒916-8507福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-8317 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 

 

４４．．技技  術術  相相  談談 
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別記様式１ 

                                 （元号）  年  月  日 

      技技  術術  相相  談談  申申  込込  書書  

福井工業高等専門学校長 殿 

  

下記のとおり技術相談を申し込みます。 

記 

申

込

者 

企業名  

役 職  氏 名           

住 所  

ＴＥＬ  E-mail  

共同研究等の申請を前提としていますか 
 □前提としている  □前提としていない 

 □未定 

過去に同一の技術相談をしましたか  □有  □無 

地域連携アカデミア会員ですか  □会員  □非会員 

技術相談の予定時間数は何時間ですか          時間 

相談分野 

 

相談教職員名（できれば記入してください。） 

 

 

相談事項（具体的に書いてください。） 

相 談 料 □有料（    円）   □無料     ※本校側で記入します。 

（受付番号） （受付年月日） （応談者）         ※本校側で記入します。    

 

次の事項について、ご確認の上、同意いただける場合は、レをご記入願います。 

秘 密 保 持 

□ 技術相談の経過において、担当教職員よりノウハウ等の提供を受けた場合、秘

密保持契約を締結することに同意する。 

※同意いただけない場合、技術相談を実施することができないことがあります。 

知的財産の取扱い 

□ 技術相談の経過又は結果、担当教職員の寄与により知的財産が生じた場合、当

校へ書面にて通知することに同意する。 

   ※同意いただけない場合、技術相談を実施することができないこと 

    があります。 

 

（注意） 
・本申込書は、技術相談の都度ご提出願います。 
・太線枠内を記入して下さい。 
・技術相談予定時間数の最少時間は１時間単位です。 
・相談料は、技術相談前に原則として本校が指定する所定の口座に振り込んで下さい。 
・いったん納付された相談料は、学校の都合により受け入れを取り消した場合以外は返金しません。 
・申請された技術相談予定時間数を超過した場合は、その時間に応じ追加料金が発生します。 
・相談場所が学外である場合の交通費、技術相談の経過で分析等を実施した場合の費用等は、相談料とは
別に徴収します。 
・ご不明な点は総務課プロジェクト支援係（TEL：0778-62-8317、E-mail: techno@fukui-nct.ac.jp）まで
お問い合わせ下さい。 
・記載していただいた情報は技術相談にのみ使用させていただきます。
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福井工業高等専門学校技術相談規則 

平成 27年 3月 5日規則第 6号 

改正 令和元年 5月29日規則第19号  令和 2年 3月26日規則第68号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、独立行政法人国立高等専門学校機構技術相談に関するガイドライン（平成 27

年理事長裁定）に基づき、福井工業高等専門学校において技術相談の取扱い等に関し必要な事項

を定める。 

（定義） 

第２条 技術相談とは、企業等における技術的な問題解決を中心とした一時的な相談をい 

う。 

（技術相談の申込） 

第３条 技術相談の申込は、原則として「技術相談申込書」（別紙様式 1）に記入し、地域 

連携テクノセンター（以下「センター」という。）へ提出するものとする。 

（技術相談の実施） 

第４条 センターで技術相談申請書の内容を確認し判断の上、適切な担当教職員（以下「

担当教職員」という。）を決めた後、担当教職員へその旨通知し、技術相談を実施する。 

２ 技術相談に際して、必要に応じて秘密保持契約を締結するものとする。 

３ 技術相談の過程で生じた発明の帰属に関しては、秘密保持契約書の中に規定するもの 

とする。 

４ 技術相談の結果、共同研究又は受託研究を行うこととなった場合は、速やかに共同研 

究申請書又は受託研究申込書の提出を受け、共同研究契約又は受託研究契約を締結し、 

研究を行う。 

（技術相談の報告） 

第５条 技術相談を行った担当教職員は、「技術相談報告書」（別紙様式 2）を作成しセンター 

に提出する。 

（技術相談料・費用） 

第６条 原則として初回の技術相談料は無料とし、2 回目以降の技術相談料については、 

｢技術相談料金表｣（別表 1）に定めるものとする。 

附 則 

この規則は、平成 27年 4月１日から施行する。 

附 則（令和元年5月29日改正） 

この規則は、令和元年5月29日から施行し、同年5月1日から適用する。 

附 則（令和 2年 3月 26日改正） 

この規則は、令和 2年 3月 26日から施行する。 
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別表１ 

技術相談料金表 

相談回数 金額 備    考 

1 回目 無料 

2 回目以降 5,000 円／時間 同一の技術相談については、毎回技術相談料を徴収する。 

（注意１）次の一に該当する場合、２回目以降の技術相談料は無料とする。 

・公的機関からの申込みの場合

・申込者が、申込み時において、共同研究等の申請を前提とする旨の意思表示をした場合

・申込者が本校における研究交流を通じて産学官協働による知的資源の創造と地域経済の活性化に資する

ことを目的として賛同している企業（地域連携アカデミア会員）の場合 

・上記に準じるものと校長が認めた場合

（注意２）技術相談における時間単位は、その最少時間を１時間とする。 

（注意３）技術相談料は前納とする。 

（注意４）一旦納付された技術相談料等は、学校の都合により受入れを取り消した場合 

以外は返金しない。 

（注意５）技術相談料１時間当たり単価は、消費税抜きの単価を示す。 

（消費税計上後の技術相談料は、１円未満を切り捨てる。） 
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科学技術がますます高度化・専門化し，急速に進展する中で，独創的な技術の開発を行な

うため，組織的な産官学交流の強化が強く求められています。民間企業等との共同研究は，

民間企業等の研究者と本校教員とが共通の課題について対等な立場で研究を行うものです。

複数年度にわたる契約（上限５年）も可能です。

■■共共同同研研究究のの流流れれ

企 業 等 

研 究 実 施

本  校 

研 究 実 施

■■経経費費ににつついいてて

共同研究に要する費用は，直接経費，間接経費及び研究指導料の合算額となります。

区  分 
内   訳 

費  目 内   容 

共
同
研
究
費
用

直接経費 

(当該研究に直接必要

な経費) 

謝金 

旅費 

消耗品費 

備品費 

その他 

協力者に対して支払う経費 

調査等を行うために要する経費 

実験材料等消耗品の購入に要する経費 

機械器具の購入に要する経費 

上記以外の経費 

間接経費 

(当該研究遂行に関連

し直接経費以外に必要

となる経費) 

光熱水料 

技術料 

機械損料 

その他 

電気料，ガス料及び水道料で研究に要する料金 

本校が有する設備・システム等利用の経費 

（原則として，上記直接経費総額の３０％に相

当する額） 

研究指導料 民間等の研究者が派遣されて本校内で研究等を行う際の経費 

１名当たり６カ月につき２１万円（月割計算はしない） 

■■研研究究成成果果ととししててのの特特許許のの取取扱扱いい

共同研究の結果，共同して発明した場合は，本校と民間企業等がそれぞれ持ち分を定めて

共同で出願し，特許は共有となります。該当特許は民間企業等又はその指定するものが，出

願の日から一定期間（10 年以内）優先的に実施することができます。また，更新も可能です。 

５５．．共共  同同  研研  究究

1.研 究 の 申 込 み

2.受け入れの決定通知

3.契 約 の 締 結

4.共同研究費用の納付

5.研 究 開 始

研 究 成 果

特許等の共同出願

─22─
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科学技術がますます高度化・専門化し，急速に進展する中で，独創的な技術の開発を行な

うため，組織的な産官学交流の強化が強く求められています。民間企業等との共同研究は，

民間企業等の研究者と本校教員とが共通の課題について対等な立場で研究を行うものです。

複数年度にわたる契約（上限５年）も可能です。

■■共共同同研研究究のの流流れれ

企 業 等 

研 究 実 施

本  校 

研 究 実 施

■■経経費費ににつついいてて

共同研究に要する費用は，直接経費，間接経費及び研究指導料の合算額となります。

区  分 
内   訳 

費  目 内   容 

共
同
研
究
費
用

直接経費 

(当該研究に直接必要

な経費) 

謝金 

旅費 

消耗品費 

備品費 

その他 

協力者に対して支払う経費 

調査等を行うために要する経費 

実験材料等消耗品の購入に要する経費 

機械器具の購入に要する経費 

上記以外の経費 

間接経費 

(当該研究遂行に関連

し直接経費以外に必要

となる経費) 

光熱水料 

技術料 

機械損料 

その他 

電気料，ガス料及び水道料で研究に要する料金 

本校が有する設備・システム等利用の経費 

（原則として，上記直接経費総額の３０％に相

当する額） 

研究指導料 民間等の研究者が派遣されて本校内で研究等を行う際の経費 

１名当たり６カ月につき２１万円（月割計算はしない） 

■■研研究究成成果果ととししててのの特特許許のの取取扱扱いい

共同研究の結果，共同して発明した場合は，本校と民間企業等がそれぞれ持ち分を定めて

共同で出願し，特許は共有となります。該当特許は民間企業等又はその指定するものが，出

願の日から一定期間（10 年以内）優先的に実施することができます。また，更新も可能です。 

５５．．共共  同同  研研  究究

1.研 究 の 申 込 み

2.受け入れの決定通知

3.契 約 の 締 結

4.共同研究費用の納付

5.研 究 開 始

研 究 成 果

特許等の共同出願
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■■共共同同研研究究のの実実施施状状況況（（最最近近３３年年間間））          令和６年４月１日現在 
年度 研   究   課   題 

令 

 

３ 

シート材の展開に関する研究 

超硬合金素材の収縮予測に関する研究 

丸太打設した砂地盤におけるせん断補強に関する研究 

摩擦強加工による金属材料のナノ構造化 

フェムト秒レーザーによるナノ構造付与高機能 DLC 表面の創製 

木質リグニン由来のバニリン及びシリンガアルデヒドを分解する微生物の単離及び分解能の解析 

平面道路の液状化対策工における FLIP 解析 

UAVを用いた空中写真による河川形状調査 

RFID タグ位置検出精度向上に関する研究 

個別教育支援 ICT システムの開発研究 

薄型ソーラービーコン内蔵点字ブロックを用いた社会実証実験の可能性調査 

令 

 

４ 

“組み込み型ソフト開発の演習と実践”の講座教材開発に関する研究 

糸への新たな機能付与 

土木工学初学者（高専生）を対象とした地震災害に関するデジタル教材の開発 

田んぼの貯留機能強化による洪水への抑制効果に関する基礎研究 

丸太打設した砂地盤におけるせん断補強に関する研究 

豪雨による土砂災害軽減のための予防保全に関する研究 

「耐震性向上を目的とした新たな空気弁等の改良開発」に関する研究 

中赤外光分布定数回路技術に関する研究 

水力発電所への画像解析の適用可能性に関する研究 

AI を活用した舗装診断スクリーニング技術の開発と「いちはやシステム」の高度化 

 

 

 

 

令 

 

５ 

珪石製品の特性評価及び新用途開発の研究 

UAVを用いた空中写真による河川形状調査 

地盤に丸太を打設することによる丸太剛性による補強増加効果に関する研究 

セルロースと水溶性高分子及びタンパクとの相互作用機構の解明に関する研究 

発熱塗料を活用した省電力形ヒーターの開発 

アセトシリンゴン分解菌のスクリーニングと代謝能力に関する研究 

VR を活用したまちづくりワークショップ手法の研究 

LED-UVライトを用いた合成繊維の改質による耐久機能加工への応用 

“実践的な DB 構築と SQL言語の演習”の講座教材開発の研究 

耐熱性γ-アルミナの各種触媒への応用およびバイオマス前処理手法の検討 

持越発電所における、河川状態の検知 
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別記様式２ 

共 同 研 究 申 請 書 
（元号）  年  月  日 

  福井工業高等専門学校長 殿 

住所 

機関等の名称 

代表者氏名             ㊞ 

 

下記のとおり、共同研究を実施したいので申請します。 

記 

１ 新規・継続の区分  

２ 研  究  題  目  

３ 
研 究 の 目 的 
及  び  内  容 

 

４ 研  究  期  間 （元号）  年  月  日 ～（元号）  年  月  日 

５ 研 究 実 施 場 所  

６ 
機 関 等 の 
主 な 事 業 内 容 

 

７ 
機 関 等 の 
共 同 研 究 員 

氏     名 所     属 職   名 

   

８ 
希  望  す  る 
共 同 研 究 教 員 

氏     名 学  科  名 職   名 

   

９ 
研 究 経 費 の 
負   担  額 

直接経費 間接経費 研究指導料 合  計 

円 円 円 円 

10 提供する設備等  

11 事 務 連 絡 先 

氏     名 所     属 職   名 

   

電  話 

ファックス 

（  ）     内線 

（  ） 

（備考）１ 共同研究が数年にわたる場合は、その年次計画書を別紙にて添付してください。 

     ２ 共同研究の申請手続きに当たり、不明なことがありましたら、福井工業高等専門学校地域

連携テクノセンター長若しくは事務の窓口である総務課プロジェクト支援係（℡

0778-62-8296）にお尋ねください。 
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別記様式２ 

共 同 研 究 申 請 書 
（元号）  年  月  日 

  福井工業高等専門学校長 殿 

住所 

機関等の名称 

代表者氏名             ㊞ 

 

下記のとおり、共同研究を実施したいので申請します。 

記 

１ 新規・継続の区分  

２ 研  究  題  目  

３ 
研 究 の 目 的 
及  び  内  容 

 

４ 研  究  期  間 （元号）  年  月  日 ～（元号）  年  月  日 

５ 研 究 実 施 場 所  

６ 
機 関 等 の 
主 な 事 業 内 容 

 

７ 
機 関 等 の 
共 同 研 究 員 

氏     名 所     属 職   名 

   

８ 
希  望  す  る 
共 同 研 究 教 員 

氏     名 学  科  名 職   名 

   

９ 
研 究 経 費 の 
負   担  額 

直接経費 間接経費 研究指導料 合  計 

円 円 円 円 

10 提供する設備等  

11 事 務 連 絡 先 

氏     名 所     属 職   名 

   

電  話 

ファックス 

（  ）     内線 

（  ） 

（備考）１ 共同研究が数年にわたる場合は、その年次計画書を別紙にて添付してください。 

     ２ 共同研究の申請手続きに当たり、不明なことがありましたら、福井工業高等専門学校地域

連携テクノセンター長若しくは事務の窓口である総務課プロジェクト支援係（℡

0778-62-8296）にお尋ねください。 
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受託研究は，民間企業等から委託を受け，民間企業等に代わって本校教員が研究を実施し，

その成果を委託者に報告する制度です。 

 
■■受受託託研研究究のの流流れれ  

企 業 等 

  
 
 

本  校 

 

研 究 実 施  
 

  

  

■■経経費費ににつついいてて  

受託研究に要する費用は，原則として，「直接経費」，「間接経費」及び「受託料」の合算額となります。 

区  分 
内         訳 

費  目 内       容 

受
託
研
究
費
用 

直接経費 

(当該研究に直接必要な

経費) 

 

謝金 

旅費 

消耗品費 

備品費 

その他 

協力者に対して支払う経費 

調査等を行うために要する経費 

実験材料等消耗品の購入に要する経費 

機械器具の購入に要する経費 

上記以外の経費 

間接経費 

(当該研究遂行に関連し

直接経費以外に必要と

なる経費) 

光熱水料 

技術料 

機械損料 

その他 

電気料，ガス料及び水道料で研究に要する料金 

本校が有する設備・システム等を利用するための

経費（原則として，上記直接経費総額の３０％に

相当する額） 

受託料 

(研究テーマの困難度に

応じた加算額) 

原則として，下記の金額となります。 

一 困難度が普通の場合は１カ月につき１万円 

二 困難度が高い場合は１カ月につき２万円 

三 困難度がきわめて高い場合は１カ月につき３万円 

＊間接経費及び受託料については，個別に相談に応じます。 

 

 

■■  研研究究成成果果ととししててのの特特許許のの取取扱扱いい  

受託研究の場合の特許権は，本校教員が取得しますが，出願したときから１０年以内は，委

託企業やその企業が指定するものに優先的に実施させることもできます。また，更新すること

も可能です。 

６６．．受受  託託  研研  究究 

1.研 究 の 申 込 み  
2.受け入れの決定通知 
3.契 約 の 締 結 
4.受託研究費用の納付 
5.研 究 開 始  

研 究 成 果 
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別記様式３ 

受 託 研 究 申 込 書 

 

（元号）  年  月   日 

 

 

  福井工業高等専門学校長    殿 

 

申込者 住所 

氏名   （名称・代表者）           ○印  

 

福井工業高等専門学校受託研究取扱規則に基づき、下記のとおり研究を委託したいので 

申し込みます。 

 

記 

１  研究題目 

 

  ２  研究目的及び内容   

 

  ３ 研究に要する経費                 円   

 

  ４  研究期間       （元号）  年  月  日 ～（元号）  年  月  日 

 

  ５  希望研究担当者 

 

  ６ 研究用資材、器具等の提供 

 

  ７  その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井工業高等専門学校総務課プロジェクト支援係  〒916-8507福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-8296 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp  
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別記様式３ 

受 託 研 究 申 込 書 

 

（元号）  年  月   日 

 

 

  福井工業高等専門学校長    殿 

 

申込者 住所 

氏名   （名称・代表者）           ○印  

 

福井工業高等専門学校受託研究取扱規則に基づき、下記のとおり研究を委託したいので 

申し込みます。 

 

記 

１  研究題目 

 

  ２  研究目的及び内容   

 

  ３ 研究に要する経費                 円   

 

  ４  研究期間       （元号）  年  月  日 ～（元号）  年  月  日 

 

  ５  希望研究担当者 

 

  ６ 研究用資材、器具等の提供 

 

  ７  その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井工業高等専門学校総務課プロジェクト支援係  〒916-8507福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-8296 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp  
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本校では，学術研究の奨励を目的とする寄附金を受け入れています。

  寄附者は，研究目的や研究者を指定し，また，寄附者の氏名等を付することもできますが，見

返りとして研究成果等を受け取ることはできません。

しかし，寄附金は，各種実験装置や図書の充実など，本校における学術研究の環境整備に大い

に活用され，研究の成果を通じて本校のみならず広く社会に貢献しています。

■ 寄寄附附金金のの流流れれ 

                     

            

■■寄寄附附金金受受入入状状況況（（最最近近５５年年間間）） 

年度 校長
専 門 科 目 一般

科目

ﾃ ｸ ﾉ

ｾﾝﾀｰ
その他

合計

件数

合計金額

(千円) 機械 電気 電情 物質 環境

令元 6 3 2 2 0 3 0 51 1 68 13,570

令２ 1 0 3 3 1 108 0 55 4 175 14,664

令３ 0 2 1 4 0 38 0 58 3 106 14,883

令４ 1 2 1 6 0 8 0 58 4 80 22,387

令５ 2 0 1 1 0 6 0 61 8 79 18,247

 

■■寄寄附附金金のの免免税税ににつついいてて 

※寄附金は，お手数ですが

振込依頼書により，銀行

へ払込願います。

寄 附 者

福井高専

銀  行
①
寄
附
申
込

（
振
込
依
頼
書
）

②
寄
附
金

受
入
通
知
書

③現金振込

④領収済通知

福井高専に対する御寄附は，特定公益増進法人等への寄附金として，税制上の優遇措置を受

けることができます。

［法人からの御寄附］ 全額損金算入が可能です。  

［個人からの御寄附］ ５千円を超える部分について当該年の所得の４０％を限度に当該年の

所得から控除できます。

７７．．寄寄 附附 金金
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別紙様式第１号        
  年  月  日 

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長  殿 
 

（寄附者）住 所  
                 氏 名                印 

 
寄 附 金 申 込 書 

                             
このことについて，下記のとおり寄附します。 
なお、当該寄附金の一部を国立高等専門学校の教育研究の発展充実のため、必要な経 

費として使用することに同意します。 
記 

寄 附 金 額 円 

寄 附 の 目 的  

及  び  種  別 (該当種別を全て選択してください。 ) □教育支援， □研究助成， □その他 

寄 附 の 条 件  

使 用 者 の 指 定 
□有 
 
□無 

指定する使用者 
の 所 属 ・ 氏 名 
(研究担当者等 ) 

所属  

氏名  

指定した使用者が

他機関へ転出した

場合の取扱い （右

のいずれかを選択

してください。） 

□ 寄附金の残額を転出先へ移し換えることに同意する。 
 
□ 寄附金の残額は，国立高等専門学校機構内の他の役職員に使用者を変更して使用する

ものとし，国立高等専門学校の業務実施のため，必要に応じて寄附目的及び条件を変

更することに同意する。 
 
□ 寄附金の残額は，寄附目的及び条件の範囲内で国立高等専門学校機構内の他の役職員

に使用者を変更して使用することに同意する。 

指定した使用者の

退職等に伴う取扱

い （右のいずれか

を選択してくださ

い。） 

□ 寄附金の残額は，国立高等専門学校機構の他の役職員に使用者を変更して使用するも

のとし，国立高等専門学校の業務実施のため，必要に応じて寄附目的及び条件を変更

することに同意する。 
 
□ 寄附金の残額は，寄附目的及び条件の範囲内で国立高等専門学校機構の他の役職員に

使用者を変更して使用することに同意する。 
 
□ 寄附金の残額の取扱いについては、助成財団等の規定に従うものとする。（研究助成

金の場合のみ選択可） 

使 用 内 訳  

使 用 時 期  

そ の 他 □ 寄附金振込後、事業所名を福井高専テクノセンターHP に掲載することを同意する。 

担 当 者 連 絡 先 
担当者名（申請者と異なる場合） 
 

電 話： 
メール： 

 

会 長 信越化学工業株式会社 武生工場長 加 藤 大 紀

副 会 長 ベルテクス株式会社 代表取締役会長 田 中 義 人

理 事 増永眼鏡株式会社 代表取締役社長 増 永 宗大郎

理 事 株式会社j i g . j p 取締役 創業者 福 野 泰 介

監 事 大和建設株式会社 取締役会長 大 塚 英 治

監 事 武生特殊鋼材株式会社 代表取締役社長 河 野 通 郎

幹 事 福井工業高等専門学校 地域連携テクノセンター長 辻 野 和 彦

顧 問 福井県産業労働部長 大 塚 智 樹

顧 問 福井県商工会議所連合会会頭 八 木 誠一郎
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別紙様式第１号        
  年  月  日 

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長  殿 
 

（寄附者）住 所  
                 氏 名                印 

 
寄 附 金 申 込 書 

                             
このことについて，下記のとおり寄附します。 
なお、当該寄附金の一部を国立高等専門学校の教育研究の発展充実のため、必要な経 

費として使用することに同意します。 
記 

寄 附 金 額 円 

寄 附 の 目 的  

及  び  種  別 (該当種別を全て選択してください。 ) □教育支援， □研究助成， □その他 

寄 附 の 条 件  

使 用 者 の 指 定 
□有 
 
□無 

指定する使用者 
の 所 属 ・ 氏 名 
(研究担当者等 ) 

所属  

氏名  

指定した使用者が

他機関へ転出した

場合の取扱い （右

のいずれかを選択

してください。） 

□ 寄附金の残額を転出先へ移し換えることに同意する。 
 
□ 寄附金の残額は，国立高等専門学校機構内の他の役職員に使用者を変更して使用する

ものとし，国立高等専門学校の業務実施のため，必要に応じて寄附目的及び条件を変

更することに同意する。 
 
□ 寄附金の残額は，寄附目的及び条件の範囲内で国立高等専門学校機構内の他の役職員

に使用者を変更して使用することに同意する。 

指定した使用者の

退職等に伴う取扱

い （右のいずれか

を選択してくださ

い。） 

□ 寄附金の残額は，国立高等専門学校機構の他の役職員に使用者を変更して使用するも

のとし，国立高等専門学校の業務実施のため，必要に応じて寄附目的及び条件を変更

することに同意する。 
 
□ 寄附金の残額は，寄附目的及び条件の範囲内で国立高等専門学校機構の他の役職員に

使用者を変更して使用することに同意する。 
 
□ 寄附金の残額の取扱いについては、助成財団等の規定に従うものとする。（研究助成

金の場合のみ選択可） 

使 用 内 訳  

使 用 時 期  

そ の 他 □ 寄附金振込後、事業所名を福井高専テクノセンターHP に掲載することを同意する。 

担 当 者 連 絡 先 
担当者名（申請者と異なる場合） 
 

電 話： 
メール： 
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わが国産業界を取り巻く環境はいよいよ厳しく，一層の国

際化，情報化社会への進展など多くの課題を抱えております。

本県でも，工業製品の高付加価値化，多角化及び従来の基礎

技術を活かした新産業の創生などが重要であるとされてい

ます。このような県内産業の活性化と技術の高度化を促成す

るためには，産・官・学の共同による研究開発と技術の融合，

複合が必要不可欠な状況です。

本校においては，平成６年度に福井高専教育研究振興会が

結成され，平成１７年度には内容の充実と会員の拡大に取り

組むため「福井高専地域連携アカデミア」と発展的に改組し，

本校と企業との連携により，県内産業の発展に寄与して

おります。

■■具具体体的的なな取取りり組組みみ

・地域産業界との共同研究，受託研究，技術相談の推進

・学生の地域貢献活動

・研究活動の推進と活性化，教員の研修など教育スタッフの質的向上

・高度先端技術に対応する教育研究設備の更新及び整備        など

■■福福井井高高専専地地域域連連携携アアカカデデミミアア役役員員（（RR66..77..11 現現在在））

８８．．福福井井高高専専地地域域連連携携アアカカデデミミアア

福福井井高高専専地地域域連連携携アアカカデデミミアア会会員員申申込込 

上記の主旨に御賛同いただける場合は，３２ページの

「福井高専地域連携アカデミア会員申込書」（別記様

式５）により下記あてお申し込み下さい。

福井工業高等専門学校総務課プロジェクト支援係

〒916-8507 福井県鯖江市下司町

TEL(0778)62-8219 FAX(0778)62-2597 

E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 

会  長    信越化学工業株式会社 武生工場長   加 藤 大 紀

副 会 長    ベルテクス株式会社 代表取締役会長   田 中 義 人

理  事    増永眼鏡株式会社 代表取締役社長    増 永 宗大郎

理  事    株式会社j i g . j p 取締役 創業者      福 野 泰 介

監  事    大和建設株式会社 取締役会長      大 塚 英 治

監  事     武生特殊鋼材株式会社 代表取締役社長  河 野  通 郎

幹  事    福井工業高等専門学校 地域連携テクノセンター長  辻 野 和 彦

顧  問    福井県産業労働部長           大 塚 智 樹

顧  問    福井県商工会議所連合会会頭       八 木 誠一郎

地地域域連連携携アアカカデデミミアア会会員員企企業業名名盤盤 

会 長 信越化学工業株式会社 武生工場長 加 藤 大 紀

副 会 長 ベルテクス株式会社 代表取締役会長 田 中 義 人

理 事 増永眼鏡株式会社 代表取締役社長 増 永 宗大郎

理 事 株式会社j i g . j p 取締役 創業者 福 野 泰 介

監 事 大和建設株式会社 取締役会長 大 塚 英 治

監 事 武生特殊鋼材株式会社 代表取締役社長 河 野 通 郎

幹 事 福井工業高等専門学校 地域連携テクノセンター長 辻 野 和 彦

顧 問 福井県産業労働部長 大 塚 智 樹

顧 問 福井県商工会議所連合会会頭 八 木 誠一郎
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「福井高専地域連携アカデミア」会員企業（R6.6.1現在） 

 
会員企業名 所在地  会員企業名 所在地 

アイナックス稲本(株) 石川県白山市  (株)鯖江工業所 鯖江市 

あおみ建設(株) 東京都千代田区  鯖江精機(株) 越前町 

揚原織物工業(株) 鯖江市  (株)鯖江村田製作所 鯖江市 

旭化学工業(株) 坂井市  サンエー電機(株) 福井市 

ＥＳ(株) 鯖江市  三機工業（株）北陸支店 富山県富山市 

石黒建設(株) 福井市  (株)サンルックス 鯖江市 

井上商事(株) 福井市  (株)サンワコン 福井市 

(株)ウエキグミ 越前市  塩野フィネス(株) 大阪府大阪市 

(株)ウノコーポレーション 越前市  （一）滋賀県建設業協会 滋賀県大津市 

(株)エイコー技術コンサルタント 敦賀市  (株)jig.jp 鯖江市 

(株)エイチアンドエフ あわら市  ジビル調査設計(株) 福井市 

大阪シーリング印刷(株) 大阪府大阪市  島津産機システムズ(株) 滋賀県大津市 

(株)大虫電工 越前市  (株)清水組 鯖江市 

OSP レーベルストック(株) 滋賀県米原市  (株)シャルマン 鯖江市 

小野谷機工(株) 越前市  信越化学工業(株)武生工場 越前市 

(株)ガイアート 北陸支店 石川県金沢市  (株)ＳＨＩＮＤＯ あわら市 

海洋技術建設(株) 東京都江戸川区  スガイ化学工業(株)福井事業所 福井市 

(株)川上測量コンサルタント 福井市  (有)セカンドゲート 福井市 

(株)環境総合リサーチ 京都府相楽郡  （株）関組 越前市 

(株)KANZACC 坂井市  全日本空輸㈱教育訓練部 東京都大田区 

(株)キミコン 鯖江市  タイヨー電子(株) 鯖江市 

共立産業(株) 福井市  (株)大栄製作所 愛知県豊橋市 

協和テキスタイル（株） 越前町  大和建設(株) 越前市 

極東興和（株） 広島県広島市  大和電建(株) 福井市 

京福コンサルタント(株) 小浜市  (株)高野組 越前市 

(株)光陽コンサルタンツ 福井市  (株)武田機械 福井市 

(株)ゴーシュー 滋賀県湖南市  武生特殊鋼材(株) 越前市 

国土防災技術(株)福井支店 福井市  田中建設(株) 越前市 

こしの都ネットワーク(株) 越前市  タナカフォーサイト(株) 鯖江市 

(株)サイエンスクラフト 越前市  (株)TAYASU 福井市 

(株)サカイエステック 福井市  （株）中央設計技術研究所 石川県金沢市 

(株)サカイエルコム 福井市  中部鉱業(株) 南越前町 

サカイオーベックス(株) 福井市  (株)辻広組 福井市 

酒井化学工業(株) 鯖江市  (株)帝国コンサルタント 越前市 

坂川建設(株) 福井市  テックファーム(株) 東京都新宿区 

次頁に続く 
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「福井高専地域連携アカデミア」会員企業（R6.6.1 現在） 

 
会員企業名 所在地  会員企業名 所在地 

アイナックス稲本(株) 石川県白山市  (株)鯖江工業所 鯖江市 

あおみ建設(株) 東京都千代田区  鯖江精機(株) 越前町 

揚原織物工業(株) 鯖江市  (株)鯖江村田製作所 鯖江市 

旭化学工業(株) 坂井市  サンエー電機(株) 福井市 

ＥＳ(株) 鯖江市  三機工業（株）北陸支店 富山県富山市 

石黒建設(株) 福井市  (株)サンルックス 鯖江市 

井上商事(株) 福井市  (株)サンワコン 福井市 

(株)ウエキグミ 越前市  塩野フィネス(株) 大阪府大阪市 

(株)ウノコーポレーション 越前市  （一）滋賀県建設業協会 滋賀県大津市 

(株)エイコー技術コンサルタント 敦賀市  (株)jig.jp 鯖江市 

(株)エイチアンドエフ あわら市  ジビル調査設計(株) 福井市 

大阪シーリング印刷(株) 大阪府大阪市  島津産機システムズ(株) 滋賀県大津市 

(株)大虫電工 越前市  (株)清水組 鯖江市 

OSP レーベルストック(株) 滋賀県米原市  (株)シャルマン 鯖江市 

小野谷機工(株) 越前市  信越化学工業(株)武生工場 越前市 

(株)ガイアート 北陸支店 石川県金沢市  (株)ＳＨＩＮＤＯ あわら市 

海洋技術建設(株) 東京都江戸川区  スガイ化学工業(株)福井事業所 福井市 

(株)川上測量コンサルタント 福井市  (有)セカンドゲート 福井市 

(株)環境総合リサーチ 京都府相楽郡  （株）関組 越前市 

(株)KANZACC 坂井市  全日本空輸㈱教育訓練部 東京都大田区 

(株)キミコン 鯖江市  タイヨー電子(株) 鯖江市 

共立産業(株) 福井市  (株)大栄製作所 愛知県豊橋市 

協和テキスタイル（株） 越前町  大和建設(株) 越前市 

極東興和（株） 広島県広島市  大和電建(株) 福井市 

京福コンサルタント(株) 小浜市  (株)高野組 越前市 

(株)光陽コンサルタンツ 福井市  (株)武田機械 福井市 

(株)ゴーシュー 滋賀県湖南市  武生特殊鋼材(株) 越前市 

国土防災技術(株)福井支店 福井市  田中建設(株) 越前市 

こしの都ネットワーク(株) 越前市  タナカフォーサイト(株) 鯖江市 

(株)サイエンスクラフト 越前市  (株)TAYASU 福井市 

(株)サカイエステック 福井市  （株）中央設計技術研究所 石川県金沢市 

(株)サカイエルコム 福井市  中部鉱業(株) 南越前町 

サカイオーベックス(株) 福井市  (株)辻広組 福井市 

酒井化学工業(株) 鯖江市  (株)帝国コンサルタント 越前市 

坂川建設(株) 福井市  テックファーム(株) 東京都新宿区 

次頁に続く 
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会員企業名 所在地  会員企業名 所在地 

(株)寺本鉄工 福井市  福井めがね工業（株） 鯖江市 

(株)デルタコンサルタント 福井市  ベルテクス(株) 福井市 

(株)TOKO 鯖江市  ホクコンマテリアル(株) 福井市 

(株)TOP 越前市  (株)ホクシン 福井市 

(有)トップテクノ 鯖江市  北伸電機(株) 大野市 

東京水道株式会社 東京都新宿区  (一)北陸電気保安協会 富山県富山市 

東洋染工株式会社 坂井市  北陸電話工事(株) 石川県金沢市 

轟産業（株） 福井市  前田工繊(株) 坂井市 

飛島建設(株)北陸支店 福井市  前田道路（株） 東京都品川区 

内外エンジニアリング(株) 京都府京都市  増永眼鏡(株) 福井市 

(株)ナカテック 坂井市  (株)松浦機械製作所 福井市 

中日本土木(株) 越前市  丸一調査設計(株) 福井市 

(株)ナチュラルスタイル 福井市  丸八(株) 坂井市 

ナック・ケイ・エス(株) 福井市  丸文通商(株)福井支店 福井市 

西田建設（株） 福井市  (株)見谷組 福井市 

(株)西村組 永平寺町  (株)道端組 福井市 

日光産業(株) 福井市  ミツカワ(株) 越前市 

日東電工（株） 大阪府茨木市  (株)ミルコン 福井市 

(株)日本エー・エム・シー 福井市  盟友技研(株) 福井市 

日本純良薬品(株) 坂井市  明和工業(株) 福井市 

(株)日本ピーエス 敦賀市  （株）八木熊 福井市 

長谷川体育施設(株) 新潟県新潟市  山田技研（株） 福井市 

パナソニックインダストリー(株) 福井市  ユニフォームネクスト(株) 福井市 

福井キヤノンマテリアル(株) 福井市  吉岡幸（株） 福井市 

(株)福井銀行 福井市  (株)吉田機工 福井市 

福井太陽(株) 福井市  レンゴー(株)武生工場 越前市 

福井鐵工(株) 福井市  （株）ワカサコンサル 小浜市 

福井鋲螺(株) あわら市  （株）ワカヤマ 鯖江市 

(株)福井村田製作所 越前市  (株)若吉製作所 鯖江市 

 
計１２８社（社名５０音順） 
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（別記様式５） 

  年  月  日 
 
 

福井高専地域連携アカデミア会員申込書 
 
 

福井高専地域連携アカデミア会長 殿 
 
 
 

申込者 
住 所（〒    －    ） 

 
 
 

（電話番号）     －     － 
（法人名） 

 
                    （役職・氏名） 

            印 
 
 
 
 貴会の趣旨に賛同し，事業に協力するため会員として加入いたしたく，下記のとおり申し込

みます。 
 

記 
 

運 営 費   １０，０００円             
寄 附 金         円（  口）（１口 ２０，０００円） 

 

＊寄附金につきましては，別添の「寄附金申込書」へもご記入願います。 

後日，請求書等を送付させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-8219 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 

 

企業からの福井高専に対するご寄附は、

特定公益増進法人等への寄付金として、

全額損金算入が可能です。 
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（別記様式５） 

  年  月  日 
 
 

福井高専地域連携アカデミア会員申込書 
 
 

福井高専地域連携アカデミア会長 殿 
 
 
 

申込者 
住 所（〒    －    ） 

 
 
 

（電話番号）     －     － 
（法人名） 

 
                    （役職・氏名） 

            印 
 
 
 
 貴会の趣旨に賛同し，事業に協力するため会員として加入いたしたく，下記のとおり申し込

みます。 
 

記 
 

運 営 費   １０，０００円             
寄 附 金         円（  口）（１口 ２０，０００円） 

 

＊寄附金につきましては，別添の「寄附金申込書」へもご記入願います。 

後日，請求書等を送付させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-8219 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 

 

企業からの福井高専に対するご寄附は、

特定公益増進法人等への寄付金として、

全額損金算入が可能です。 
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福福井井高高専専地地域域連連携携アアカカデデミミアア会会則則 

 

  （名称） 

第１条 本会は，福井高専地域連携アカデミアと称する。 

  （目的） 

第２条  本会は，福井工業高等専門学校（以下「福井高専」という。）の教育，研究，地域貢献

に対して協力するとともに，会員相互並びに福井高専との連携・交流を深めて地域の経済発展，

安全・安心，環境保全に寄与することを目的とする。 

  （事業） 

第３条  本会は，第２条の目的を達成するため，次の事業を行う。 

  (1) 福井高専との地域産業等との連携に関すること。 

  (2) 福井高専の教育・研究への協力及び助成に関すること。 

  (3) 産官学連携による技術研究開発の振興に関すること。 

  (4) その他本会の目的達成に必要な事業に関すること。 

  （会員） 

第４条  本会の会員は，本会設立の趣旨に賛同する企業をもって組織する。 

  （役員） 

第５条  本会に次の役員を置く。 

  (1) 会長    １名 

  (2) 副会長  ２名以内 

  (3) 理事    若干名 

  (4) 監事    ２名 

  (5) 幹事    若干名 

  （役員の選出及び任期） 

第６条  前条第１号から第４号までの役員は，総会において選出する。 

２  前条第５号の役員は，会長が指名する。 

３  役員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。 

４  欠員が生じた場合の後任の役員の任期は，前任者の残任期間とする。 

  （役員の職務） 

第７条  会長は，本会を代表し，会務を総括する。 

２  副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。 

３  理事は，重要事項を審議し，これを処理する。 

４  監事は，本会の会計を監査する。 

５  幹事は，本会の庶務を担当する。 

  （顧問） 

第８条  本会に顧問を置くことができる。 

２  顧問は，役員会の推薦により会長が委嘱する。 

３  顧問は，会長の諮問に応じ，又は会議に出席して意見を述べることができる。 

  （会議） 

第９条  本会の会議は，総会及び役員会とし，議長は会長をもって充てる。 

第１０条  総会は，毎年１回開催し，総会において行う事項は，次のとおりとする。 

  (1) 本会の事業推進についての重要事項の決定 

  (2) 役員の選出 

  (3) 会則の改正 

  (4) その他必要事項 
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第１１条  役員会は，必要に応じ会長が招集するものとする。 

２  役員会において行う事項は，次のとおりとする。 

  (1) 本会の事業の企画運営 

  (2) その他会務遂行上必要と認められる事項 

３  役員会の開催が困難である場合は，文書によって協議することができる。 

（事務局） 

第１２条  本会の事務局は，福井県商工会議所連合会内に置く。 

  （会費等） 

第１３条  会員は，本会の円滑な運営を図るため，会費を本会へ納付するものとする。 

２  会員は，第３条の事業に協力するため，福井高専へ必要な援助をするものとする。 

第１４条  本会の事業年度は，毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

  （その他） 

第１５条  この会則に定めるもののほか，会則の施行について必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

１ この会則は，平成１７年４月１日から施行する。 

２ 福井工業高等専門学校教育研究振興会会則（平成７年３月２２日制定）は，廃止する。 

３ この会則は，平成２７年６月２２日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

  福福井井高高専専地地域域連連携携アアカカデデミミアア会会費費等等にに関関すするる内内規規 

 

第１  会費は，毎年１万円とし，年度当初に事務局指定の口座に振り込むものとする。 

第２  寄附金は，毎年１口２万円（１口以上）とし，福井工業高等専門学校発行の振込依頼書に

より納付するものとする。 

第３  物品の寄附及び諸援助については，福井工業高等専門学校に申し出るものとする。 

 

  附  則 

１ この内規は，平成１７年４月１日から施行する。 

２ 福井工業高等専門学校教育研究振興会入会金等に関する内規（平成７年３月２２日制定）は， 

廃止する。 
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１ この内規は，平成１７年４月１日から施行する。 
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（部門別，50 音順） 

部部門門  氏氏名名  所所属属  キキーーワワーードド 頁頁  

地地
域域
・・
文文
化化
部部
門門

相場大佑 一般科目教室（自然科学系） 
Schrödinger 作用素, Dirac 作用素, 非自己共役作用素, 
スペクトル理論, 散乱理論

43 

東 章弘 一般科目教室（自然科学系） 体育授業研究，移動運動，健康運動指導 44 

市村葉子 一般科目教室（人文社会科学系） 
話しことば，イントネーション，コーパス，日本語教育， 

やさしい日本語 
45 

井之上和代 一般科目教室（自然科学系） 教材開発，グラフアート，可換環論，モーデルヴェイユ格子理論 46 

大谷貞徳 一般科目教室（人文社会科学系） 日本文学，中世文学，軍記物語 47 

奥村充司 環境都市工学科 上水道，下水道，水質調査，地下水汚染，生物指標 48 

川畑弥生 一般科目教室（人文社会科学系） 修復的司法，少年司法手続，社会内処遇 49 

木下若奈 一般科目教室（人文社会科学系） 英語, 生成文法論 50 

木村美幸 一般科目教室（人文社会科学系） 海軍，志願兵，地域，兵事資料 51 

白﨑恭子 教育研究支援センター 
ボソン，フェルミオン，混合系，ボーズ・アインシュタイン凝縮，
不安定性，転移温度 

52 

土田 怜 一般科目教室（自然科学系） 重力波，暗黒物質，宇宙論 53 

中谷実伸 一般科目教室（自然科学系） 無限可積分系，数学教材開発 54 

長水壽寛 一般科目教室（自然科学系） 位相数学（General Topology），教材開発，メタ認知 55 

中谷内悠 一般科目教室（人文社会科学系） 哲学，倫理学 56 

長谷川智晴 （素材・加工部門参照） 128 

原口 治 一般科目教室（人文社会科学系） 英語，イギリス文学，イギリス文化，技術英語 57 

挽野真一 一般科目教室（自然科学系） 
超伝導，磁性，近接効果，ジョセフソン効果， 
スピン依存伝導現象

58 

藤田卓郎 一般科目教室（人文社会科学系） 外国語教育研究，タスク・ベースの言語指導，実践研究法 59 

古谷峻熙 一般科目教室（自然科学系） 有機合成，有機光反応 60 

松井一洋 一般科目教室（自然科学系） 足関節ブレース，動作解析 61 

松山哲士 一般科目教室（人文社会科学系） 日本近現代文学，筒井康隆文学，日本 SF 文学，戦争文学 62 

宮本友紀 一般科目教室（人文社会科学系） 英語教育，コミュニケーション，言語 63 

森 貞 一般科目教室（人文社会科学系） 容認性判断，英語，日本語，文法，語法，認知言語学 64 

柳原祐治 一般科目教室（自然科学系） Percolation， Contact process 65 

山田哲也 一般科目教室（自然科学系） 移流拡散方程式 66 

９９．．福福井井高高専専ののシシーーズズ  
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部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド 頁頁  

環環
境境
・・
生生
態態
部部
門門

小木曽晴信 教育研究支援センター 測量，地盤，環境，植生，植樹 69 

奥村充司 環境都市工学科 上水道，下水道，水質調査，地下水汚染，生物指標 70 

片岡裕一 教育研究支援センター 環境測定，安全衛生 71 

川村敏之 物質工学科 バイオテクノロジー，分子生物学 72 

後反克典 物質工学科 微量元素分析，環境・材料分析，高感度分析 73 

坂元知里 物質工学科 電気化学，バイオデバイス，酵素固定化 74 

髙山勝己 物質工学科 
バイオレメディエーション，バイオセンサー， 
バイオリファイナリー，環境創造型農業 

75 

津野佑規 環境都市工学科 
持続可能な開発目標（SDGs），ライフサイクルアセスメント， 
地域循環共生圏，環境教育 

76 

廣部まどか 教育研究支援センター 里地里山，生物調査，保全活動，ＷＢＧＴ 77 

舟洞久人 教育研究支援センター 生物工学，バイオフィルム，バイオセンサー 78 

松野 敏英 物質工学科 微生物，物質生産，生物機能 79 

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
部部
門門

白﨑恭子 （地域・文化部門参照） 52 

高久有一 電子情報工学科 核融合，プラズマ閉じ込め配位，物理シミュレーション 83 

芳賀正和 機械工学科 熱・物質移動，熱と流れの数値解析，熱と流れの可視化実験 84 

林田剛一 機械工学科 噴流，後流，はく離流，実験流体力学，数値シミュレーション 85 

藤田克志 機械工学科 再生可能エネルギー，小水力，粘弾性流体，CFD，流れの可視化 86 

山本幸男 電気電子工学科 半導体，薄膜，太陽電池 87 

安安
全全
・・
防防
災災
部部
門門

芹川由布子 環境都市工学科 地震，液状化，家屋被害，健康障害，地域防災，ライフライン 91 

田安正茂 環境都市工学科 氾濫解析，河道内土砂堆積，漂砂，海岸地形変化 92 

辻子裕二 環境都市工学科 防災・減災，土砂災害，災害リスク，避難行動 93 

辻野和彦 環境都市工学科 
リモートセンシング，地理情報システム，土砂災害（斜面崩壊・

土石流），UAV（無人航空機）
94 

土田浩太 教育研究支援センター 施工計画，施工管理，測量，安全衛生 95 

樋口直也 環境都市工学科 アーチ，シェル・空間構造，座屈，有限要素法解析 96 

蓑輪圭祐 環境都市工学科 コンクリート，材料物性，複合構造，メンテナンス 97 

大和裕也 環境都市工学科 MR(Mixed Reality)，まちづくり，防災教育 98 

吉田雅穂 環境都市工学科 地震，防災，減災，木材，文化財建造物，ライフライン 99 
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部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド 頁頁  

環環
境境
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75 

津野佑規 環境都市工学科 
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地域循環共生圏，環境教育 

76 

廣部まどか 教育研究支援センター 里地里山，生物調査，保全活動，ＷＢＧＴ 77 

舟洞久人 教育研究支援センター 生物工学，バイオフィルム，バイオセンサー 78 
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高久有一 電子情報工学科 核融合，プラズマ閉じ込め配位，物理シミュレーション 83 
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林田剛一 機械工学科 噴流，後流，はく離流，実験流体力学，数値シミュレーション 85 

藤田克志 機械工学科 再生可能エネルギー，小水力，粘弾性流体，CFD，流れの可視化 86 

山本幸男 電気電子工学科 半導体，薄膜，太陽電池 87 

安安
全全
・・
防防
災災
部部
門門

芹川由布子 環境都市工学科 地震，液状化，家屋被害，健康障害，地域防災，ライフライン 91 

田安正茂 環境都市工学科 氾濫解析，河道内土砂堆積，漂砂，海岸地形変化 92 

辻子裕二 環境都市工学科 防災・減災，土砂災害，災害リスク，避難行動 93 

辻野和彦 環境都市工学科 
リモートセンシング，地理情報システム，土砂災害（斜面崩壊・

土石流），UAV（無人航空機）
94 

土田浩太 教育研究支援センター 施工計画，施工管理，測量，安全衛生 95 

樋口直也 環境都市工学科 アーチ，シェル・空間構造，座屈，有限要素法解析 96 

蓑輪圭祐 環境都市工学科 コンクリート，材料物性，複合構造，メンテナンス 97 

大和裕也 環境都市工学科 MR(Mixed Reality)，まちづくり，防災教育 98 

吉田雅穂 環境都市工学科 地震，防災，減災，木材，文化財建造物，ライフライン 99 
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部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド 頁頁  

情情
報報
・・
通通
信信
部部
門門

青山義弘 電子情報工学科 組込みシステム，FPGA 開発，HDL設計 103 

小越咲子 電子情報工学科 
福祉工学，個別教育支援，アシスティブテクノロジー，ICT,  BMI

（Brain Machine Interface） 
104 

川上由紀 電子情報工学科 アンテナ，メタマテリアル，RFID，テラヘルツ分光 105 

小松貴大 電子情報工学科 
機械学習，骨格認識，自動作曲，知覚・認知，視覚運動， 
運動学習 

106 

斉藤 徹 電子情報工学科 インターネット，緊急連絡システム 107 

佐々和洋 物質工学科 分子シミュレーション 108 

清水幹郎 教育研究支援センター アルゴリズム理論，プログラミング言語，情報理論 109 

内藤岳史 教育研究支援センター 
保育業務 ICT, IoT，センサーネットワーク，業務効率化, RPA, 情

報セキュリティ 
110 

中村孝史 教育研究支援センター 自動化・安全衛生 111 

波多浩昭 電子情報工学科 インターネット，企業ネットワーク，仮想ネットワーク 112 

濱住啓之 電気電子工学科 
ディジタル無線，シミュレーション，単一周波数ネットワーク，

アンテナ，電波伝搬
113 

堀川隼世 電気電子工学科 アンテナ，中赤外光検出器，シミュレーション 114 

丸山晃生 電気電子工学科 記号論理，エージェント，画像認識 115 

森田 海 電子情報工学科 学習支援システム，自己調整学習，メンタリング 116 

素素
材材
・・
加加
工工
部部
門門

荒川正和 電気電子工学科 福祉工学，センサ応用，新規アクチュエータ，工学教育 119 

加藤寛敬 機械工学科 摩耗，微細組織材料，電子顕微鏡 120 

北川浩和 （計測・制御部門参照） 144 

久保杏奈 教育研究支援センター ナイロン人工筋肉，アクチュエータ，炭素繊維 121 

西城理志 電気電子工学科 太陽電池，ナノ粒子 122 

常光幸美 物質工学科 ウェットプロセス，電気化学プロセス 123 

高橋 奨 機械工学科 
結晶構造・組成制御，誘電体材料，燃料電池，機能性セラミック
ス材料

124 

西野純一 物質工学科 薄膜，化学気相析出（CVD）法，ナノ材料，構造規制 125 

野元昭宏 物質工学科 
錯体触媒，無機-有機ハイブリッド，MOF，光線力学療法，キレー

ト剤
126 

橋本賢樹 機械工学科 摩擦・摩耗，炭素材料，材料加工，表面改質，刃物 127 

長谷川智晴 一般科目教室（自然科学系） ガラス・セラミックス・光吸収・屈折率・光ファイバー 128 

福嶋宏之 電気電子工学科 ドシメータ，シンチレータ，フォトルミネッセンス 129 

藤田祐介 教育研究支援センター 機械加工，機械設計，安全 130 

古谷昌大 物質工学科 
持続可能社会，ＵＶ硬化，光接着，吸着，高分子，再使用，ジス
ルフィド（SS）結合，万能型

131
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部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド 頁頁  

素素
材材
・・
加加
工工
部部
門門

堀井直宏 電子情報工学科 シリカガラス，石英，失透，結晶化，ガラス，失透抑制 132 

松井栄樹 物質工学科 
機能性色素，天然高分子材料，金属錯体，生体分子，有機合成・
同定 

133 

松浦 徹 電気電子工学科 電気輸送計測，MEMS/NEMS，低温実験，超伝導・密度波 134 

蓑輪圭祐 （安全・防災部門参照） 97 

村中貴幸 機械工学科 板成形，焼付き，チタン 135 

山田健太郎 教育研究支援センター 機械設計，機械加工 136 

山脇夢彦 物質工学科 反応有機化学，有機合成化学，有機光化学，ファインケミカル 137 

計計
測測
・・
制制
御御
部部
門門

青木宏樹 一般科目教室（自然科学系） 体力測定，子ども，運動遊び 141 

金田直人 機械工学科 機構設計，繊維機械，画像処理，シーケンス制御 142 

亀山建太郎 機械工学科 
制御，モデリング，システム同定，信号処理，移動ロボット， 
農工連携 

143 

北川浩和 教育研究支援センター 
機械加工，汎用工作機械，エンジン分解組立て、電子工事， 
電気工作，組込み型マイコン 

144 

北野公崇 教育研究支援センター 光ファイバ変位計, ３次元特性, 等方性 145 

小松貴大 （情報・通信部門参照） 106 

佐藤 匡 電気電子工学科 予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 146 

千徳英介 機械工学科 温度計測，切削抵抗，工具磨耗，レーザフォーミング 147 

西 仁司 電子情報工学科 信号解析，画像解析，ものづくり 148 

米田知晃 電気電子工学科 イオンビーム，放射線，センサ，回路設計 149 

─38─



- 38 - 

部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド 頁頁  
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工工
部部
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部部
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佐藤 匡 電気電子工学科 予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 146 
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所所属属部部門門  地地域域・・文文化化  環環境境・・生生態態  エエネネルルギギーー 安安全全・・防防災災  情情報報・・通通信信  素素材材・・加加工工  計計測測・・制制御御  

機機    械械  

工工学学科科  

藤田克志 

○芳賀正和

林田剛一

加藤寛敬 

村中貴幸 

○高橋 奨

橋本賢樹

◎亀山建太郎

千徳英介

金田直人

電電気気電電子子  

工工学学科科  

山本幸男 濱住啓之 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

◎松浦 徹

西城理志

福嶋宏之

佐藤 匡 

米田知晃 

電電子子情情報報  

工工学学科科  

◎高久有一 斉藤 徹 

青山義弘 

波多浩昭 

◎小越咲子

川上由紀

小松貴大

森田 海

○西 仁司

小松貴大

物物    質質  

工工学学科科  

髙山勝己 

○松野敏英

◎後反克典

川村敏之

坂元知里

○佐々和洋 常光幸美 

松井栄樹 

野元昭宏 

西野純一 

古谷昌大 

山脇夢彦 

環環境境都都市市  

工工学学科科  

奥村充司 奥村充司 

津野佑規 

吉田雅穂 

辻子裕二 

辻野和彦 

○田安正茂

◎樋口直也

大和裕也

○芹川由布子

蓑輪圭祐

蓑輪圭祐 

一一般般科科目目  

（（自自然然系系））  

長水壽寛 

◎柳原祐治

井之上和代

山田哲也

中谷実伸

相場大佑

土田 怜

長谷川智晴

挽野真一 

古谷峻熙 

東 章弘 

松井一洋 

長谷川智晴 青木宏樹 

一一般般科科目目  

（（人人文文系系））  

市村葉子 

大谷貞徳 

松山哲士 

中谷内悠 

川畑弥生 

○木村美幸

森  貞

原口 治

宮本友紀

藤田卓郎

木下若奈

教教育育研研究究  

支支援援ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  

白﨑恭子 小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

片岡裕一 

白﨑恭子 土田浩太 清水幹郎 

中村孝史 

内藤岳史 

北川浩和 

堀井直宏 

藤田祐介 

山田健太郎 

久保杏奈 

北川浩和 

北野公崇 

◎部門長，○副部門長
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（応応用用数数学学））

研研究究タタイイトトルル：： 

スペクトル理論
氏氏名名：：   相相場場 大大佑佑／／AAIIBBAA DDaaiissuukkee EE--mmaaiill：： aaiibbaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：： SScchhrrööddiinnggeerr 作作用用素素,, DDiirraacc 作作用用素素,, 非非自自己己共共役役作作用用素素,,ススペペククトトルル理理論論,, 散散乱乱理理論論 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

ここれれままででのの研研究究ととししててはは、、関関数数解解析析的的手手法法をを用用いいてて、、数数理理物物理理にに現現れれるる偏偏微微分分方方程程式式のの数数学学的的研研究究、、特特にに

原原子子やや分分子子ななどどののミミククロロなな粒粒子子のの運運動動をを記記述述すするる量量子子力力学学のの基基礎礎方方程程式式ででああるる、、シシュュレレーーデディィンンガガーー方方程程式式

或或いいはは、、そそれれにに伴伴ううシシュュレレーーデディィンンガガーー作作用用素素ののススペペククトトルル理理論論のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。 

 

ここれれままででにに行行っっててききたた研研究究はは３３つつあありり、、 

 

・・非非自自己己共共役役ななシシュュレレーーデディィンンガガーー作作用用素素ののススペペククトトルル理理論論ななららびびにに擬擬ススペペククトトルル理理論論、、 

 

・・強強力力なな磁磁場場をを伴伴ううシシュュレレーーデディィンンガガーー方方程程式式のの初初期期値値問問題題ののユユニニタタリリ解解作作用用素素のの存存在在とと一一意意性性、、 

 

・・デディィララッックク作作用用素素のの散散乱乱理理論論、、初初期期値値問問題題ににおおけけるる解解のの長長時時間間挙挙動動をを解解析析すするる上上でで、、 

重重要要なな役役割割をを果果たたすす、、連連続続ススペペククトトルルのの閾閾値値ででののレレゾゾナナンンススのの存存在在・・非非存存在在。。 

 

ににつついいててのの研研究究をを行行っっててききままししたた。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

体体育育授授業業ににおおけけるる自自己己のの動動ききをを分分析析すするるフフィィーードドババッッククのの一一例例：： 

スストトロロボボ画画像像とと座座標標解解析析ソソフフトトでで走走幅幅跳跳のの踏踏切切フフォォーームムをを分分析析ししててフフォォーームムのの改改善善をを試試みみるる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

動きを分析する理系志向の「考える体育」
氏氏名名：：   東東 章章弘弘／／ AAZZUUMMAA AAkkiihhiirroo EE--mmaaiill：： aaaazzuummaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本ババイイオオメメカカニニククスス学学会会・・国国際際ススポポーーツツババイイオオメメカカニニククスス学学会会 

キキーーワワーードド：： 体体育育授授業業研研究究，，移移動動運運動動，，健健康康運運動動指指導導 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・体体育育授授業業ににおおいいてて自自己己のの動動ききをを分分析析すするるフフィィーードドババッックク 

・・移移動動運運動動ののエエネネルルギギーー論論 

・・健健康康運運動動のの指指導導技技法法のの開開発発 

・・ススポポーーツツをを介介ししたた地地域域国国際際交交流流 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

ウウエエアアララブブルル呼呼気気ガガスス分分析析装装置置・・VVOO22MMaasstteerr ((MMWW--11110000))  
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））
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ウウエエアアララブブルル呼呼気気ガガスス分分析析装装置置・・VVOO22MMaasstteerr ((MMWW--11110000))  
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

 
研研究究タタイイトトルル：： 

日本語話し言葉の研究
氏氏名名：：   市市村村 葉葉子子 ／／ IICCHHIIMMUURRAA YYookkoo  EE--mmaaiill：： 

iicchhiimmuurraa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--

aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（学学術術）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 計計量量国国語語学学会会、、日日本本語語用用論論学学会会、、日日本本語語／／日日本本語語教教育育研研究究会会 

キキーーワワーードド：： 話話ししここととばば、、イインントトネネーーシショョンン、、ココーーパパスス、、日日本本語語教教育育、、ややささししいい日日本本語語 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・ 日日本本語語ボボラランンテティィアア養養成成講講座座 

・ 外外国国人人ののたためめののややささししいい日日本本語語へへのの書書きき換換ええ 

 

研研究究内内容容：：  

 

【【話話しし言言葉葉のの記記述述】】 

 「「ちちょょっっととわわかかららなないいんんだだよよねね」」とといいうう言言いい方方はは、、使使わわれれるる文文脈脈ややイインントトネネーーシショョンンにによよっってて、、「「確確認認」」ににもも「「意意思思表表

示示」」ににももななりりまますす。。ここううししたた文文末末表表現現をを会会話話デデーータタかからら取取りり出出しし、、そそれれららのの表表現現とと発発話話意意図図をを記記述述すするるここととをを目目的的にに

研研究究ししてていいまますす。。言言葉葉はは時時代代ととととももにに変変化化ししてていいまますす。。年年代代のの異異ななるるココーーパパスス（（言言語語資資源源））をを用用いいてて、、年年代代にに応応じじたた

言言語語のの有有様様をを分分析析すするるととととももにに、、ななぜぜそそののよよううなな変変化化がが起起ききたたののかかもも考考察察ししてていいまますす。。 

 

【【外外国国人人にに対対すするる日日本本語語指指導導】】 

 外外国国人人ににわわかかりりややすすくく、、生生活活にに役役立立つつ日日本本語語をを教教ええるる研研究究ををししてていいまますす。。外外国国人人労労働働者者受受けけ入入れれ拡拡大大にに伴伴いい、、

彼彼ららはは当当然然でですすがが、、共共存存すするる地地域域住住民民ののたためめににもも、、日日本本語語教教育育支支援援はは喫喫緊緊のの課課題題でですす。。ここれれままでで越越前前市市国国際際交交

流流協協会会のの日日本本語語アアドドババイイザザーーととししてて、、定定住住外外国国人人のの日日本本語語支支援援ををさされれてていいるるササポポーータターーのの方方にに日日本本語語教教育育のの方方

法法をを指指導導ししててききままししたた。。 

 今今後後もも地地域域とと協協力力しし、、地地域域住住民民とと年年少少者者をを含含めめたた定定住住外外国国人人ににととっってて住住みみややすすいいままちちづづくくりりにに貢貢献献ででききるるよようう取取

りり組組んんででいいききまますす。。 

 

【【外外国国人人ののたためめののややささししいい日日本本語語へへのの書書きき換換ええ】】 

 「「易易ししいい」」ここととばばでで「「優優ししくく」」伝伝ええるるたためめにに必必要要なな日日本本語語ととはは何何かか、、ややささししいい日日本本語語でで何何ががででききるるかかににつついいてて興興味味がが

あありりまますす。。当当初初はは災災害害時時ににおおいいてて定定住住外外国国人人のの方方ででのの情情報報提提供供をを目目的的ととししてて、、ややささししいい日日本本語語はは考考案案、、使使用用さされれ

るるよよううににななりりままししたたがが、、現現在在でではは地地域域ののおお便便りりやや話話しし言言葉葉ででももニニーーズズがが高高ままっってていいまますす。。 

 外外国国人人のの国国籍籍がが多多様様化化ししてていいるる今今、、まますすまますす「「ややささししいい日日本本」」へへののニニーーズズはは高高ままるるとと予予想想さされれまますす。。ここれれままでで主主にに

越越前前市市やや鯖鯖江江市市とと協協力力しし、、地地域域ののおお知知ららせせ、、生生活活ののたためめののガガイイドドブブッッククををややささししいい日日本本語語にに書書きき換換ええるる活活動動にに携携わわ

っっててききままししたた。。今今後後はは定定住住外外国国人人ののたためめのの防防災災ママッッププややガガイイドドラライインンのの作作成成をを行行いいたたいいとと思思っってていいまますす。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

 ググララフフ電電卓卓やや PPCC ののソソフフトトウウェェアアをを活活用用ししたた，，数数学学のの教教材材のの開開発発ををしし，，授授業業でで活活用用ししてていいまますす。。 

 

＊ 関関数数ググララフフアアーートト……ググララフフ電電卓卓ののググララフフ描描画画機機能能をを活活用用ししてて，，関関数数ののググララフフでで絵絵をを描描きき，，関関数数のの性性質質

をを理理解解すするる教教材材でですす。。ここのの活活動動のの効効果果ににつついいててのの検検証証ををししてていいまますす。。 

＊ 実実験験教教材材のの開開発発……数数学学とと物物理理やや工工学学のの分分野野ととのの橋橋渡渡ししととななるるよよううなな実実験験教教材材をを考考案案しし，，授授業業でで実実

践践ししてていいまますす。。 

＊ 課課題題ププリリンントトのの作作成成，，授授業業用用ププリリンントトのの作作成成電電子子黒黒板板ででのの授授業業にに対対応応ででききるるよよううなな，，教教材材のの開開発発ををしし

てていいまますす。。 

 

 そそのの他他，，可可換換環環論論ににつついいてて勉勉強強ををししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

テクノロジーを活用した数学教育
氏氏名名：：   井井之之上上 和和代代／／IINNOOUUEE KKaazzuuyyoo EE--mmaaiill：： kk--iinnoouuee@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 修修士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：： 教教材材開開発発，，ググララフフアアーートト，，可可換換環環論論，，モモーーデデルルヴヴェェイイユユ格格子子理理論論 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

 ググララフフ電電卓卓やや PPCC ののソソフフトトウウェェアアをを活活用用ししたた，，数数学学のの教教材材のの開開発発ををしし，，授授業業でで活活用用ししてていいまますす。。 

 

＊ 関関数数ググララフフアアーートト……ググララフフ電電卓卓ののググララフフ描描画画機機能能をを活活用用ししてて，，関関数数ののググララフフでで絵絵をを描描きき，，関関数数のの性性質質

をを理理解解すするる教教材材でですす。。ここのの活活動動のの効効果果ににつついいててのの検検証証ををししてていいまますす。。 

＊ 実実験験教教材材のの開開発発……数数学学とと物物理理やや工工学学のの分分野野ととのの橋橋渡渡ししととななるるよよううなな実実験験教教材材をを考考案案しし，，授授業業でで実実

践践ししてていいまますす。。 

＊ 課課題題ププリリンントトのの作作成成，，授授業業用用ププリリンントトのの作作成成電電子子黒黒板板ででのの授授業業にに対対応応ででききるるよよううなな，，教教材材のの開開発発ををしし

てていいまますす。。 

 

 そそのの他他，，可可換換環環論論ににつついいてて勉勉強強ををししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

テクノロジーを活用した数学教育
氏氏名名：：   井井之之上上 和和代代／／IINNOOUUEE KKaazzuuyyoo EE--mmaaiill：： kk--iinnoouuee@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 修修士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：： 教教材材開開発発，，ググララフフアアーートト，，可可換換環環論論，，モモーーデデルルヴヴェェイイユユ格格子子理理論論 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

『平家物語』諸本の流動と展開に関する研究
氏氏名名：：   大大谷谷 貞貞徳徳 ／／OOHHYYAA  SSaaddaannoorrii EE--mmaaiill：： ooyyaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 講講師師 学学位位：： 修修士士（（文文学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 中中世世文文学学会会、、軍軍記記・・語語りり物物研研究究会会 

キキーーワワーードド：： 日日本本文文学学、、中中世世文文学学、、軍軍記記物物語語 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・古古典典文文学学にに興興味味ががあありり、、実実際際にに古古典典籍籍にに触触れれたたいい方方にに向向けけてて公公開開授授業業やや出出前前授授業業をを行行いいたた

いいとと考考ええてていいまますす。。 

 

 

研研究究内内容容：：  

 

『『平平家家物物語語』』はは鎌鎌倉倉時時代代にに成成立立ししてて以以降降、、本本文文がが変変化化しし続続けけ、、多多くくのの諸諸本本（（vveerrssiioonn））がが誕誕生生ししままししたた。。『『平平家家物物語語』』のの

特特徴徴のの一一つつととししてて諸諸本本間間のの違違いいがが激激ししいいここととがが挙挙げげらられれまますす。。諸諸本本のの中中ににはは書書名名ままでで異異ななるるももののももあありりまますす。。 

『『平平家家物物語語』』のの諸諸本本はは、、読読みみ本本系系とと語語りり本本系系ととのの二二つつにに大大別別さされれまますす。。ここれれままででのの研研究究にによよっってて語語りり本本系系のの諸諸本本よよりり

もも読読みみ本本系系諸諸本本にに古古いい本本文文がが多多くく残残っってていいるるとと指指摘摘さされれてていいまますす。。私私のの関関心心はは、、そそももそそももななぜぜ『『平平家家物物語語』』諸諸本本はは二二つつ

のの系系統統にに分分かかれれたたののかか、、どどううししてて本本文文がが変変化化しし続続けけたたののかかとといいうう点点ににあありりまますす。。ここののここととをを明明ららかかににししたたいいとと考考ええ研研究究

をを行行っってていいまますす。。 

『『平平家家物物語語』』諸諸本本のの中中でで、、長長門門本本とと呼呼ばばれれるる本本文文ががあありりまますす。。長長門門本本とといいうう名名称称のの由由来来はは、、長長門門国国阿阿弥弥陀陀寺寺（（現現在在

のの山山口口県県ににああるる赤赤間間神神宮宮））にに所所蔵蔵さされれてていいたたここととにによよりりまますす。。ここのの本本はは、、世世上上にに流流布布ししてていいたた『『平平家家物物語語』』ととはは異異ななるる内内

容容をを持持つつ本本ととししてて人人々々のの関関心心をを集集めめ、、大大名名家家やや知知識識人人のの間間でで書書写写さされれままししたた。。伝伝本本のの中中ににははそそのの伝伝来来かからら書書写写系系統統

ががわわかかるるももののももあありり、、人人々々ががつつててをを頼頼りり長長門門本本をを書書写写ししてていいたた具具体体的的なな様様相相がが浮浮かかびび上上ががっっててききまますす。。長長門門本本はは、、2200

巻巻一一揃揃いいととななっってておおりり大大部部ななももののでであありりまますすがが、、江江戸戸時時代代をを通通ししてて書書写写さされれ続続けけ、、他他のの伝伝本本ととのの校校異異をを記記ししたたりり注注釈釈をを

施施しし本本文文をを読読みみ解解いいてていいここううととししたたりりししてていいるるももののもも多多くく確確認認ででききまますす。。人人々々ををそそここままでで突突きき動動かかししたたももののはは何何だだっったたのの

かか、、どどののよよううににししてて長長門門本本のの伝伝本本はは拡拡ががっったたののかか、、ここううししたたここととがが明明ららかかににななれればば近近世世ににおおけけるる『『平平家家物物語語』』のの享享受受のの

有有りり様様がが見見ええててくくるるののだだとと考考ええてていいまますす。。ここののここととはは単単にに江江戸戸時時代代ににおおけけるる『『平平家家物物語語』』のの享享受受のの話話ににととどどままららずず、、鎌鎌

倉倉・・室室町町とと本本文文がが流流動動しし続続けけたた理理由由をを考考ええるる一一助助ととななるるとと思思わわれれまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

ビオトープ，名水，湧水の整備・維持管理に関する研究
氏氏名名：：   奥奥村村 充充司司／／OOKKUUMMUURRAA MMiittssuusshhii EE--mmaaiill：： ookkuummuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 嘱嘱託託准准教教授授 学学位位：： 工工学学修修士士 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
土土木木学学会会，，日日本本水水環環境境学学会会，，日日本本材材料料学学会会，，廃廃棄棄物物学学会会，，応応用用生生態態

工工学学会会，，NNPPOO 福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所 

キキーーワワーードド：： 上上水水道道，，下下水水道道，，水水質質調調査査，，地地下下水水汚汚染染，，生生物物指指標標 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 22001144 年年全全国国メメダダカカシシンンポポジジウウムムのの 22 度度目目のの開開催催にに向向けけてて、、越越前前市市内内ビビオオトトーーププのの調調査査、、パパンンフフレレッットトのの作作成成をを行行

いいままししたた。。ままたた、、福福井井県県ののおおいいししいい水水認認定定箇箇所所のの継継続続的的なな維維持持管管理理をを目目指指しし、、現現状状をを調調査査しし、、保保全全活活動動のの指指針針をを

作作成成ししままししたた。。 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

ビオトープ，名水，湧水の整備・維持管理に関する研究
氏氏名名：：   奥奥村村 充充司司／／OOKKUUMMUURRAA MMiittssuusshhii EE--mmaaiill：： ookkuummuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 嘱嘱託託准准教教授授 学学位位：： 工工学学修修士士 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
土土木木学学会会，，日日本本水水環環境境学学会会，，日日本本材材料料学学会会，，廃廃棄棄物物学学会会，，応応用用生生態態

工工学学会会，，NNPPOO 福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所 

キキーーワワーードド：： 上上水水道道，，下下水水道道，，水水質質調調査査，，地地下下水水汚汚染染，，生生物物指指標標 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 22001144 年年全全国国メメダダカカシシンンポポジジウウムムのの 22 度度目目のの開開催催にに向向けけてて、、越越前前市市内内ビビオオトトーーププのの調調査査、、パパンンフフレレッットトのの作作成成をを行行

いいままししたた。。ままたた、、福福井井県県ののおおいいししいい水水認認定定箇箇所所のの継継続続的的なな維維持持管管理理をを目目指指しし、、現現状状をを調調査査しし、、保保全全活活動動のの指指針針をを

作作成成ししままししたた。。 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

犯罪被害者と加害者による対話の効果検証
氏氏名名：：   川川畑畑 弥弥生生／／KKAAWWAABBAATTAA YYaayyooii EE--mmaaiill：： kkaawwaabbaattaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（政政策策科科学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本公公共共政政策策学学会会，，更更生生保保護護学学会会 

キキーーワワーードド：： 修修復復的的司司法法，，少少年年司司法法手手続続，，社社会会内内処処遇遇 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

現現行行のの刑刑事事司司法法手手続続やや少少年年司司法法手手続続のの目目的的はは，， 

①①真真実実のの解解明明とと②②罪罪をを犯犯ししたた者者にに対対ししてて罰罰をを科科すすここととがが，， 

そそのの主主たたるる目目的的でですす。。 

そそののたためめ，，犯犯罪罪被被害害者者はは事事件件のの関関係係者者ででああるるににもも 

関関わわららずず，，当当事事者者ととししてて刑刑事事司司法法手手続続にに関関わわるるここととがが 

ででききずず，，「「国国家家」」とと「「加加害害者者」」とといいうう構構図図でで手手続続がが進進めめらら 

れれててししままいいまますす。。 

「「修修復復的的司司法法」」はは，，そそここにに犯犯罪罪被被害害者者がが参参加加しし，，被被害害者者 

のの救救済済やや癒癒ししにに効効果果ののああるる取取りり組組みみととししてて，，主主ににヨヨーーロロッッパパ 

諸諸国国，，アアメメリリカカ，，オオセセアアニニアア諸諸国国等等でで実実施施さされれてていいまますす。。 

日日本本ににおおいいててもも，，警警察察主主導導ののパパイイロロッットト事事業業ややＮＮＰＰＯＯ 

ででのの取取りり組組みみはは行行わわれれてておおりりまますすがが，，効効果果のの検検証証はは十十分分 

にに行行わわれれてておおりりまませせんん。。 

日日本本でで実実施施ししたた場場合合のの効効果果ににつついいてて検検証証すするるととととももにに，， 

教教育育現現場場でで生生じじるる問問題題のの 11 つつででああるる「「いいじじめめ」」やや「「非非行行」」とと 

いいっったた諸諸問問題題へへのの応応用用とと実実践践がが研研究究課課題題でですす。。 

 

 

 

 

 

 

                                          図図 11 対対話話にによよるる解解決決ののアアププロローーチチフフロローー図図 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

  

  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系))

研研究究内内容容：：  

 

ハハイイフフンン付付きき複複合合語語とといいううももののがが英英語語ににはは存存在在ししまますす。。ここれれははハハイイフフンンでで複複数数のの単単語語がが繋繋ががれれたたももののがが一一単単語語

ととししてて認認識識さされれてていいるるももののをを指指ししまますす。。特特徴徴ととししてて、、同同じじ品品詞詞をを組組みみ合合わわせせるるここととははももちちろろんん、、違違うう品品詞詞をを組組みみ合合わわ

せせてて一一つつのの語語ににししててししままううここととでですす。。英英語語母母語語話話者者のの文文章章をを読読むむとと形形容容詞詞ととししてて用用いいらられれてていいるるハハイイフフンン付付きき複複合合

語語がが多多くく見見受受けけらられれまますす。。ここれれををハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞付付ききとと呼呼びび、、例例ととししててはは ““wweellll--kknnoowwnn”” （（よよくく知知らられれてていい

るる））、、やや ““ssttaattee--ooff--tthhee--aarrtt””（（最最先先端端のの））ななどどでですす。。ここののハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞はは成成りり立立ちちがが明明確確ににさされれてておおらら

ずず、、品品詞詞のの組組みみ合合わわせせパパタターーンンもも調調査査すするる媒媒体体にによよっってて異異ななるるここととががわわかかっってていいまますす。。ままたた、、近近年年ハハイイフフンン付付きき複複

合合形形容容詞詞がが増増加加傾傾向向ににああるるここととががわわかかっってていいまますす。。 

 そそここでで、、ここののハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞のの成成りり立立ちちとと品品詞詞組組みみ合合わわせせパパタターーンンをを研研究究すするるここととがが英英語語学学習習者者ににととっっ

てて長長文文をを読読みみ解解くく助助けけににななるるとと考考ええてていいまますす。。 

 

 ここれれままでで行行っったた研研究究でではは TThhee NNeeww YYoorrkk TTiimmeess とと TThhee JJaappaann TTiimmeess、、両両紙紙 55 日日分分のの総総語語数数をを出出しし、、ハハイイフフンン付付きき複複

合合形形容容詞詞のの割割合合をを計計算算ししままししたた。。加加ええてて、、既既にに見見つつけけ出出さされれてていいるる品品詞詞組組みみ合合わわせせパパタターーンンをを参参照照ししてて抽抽出出ししたた

ハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞のの品品詞詞組組みみ合合わわせせをを分分析析ししままししたた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

英語におけるハイフン付き複合形容詞について
氏氏名名：：   木木下下 若若奈奈／／ KKIINNOOSSHHIITTAA WWaakkaannaa EE--mmaaiill：： kkiinnoosshhiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 修修士士（（言言語語科科学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 英英語語,, 生生成成文文法法論論 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

  

  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系))

研研究究内内容容：：  

 

ハハイイフフンン付付きき複複合合語語とといいううももののがが英英語語ににはは存存在在ししまますす。。ここれれははハハイイフフンンでで複複数数のの単単語語がが繋繋ががれれたたももののがが一一単単語語

ととししてて認認識識さされれてていいるるももののをを指指ししまますす。。特特徴徴ととししてて、、同同じじ品品詞詞をを組組みみ合合わわせせるるここととははももちちろろんん、、違違うう品品詞詞をを組組みみ合合わわ

せせてて一一つつのの語語ににししててししままううここととでですす。。英英語語母母語語話話者者のの文文章章をを読読むむとと形形容容詞詞ととししてて用用いいらられれてていいるるハハイイフフンン付付きき複複合合

語語がが多多くく見見受受けけらられれまますす。。ここれれををハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞付付ききとと呼呼びび、、例例ととししててはは ““wweellll--kknnoowwnn”” （（よよくく知知らられれてていい

るる））、、やや ““ssttaattee--ooff--tthhee--aarrtt””（（最最先先端端のの））ななどどでですす。。ここののハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞はは成成りり立立ちちがが明明確確ににさされれてておおらら

ずず、、品品詞詞のの組組みみ合合わわせせパパタターーンンもも調調査査すするる媒媒体体にによよっってて異異ななるるここととががわわかかっってていいまますす。。ままたた、、近近年年ハハイイフフンン付付きき複複

合合形形容容詞詞がが増増加加傾傾向向ににああるるここととががわわかかっってていいまますす。。 

 そそここでで、、ここののハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞のの成成りり立立ちちとと品品詞詞組組みみ合合わわせせパパタターーンンをを研研究究すするるここととがが英英語語学学習習者者ににととっっ

てて長長文文をを読読みみ解解くく助助けけににななるるとと考考ええてていいまますす。。 

 

 ここれれままでで行行っったた研研究究でではは TThhee NNeeww YYoorrkk TTiimmeess とと TThhee JJaappaann TTiimmeess、、両両紙紙 55 日日分分のの総総語語数数をを出出しし、、ハハイイフフンン付付きき複複

合合形形容容詞詞のの割割合合をを計計算算ししままししたた。。加加ええてて、、既既にに見見つつけけ出出さされれてていいるる品品詞詞組組みみ合合わわせせパパタターーンンをを参参照照ししてて抽抽出出ししたた

ハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞のの品品詞詞組組みみ合合わわせせをを分分析析ししままししたた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

英語におけるハイフン付き複合形容詞について
氏氏名名：：   木木下下 若若奈奈／／ KKIINNOOSSHHIITTAA WWaakkaannaa EE--mmaaiill：： kkiinnoosshhiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 修修士士（（言言語語科科学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 英英語語,, 生生成成文文法法論論 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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研研究究内内容容：：  

 

【【海海軍軍志志願願兵兵ににつついいててのの研研究究】】 

日日露露戦戦争争後後～～アアジジアア・・太太平平洋洋戦戦争争期期にに海海軍軍志志願願兵兵ををどどののよよううにに集集めめてていいたたかかににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。戦戦前前のの

軍軍隊隊のの制制度度ととししててはは，，2200 歳歳以以上上がが入入営営すするる徴徴兵兵制制度度がが有有名名でですすがが，，「「予予科科練練」」にに代代表表さされれるるよよううにに，，海海軍軍はは常常にに一一

定定のの割割合合をを 2200 歳歳未未満満のの全全国国のの青青少少年年かからら志志願願でで集集めめてていいままししたた。。青青少少年年がが海海軍軍をを志志願願すするるたためめににはは，，周周りりででそそ

れれをを支支ええるる仕仕組組みみがが必必要要ででああっったたははずずでですす。。ここううししたた点点をを明明ららかかににすするるたためめにに，，海海軍軍ががどどののよよううなな拠拠点点をを地地域域にに設設

けけてていいたたののかかをを研研究究ししてていいまますす。。 

ここううししたた拠拠点点ににつついいてて検検討討すするるににああたたりり，，海海軍軍協協会会やや地地方方海海軍軍人人事事部部・・在在郷郷軍軍人人会会ななどどのの組組織織のの動動向向ににつついい

てて，，各各地地のの役役場場にに残残るる行行政政文文書書やや防防衛衛省省防防衛衛研研究究所所のの資資料料・・各各種種ポポススタターー類類ななどどをを使使っってて研研究究ししてていいまますす。。（（写写

真真はは「「啓啓発発新新聞聞のの作作りり方方」」２２〔〔日日本本宣宣伝伝研研究究所所、、11994433 年年〕〕よよりり、、海海軍軍志志願願兵兵募募集集ののたためめにに児児童童生生徒徒がが作作成成すするるポポスス

タターー例例））。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

【【軍軍隊隊とと地地域域ににつついいててのの研研究究】】 

前前述述のの海海軍軍のの研研究究をを軸軸ににししてて，，今今後後はは陸陸軍軍もも含含めめたた軍軍隊隊とと地地域域のの関関係係ににつついいててのの研研究究をを進進めめてていいききたたいいとと思思

いいまますす。。特特にに鯖鯖江江はは歩歩兵兵第第３３６６連連隊隊がが置置かかれれたた「「軍軍都都」」ででももああるるののでで，，今今後後はは鯖鯖江江市市域域のの軍軍隊隊とと地地域域のの関関係係ににつつ

いいててもも研研究究ししてていいききたたいいとと思思いいまますす。。 

 

 

 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

軍隊と地域の関係について、志願兵について
氏氏名名：：   木木村村 美美幸幸／／KKIIMMUURRAA MMiiyyuukkii EE--mmaaiill：： mm--kkiimmuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（歴歴史史学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
史史学学会会，，日日本本歴歴史史学学会会，，大大阪阪歴歴史史学学会会，，近近現現代代史史研研究究会会，，日日本本史史研研

究究会会,,歴歴史史学学研研究究会会,,福福井井県県郷郷土土誌誌懇懇談談会会 

キキーーワワーードド：： 海海軍軍，，志志願願兵兵，，地地域域，，兵兵事事資資料料 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・自自治治体体史史編編ささんん 

・・歴歴史史資資料料整整理理やや目目録録作作成成 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

 すすべべててのの物物質質ははボボソソンンととフフェェルルミミオオンンにに分分けけるるここととががででききまますす。。ボボソソンンはは 11 つつのの状状態態をを複複数数のの粒粒子子がが占占めめるるこことと

ががでできき，，フフェェルルミミオオンンはは１１つつのの状状態態をを 11 粒粒子子ししかか占占めめるるここととががででききなないい（（パパウウリリのの排排他他律律にによよるる））とといいうう特特徴徴ががあありりまま

すす。。ここののたためめ，，温温度度ががほほぼぼゼゼロロのの低低温温ののとときき，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンはは異異ななっったたふふるるままいいをを示示ししまますす。。ボボソソンンのの場場合合

ににははエエネネルルギギーーゼゼロロのの最最低低エエネネルルギギーー状状態態へへ全全粒粒子子がが集集ままるるボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮（（図図 11））がが起起ここりり，，フフェェ

ルルミミオオンンのの場場合合ににはは最最低低エエネネルルギギーー状状態態かからら順順番番にに粒粒子子がが埋埋ままっっててゆゆきき，，フフェェルルミミ面面ををつつくくりりまますす（（図図 22））。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

図図 11：：ボボソソンン        図図 22：：フフェェルルミミオオンン 

 

ここここでで，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンをを混混合合しし，，互互いいがが相相互互作作用用ををししてていいるる場場合合ににははどどののよよううななふふるるままいいをを示示すすののかかをを研研

究究ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用をを引引力力ととしし，，そそのの強強ささにによよりりボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン

凝凝縮縮のの転転移移温温度度ははどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべてていいまますす。。  

ままたた，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用がが引引力力ののとときき，，低低温温でではは系系がが不不安安定定ににななりりまますす．．不不安安定定ににななるる温温度度のの，，

ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用のの強強ささにによよるる変変化化ににつついいててもも調調べべてていいまますす。。 

 

 

 

エネルギー
エネルギー

研研究究タタイイトトルル：： 

ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン混混合合多多体体系系ののボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮

氏氏名名：：   白白﨑﨑 恭恭子子／／SSHHIIRRAASSAAKKII KKyyookkoo EE--mmaaiill：： sshhiirraassaakkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会応応用用物物理理教教育育分分科科会会，，日日本本物物理理教教育育

学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： ボボソソンン，，フフェェルルミミオオンン，，混混合合系系，，ボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮，，不不安安定定性性，，転転移移温温度度 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

 すすべべててのの物物質質ははボボソソンンととフフェェルルミミオオンンにに分分けけるるここととががででききまますす。。ボボソソンンはは 11 つつのの状状態態をを複複数数のの粒粒子子がが占占めめるるこことと

ががでできき，，フフェェルルミミオオンンはは１１つつのの状状態態をを 11 粒粒子子ししかか占占めめるるここととががででききなないい（（パパウウリリのの排排他他律律にによよるる））とといいうう特特徴徴ががあありりまま

すす。。ここののたためめ，，温温度度ががほほぼぼゼゼロロのの低低温温ののとときき，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンはは異異ななっったたふふるるままいいをを示示ししまますす。。ボボソソンンのの場場合合

ににははエエネネルルギギーーゼゼロロのの最最低低エエネネルルギギーー状状態態へへ全全粒粒子子がが集集ままるるボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮（（図図 11））がが起起ここりり，，フフェェ

ルルミミオオンンのの場場合合ににはは最最低低エエネネルルギギーー状状態態かからら順順番番にに粒粒子子がが埋埋ままっっててゆゆきき，，フフェェルルミミ面面ををつつくくりりまますす（（図図 22））。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

図図 11：：ボボソソンン        図図 22：：フフェェルルミミオオンン 

 

ここここでで，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンをを混混合合しし，，互互いいがが相相互互作作用用ををししてていいるる場場合合ににははどどののよよううななふふるるままいいをを示示すすののかかをを研研

究究ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用をを引引力力ととしし，，そそのの強強ささにによよりりボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン

凝凝縮縮のの転転移移温温度度ははどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべてていいまますす。。  

ままたた，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用がが引引力力ののとときき，，低低温温でではは系系がが不不安安定定ににななりりまますす．．不不安安定定ににななるる温温度度のの，，

ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用のの強強ささにによよるる変変化化ににつついいててもも調調べべてていいまますす。。 

 

 

 

エネルギー
エネルギー

研研究究タタイイトトルル：： 

ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン混混合合多多体体系系ののボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮

氏氏名名：：   白白﨑﨑 恭恭子子／／SSHHIIRRAASSAAKKII KKyyookkoo EE--mmaaiill：： sshhiirraassaakkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会応応用用物物理理教教育育分分科科会会，，日日本本物物理理教教育育

学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： ボボソソンン，，フフェェルルミミオオンン，，混混合合系系，，ボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮，，不不安安定定性性，，転転移移温温度度 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

現現在在のの宇宇宙宙論論でではは、、宇宇宙宙のの構構成成要要素素はは「「通通常常のの物物質質」」、、「「暗暗黒黒物物質質」」、、「「暗暗黒黒エエネネルルギギーー」」のの３３つつのの成成

分分にに大大別別ででききるるととさされれてていいまますすがが、、通通常常のの物物質質のの割割合合ははわわずずかか５５％％程程度度ででししかかなないいここととががわわかかっってていい

まますす。。ここのの結結果果、、素素粒粒子子標標準準理理論論をを超超ええるる理理論論かからら現現れれるる新新粒粒子子がが暗暗黒黒物物質質のの有有力力候候補補ととししてて考考ええらら

れれるるよよううににななりりままししたた。。現現在在、、そそのの正正体体をを解解明明すすべべくく、、理理論論・・実実験験のの両両面面かからら研研究究がが行行わわれれてていいまますす。。

ままたた、、22001155年年 99月月ににはは世世界界初初のの重重力力波波直直接接検検出出がが達達成成さされれ、、ブブララッッククホホーールル連連星星のの存存在在がが観観測測にによよっっ

てて初初めめてて示示さされれままししたた。。以以来来、、多多くくのの重重力力波波イイベベンントトがが検検出出さされれてていいまますす。。ここののよよううにに、、宇宇宙宙にに関関すす

るる研研究究開開発発はは日日進進月月歩歩のの発発展展をを遂遂げげてておおりり、、暗暗黒黒物物質質、、重重力力波波、、ブブララッッククホホーールルにに関関すするる研研究究がが世世界界

各各国国でで活活発発にに行行わわれれてていいまますす。。 

私私ははここれれままでで、、暗暗黒黒物物質質がが重重力力波波検検出出器器にに衝衝突突ししたた際際にに生生じじるる信信号号のの考考察察、、重重力力波波ののデデーータタ解解析析、、

ブブララッッククホホーールルががままわわりりのの時時空空にに与与ええるる影影響響のの議議論論、、とといいっったた研研究究をを行行っっててききままししたた（（イイメメーージジ図図をを

下下記記にに掲掲載載））。。ままたた現現在在はは、、重重力力波波にに関関すするる研研究究をを主主にに行行いい、、一一般般相相対対性性理理論論ををははじじめめととすするる重重力力理理論論

のの検検証証やや宇宇宙宙にに関関すするる研研究究をを遂遂行行ししてていいまますす。。 

                   

研研究究タタイイトトルル：： 

重力波データ解析と重力理論検証の研究
氏氏名名：：   土土田田 怜怜 ／／ TTSSUUCCHHIIDDAA SSaattoosshhii EE--mmaaiill：： ttssuucchhiiddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 重重力力波波、、暗暗黒黒物物質質、、宇宇宙宙論論 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

 

・・ 

・・ 

 

─53─



 

- 54 - 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（応応用用数数学学））

研研究究内内容容：：  

 

 

 ググララフフ電電卓卓ややパパソソココンン，，iiPPaadd ななどどののテテククノノロロジジーーをを活活用用ししたた数数学学教教育育のの研研究究ななららびびにに教教材材開開発発をを行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レレーーザザーーカカッッタターーやや３３DD ププリリンンタタ，，３３DD ププロロッッタタななどどをを使使いい，，オオリリジジナナルルのの数数学学教教材材をを作作成成しし，，授授業業ななどどでで実実際際にに活活

用用すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

テクノロジーを用いた数学教育
氏氏名名：：   中中谷谷実実伸伸／／NNAAKKAATTAANNII MMiinnoobbuu EE--mmaaiill：： nnaakkaattaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：： 無無限限可可積積分分系系，，数数学学教教材材開開発発 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（応応用用数数学学））

研研究究内内容容：：  

 

 

 ググララフフ電電卓卓ややパパソソココンン，，iiPPaadd ななどどののテテククノノロロジジーーをを活活用用ししたた数数学学教教育育のの研研究究ななららびびにに教教材材開開発発をを行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レレーーザザーーカカッッタターーやや３３DD ププリリンンタタ，，３３DD ププロロッッタタななどどをを使使いい，，オオリリジジナナルルのの数数学学教教材材をを作作成成しし，，授授業業ななどどでで実実際際にに活活

用用すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

テクノロジーを用いた数学教育
氏氏名名：：   中中谷谷実実伸伸／／NNAAKKAATTAANNII MMiinnoobbuu EE--mmaaiill：： nnaakkaattaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：： 無無限限可可積積分分系系，，数数学学教教材材開開発発 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

 

 ググララフフ電電卓卓ななどどののテテククノノロロジジーーをを用用いいてて，，学学生生のの探探究究活活動動をを促促すす教教材材開開発発おおよよびび，，授授業業実実践践をを試試みみてていいまますす。。 

 関関数数ののググララフフでで作作成成ししたた「「関関数数ググララフフアアーートト」」のの全全国国ココンンテテスストトもも，，福福井井高高専専がが事事務務局局ととななっってて行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数数学学教教育育ににテテククノノロロジジーーをを導導入入すするるここととでで，，「「メメタタ認認知知」」ががどどののよよううにに育育成成さされれるるかか？？ままたた，，そそのの仕仕組組みみににつついいててもも 

研研究究ししてていいまますす。。 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

テクノロジーを用いた数学教育の研究
氏氏名名：：   長長水水壽壽寛寛／／NNAAGGAAMMIIZZUU TToosshhiihhiirroo EE--mmaaiill：： nnaaggaammiizzuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本数数学学会会，，日日本本数数学学教教育育学学会会，，数数学学教教育育学学会会，，日日本本数数学学協協会会 

キキーーワワーードド：： 位位相相数数学学（（GGeenneerraall TTooppoollooggyy）），，教教材材開開発発，，メメタタ認認知知 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

  

  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系))

研研究究内内容容：：  

哲哲学学・・倫倫理理学学のの研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

（（１１））人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを行行っってていいまますす。。ここれれままでで「「他他者者理理解解」」とといいうう観観点点かからら、、人人間間のの言言語語

やや思思考考のの本本性性ににつついいてて考考察察しし、、特特にに人人々々のの世世界界観観のの多多様様性性やや一一様様性性にに焦焦点点をを当当ててたた研研究究をを行行っっててききままししたた。。

今今後後ははささららにに、、 認認知知能能力力のの発発達達過過程程やや、、動動物物のの認認知知ととのの対対比比とといいっったた観観点点もも加加ええたた研研究究をを行行っってていいききまますす。。 

（（２２））人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを土土台台ととししてて、、応応用用的的なな研研究究をを同同時時にに行行っってていいまますす。。ここれれままでで倫倫理理

学学のの基基礎礎的的なな研研究究をを医医療療倫倫理理のの応応用用研研究究へへとと接接続続しし、、 

特特にに、、生生命命倫倫理理にに関関すするる研研究究をを行行いい、、 新新型型出出生生前前 

診診断断のの制制度度化化ややゲゲノノムム医医療療にに関関すするる検検討討をを行行っってて 

ききままししたた。。今今後後もも他他分分野野・・他他領領域域のの方方々々とと協協働働ししてて 

社社会会的的なな課課題題にに取取りり組組みみ、、哲哲学学倫倫理理学学のの研研究究ととししてて 

理理論論的的なな側側面面かからら課課題題のの解解決決にに取取りり組組んんででいいききまますす。。 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

言語と思考に関する哲学・倫理学的研究
氏氏名名：：   中中谷谷内内 悠悠 ／／ NNAAKKAAYYAACCHHII YYuu  EE--mmaaiill：： nnaakkaayyaacchhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 講講師師 学学位位：： 修修士士（（文文学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本哲哲学学会会、、日日本本科科学学哲哲学学会会、、九九州州大大学学哲哲学学会会 

キキーーワワーードド：： 哲哲学学、、倫倫理理学学 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

  

  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系))

研研究究内内容容：：  

哲哲学学・・倫倫理理学学のの研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

（（１１））人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを行行っってていいまますす。。ここれれままでで「「他他者者理理解解」」とといいうう観観点点かからら、、人人間間のの言言語語

やや思思考考のの本本性性ににつついいてて考考察察しし、、特特にに人人々々のの世世界界観観のの多多様様性性やや一一様様性性にに焦焦点点をを当当ててたた研研究究をを行行っっててききままししたた。。

今今後後ははささららにに、、 認認知知能能力力のの発発達達過過程程やや、、動動物物のの認認知知ととのの対対比比とといいっったた観観点点もも加加ええたた研研究究をを行行っってていいききまますす。。 

（（２２））人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを土土台台ととししてて、、応応用用的的なな研研究究をを同同時時にに行行っってていいまますす。。ここれれままでで倫倫理理

学学のの基基礎礎的的なな研研究究をを医医療療倫倫理理のの応応用用研研究究へへとと接接続続しし、、 

特特にに、、生生命命倫倫理理にに関関すするる研研究究をを行行いい、、 新新型型出出生生前前 

診診断断のの制制度度化化ややゲゲノノムム医医療療にに関関すするる検検討討をを行行っってて 

ききままししたた。。今今後後もも他他分分野野・・他他領領域域のの方方々々とと協協働働ししてて 

社社会会的的なな課課題題にに取取りり組組みみ、、哲哲学学倫倫理理学学のの研研究究ととししてて 

理理論論的的なな側側面面かからら課課題題のの解解決決にに取取りり組組んんででいいききまますす。。 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

言語と思考に関する哲学・倫理学的研究
氏氏名名：：   中中谷谷内内 悠悠 ／／ NNAAKKAAYYAACCHHII YYuu  EE--mmaaiill：： nnaakkaayyaacchhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 講講師師 学学位位：： 修修士士（（文文学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本哲哲学学会会、、日日本本科科学学哲哲学学会会、、九九州州大大学学哲哲学学会会 

キキーーワワーードド：： 哲哲学学、、倫倫理理学学 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

「技術英語及び英語文学を通しての地域貢献」
氏氏名名：：   原原口口 治治／／HHAARRAAGGUUCCHHII OOssaammuu EE--mmaaiill：： oossaammuuhh@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 修修士士（（文文学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
日日本本英英文文学学会会，，日日本本ロロレレンンスス協協会会，，テテククスストト研研究究学学会会，，日日本本英英文文学学会会

中中部部支支部部，，日日本本高高専専学学会会 

キキーーワワーードド：： 英英語語，，イイギギリリスス文文学学，，イイギギリリスス文文化化，，技技術術英英語語 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

【【「「イインンググラランンドドららししささ」」ののイイデデオオロロギギーーににつついいてて】】  

「「イインンググラランンドドららししささ」」ののイイデデオオロロギギーーににつついいてて，，エエドドウウォォーードド朝朝文文学学をを中中心心にに研研究究ししてていいまますす。。ここれれままでで主主にに，，DD..HH..ロロ

レレンンススとと EE．．MM．．フフォォーーススタターーのの「「イインンググラランンドド人人ととししててのの意意識識((＝＝ ""EEnngglliisshhnneessss""))」」をを実実生生活活とと作作品品のの双双方方かからら研研究究しし

ててききままししたた。。ケケンンブブリリッッジジ大大学学ででのの各各種種調調査査（（平平成成１１５５年年度度文文科科省省在在外外研研究究員員・・若若手手１１２２ヶヶ月月））等等のの研研究究成成果果をを学学会会

発発表表やや論論文文等等でで公公表表ししてておおりりまますす。。平平成成２２５５年年度度はは共共著著書書のの出出版版にに向向けけててのの各各種種研研究究にに主主従従事事すするる予予定定でですす。。 

 

「「主主要要研研究究成成果果」」 

翻翻訳訳.. 吉吉村村宏宏一一他他編編訳訳.. 『『DD..HH..ロロレレンンスス書書簡簡集集ⅦⅦ』』.. 東東京京:: 松松伯伯社社,, 22001133.. 

 

 

【【技技術術英英語語教教育育モモデデルル構構築築】】 

国国際際的的技技術術者者にに必必要要ととさされれるる英英語語教教育育カカリリキキュュララムムのの構構築築とと実実施施にに関関すするる研研究究をを，，本本校校専専攻攻科科英英語語教教育育をを中中心心にに

行行ななっってていいまますす。。ここれれとと並並行行ししてて，，企企業業でで必必要要ととさされれるる一一般般的的なな技技術術英英語語教教育育全全般般ににつついいててもも，，科科学学研研究究費費受受入入

のの下下，，各各種種研研究究やや実実地地調調査査をを含含めめてて，，今今後後ささららにに研研究究展展開開すするる計計画画でですす。。 

 

「「主主要要研研究究成成果果」」 

著著書書.. 原原口口治治他他編編著著.. 『『自自然然科科学学をを読読むむ：：過過去去・・現現在在・・未未来来――工工業業英英検検対対応応――』』.. 東東京京:: 朝朝日日出出版版,, 22001122.. 

 

 

【【英英語語文文学学おおよよびび文文化化研研究究をを通通ししててのの地地域域貢貢献献ののあありりかかたた】】 

福福井井県県やや鯖鯖江江市市をを中中心心にに各各種種のの地地域域貢貢献献をを展展開開ししてておおりりまますす。。 

県県レレヴヴェェルルでではは，，平平成成 2255 年年度度福福井井県県大大学学連連携携リリーーググ連連携携研研究究推推進進事事業業補補助助金金受受入入のの下下でで，，今今後後研研究究展展開開すす

るる計計画画でですす。。鯖鯖江江市市ににおおいいててはは，，鯖鯖江江市市高高年年大大学学でで，，英英語語にに関関すするる新新特特別別講講座座開開講講をを中中心心にに，，地地域域貢貢献献ののあありりかか

たたににつついいてて研研究究展展開開すするる計計画画でですす。。以以上上のの実実践践的的なな地地域域貢貢献献をを多多角角的的にに考考察察しし，，今今後後，，論論文文やや口口頭頭発発表表のの形形でで，，

研研究究成成果果をを公公表表すするる予予定定でですす。。そそのの他他，，上上記記のの研研究究テテーーママ【【技技術術英英語語教教育育モモデデルル構構築築】】ももごご参参照照くくだだささいい。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：： 

超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論 

研研究究タタイイトトルル：： 

スピン依存伝導現象の理論的研究
氏氏名名：： 挽挽野野 真真一一／／HHIIKKIINNOO SShhiinniicchhii EE--mmaaiill：： hhiikkiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 超超伝伝導導，，磁磁性性，，近近接接効効果果，，ジジョョセセフフソソンン効効果果，，ススピピンン依依存存伝伝導導現現象象 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

 超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論 

 

超超伝伝導導//強強磁磁性性((SS//FF))接接合合でではは，，近近接接効効果果にによよっってて SS がが ss--波波超超伝伝導導体体ににもも関関わわららずず，，FF にに 22 つつのの電電子子ののススピピンン

のの向向ききががそそろろっったたススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対がが誘誘起起さされれまますす((図図 11))。。ここここでで，，近近接接効効果果ととはは，，超超伝伝導導体体とと非非超超伝伝導導体体

のの接接合合をを作作るるとと，，超超伝伝導導体体ののククーーパパーー対対のの波波動動関関数数がが非非超超伝伝導導体体へへ染染みみ出出すす効効果果でですす。。SSFF 接接合合でで現現れれるるススピピンン

三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンををどどののよよううにに観観測測すすれればばよよいいののかか，，にに関関すするる研研究究がが注注目目さされれつつつつあありりまますす。。 

研研究究成成果果のの一一例例ととししてて，，図図..22 のの左左側側にに示示ししたた，，超超伝伝導導体体，，強強磁磁性性体体そそししてて常常磁磁性性体体のの多多重重接接合合でで，，近近接接効効果果にに

よよっってて常常伝伝導導体体中中にに誘誘起起さされれるるススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンをを調調べべままししたた。。そそのの結結果果，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー

対対ののススピピンンにに起起因因ししたた磁磁化化がが，，常常伝伝導導体体にに誘誘起起さされれるるここととをを明明ららかかににししままししたた((図図 22 のの右右側側))。。ここのの磁磁化化のの特特徴徴はは，，

超超伝伝導導体体間間のの位位相相差差((θθ ))にによよっってて制制御御すするるここととががででききまますす。。θθ をを変変ええるるここととにによよっってて，，磁磁化化のの大大ききささがが変変わわるるののでで，，

ここのの磁磁化化のの変変化化をを実実験験的的にに観観測測ででききれればば，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対のの存存在在をを直直接接確確認認すするるここととががででききまますす。。今今後後

はは，，応応用用へへのの可可能能性性もも視視野野にに入入れれてて研研究究をを行行うう予予定定でですす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

スピン依存伝導現象の理論的研究
氏氏名名：：   挽挽野野 真真一一／／HHIIKKIINNOO SShhiinniicchhii EE--mmaaiill：： hhiikkiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 超超伝伝導導，，磁磁性性，，近近接接効効果果，，ジジョョセセフフソソンン効効果果，，ススピピンン依依存存伝伝導導現現象象 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：： 

超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論 

研研究究タタイイトトルル：： 

スピン依存伝導現象の理論的研究
氏氏名名：： 挽挽野野 真真一一／／HHIIKKIINNOO SShhiinniicchhii EE--mmaaiill：： hhiikkiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 超超伝伝導導，，磁磁性性，，近近接接効効果果，，ジジョョセセフフソソンン効効果果，，ススピピンン依依存存伝伝導導現現象象 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

教師による実践研究法の探求
氏氏名名：： 藤藤田田 卓卓郎郎／／FFUUJJIITTAA TTaakkuurroo EE--mmaaiill：： tt--ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： MMAA iinn TTEEFFLL 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
全全国国英英語語教教育育学学会会，，外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会,, 全全国国語語学学教教育育学学会会,, 

中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会 

キキーーワワーードド：： 外外国国語語教教育育研研究究，，タタススクク・・ベベーーススのの言言語語指指導導，，実実践践研研究究法法 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

研研究究内内容容：： 

【【英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成】】 

英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成やや，，ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの動動機機づづけけをを促促進進すするる指指導導法法をを研研究究ししてていいまま

すす。。特特にに，，タタススククとと呼呼ばばれれるるココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動をを用用いいたた言言語語指指導導（（TTaasskk--BBaasseedd LLaanngguuaaggee TTeeaacchhiinngg））ににつついいてて

研研究究ししてていいまますす。。ココミミュュニニケケーーシショョンンをを活活性性化化すするるタタススククのの作作成成方方法法やや指指導導方方法法にに関関心心ががあありりまますす。。ここれれままででににはは，，

ススピピーーキキンンググタタススククをを行行うう前前のの事事前前準準備備時時間間（（pprree--ttaasskk ppllaannnniinngg ttiimmee））ややタタススククのの繰繰りり返返しし（（ttaasskk rreeppeettiittiioonn））がが学学習習

者者のの発発話話のの流流暢暢ささ，，複複雑雑ささ，，正正確確ささにに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて研研究究報報告告をを行行っってていいまますす。。

【【英英語語教教師師にによよるる実実践践研研究究法法】】 

英英語語教教師師がが自自身身のの指指導導文文脈脈ににおおいいてて行行うう，，実実践践研研究究（（pprraaccttiittiioonneerr rreesseeaarrcchh））のの方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。

具具体体的的ににはは，，アアククシショョンン・・リリササーーチチ（（aaccttiioonn rreesseeaarrcchh）），，探探究究的的実実践践（（eexxpplloorraattoorryy pprraaccttiiccee）），，反反省省的的実実践践（（rreefflleeccttiivvee 

pprraaccttiiccee））ののアアププロローーチチをを用用いいたた実実践践研研究究法法にに関関心心ががあありりまますす。。教教室室内内ででのの教教育育実実践践かからら理理論論をを生生成成すするる方方法法やや，，

理理論論とと実実践践をを融融合合ささせせるるたためめのの方方法法をを研研究究ししてていいまますす。。ここれれままででににはは，，IICCTT ややタタススククをを用用いいたた言言語語指指導導ににつついいてて，，

アアククシショョンン・・リリササーーチチやや探探究究的的実実践践のの枠枠組組みみをを用用いいたた実実践践研研究究をを報報告告ししてていいまますす。。ままたた，，実実践践研研究究にに関関すするるワワーークク

シショョッッププ・・講講演演をを行行っったたりり，，研研究究法法にに関関すするる書書籍籍をを出出版版ししたたりりししてていいまますす。。

著著書書 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

教師による実践研究法の探求
氏氏名名：：   藤藤田田 卓卓郎郎／／FFUUJJIITTAA TTaakkuurroo EE--mmaaiill：： tt--ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： MMAA iinn TTEEFFLL 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
全全国国英英語語教教育育学学会会，，外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会,, 全全国国語語学学教教育育学学会会,,  

中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会 

キキーーワワーードド：： 外外国国語語教教育育研研究究，，タタススクク・・ベベーーススのの言言語語指指導導，，実実践践研研究究法法 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

 

 

 

研研究究内内容容：：  

 【【英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成】】 

英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成やや，，ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの動動機機づづけけをを促促進進すするる指指導導法法をを研研究究ししてていいまま

すす。。特特にに，，タタススククとと呼呼ばばれれるるココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動をを用用いいたた言言語語指指導導（（TTaasskk--BBaasseedd LLaanngguuaaggee TTeeaacchhiinngg））ににつついいてて

研研究究ししてていいまますす。。ココミミュュニニケケーーシショョンンをを活活性性化化すするるタタススククのの作作成成方方法法やや指指導導方方法法にに関関心心ががあありりまますす。。ここれれままででににはは，，

ススピピーーキキンンググタタススククをを行行うう前前のの事事前前準準備備時時間間（（pprree--ttaasskk ppllaannnniinngg ttiimmee））ややタタススククのの繰繰りり返返しし（（ttaasskk rreeppeettiittiioonn））がが学学習習

者者のの発発話話のの流流暢暢ささ，，複複雑雑ささ，，正正確確ささにに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて研研究究報報告告をを行行っってていいまますす。。 

 

【【英英語語教教師師にによよるる実実践践研研究究法法】】 

英英語語教教師師がが自自身身のの指指導導文文脈脈ににおおいいてて行行うう，，実実践践研研究究（（pprraaccttiittiioonneerr rreesseeaarrcchh））のの方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。

具具体体的的ににはは，，アアククシショョンン・・リリササーーチチ（（aaccttiioonn rreesseeaarrcchh）），，探探究究的的実実践践（（eexxpplloorraattoorryy pprraaccttiiccee）），，反反省省的的実実践践（（rreefflleeccttiivvee 

pprraaccttiiccee））ののアアププロローーチチをを用用いいたた実実践践研研究究法法にに関関心心ががあありりまますす。。教教室室内内ででのの教教育育実実践践かからら理理論論をを生生成成すするる方方法法やや，，

理理論論とと実実践践をを融融合合ささせせるるたためめのの方方法法をを研研究究ししてていいまますす。。ここれれままででににはは，，IICCTT ややタタススククをを用用いいたた言言語語指指導導ににつついいてて，，

アアククシショョンン・・リリササーーチチやや探探究究的的実実践践のの枠枠組組みみをを用用いいたた実実践践研研究究をを報報告告ししてていいまますす。。ままたた，，実実践践研研究究にに関関すするるワワーークク

シショョッッププ・・講講演演をを行行っったたりり，，研研究究法法にに関関すするる書書籍籍をを出出版版ししたたりりししてていいまますす。。 

 

著著書書 

• 浦浦野野研研・・亘亘理理陽陽一一・・田田中中武武夫夫・・藤藤田田卓卓郎郎・・髙髙木木亜亜希希子子・・酒酒井井英英樹樹 ((22001166)).. 『『ははじじめめててのの英英語語教教育育研研究究：：押押ささ

ええてておおききたたいいココツツととポポイインントト』』 研研究究社社.. 

• 田田中中武武夫夫・・髙髙木木亜亜希希子子・・藤藤田田卓卓郎郎・・滝滝沢沢雄雄一一・・酒酒井井英英樹樹 ((22001199)).. 『『英英語語教教師師ののたためめのの「「実実践践研研究究」」ガガイイドドブブ

ッックク』』 大大修修館館書書店店.. 

 

ワワーーククシショョッッププ・・講講演演 

• 中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会研研究究法法セセミミナナーー 

• 関関西西英英語語教教育育学学会会第第 3355 回回 KKEELLEESS セセミミナナーー 

• 関関西西英英語語教教育育学学会会 22001199 年年度度（（第第 2244 回回））研研究究大大会会セセミミナナーー 

• 外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会（（LLEETT））第第 6600 回回全全国国研研究究大大会会ワワーーククシショョッッププ  
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

国国際際ササミミッットトににおおいいててSSDDGGｓｓがが採採択択さされれててかからら、、CCOO22削削減減をを目目標標ににししたた様様々々なな取取りり組組みみがが、、企企業業やや研研究究機機関関でで行行

わわれれてていいまますす。。そそののよよううなな中中、、ククリリーーンンななエエネネルルギギーーととししてて光光エエネネルルギギーーもも注注目目をを集集めめてておおりり、、特特にに光光をを用用いいたた化化学学

反反応応のの研研究究がが盛盛んんにに行行わわれれてていいまますす。。 

 

 

●●理理科科教教材材研研究究 

ここれれままででのの光光ににつついいててのの学学生生実実験験はは、、反反射射やや屈屈折折ののよよううなな光光のの性性質質ややソソーーララーーパパネネルルをを利利用用ししたた実実験験でであありり、、

教教育育課課程程ににおおいいててもも光光をを用用いいたた化化学学反反応応はは含含ままれれてていいまませせんんででししたた。。ししかかしし、、近近年年、、上上記記でで述述べべたたよよううにに、、光光をを用用

いいたた化化学学反反応応はは世世界界的的にに研研究究がが行行わわれれてていいるるたためめ、、今今後後よよりり一一層層必必要要ににななるる分分野野だだとと考考ええらられれまますす。。そそここでで、、光光

をを用用いいたた化化学学反反応応にに関関ししてて学学生生がが理理解解をを深深めめるるたためめのの教教育育教教材材のの開開発発をを目目指指ししてていいまますす。。 

 

 

●●光光やや電電気気をを用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究 

光光エエネネルルギギーーをを用用いいたた化化学学反反応応でではは穏穏ややかかなな条条件件下下（（室室温温ななどど））でで、、熱熱反反応応でではは生生成成ででききなないい生生成成物物をを新新たたなな反反

応応機機構構でで生生成成すするるここととががででききまますす。。そそののよよううなな光光化化学学反反応応でではは、、反反応応のの効効率率をを向向上上ささせせるる為為にに光光触触媒媒

（（PPhhoottooccaattaallyyssttss））がが用用いいらられれ、、IIrr やや RRuu ののよよううなな遷遷移移金金属属触触媒媒やや福福住住触触媒媒ののよよううなな有有機機光光触触媒媒がが知知らられれてていいまますす。。 

特特にに、、金金属属をを用用いいずず、、穏穏ややかかなな条条件件下下でで反反応応がが進進行行すするる新新たたなな有有機機光光触触媒媒のの合合成成やや、、そそれれをを用用いいたた光光反反応応をを

研研究究すするるここととががテテーーママととななっってていいまますす。。ままたた、、今今後後、、光光だだけけででななくく電電気気もも用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究ににもも取取りり組組んんででいいきき

まますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-CO2
R C

O
O R

CN
H+

R
CN

Photocatalysts

SET=Single Electron Transfer
BET=Back Electron Transfer

SET BET

Photocatalysts

hν-H+

R C
O

OH R C
O

O -

研研究究タタイイトトルル：： 

光触媒の合成及び光反応
氏氏名名：：   古古谷谷 峻峻熙熙／／FFUURRUUTTAANNII TToosshhiikkii EE--mmaaiill：： tt--ffuurruuttaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 修修士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 有有機機合合成成、、有有機機光光反反応応、、 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・光光反反応応にに関関すするるごご相相談談 

・・発発泡泡充充填填材材、、接接着着剤剤にに関関すするるごご相相談談 

・・CCAAEE モモデデリリンンググにに関関すするるごご相相談談 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

国国際際ササミミッットトににおおいいててSSDDGGｓｓがが採採択択さされれててかからら、、CCOO22削削減減をを目目標標ににししたた様様々々なな取取りり組組みみがが、、企企業業やや研研究究機機関関でで行行

わわれれてていいまますす。。そそののよよううなな中中、、ククリリーーンンななエエネネルルギギーーととししてて光光エエネネルルギギーーもも注注目目をを集集めめてておおりり、、特特にに光光をを用用いいたた化化学学

反反応応のの研研究究がが盛盛んんにに行行わわれれてていいまますす。。 

 

 

●●理理科科教教材材研研究究 

ここれれままででのの光光ににつついいててのの学学生生実実験験はは、、反反射射やや屈屈折折ののよよううなな光光のの性性質質ややソソーーララーーパパネネルルをを利利用用ししたた実実験験でであありり、、

教教育育課課程程ににおおいいててもも光光をを用用いいたた化化学学反反応応はは含含ままれれてていいまませせんんででししたた。。ししかかしし、、近近年年、、上上記記でで述述べべたたよよううにに、、光光をを用用

いいたた化化学学反反応応はは世世界界的的にに研研究究がが行行わわれれてていいるるたためめ、、今今後後よよりり一一層層必必要要ににななるる分分野野だだとと考考ええらられれまますす。。そそここでで、、光光

をを用用いいたた化化学学反反応応にに関関ししてて学学生生がが理理解解をを深深めめるるたためめのの教教育育教教材材のの開開発発をを目目指指ししてていいまますす。。 

 

 

●●光光やや電電気気をを用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究 

光光エエネネルルギギーーをを用用いいたた化化学学反反応応でではは穏穏ややかかなな条条件件下下（（室室温温ななどど））でで、、熱熱反反応応でではは生生成成ででききなないい生生成成物物をを新新たたなな反反

応応機機構構でで生生成成すするるここととががででききまますす。。そそののよよううなな光光化化学学反反応応でではは、、反反応応のの効効率率をを向向上上ささせせるる為為にに光光触触媒媒

（（PPhhoottooccaattaallyyssttss））がが用用いいらられれ、、IIrr やや RRuu ののよよううなな遷遷移移金金属属触触媒媒やや福福住住触触媒媒ののよよううなな有有機機光光触触媒媒がが知知らられれてていいまますす。。 

特特にに、、金金属属をを用用いいずず、、穏穏ややかかなな条条件件下下でで反反応応がが進進行行すするる新新たたなな有有機機光光触触媒媒のの合合成成やや、、そそれれをを用用いいたた光光反反応応をを

研研究究すするるここととががテテーーママととななっってていいまますす。。ままたた、、今今後後、、光光だだけけででななくく電電気気もも用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究ににもも取取りり組組んんででいいきき

まますす。。 
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研研究究タタイイトトルル：： 

光触媒の合成及び光反応
氏氏名名：：   古古谷谷 峻峻熙熙／／FFUURRUUTTAANNII TToosshhiikkii EE--mmaaiill：： tt--ffuurruuttaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 修修士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 有有機機合合成成、、有有機機光光反反応応、、 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・光光反反応応にに関関すするるごご相相談談 

・・発発泡泡充充填填材材、、接接着着剤剤にに関関すするるごご相相談談 

・・CCAAEE モモデデリリンンググにに関関すするるごご相相談談 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

足関節ブレースの効果と動作への影響
氏氏名名：：   松松井井一一洋洋／／MMAATTSSUUII KKaazzuuhhiirroo EE--mmaaiill：： mmaattssuuii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 修修士士（（教教育育学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本体体育育学学会会，，日日本本ババイイオオメメカカニニククスス学学会会 

キキーーワワーードド：： 足足関関節節ブブレレーースス，，動動作作解解析析 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 

 足足関関節節捻捻挫挫のの予予防防，，再再発発防防止止をを目目的的ととししてて使使用用さされれるる足足関関節節ブブレレーーススはは，，自自分分でで着着脱脱すするるここととががでできき，，繰繰りり返返しし

使使用用すするるここととがが可可能能でですす。。そそののブブレレーーススがが動動作作にに対対ししててどどれれだだけけのの抵抵抗抗力力（（モモーーメメンントト））をを発発揮揮ししてていいるるののかか，，動動作作

ととブブレレーースス装装着着にによよっってて受受けけるる力力がが膝膝関関節節ななどどににどどののよよううなな変変化化をを与与ええるるののかかににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。 
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提供可能な設備・・機器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系))

提供 能な設備 機器

研研究究内内容容：：  

 筒筒井井康康隆隆（（11993344--））はは、、星星新新一一やや小小松松左左京京ななどどとと並並びび「「SSFF第第一一世世代代」」とと称称さされれ、、日日本本ののSSFF界界をを牽牽引引ししたた作作家家でですす。。

パパロロデディィややススララッッププスステティィッッククなな笑笑いいをを得得意意ととしし、、初初期期ににははナナンンセセンンススなな SSFF 作作品品をを発発表表ししままししたた。。ままたた、、11997700 年年代代よよ

りりメメタタフフィィククシショョンンのの手手法法をを用用いいたた前前衛衛的的なな作作品品をを発発表表しし、、SSFF とと純純文文学学ととのの境境界界をを越越ええるるよよううなな実実験験作作をを多多くく創創作作しし

ままししたた。。「「虚虚人人たたちち」」がが第第 99 回回泉泉鏡鏡花花文文学学賞賞（（11998811 年年））、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」がが第第 2233 回回谷谷崎崎潤潤一一郎郎賞賞（（11998877 年年））、、「「ヨヨ

ッッパパ谷谷へへのの降降下下」」がが第第 1166 回回川川端端康康成成文文学学賞賞（（11998899 年年））、、「「朝朝ののガガススパパーールル」」がが第第 1133 回回日日本本 SSFF 大大賞賞（（11999922 年年））、、

「「わわたたししののググラランンパパ」」がが第第 5511 回回読読売売文文学学賞賞（（22000000 年年））、、「「モモナナドドのの領領域域」」がが第第 5588 回回毎毎日日芸芸術術賞賞（（22001177 年年））をを受受賞賞しし、、

芸芸術術文文化化勲勲章章シシュュヴヴァァリリエエ（（11999977 年年））、、紫紫綬綬褒褒章章（（22000022 年年））、、日日本本芸芸術術院院賞賞・・恩恩賜賜賞賞（（22002222 年年））ななどどのの功功績績をを残残すす、、

現現代代日日本本をを代代表表すするる作作家家でですす。。 

 

【【研研究究視視点点①①】】筒筒井井康康隆隆とと「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととのの関関連連 

「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととはは、、アアメメリリカカのの文文明明史史家家 DD.. JJ.. BBoooorrssttiinn にによよっってて提提唱唱さされれたた概概念念でですす。。11996622 年年当当時時ののママススメメ

デディィアアにによよっってて「「合合成成的的なな新新奇奇なな出出来来事事がが社社会会にに充充満満ししてていいるる」」状状態態ののここととをを指指しし、、ママススメメデディィアアがが事事件件をを誇誇張張ししてて

報報じじ、、社社会会のの関関心心をを集集めめるる様様子子をを定定義義づづけけままししたた。。筒筒井井はは BBoooorrssttiinn のの書書『『TThhee IImmaaggee:: AA GGuuiiddee ttoo PPsseeuuddoo--EEvveennttss 

iinn AAmmeerriiccaa』』（（11996622 年年））にに影影響響をを受受けけ、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、ママススメメデディィアアのの過過激激なな報報道道にによよっってて

戦戦争争がが扇扇動動さされれてていいくく、、「「東東海海道道戦戦争争」」、、「「4488 億億のの妄妄想想」」、、「「ベベトトナナムム観観光光公公社社」」ななどどのの戦戦争争 SSFF 作作品品がが創創作作さされれまましし

たた。。 

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいてて詳詳細細なな作作品品分分析析とと、、同同時時代代ココンンテテククスストトのの調調査査をを行行いい、、研研究究成成果果ととししてて口口頭頭発発表表

のの実実施施やや学学術術論論文文のの執執筆筆をを行行っっててききままししたた。。ここれれにによよりり、、筒筒井井がが SSFF とといいうう虚虚構構のの言言説説空空間間をを利利用用ししてて、、当当時時のの社社

会会をを風風刺刺ししてていいるるここととをを明明ららかかににししままししたた。。ままたた、、同同時時代代のの新新聞聞やや雑雑誌誌のの記記事事をを多多数数引引用用すするるここととにによよりり、、当当時時のの

社社会会状状況況とと筒筒井井作作品品ととのの関関係係性性もも究究明明ししてていいまますす。。 

 

【【研研究究視視点点②②】】筒筒井井康康隆隆とと「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととのの関関連連 

「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととはは、、イイギギリリススのの SSFF 作作家家 JJ.. GG.. BBaallllaarrdd がが提提唱唱ししたた、、宇宇宙宙空空間間やや未未来来のの科科学学技技術術をを主主題題ととすするる従従来来

のの SSFF のの限限界界をを超超克克ししよよううととししたた新新たたなな SSFF のの理理論論でですす。。そそのの空空間間はは、、11996688 年年にに「「人人間間精精神神のの内内部部をを表表すす空空間間」」ととしし

てて表表さされれ、、初初めめてて人人間間のの無無意意識識のの領領域域がが SSFF のの主主題題ととししてて扱扱わわれれままししたた。。筒筒井井はは逸逸早早くくここのの「「内内宇宇宙宙」」思思想想をを日日本本

にに紹紹介介しし、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、主主人人公公のの「「内内宇宇宙宙」」のの空空間間がが綿綿密密にに描描かかれれるる、、「「脱脱走走とと追追跡跡のの

ササンンババ」」、、「「虚虚人人たたちち」」、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」ななどどのの作作品品がが生生みみ出出さされれままししたた。。 

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいててもも研研究究をを行行っっててききままししたた。。従従来来のの小小説説ににははなないい斬斬新新なな表表現現技技法法ににののみみ注注目目さされれ

ててききたた 33 作作でですすがが、、私私はは語語らられれるる物物語語のの内内容容ににもも着着目目しし、、文文学学的的主主題題にに迫迫りりままししたた。。そそれれはは、、主主人人公公のの精精神神世世界界とと

いいうう「「内内宇宇宙宙」」をを表表現現すするるここととのの必必要要性性でであありり、、物物語語内内容容にに注注目目すするるここととにによよりり初初めめてて明明文文化化すするるここととががででききままししたた。。

特特にに「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」にに関関すするる学学術術論論文文はは、、学学術術書書のの中中でで引引用用・・紹紹介介さされれたた実実績績ががあありり、、学学界界にに深深いい影影響響をを及及

ぼぼししてていいまますす。。 

研研究究タタイイトトルル：： 

1960 年代～80 年代筒井康隆作品研究
氏氏名名：：   松松山山 哲哲士士／／MMAATTSSUUYYAAMMAA SSaattoosshhii EE--mmaaiill：： mmttyymmssttss@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 修修士士（（文文学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本近近代代文文学学会会、、昭昭和和文文学学会会、、阪阪神神近近代代文文学学会会、、関関西西大大学学国国文文学学会会 

キキーーワワーードド：： 日日本本近近現現代代文文学学、、筒筒井井康康隆隆文文学学、、日日本本 SSFF 文文学学、、戦戦争争文文学学 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・同同時時代代ココンンテテククスストトをを考考慮慮ししたた文文学学作作品品のの精精読読のの方方法法 

・・新新聞聞、、雑雑誌誌のの記記事事やや、、研研究究論論文文ななどど、、デデーータタベベーーススをを用用いいたた資資料料のの調調査査方方法法 

・・著著書書目目録録やや作作家家のの事事典典項項目目のの作作成成方方法法 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系))

研研究究内内容容：：  

 筒筒井井康康隆隆（（11993344--））はは、、星星新新一一やや小小松松左左京京ななどどとと並並びび「「SSFF第第一一世世代代」」とと称称さされれ、、日日本本ののSSFF界界をを牽牽引引ししたた作作家家でですす。。

パパロロデディィややススララッッププスステティィッッククなな笑笑いいをを得得意意ととしし、、初初期期ににははナナンンセセンンススなな SSFF 作作品品をを発発表表ししままししたた。。ままたた、、11997700 年年代代よよ

りりメメタタフフィィククシショョンンのの手手法法をを用用いいたた前前衛衛的的なな作作品品をを発発表表しし、、SSFF とと純純文文学学ととのの境境界界をを越越ええるるよよううなな実実験験作作をを多多くく創創作作しし

ままししたた。。「「虚虚人人たたちち」」がが第第 99 回回泉泉鏡鏡花花文文学学賞賞（（11998811 年年））、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」がが第第 2233 回回谷谷崎崎潤潤一一郎郎賞賞（（11998877 年年））、、「「ヨヨ

ッッパパ谷谷へへのの降降下下」」がが第第 1166 回回川川端端康康成成文文学学賞賞（（11998899 年年））、、「「朝朝ののガガススパパーールル」」がが第第 1133 回回日日本本 SSFF 大大賞賞（（11999922 年年））、、

「「わわたたししののググラランンパパ」」がが第第 5511 回回読読売売文文学学賞賞（（22000000 年年））、、「「モモナナドドのの領領域域」」がが第第 5588 回回毎毎日日芸芸術術賞賞（（22001177 年年））をを受受賞賞しし、、

芸芸術術文文化化勲勲章章シシュュヴヴァァリリエエ（（11999977 年年））、、紫紫綬綬褒褒章章（（22000022 年年））、、日日本本芸芸術術院院賞賞・・恩恩賜賜賞賞（（22002222 年年））ななどどのの功功績績をを残残すす、、

現現代代日日本本をを代代表表すするる作作家家でですす。。 

 

【【研研究究視視点点①①】】筒筒井井康康隆隆とと「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととのの関関連連 

「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととはは、、アアメメリリカカのの文文明明史史家家 DD.. JJ.. BBoooorrssttiinn にによよっってて提提唱唱さされれたた概概念念でですす。。11996622 年年当当時時ののママススメメ

デディィアアにによよっってて「「合合成成的的なな新新奇奇なな出出来来事事がが社社会会にに充充満満ししてていいるる」」状状態態ののここととをを指指しし、、ママススメメデディィアアがが事事件件をを誇誇張張ししてて

報報じじ、、社社会会のの関関心心をを集集めめるる様様子子をを定定義義づづけけままししたた。。筒筒井井はは BBoooorrssttiinn のの書書『『TThhee IImmaaggee:: AA GGuuiiddee ttoo PPsseeuuddoo--EEvveennttss 

iinn AAmmeerriiccaa』』（（11996622 年年））にに影影響響をを受受けけ、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、ママススメメデディィアアのの過過激激なな報報道道にによよっってて

戦戦争争がが扇扇動動さされれてていいくく、、「「東東海海道道戦戦争争」」、、「「4488 億億のの妄妄想想」」、、「「ベベトトナナムム観観光光公公社社」」ななどどのの戦戦争争 SSFF 作作品品がが創創作作さされれまましし

たた。。 

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいてて詳詳細細なな作作品品分分析析とと、、同同時時代代ココンンテテククスストトのの調調査査をを行行いい、、研研究究成成果果ととししてて口口頭頭発発表表

のの実実施施やや学学術術論論文文のの執執筆筆をを行行っっててききままししたた。。ここれれにによよりり、、筒筒井井がが SSFF とといいうう虚虚構構のの言言説説空空間間をを利利用用ししてて、、当当時時のの社社

会会をを風風刺刺ししてていいるるここととをを明明ららかかににししままししたた。。ままたた、、同同時時代代のの新新聞聞やや雑雑誌誌のの記記事事をを多多数数引引用用すするるここととにによよりり、、当当時時のの

社社会会状状況況とと筒筒井井作作品品ととのの関関係係性性もも究究明明ししてていいまますす。。 

 

【【研研究究視視点点②②】】筒筒井井康康隆隆とと「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととのの関関連連 

「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととはは、、イイギギリリススのの SSFF 作作家家 JJ.. GG.. BBaallllaarrdd がが提提唱唱ししたた、、宇宇宙宙空空間間やや未未来来のの科科学学技技術術をを主主題題ととすするる従従来来

のの SSFF のの限限界界をを超超克克ししよよううととししたた新新たたなな SSFF のの理理論論でですす。。そそのの空空間間はは、、11996688 年年にに「「人人間間精精神神のの内内部部をを表表すす空空間間」」ととしし

てて表表さされれ、、初初めめてて人人間間のの無無意意識識のの領領域域がが SSFF のの主主題題ととししてて扱扱わわれれままししたた。。筒筒井井はは逸逸早早くくここのの「「内内宇宇宙宙」」思思想想をを日日本本

にに紹紹介介しし、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、主主人人公公のの「「内内宇宇宙宙」」のの空空間間がが綿綿密密にに描描かかれれるる、、「「脱脱走走とと追追跡跡のの

ササンンババ」」、、「「虚虚人人たたちち」」、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」ななどどのの作作品品がが生生みみ出出さされれままししたた。。 

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいててもも研研究究をを行行っっててききままししたた。。従従来来のの小小説説ににははなないい斬斬新新なな表表現現技技法法ににののみみ注注目目さされれ

ててききたた 33 作作でですすがが、、私私はは語語らられれるる物物語語のの内内容容ににもも着着目目しし、、文文学学的的主主題題にに迫迫りりままししたた。。そそれれはは、、主主人人公公のの精精神神世世界界とと

いいうう「「内内宇宇宙宙」」をを表表現現すするるここととのの必必要要性性でであありり、、物物語語内内容容にに注注目目すするるここととにによよりり初初めめてて明明文文化化すするるここととががででききままししたた。。

特特にに「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」にに関関すするる学学術術論論文文はは、、学学術術書書のの中中でで引引用用・・紹紹介介さされれたた実実績績ががあありり、、学学界界にに深深いい影影響響をを及及

ぼぼししてていいまますす。。 

研研究究タタイイトトルル：： 

1960 年代～80 年代筒井康隆作品研究
氏氏名名：：   松松山山 哲哲士士／／MMAATTSSUUYYAAMMAA SSaattoosshhii EE--mmaaiill：： mmttyymmssttss@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 修修士士（（文文学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本近近代代文文学学会会、、昭昭和和文文学学会会、、阪阪神神近近代代文文学学会会、、関関西西大大学学国国文文学学会会 

キキーーワワーードド：： 日日本本近近現現代代文文学学、、筒筒井井康康隆隆文文学学、、日日本本 SSFF 文文学学、、戦戦争争文文学学 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・同同時時代代ココンンテテククスストトをを考考慮慮ししたた文文学学作作品品のの精精読読のの方方法法 

・・新新聞聞、、雑雑誌誌のの記記事事やや、、研研究究論論文文ななどど、、デデーータタベベーーススをを用用いいたた資資料料のの調調査査方方法法 

・・著著書書目目録録やや作作家家のの事事典典項項目目のの作作成成方方法法 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

ココミミュュニニケケーーシショョンンののココンンテテククスストトににおおけけるる言言語語のの使使用用のの特特徴徴

氏氏名名：：   宮宮本本 友友紀紀／／MMIIYYAAMMOOTTOO YYuukkii EE--mmaaiill：： mmiiyyaammoottoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： MMaasstteerr ooff SScciieennccee 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
全全国国英英語語教教育育学学会会，，中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会，，全全国国高高等等専専門門学学校校英英

語語教教育育学学会会 

キキーーワワーードド：： 英英語語教教育育，，ココミミュュニニケケーーシショョンン，，言言語語 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 

 多多様様ななココミミュュニニケケーーシショョンンののココンンテテククスストトににおおけけるる言言語語のの使使用用のの特特徴徴ややニニーーズズのの研研究究ををししてていいまますす。。ままたたそそのの応応用用

ととししてて外外国国語語教教育育ににおおけけるる言言語語指指導導のの研研究究ををししてていいまますす。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる日日英英語語のの言言語語事事象象にに関関すするる認認知知言言語語学学的的研研究究 

氏氏名名：：   森森 貞貞 ／／ MMOORRII SSaaddaasshhii EE--mmaaiill：： mmoorrii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（文文学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
日日本本英英語語学学会会，，日日本本言言語語学学会会，，日日本本英英語語表表現現学学会会，，日日本本認認知知言言語語

学学会会，，日日本本語語用用論論学学会会，，大大阪阪大大学学英英文文学学会会，，金金沢沢大大学学英英文文学学会会 

キキーーワワーードド：： 容容認認性性判判断断、、英英語語、、日日本本語語、、文文法法、、語語法法、、認認知知言言語語学学 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英文文作作成成ににつついいててのの講講演演 

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英会会話話力力養養成成ににつついいててのの講講演演 

・・日日英英語語のの語語法法・・文文法法ににつついいててのの講講演演 

研研究究内内容容：：  

【【研研究究のの概概要要】】 

文文法法ににはは、、大大別別ししてて、、規規範範文文法法（（学学校校文文法法））とと記記述述文文法法ががああるる。。ままたた、、近近年年のの認認知知言言語語学学的的アアププロローーチチにによよるる言言語語

研研究究のの隆隆盛盛にによよりり、、rruullee--bbaasseedd かからら uussaaggee--bbaasseedd（（ここれれ自自体体はは目目新新ししいいももののででははなないいがが））へへのの言言語語観観（（言言語語にに対対すす

るるアアププロローーチチ））へへのの転転換換にに基基づづくく言言語語事事象象のの研研究究がが行行わわれれるるよよううににななっっててききてていいるる。。ここれれにに連連動動ししてて、、（（任任意意のの））言言

語語事事象象にに対対すするる容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる可可能能性性はは十十分分ににああるるとといいううここととがが当当然然のの帰帰結結ととししてて捉捉ええらられれるるよようう

ににななっっててききてていいるる。。 

本本研研究究でではは、、ここのの「「揺揺れれ」」がが生生じじるる認認知知的的要要因因をを具具体体的的なな言言語語事事象象にに関関すするる容容認認性性判判断断のの言言語語感感覚覚調調査査（（イインン

タターーネネッットトににおおけけるる言言語語フフォォーーララムムででのの問問いいかかけけをを含含むむ））ややイインンタターーネネッットト上上にに公公開開さされれてていいるる大大規規模模ココーーパパスス（（デデ

ーータタベベーースス））等等のの KKWWIICC 検検索索（（音音声声解解析析をを含含むむ））をを通通ししてて明明ららかかににすするるここととをを目目的的ととすするる。。 

 

【【研研究究のの核核心心】】 

従従来来のの言言語語研研究究ににおおいいててはは、、言言語語研研究究者者のの内内省省（（容容認認性性判判断断））にに基基づづきき、、非非文文ととそそううででなないい文文のの観観察察をを通通ししてて、、任任

意意のの言言語語事事象象のの生生成成にに関関わわるるルルーールル（（規規則則））のの同同定定がが行行わわれれてていいたたがが、、同同一一のの言言語語事事象象にに対対ししてて、、母母語語話話者者のの

言言語語学学者者間間ににおおいいててささええ容容認認性性判判断断にに大大ききなな差差異異（（容容認認可可能能とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするる一一方方でで容容認認不不可可能能

とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするるこことと））がが認認めめらられれるる先先行行研研究究がが存存在在すするるここととやや、、近近年年のの大大規規模模デデーータタベベーーススをを用用

いいたた言言語語研研究究（（ココーーパパスス言言語語学学））のの隆隆盛盛にによよりり、、任任意意のの言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが存存在在すするるここととがが明明ららかか

ににななっってていいるる。。 

 ししたたががっってて、、ここのの容容認認性性判判断断のの「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる要要因因をを明明ららかかににすするるここととがが、、言言語語事事実実のの解解明明ににはは不不可可欠欠

でであありり、、「「（（任任意意のの））言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる（（認認知知的的なな））要要因因はは何何ででああるるかか？？」」とといいうう問問いい

にに答答ええるるここととがが本本研研究究のの核核心心ででああるる。。 

 

【【研研究究対対象象ととななるる具具体体的的なな言言語語事事象象】】 

日日本本語語 

・・疑疑問問詞詞とと「「かかどどううかか」」のの共共起起 

・・いいわわゆゆるる NNRR 述述語語（（ee..gg.. 「「思思うう」」））をを主主節節述述語語ととすするる従従属属節節中中のの強強 NNPPII（（ee..gg.. 「「だだれれもも」」「「ししかか」」「「ままでで」」eettcc.. ））のの認認可可 

・・「「ななぜぜ」」をを含含むむ多多重重疑疑問問詞詞疑疑問問文文 

・・複複合合動動詞詞((VV11++VV22))のの受受身身形形（（二二重重受受けけ身身表表現現をを含含むむ））とと英英語語のの相相当当表表現現 

英英語語 

・・II ddoonn’’tt {{tthhiinnkk // bbeelliieevvee // kknnooww tthhaatt}} ￢￢pp..  [[ffuunnccttiioonn:: wweeaakk aasssseerrttiioonn ooff ￢￢pp]] 

・・SS kknnooww wwhheetthheerr PP 

・・‘‘aass ooppppoosseedd ttoo’’ のの等等位位接接続続詞詞的的用用法法 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：： 

容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる日日英英語語のの言言語語事事象象にに関関すするる認認知知言言語語学学的的研研究究 

氏氏名名：：   森森 貞貞 ／／ MMOORRII SSaaddaasshhii EE--mmaaiill：： mmoorrii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（文文学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
日日本本英英語語学学会会，，日日本本言言語語学学会会，，日日本本英英語語表表現現学学会会，，日日本本認認知知言言語語

学学会会，，日日本本語語用用論論学学会会，，大大阪阪大大学学英英文文学学会会，，金金沢沢大大学学英英文文学学会会 

キキーーワワーードド：： 容容認認性性判判断断、、英英語語、、日日本本語語、、文文法法、、語語法法、、認認知知言言語語学学 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英文文作作成成ににつついいててのの講講演演 

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英会会話話力力養養成成ににつついいててのの講講演演 

・・日日英英語語のの語語法法・・文文法法ににつついいててのの講講演演 

研研究究内内容容：：  

【【研研究究のの概概要要】】 

文文法法ににはは、、大大別別ししてて、、規規範範文文法法（（学学校校文文法法））とと記記述述文文法法ががああるる。。ままたた、、近近年年のの認認知知言言語語学学的的アアププロローーチチにによよるる言言語語

研研究究のの隆隆盛盛にによよりり、、rruullee--bbaasseedd かからら uussaaggee--bbaasseedd（（ここれれ自自体体はは目目新新ししいいももののででははなないいがが））へへのの言言語語観観（（言言語語にに対対すす

るるアアププロローーチチ））へへのの転転換換にに基基づづくく言言語語事事象象のの研研究究がが行行わわれれるるよよううににななっっててききてていいるる。。ここれれにに連連動動ししてて、、（（任任意意のの））言言

語語事事象象にに対対すするる容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる可可能能性性はは十十分分ににああるるとといいううここととがが当当然然のの帰帰結結ととししてて捉捉ええらられれるるよようう

ににななっっててききてていいるる。。 

本本研研究究でではは、、ここのの「「揺揺れれ」」がが生生じじるる認認知知的的要要因因をを具具体体的的なな言言語語事事象象にに関関すするる容容認認性性判判断断のの言言語語感感覚覚調調査査（（イインン

タターーネネッットトににおおけけるる言言語語フフォォーーララムムででのの問問いいかかけけをを含含むむ））ややイインンタターーネネッットト上上にに公公開開さされれてていいるる大大規規模模ココーーパパスス（（デデ

ーータタベベーースス））等等のの KKWWIICC 検検索索（（音音声声解解析析をを含含むむ））をを通通ししてて明明ららかかににすするるここととをを目目的的ととすするる。。 

 

【【研研究究のの核核心心】】 

従従来来のの言言語語研研究究ににおおいいててはは、、言言語語研研究究者者のの内内省省（（容容認認性性判判断断））にに基基づづきき、、非非文文ととそそううででなないい文文のの観観察察をを通通ししてて、、任任

意意のの言言語語事事象象のの生生成成にに関関わわるるルルーールル（（規規則則））のの同同定定がが行行わわれれてていいたたがが、、同同一一のの言言語語事事象象にに対対ししてて、、母母語語話話者者のの

言言語語学学者者間間ににおおいいててささええ容容認認性性判判断断にに大大ききなな差差異異（（容容認認可可能能とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするる一一方方でで容容認認不不可可能能

とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするるこことと））がが認認めめらられれるる先先行行研研究究がが存存在在すするるここととやや、、近近年年のの大大規規模模デデーータタベベーーススをを用用

いいたた言言語語研研究究（（ココーーパパスス言言語語学学））のの隆隆盛盛にによよりり、、任任意意のの言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが存存在在すするるここととがが明明ららかか

ににななっってていいるる。。 

 ししたたががっってて、、ここのの容容認認性性判判断断のの「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる要要因因をを明明ららかかににすするるここととがが、、言言語語事事実実のの解解明明ににはは不不可可欠欠

でであありり、、「「（（任任意意のの））言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる（（認認知知的的なな））要要因因はは何何ででああるるかか？？」」とといいうう問問いい

にに答答ええるるここととがが本本研研究究のの核核心心ででああるる。。 

 

【【研研究究対対象象ととななるる具具体体的的なな言言語語事事象象】】 

日日本本語語 

・・疑疑問問詞詞とと「「かかどどううかか」」のの共共起起 

・・いいわわゆゆるる NNRR 述述語語（（ee..gg.. 「「思思うう」」））をを主主節節述述語語ととすするる従従属属節節中中のの強強 NNPPII（（ee..gg.. 「「だだれれもも」」「「ししかか」」「「ままでで」」eettcc.. ））のの認認可可 

・・「「ななぜぜ」」をを含含むむ多多重重疑疑問問詞詞疑疑問問文文 

・・複複合合動動詞詞((VV11++VV22))のの受受身身形形（（二二重重受受けけ身身表表現現をを含含むむ））とと英英語語のの相相当当表表現現 

英英語語 

・・II ddoonn’’tt {{tthhiinnkk // bbeelliieevvee // kknnooww tthhaatt}} ￢￢pp..  [[ffuunnccttiioonn:: wweeaakk aasssseerrttiioonn ooff ￢￢pp]] 

・・SS kknnooww wwhheetthheerr PP 

・・‘‘aass ooppppoosseedd ttoo’’ のの等等位位接接続続詞詞的的用用法法 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

 

 確確率率論論とと統統計計力力学学をを基基本本ととししてて，，「「無無限限粒粒子子がが相相互互作作用用すするるななかかでで，，相相全全体体のの様様子子ががどどののよよううににふふるるままううかか」」とといい

ううここととににつついいてて，，ppeerrccoollaattiioonn mmooddeell やや ccoonnttaacctt pprroocceessss ななどどのの，，様様々々ななモモデデルルににおおいいてて研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

基基本本的的ににはは，，数数学学のの理理論論のの枠枠組組みみののななかかででのの結結果果をを求求めめてていいききまますすがが，，ととききににはは，，ココンンピピュューータターーでで乱乱数数をを発発

生生ささせせ，，シシミミュュレレーーシショョンンをを行行っってて，，「「ととににかかくく何何がが起起ここっってていいるるののかか」」とといいううここととをを調調べべ，，理理由由をを探探るるとといいうう研研究究手手法法をを

ととるるここととももあありりまますす。。((ここののよよううなな手手法法をを「「モモンンテテカカルルロロ法法」」とといいいいまますす。。)) 

でですすののでで，， 

金金属属内内部部，，流流体体，，交交通通流流 

等等のの対対象象ににつついいてて，，モモンンテテカカルルロロ法法でで調調べべるるとといいっったた依依頼頼にに応応じじるるここととががででききまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

モンテカルロ法
氏氏名名：：   柳柳原原 祐祐治治／／YYAANNAAGGIIHHAARRAA YYuujjii EE--mmaaiill：： yy--yyaannaaggii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 理理学学修修士士 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：： PPeerrccoollaattiioonn，，CCoonnttaacctt pprroocceessss 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

走化性による細胞性粘菌の形態形成

出典 http://ja.wikipedia.org/wiki/細胞性粘菌

研研究究タタイイトトルル：： 

移流拡散方程式の解の定性理論
氏氏名名：：   山山田田 哲哲也也／／YYAAMMAADDAA TTeettssuuyyaa EE--mmaaiill：： yyaammaaddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：： 移移流流拡拡散散方方程程式式 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

 

走化性による細胞性粘菌の形態形成

出典 httttp://j/j/jja.wikipedia.org/wiki/細胞性粘菌

研研究究内内容容：：  

 

 

 関関数数解解析析やや調調和和解解析析をを用用いいてて移移流流拡拡散散方方程程式式((例例ええばば走走化化性性粘粘菌菌モモデデルルやや半半導導体体シシュュミミレレーーシショョンンモモデデルルななどど))

ににおおけけるる解解のの定定性性的的性性質質をを調調べべてていいまますす。。最最近近はは 

・・時時間間無無限限大大ででのの解解のの振振るる舞舞いい((漸漸近近形形やや漸漸近近率率)) 

・・定定常常解解のの安安定定性性 

にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

∂∂ttuu＝＝△△uu－－▽▽・・（（uu▽▽vv）），，∂∂ttvv＝＝△△vv－－vv＋＋uu 

移移流流拡拡散散方方程程式式ととはは 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

走走化化性性にによよるる細細胞胞性性粘粘菌菌のの形形態態形形成成 

出出典典  hhttttpp::////jjaa..wwiikkiippeeddiiaa..oorrgg//wwiikkii//細細胞胞性性粘粘菌菌 

研研究究タタイイトトルル：： 

移流拡散方程式の解の定性理論
氏氏名名：：   山山田田 哲哲也也／／YYAAMMAADDAA TTeettssuuyyaa EE--mmaaiill：： yyaammaaddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：： 移移流流拡拡散散方方程程式式 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 

 関関数数解解析析やや調調和和解解析析をを用用いいてて移移流流拡拡散散方方程程式式((例例ええばば走走化化性性粘粘菌菌モモデデルルやや半半導導体体シシュュミミレレーーシショョンンモモデデルルななどど))

ににおおけけるる解解のの定定性性的的性性質質をを調調べべてていいまますす。。最最近近はは 

・・時時間間無無限限大大ででのの解解のの振振るる舞舞いい((漸漸近近形形やや漸漸近近率率)) 

・・定定常常解解のの安安定定性性 

にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

∂∂ttuu＝＝△△uu－－▽▽・・（（uu▽▽vv）），，∂∂ttvv＝＝△△vv－－vv＋＋uu 

移移流流拡拡散散方方程程式式ととはは 
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環境・生態部門 
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研研究究内内容容：：  

【【福福井井県県内内のの潜潜在在自自然然植植生生のの概概念念にに基基づづくく広広葉葉樹樹幼幼苗苗植植栽栽地地のの調調査査】】 

・・福福井井県県内内のの潜潜在在自自然然植植生生のの概概念念にに基基づづくく広広葉葉樹樹植植栽栽地地（（環環境境保保全全林林））ににつついいてて，，植植生生発発達達状状況況をを調調査査ししてていい

まますす．． 

【【セセメメンントトミミルルクク柱柱状状固固化化体体にに関関すするる研研究究】】 

・・セセメメンントトミミルルクク柱柱状状固固化化体体ののブブリリーーデディィンンググおおよよびび一一軸軸圧圧縮縮強強度度にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす．． 

 

【【珪珪石石にに関関すするる研研究究】】 

・・珪珪石石由由来来のの砕砕石石おおよよびび脱脱水水ケケーーキキをを用用いいたた地地盤盤のの熱熱伝伝導導率率やや強強度度にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

一一軸軸圧圧縮縮試試験験機機 万万能能試試験験機機 

ｐｐHH・・EECC 測測定定器器 モモルルタタルルミミキキササーー 

CCBBRR 試試験験機機  

トトーータタルルスステテーーシショョンン  

GGNNSSSS（（GGPPSS））受受信信機機・・解解析析ソソフフトト  

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

福福井井県県内内のの潜潜在在自自然然植植生生のの概概念念にに基基づづくく広広葉葉樹樹幼幼苗苗植植栽栽地地のの調調査査

氏氏名名：：   小小木木曽曽 晴晴信信／／OOGGIISSOO HHaarruunnoobbuu EE--mmaaiill：： ooggiissoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：： 
エエココププララザザささばばええ，，IIGGEESS 国国際際生生態態学学セセンンタターー研研究究会会員員，，自自然然環環境境復復

元元学学会会 

キキーーワワーードド：： 測測量量，，地地盤盤，，環環境境，，植植生生，，植植樹樹 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 
地地元元産産苗苗木木をを用用いいたた植植樹樹活活動動、、測測量量、、土土質質試試験験 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

水生生物による河川環境の調査・評価
氏氏名名：：   奥奥村村 充充司司／／OOKKUUMMUURRAA MMiittssuusshhii EE--mmaaiill：： ookkuummuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 嘱嘱託託准准教教授授 学学位位：： 工工学学修修士士 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
土土木木学学会会，，日日本本水水環環境境学学会会，，日日本本材材料料学学会会，，廃廃棄棄物物学学会会，，応応用用生生態態

工工学学会会，，NNPPOO 福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所 

キキーーワワーードド：： 上上水水道道，，下下水水道道，，水水質質調調査査，，地地下下水水汚汚染染，，生生物物指指標標 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 

 河河川川無無脊脊椎椎動動物物おおよよびびそそれれららのの餌餌ととななるる流流域域森森林林かからら供供給給さされれるるリリタターー，，河河道道内内部部生生産産ででああるる付付着着藻藻類類のの現現存存

量量・・生生産産量量調調査査をを行行いい，，河河川川水水質質おおよよびび河河川川のの自自然然度度，，生生態態系系のの持持続続性性をを評評価価すするる。。 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

水生生物による河川環境の調査・評価
氏氏名名：：   奥奥村村 充充司司／／OOKKUUMMUURRAA MMiittssuusshhii EE--mmaaiill：： ookkuummuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 嘱嘱託託准准教教授授 学学位位：： 工工学学修修士士 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
土土木木学学会会，，日日本本水水環環境境学学会会，，日日本本材材料料学学会会，，廃廃棄棄物物学学会会，，応応用用生生態態

工工学学会会，，NNPPOO 福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所 

キキーーワワーードド：： 上上水水道道，，下下水水道道，，水水質質調調査査，，地地下下水水汚汚染染，，生生物物指指標標 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 

 河河川川無無脊脊椎椎動動物物おおよよびびそそれれららのの餌餌ととななるる流流域域森森林林かからら供供給給さされれるるリリタターー，，河河道道内内部部生生産産ででああるる付付着着藻藻類類のの現現存存

量量・・生生産産量量調調査査をを行行いい，，河河川川水水質質おおよよびび河河川川のの自自然然度度，，生生態態系系のの持持続続性性をを評評価価すするる。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

【【計計量量証証明明をを必必要要ととししなないい環環境境計計測測（（含含むむ作作業業環環境境））】】 

 

●●工工程程やや作作業業のの変変更更ををおおここななううとと排排出出さされれるる排排ガガススやや排排水水ななどどにに含含ままれれるる有有害害物物質質のの濃濃度度がが変変化化すするる場場合合ががああ

りりまますす。。有有害害物物質質のの濃濃度度がが増増加加すするるとと，，環環境境汚汚染染やや地地域域住住民民やや労労働働者者のの健健康康障障害害のの原原因因ととななりりええまますす。。 

 

●●ここののよよううにに環環境境計計測測はは CCSSRR ととししててのの環環境境負負荷荷のの低低減減やや健健康康障障害害のの防防止止ののたためめにに重重要要でですす。。 

 ししかかしし，，専専用用のの分分析析機機器器をを持持たたなないい事事業業所所はは，，排排水水のの水水質質測測定定やや作作業業環環境境改改善善ののたためめのの自自社社測測定定がが不不可可能能なな

状状況況でですす。。 

 

●●現現在在,,福福井井県県和和紙紙工工業業組組合合よよりり委委託託（（88 事事業業所所））をを受受けけてて，，事事業業所所排排水水がが越越前前市市指指定定のの環環境境基基準準項項目目のの基基準準値値

にに適適合合しし，，適適正正にに排排出出さされれてていいるるかか確確認認すするるたためめササンンププリリンンググおおよよびび測測定定をを実実施施中中でですす。。 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

社社会会的的責責任任ののたためめのの環環境境測測定定
氏氏名名：：   片片岡岡 裕裕一一／／KKAATTAAOOKKAA YYuuiicchhii EE--mmaaiill：： kkaattaaookkaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：： 作作業業環環境境測測定定協協会会，，大大学学等等環環境境安安全全協協議議会会 

キキーーワワーードド：： 環環境境測測定定，，安安全全衛衛生生 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

引引張張試試験験機機 LLCCSS 11--3300//22 ((東東京京試試験験機機))  

折折曲曲げげ試試験験機機 MMIITT 耐耐折折試試験験機機 ((テテススタターー産産業業))  
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研研究究内内容容：：  

 

納納豆豆菌菌ででああるる BBaacciilllluuss 属属細細菌菌のの単単

離離・・同同定定をを行行いい、、そそれれぞぞれれのの特特徴徴やや

生生理理機機能能ななどどをを応応用用すするるここととをを目目的的

ととししてていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単単離離ししたた BBaacciilllluuss 属属細細菌菌をを色色々々

なな条条件件でで培培養養すするるとと、、化化合合物物をを生生

産産すするる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下下図図はは抽抽出出ししたた化化合合物物のの界界面面活活

性性剤剤ととのの相相互互作作用用をを分分析析ししてていいるる。。 

単単離離ししたた化化合合物物ににどどののよよううなな性性質質

ががああるるかか調調べべ、、化化合合物物をを応応用用ででききなな

いいかかをを検検討討すするる。。 

単単離離ししたた化化合合物物ををモモデデルル生生物物ででああ

るるメメダダカカややププララナナリリアアへへ投投与与ししてて細細胞胞

へへのの影影響響をを見見たたりり、、カカビビややキキノノココのの生生

育育へへのの関関与与ににつついいてて解解析析をを行行っってていい

るる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

トトキキシシココゲゲノノミミククススにによよるる食食品品おおよよびび水水環環境境中中のの化化学学物物質質ののモモニニタタリリンンググ 
氏氏名名：：   川川村村 敏敏之之／／KKAAWWAAMMUURRAA TToosshhiiyyuukkii EE--mmaaiill：： kkaawwaammuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本動動物物学学会会，，高高専専学学会会 

キキーーワワーードド：： ババイイオオテテククノノロロジジーー，，分分子子生生物物学学 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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研研究究内内容容：：  

 

納納豆豆菌菌ででああるる BBaacciilllluuss 属属細細菌菌のの単単

離離・・同同定定をを行行いい、、そそれれぞぞれれのの特特徴徴やや

生生理理機機能能ななどどをを応応用用すするるここととをを目目的的

ととししてていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単単離離ししたた BBaacciilllluuss 属属細細菌菌をを色色々々

なな条条件件でで培培養養すするるとと、、化化合合物物をを生生

産産すするる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下下図図はは抽抽出出ししたた化化合合物物のの界界面面活活

性性剤剤ととのの相相互互作作用用をを分分析析ししてていいるる。。 

単単離離ししたた化化合合物物ににどどののよよううなな性性質質

ががああるるかか調調べべ、、化化合合物物をを応応用用ででききなな

いいかかをを検検討討すするる。。 

単単離離ししたた化化合合物物ををモモデデルル生生物物ででああ

るるメメダダカカややププララナナリリアアへへ投投与与ししてて細細胞胞

へへのの影影響響をを見見たたりり、、カカビビややキキノノココのの生生

育育へへのの関関与与ににつついいてて解解析析をを行行っってていい

るる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

トトキキシシココゲゲノノミミククススにによよるる食食品品おおよよびび水水環環境境中中のの化化学学物物質質ののモモニニタタリリンンググ 
氏氏名名：：   川川村村 敏敏之之／／KKAAWWAAMMUURRAA TToosshhiiyyuukkii EE--mmaaiill：： kkaawwaammuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本動動物物学学会会，，高高専専学学会会 

キキーーワワーードド：： ババイイオオテテククノノロロジジーー，，分分子子生生物物学学 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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研研究究内内容容：：  

 

【【ママイイククロロ波波分分解解法法にによよるる木木質質ババイイオオママスス燃燃料料中中のの迅迅速速元元素素分分析析法法のの開開発発】】 

環環境境試試料料おおよよびび材材料料中中にに含含ままれれるる微微量量元元素素のの分分析析でではは，，試試料料のの前前処処理理法法のの検検討討やや分分析析のの妨妨げげととななるるママトトリリクク

スス成成分分（（主主成成分分））のの影影響響のの軽軽減減がが重重要要ととななるる。。ここれれららのの要要因因をを取取りり除除きき，，微微量量元元素素をを精精確確にに定定量量すするるたためめのの試試料料分分

解解法法やや目目的的元元素素のの分分離離，，精精製製法法のの開開発発をを行行っってていいるる。。ここここででははママイイククロロ波波をを用用いいたた木木質質ペペレレッットトのの分分析析法法のの開開発発をを

例例にに示示すす。。 

ママイイククロロ波波分分解解装装置置のの高高温温・・高高圧圧条条件件をを用用いいるるとと，，従従来来はは困困難難ででああっったた試試料料分分解解をを迅迅速速・・安安全全にに行行ううここととががでできき

るる。。本本方方法法にによよるる前前処処理理とと，，誘誘導導結結合合ププララズズママ質質量量分分析析（（IICCPP--MMSS））装装置置等等をを組組みみ合合わわせせるるここととでで極極微微量量元元素素（（pppptt

～～ppppmm））のの多多元元素素同同時時定定量量分分析析（（約約 7700 元元素素））がが可可能能ととななるる。。 

他他ににもも溶溶媒媒抽抽出出おおよよびび固固相相抽抽出出をを用用いいたた前前処処理理法法やや，，LLCC カカララムムをを組組みみ合合わわせせたたオオンンラライインン分分析析法法のの開開発発にによよ

りり，，ホホウウ素素，，ヒヒ素素等等，，カカドドミミウウムム，，水水銀銀等等のの環環境境汚汚染染のの原原因因ととななるる物物質質のの評評価価にに関関ししてて検検討討をを行行っってていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

        図図 11 ママイイククロロ波波前前処処理理法法          図図 22 高高分分解解能能 IICCPP--MMSS 装装置置にによよるる微微量量元元素素のの分分析析 

 

 

 

ママイイククロロ波波

圧圧力力セセンンササーー

硝硝酸酸

木木質質ペペレレッットト

PTFE容容器器

ママイイククロロ波波分分解解法法

温温度度：：~250℃℃

圧圧力力：：~100気気圧圧

・・迅迅速速、、簡簡便便
・・揮揮発発性性元元素素のの
分分析析もも可可能能！！

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

二二重重収収束束型型誘誘導導結結合合ププララズズママ質質量量分分析析装装置置 EELLEEMMEENNTT22 ママイイククロロ波波分分解解装装置置 TTiittaann MMPPSS 

誘誘導導結結合合ププララズズママ発発光光分分析析装装置置 OOppttiimmaa 88330000 紫紫外外可可視視吸吸光光光光度度計計 UUVV--22770000 

高高分分解解能能フフレレーームムレレスス原原子子吸吸光光分分析析装装置置 CCoonnttrrAAAA 660000 全全有有機機炭炭素素分分析析計計 mmuullttii NN//CC 33110000 

フフレレーームム原原子子吸吸光光分分析析装装置置 AAAA--77000000 超超純純水水製製造造装装置置 DDiirreecctt--QQ UUVV55 、、 RRFFUU666666HHAA 

イイオオンンククロロママトトググララフフ IInntteeggrriioonn RRFFIICC  

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

原原子子ススペペククトトルル法法をを用用いいたた環環境境・・材材料料中中のの微微量量元元素素分分析析 

氏氏名名：：   後後反反 克克典典／／GGOOTTAANN KKaattssuunnoorrii EE--mmaaiill：： ggoottaann@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本分分析析化化学学会会，，日日本本地地球球化化学学会会 

キキーーワワーードド：： 微微量量元元素素分分析析，，環環境境分分析析，，高高感感度度分分析析 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・環環境境試試料料中中のの微微量量元元素素分分析析おおよよびび材材料料中中のの不不純純物物成成分分のの分分析析 

・・前前処処理理（（試試料料分分解解，，分分離離・・濃濃縮縮技技術術等等））をを含含むむ微微量量元元素素分分析析法法のの開開発発 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

生体機能を利用したバイオデバイスとシステムの創製
氏氏名名：：   坂坂元元 知知里里／／SSAAKKAAMMOOTTOO CChhiissaattoo EE--mmaaiill：： ssaakkaammoottoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 電電気気化化学学，，ババイイオオデデババイイスス，，酵酵素素固固定定化化 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・電電極極材材料料へへのの生生体体分分子子のの固固定定化化 

・・生生体体分分子子・・化化学学物物質質のの電電気気化化学学測測定定 

・・細細胞胞接接着着領領域域をを制制御御すするる装装置置のの開開発発 

 

研研究究内内容容：：  

 

ババイイオオデデババイイススはは，，電電極極上上にに生生体体やや酵酵素素等等のの生生体体分分子子をを固固定定化化しし，，ババイイオオ燃燃料料ももししくくはは測測定定対対象象分分子子にに対対すす

るる生生体体のの応応答答情情報報をを電電子子情情報報ととししてて測測定定すするる素素子子でですす（（FFiigguurree 11））。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【対対象象＝＝環環境境汚汚染染分分子子等等のの場場合合】】 

HHiigghh tthhrroouugghhppuutt なな環環境境評評価価ツツーールルととししてて，， 

ババイイオオセセンンササデデババイイススおおよよびびシシスステテムムのの開開発発をを行行うう。。 

【【対対象象＝＝ババイイオオ燃燃料料のの場場合合】】 

化化石石エエネネルルギギーーにに代代わわるる新新エエネネルルギギーー素素子子ととししてて，， 

高高出出力力ななババイイオオ燃燃料料電電池池のの開開発発をを行行うう。。 

FFiigguurree11 ババイイオオデデババイイススのの概概要要 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

生体機能を利用したバイオデバイスとシステムの創製
氏氏名名：：   坂坂元元 知知里里／／SSAAKKAAMMOOTTOO CChhiissaattoo EE--mmaaiill：： ssaakkaammoottoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 電電気気化化学学，，ババイイオオデデババイイスス，，酵酵素素固固定定化化 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・電電極極材材料料へへのの生生体体分分子子のの固固定定化化 

・・生生体体分分子子・・化化学学物物質質のの電電気気化化学学測測定定 

・・細細胞胞接接着着領領域域をを制制御御すするる装装置置のの開開発発 

 

研研究究内内容容：：  

 

ババイイオオデデババイイススはは，，電電極極上上にに生生体体やや酵酵素素等等のの生生体体分分子子をを固固定定化化しし，，ババイイオオ燃燃料料ももししくくはは測測定定対対象象分分子子にに対対すす

るる生生体体のの応応答答情情報報をを電電子子情情報報ととししてて測測定定すするる素素子子でですす（（FFiigguurree 11））。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【対対象象＝＝環環境境汚汚染染分分子子等等のの場場合合】】 

HHiigghh tthhrroouugghhppuutt なな環環境境評評価価ツツーールルととししてて，， 

ババイイオオセセンンササデデババイイススおおよよびびシシスステテムムのの開開発発をを行行うう。。 

【【対対象象＝＝ババイイオオ燃燃料料のの場場合合】】 

化化石石エエネネルルギギーーにに代代わわるる新新エエネネルルギギーー素素子子ととししてて，， 

高高出出力力ななババイイオオ燃燃料料電電池池のの開開発発をを行行うう。。 

FFiigguurree11 ババイイオオデデババイイススのの概概要要 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

LLCC//MMSS（（WWaatteerrss）） 蛍蛍光光光光度度計計（（日日立立）） 

GGCC//MMSS（（AAggiilleenntt）） 微微生生物物培培養養関関連連設設備備等等 

RRTT--PPCCRR（（BBiioo--LLaadd））  

UUVV//VViiss（（日日本本分分光光））  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究内内容容：： 微微生生物物にによよるるセセンンシシンンググ・・レレメメデデイイエエーーシショョンンかからら農農業業生生産産にに関関すするる貢貢献献ままでで 

11）） 細細胞胞表表層層工工学学ととはは，，下下図図にに示示すすよよううにに細細菌菌やや酵酵母母をを代代表表ととすするる細細胞胞表表層層にに酵酵素素やや、、レレセセププタターーななどどのの生生体体認認

識識素素子子をを発発現現ささせせ，，ここれれをを用用いいてて医医薬薬やや環環境境浄浄化化にに用用いいるる技技術術でですす。。現現在在、、酵酵母母細細胞胞表表層層にに糖糖鎖鎖をを認認識識すするる

レレククチチンンタタンンパパクク質質をを発発現現ささせせ、、そそのの応応用用展展開開にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

      

                           

                         

２２）） よよいい土土壌壌かかららおおいいししいい野野菜菜ががででききるる。。土土壌壌のの良良しし悪悪ししはは物物理理的的、、化化学学的的、、生生物物学学的的評評価価のの 33 つつのの視視点点でで行行わわ

れれまますす。。当当研研究究室室でではは、、生生物物学学的的評評価価（（土土壌壌微微生生物物群群集集解解析析））にに焦焦点点ををおおきき、、GGCC//MMSS をを用用いいたた評評価価法法にに関関すするる研研

究究をを行行っってていいまますす。。 

 

33）） 未未利利用用ババイイオオママススのの微微生生物物にによよるる有有効効物物質質変変換換にに取取りり組組んんででいいまますす。。 

 

NH-CH2-CH2-PO4-

PO4

C-C-C

O O

C=＝CO O 

GPIアンカー

MBL/CBR

パン酵母

C-末端側

酵母表層へのレクチン発現

研研究究タタイイトトルル：：微微生生物物をを用用いいたたババイイオオセセンンシシンンググややババイイオオレレメメデデイイエエーーシショョンンにに 

関関すするる研研究究 

氏氏名名：：   髙髙山山 勝勝己己／／TTAAKKAAYYAAMMAA KKaattssuummii EE--mmaaiill：： ttaakkaayyaammaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（農農学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本分分析析化化学学会会，，日日本本生生物物工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： ババイイオオレレメメデディィエエーーシショョンン，，ババイイオオセセンンササーー，，ババイイオオリリフファァイイナナリリーー、、環環境境創創造造型型農農業業 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・微微生生物物をを用用いいたた基基礎礎並並びびにに応応用用技技術術全全般般 

・・食食とと農農業業にに関関すするる研研究究全全般般 

・・木木質質ババイイオオママススのの有有用用物物質質変変換換にに関関すするる研研究究 

・・藻藻類類をを用用いいたたババイイオオリリフファァイイナナリリーーにに関関すするる研研究究 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【持持続続可可能能なな開開発発目目標標（（SSDDGGss））】】 

・・産産官官学学民民ココララボボレレーーシショョンンにによよるる環環境境創創出出のの考考察察 

・・SSDDGGｓｓのの視視点点をを取取りり入入れれたた学学校校運運営営のの実実践践 

 

【【ラライイフフササイイククルルアアセセススメメンントト】】 

・・気気候候変変動動対対応応型型農農業業にに向向けけたた農農事事組組合合法法人人ににおおけけるるカカーーボボンンフフッットトププリリンントトのの導導入入 

・・空空きき家家のの有有効効活活用用にによよっってて削削減減さされれるる温温室室効効果果ガガススのの試試算算 

 

【【地地域域循循環環共共生生圏圏】】 

・・環環境境資資源源をを利利活活用用ししたた地地域域振振興興メメカカニニズズムムのの解解明明 

・・地地域域でで発発生生ししたた農農作作業業事事故故のの傾傾向向分分析析とと対対策策案案のの提提示示 

・・離離島島ににおおけけるる篤篤農農技技術術のの調調査査分分析析 

 

【【環環境境教教育育】】 

・・遠遠隔隔授授業業ににおおけけるる「「温温室室効効果果ガガススのの見見ええるる化化」」のの教教材材化化                        

・・ラライイフフササイイククルル思思考考をを導導入入ししたた環環境境教教育育ププロロググララムムのの開開発発 （（外外部部ササイイトト）） 

研研究究タタイイトトルル：： 

製品やサービスの環境影響評価に関する研究
氏氏名名：：   津津野野 佑佑規規 ／／ TTSSUUNNOO YYuukkii EE--mmaaiill：： ttssuunnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（農農学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本環環境境学学会会，，子子どどももとと自自然然学学会会，，土土木木学学会会 

キキーーワワーードド：： 持持続続可可能能なな開開発発目目標標（（SSDDGGss）），，ラライイフフササイイククルルアアセセススメメンントト，，地地域域循循環環共共生生圏圏，，環環境境教教育育 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・市市民民向向けけのの環環境境講講座座やや児児童童生生徒徒をを対対象象ととししたた出出前前授授業業 

・・ふふくくいい SSDDGGｓｓ推推進進人人材材 

・・環環境境絵絵本本のの創創作作 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【持持続続可可能能なな開開発発目目標標（（SSDDGGss））】】 

・・産産官官学学民民ココララボボレレーーシショョンンにによよるる環環境境創創出出のの考考察察 

・・SSDDGGｓｓのの視視点点をを取取りり入入れれたた学学校校運運営営のの実実践践 

 

【【ラライイフフササイイククルルアアセセススメメンントト】】 

・・気気候候変変動動対対応応型型農農業業にに向向けけたた農農事事組組合合法法人人ににおおけけるるカカーーボボンンフフッットトププリリンントトのの導導入入 

・・空空きき家家のの有有効効活活用用にによよっってて削削減減さされれるる温温室室効効果果ガガススのの試試算算 

 

【【地地域域循循環環共共生生圏圏】】 

・・環環境境資資源源をを利利活活用用ししたた地地域域振振興興メメカカニニズズムムのの解解明明 

・・地地域域でで発発生生ししたた農農作作業業事事故故のの傾傾向向分分析析とと対対策策案案のの提提示示 

・・離離島島ににおおけけるる篤篤農農技技術術のの調調査査分分析析 

 

【【環環境境教教育育】】 

・・遠遠隔隔授授業業ににおおけけるる「「温温室室効効果果ガガススのの見見ええるる化化」」のの教教材材化化                         

・・ラライイフフササイイククルル思思考考をを導導入入ししたた環環境境教教育育ププロロググララムムのの開開発発 （（外外部部ササイイトト）） 

研研究究タタイイトトルル：： 

製品やサービスの環境影響評価に関する研究
氏氏名名：：   津津野野 佑佑規規 ／／ TTSSUUNNOO YYuukkii EE--mmaaiill：： ttssuunnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（農農学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本環環境境学学会会，，子子どどももとと自自然然学学会会，，土土木木学学会会 

キキーーワワーードド：： 持持続続可可能能なな開開発発目目標標（（SSDDGGss）），，ラライイフフササイイククルルアアセセススメメンントト，，地地域域循循環環共共生生圏圏，，環環境境教教育育 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・市市民民向向けけのの環環境境講講座座やや児児童童生生徒徒をを対対象象ととししたた出出前前授授業業 

・・ふふくくいい SSDDGGｓｓ推推進進人人材材 

・・環環境境絵絵本本のの創創作作 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究タタイイトトルル：： 

データに重点を置いた安全衛生教育
氏氏名名：：   廣廣部部 ままどどかか ／／ HHIIRROOBBEE MMaaddookkaa EE--mmaaiill：： mm--hhiirroobbee@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用生生態態工工学学会会 

キキーーワワーードド：： 里里地地里里山山，，生生物物調調査査，，保保全全活活動動，，ＷＷＢＢＧＧＴＴ 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

高高等等専専門門学学校校ににおおいいててもも産産業業界界とと同同様様なな物物質質((薬薬品品やや製製品品))をを取取りり扱扱うう、、ここれれららはは教教育育をを行行わわななけけれればば重重大大なな事事

故故やや健健康康障障害害ををももたたららすす。。ままたた作作業業ににおおいいててもも金金属属アアーークク溶溶接接等等、、作作業業中中にに発発生生すするる溶溶接接ヒヒュューームムをを吸吸いい込込むむとと、、

そそのの中中にに含含ままれれるるママンンガガンンにによよるる神神経経障障害害ややじじんん肺肺、、肺肺ががんん等等のの健健康康障障害害をを引引きき起起ここすすおおそそれれががああるる。。ここれれららのの

物物質質やや作作業業にに対対ししてて十十分分なな安安全全衛衛生生教教育育がが必必要要ででああるる。。学学生生ににおおいいててはは、、同同じじ実実験験・・実実習習ははほほととんんどど繰繰りり返返ささずず

卒卒業業ままでで非非定定常常作作業業のの連連続続ででああるる。。教教職職員員ににつついいててもも、、研研究究やや技技術術開開発発ににおおいいててはは、、非非定定常常とと言言ええるる。。ここののよよううなな

状状況況のの中中でで少少ししだだけけ・・ししばばららくくだだけけのの作作業業にに対対ししてて効効果果的的なな安安全全衛衛生生教教育育のの方方法法やや内内容容ににつついいてて検検討討をを重重ねねてていい

るる。。 

現現在在はは、、令令和和 33 年年４４月月１１日日かからら施施行行・・適適用用さされれるるここととととななっったた金金属属アアーークク溶溶接接にに関関すするる労労働働安安全全衛衛生生法法、、特特定定化化

学学物物質質障障害害予予防防規規則則等等のの改改正正にに対対応応しし、、防防じじんんママススククをを題題材材にに、、理理解解がが十十分分ででななけけれればば行行動動ででききなないい学学生生にに対対しし

てて、、統統計計やや科科学学的的根根拠拠にに基基づづきき Know-why(ななぜぜここのの手手順順ななののかか)、、Know-what(どどんんなな状状態態ににななるるののかか)をを理理解解

ささせせるる教教育育内内容容とと理理解解度度向向上上ののたためめのの装装置置開開発発をを研研究究課課題題ととししてていいるる。。 
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研研究究内内容容：：  

 

 【【平平行行複複式式無無機機化化をを行行うう微微生生物物郡郡のの固固体体単単体体へへのの固固定定化化】】 

 

●●目目的的   ：：恒恒常常的的なな電電力力をを用用いいるる操操作作をを用用いいるるここととななくく，，有有機機物物かからら無無機機肥肥料料 

          成成分分ででああるる硝硝酸酸態態窒窒素素をを効効率率よよくく生生成成すするる方方法法のの提提供供 

●●社社会会的的意意義義：：有有機機質質資資源源のの再再資資源源化化のの大大規規模模化化にに伴伴うう電電力力ココスストトのの削削減減 

          窒窒素素固固定定--脱脱膣膣循循環環のの適適正正化化にによよるる環環境境負負荷荷のの低低減減    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・多多孔孔質質担担体体へへのの微微生生物物固固定定にによよるる無無機機肥肥料料製製造造速速度度向向上上

 

 

 

 

 

 

 

平平行行複複式式無無機機化化をを行行ううババイイオオフフィィルルムム      固固定定化化にによよるる反反応応効効率率化化及及びび省省電電力力化化 

 

 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究タタイイトトルル：： 

【【平平行行複複式式無無機機化化をを行行うう微微生生物物郡郡のの固固体体単単体体へへのの固固定定化化 

氏氏名名：：   舟舟洞洞 久久人人／／FFUUNNAABBOORRAA HHiissaattoo EE--mmaaiill：： ffuunnaabboorraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 生生物物工工学学，，ババイイオオフフィィルルムム，，ババイイオオセセンンササーー 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・理理科科へへのの興興味味喚喚起起をを促促すす公公開開講講座座 

・・ＨＨＰＰＬＬＣＣややＤＤＮＮＡＡシシーーククエエンンシシンンググ，，ボボルルタタメメトトリリーー等等のの化化学学的的分分析析手手法法 

・・ 

・・ 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

凍凍結結乾乾燥燥機機  

遠遠心心分分離離機機  
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研研究究内内容容：：  

 

 【【平平行行複複式式無無機機化化をを行行うう微微生生物物郡郡のの固固体体単単体体へへのの固固定定化化】】 

 

●●目目的的   ：：恒恒常常的的なな電電力力をを用用いいるる操操作作をを用用いいるるここととななくく，，有有機機物物かからら無無機機肥肥料料 

          成成分分ででああるる硝硝酸酸態態窒窒素素をを効効率率よよくく生生成成すするる方方法法のの提提供供 

●●社社会会的的意意義義：：有有機機質質資資源源のの再再資資源源化化のの大大規規模模化化にに伴伴うう電電力力ココスストトのの削削減減 

          窒窒素素固固定定--脱脱膣膣循循環環のの適適正正化化にによよるる環環境境負負荷荷のの低低減減    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・多多孔孔質質担担体体へへのの微微生生物物固固定定にによよるる無無機機肥肥料料製製造造速速度度向向上上

 

 

 

 

 

 

 

平平行行複複式式無無機機化化をを行行ううババイイオオフフィィルルムム      固固定定化化にによよるる反反応応効効率率化化及及びび省省電電力力化化 

 

 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究タタイイトトルル：： 

【【平平行行複複式式無無機機化化をを行行うう微微生生物物郡郡のの固固体体単単体体へへのの固固定定化化 

氏氏名名：：   舟舟洞洞 久久人人／／FFUUNNAABBOORRAA HHiissaattoo EE--mmaaiill：： ffuunnaabboorraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 生生物物工工学学，，ババイイオオフフィィルルムム，，ババイイオオセセンンササーー 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・理理科科へへのの興興味味喚喚起起をを促促すす公公開開講講座座 

・・ＨＨＰＰＬＬＣＣややＤＤＮＮＡＡシシーーククエエンンシシンンググ，，ボボルルタタメメトトリリーー等等のの化化学学的的分分析析手手法法 

・・ 

・・ 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

凍凍結結乾乾燥燥機機  

遠遠心心分分離離機機  
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

微生物を用いた有価物生産
氏氏名名：：   松松野野 敏敏英英／／MMAATTSSUUNNOO TToosshhiihhiiddee EE--mmaaiill：： mmaattssuunnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（農農学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本生生物物工工学学会会，，日日本本農農芸芸化化学学会会 

キキーーワワーードド：： 微微生生物物，，物物質質生生産産，，生生物物機機能能 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・微微生生物物にに関関わわるる産産官官学学共共同同研研究究やや連連携携事事業業 

・・微微生生物物にに関関わわるる公公開開講講座座・・出出前前授授業業 

 

 

研研究究内内容容：：  

 

 

 【【土土壌壌微微生生物物叢叢のの解解析析】】 

土土壌壌環環境境微微生生物物のの解解析析をを行行うう。。土土壌壌かからら微微生生物物由由来来のの DDNNAA をを抽抽出出しし，，土土壌壌微微生生物物叢叢ににつついいてて解解析析すするる。。ままたた，，

土土壌壌微微生生物物叢叢のの経経時時変変化化ににつついいててもも解解析析すするる。。たたととええばば，，農農地地（（水水田田，，畑畑））やや汚汚染染土土壌壌にに存存在在すするる微微生生物物叢叢をを解解

析析すするるここととががででききるる。。 

 

 

【【微微生生物物をを用用いいたた物物質質生生産産】】 

大大腸腸菌菌やや酵酵母母をを宿宿主主ととししてて有有用用物物質質をを生生産産すするる。。大大腸腸菌菌やや酵酵母母にに最最適適なな遺遺伝伝子子をを導導入入すするるここととでで、、目目的的のの有有用用

物物質質をを生生産産すするるここととががででききるる。。 
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エネルギー部門 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

【【ププララズズママのの地地場場閉閉じじ込込めめにに関関すするる理理論論的的研研究究】】 

反反転転磁磁場場配配位位のの数数値値平平衡衡解解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【計計算算物物理理学学】】 

計計算算機機シシミミュュレレーーシショョンンにによよりり求求めめたたヒヒーートトシシンンクク内内のの温温度度分分布布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

核融合理論物理学および計算物理学
氏氏名名：：   高高久久 有有一一／／TTAAKKAAKKUU YYuuuuiicchhii EE--mmaaiill：： ttaakkaakkuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本物物理理学学会会，，ププララズズママ核核融融合合学学会会，，情情報報処処理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 核核融融合合，，ププララズズママ閉閉じじ込込めめ配配位位，，物物理理シシミミュュレレーーシショョンン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・人人力力飛飛行行機機、、模模型型飛飛行行機機関関連連のの公公開開講講座座、、講講演演、、指指導導ななどど 

・・並並列列計計算算機機をを用用いいたたププララズズママのの磁磁場場閉閉じじ込込めめにに関関すするる研研究究 

・・ワワンンチチッッププママイイココンンをを用用いいたた核核種種制制御御にに関関すするる研研究究 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

高温液体（青）

高 温 壁

低 温 壁

低温液体（赤）

流線（数値解析）

等温線（数値解析）

液体 固液共存 固体

研研究究タタイイトトルル：： 

自然対流の解析
氏氏名名：：   芳芳賀賀 正正和和 ／／ HHAAGGAA MMaassaakkaazzuu EE--mmaaiill：： hhmmttll@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会，，日日本本伝伝熱熱学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会 

キキーーワワーードド：： 熱熱・・物物質質移移動動，，熱熱とと流流れれのの数数値値解解析析，，熱熱とと流流れれのの可可視視化化実実験験 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・流流体体内内のの対対流流のの挙挙動動やや温温度度分分布布・・物物質質のの濃濃度度分分布布ななどどのの評評価価 

・・感感温温液液晶晶にによよるるシシリリココーーンンオオイイルル内内のの流流れれとと温温度度分分布布のの可可視視化化実実験験 

・・分分子子動動力力学学シシミミュュレレーーシショョンンにによよるる熱熱流流体体系系のの分分子子挙挙動動のの解解析析 

 

高温液体（青）

高 温 壁

低 温 壁

低温液体（赤）

流線（数値解析）

等温線（数値解析）

液体 固液共存 固体

研究内容：

 

＜＜自自然然対対流流のの解解析析＞＞ 

液液体体内内のの温温度度差差にによよりり発発生生すするる自自然然対対流流にによよっってて，，熱熱・・物物質質移移動動がが促促進進さされれまますす。。ここののととききのの液液体体内内のの様様子子をを，，可可

視視化化実実験験とと数数値値シシミミュュレレーーシショョンンにによよっってて解解析析しし，，熱熱伝伝達達のの促促進進やや，，流流れれとと温温度度分分布布のの制制御御にに関関すするる研研究究をを行行っってて

いいまますす。。ままたた，，液液体体内内にに溶溶解解ししてていいるる物物質質のの濃濃度度分分布布のの解解析析もも行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜分分子子シシミミュュレレーーシショョンン＞＞ 

温温度度とと物物質質のの状状態態のの関関係係ににつついいてて，，分分子子動動力力学学法法にによよるる数数値値シシミミュュレレーーシショョンンをを行行ううここととにによよっってて解解析析ししてていいまますす。。

例例ええばば，，融融液液のの結結晶晶化化やや液液体体のの蒸蒸発発ななどどのの相相変変化化ににつついいてて，，分分子子のの挙挙動動をを観観察察すするる微微視視的的解解析析をを行行っってていいまま

すす。。
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

高高温温液液体体（（青青））

高高 温温 壁壁

低低 温温 壁壁

低低温温液液体体（（赤赤））

流流線線（（数数値値解解析析））

等等温温線線（（数数値値解解析析））

液液体体 固固液液共共存存 固固体体

研研究究タタイイトトルル：： 

自然対流の解析
氏氏名名：：   芳芳賀賀 正正和和 ／／ HHAAGGAA MMaassaakkaazzuu EE--mmaaiill：： hhmmttll@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会，，日日本本伝伝熱熱学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会 

キキーーワワーードド：： 熱熱・・物物質質移移動動，，熱熱とと流流れれのの数数値値解解析析，，熱熱とと流流れれのの可可視視化化実実験験 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・流流体体内内のの対対流流のの挙挙動動やや温温度度分分布布・・物物質質のの濃濃度度分分布布ななどどのの評評価価 

・・感感温温液液晶晶にによよるるシシリリココーーンンオオイイルル内内のの流流れれとと温温度度分分布布のの可可視視化化実実験験 

・・分分子子動動力力学学シシミミュュレレーーシショョンンにによよるる熱熱流流体体系系のの分分子子挙挙動動のの解解析析 

 

研究内容：

 

＜＜自自然然対対流流のの解解析析＞＞ 

液液体体内内のの温温度度差差にによよりり発発生生すするる自自然然対対流流にによよっってて，，熱熱・・物物質質移移動動がが促促進進さされれまますす。。ここののととききのの液液体体内内のの様様子子をを，，可可

視視化化実実験験とと数数値値シシミミュュレレーーシショョンンにによよっってて解解析析しし，，熱熱伝伝達達のの促促進進やや，，流流れれとと温温度度分分布布のの制制御御にに関関すするる研研究究をを行行っってて

いいまますす。。ままたた，，液液体体内内にに溶溶解解ししてていいるる物物質質のの濃濃度度分分布布のの解解析析もも行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜分分子子シシミミュュレレーーシショョンン＞＞ 

温温度度とと物物質質のの状状態態のの関関係係ににつついいてて，，分分子子動動力力学学法法にによよるる数数値値シシミミュュレレーーシショョンンをを行行ううここととにによよっってて解解析析ししてていいまますす。。

例例ええばば，，融融液液のの結結晶晶化化やや液液体体のの蒸蒸発発ななどどのの相相変変化化ににつついいてて，，分分子子のの挙挙動動をを観観察察すするる微微視視的的解解析析をを行行っってていいまま

すす。。
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

噴流・後流・はく離流の流れ特性に関する研究
氏氏名名：：   林林田田 剛剛一一 ／／ HHAAYYAASSHHIIDDAA KKooiicchhii EE--mmaaiill：： hhaayyaasshhiiddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会，，日日本本繊繊維維機機械械学学会会 

キキーーワワーードド：： 噴噴流流，，後後流流，，ははくく離離流流，，実実験験流流体体力力学学，，数数値値シシミミュュレレーーシショョンン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・空空気気をを主主ととししたた噴噴流流のの測測定定 

・・風風洞洞をを用用いいたた模模型型実実験験 

・・OOppeennFFOOAAMM をを用用いいたた数数値値シシミミュュレレーーシショョンンにによよるる流流れれ解解析析 

研研究究内内容容：：  

【【長長方方形形（（非非円円形形））複複数数噴噴流流のの流流れれ特特性性解解明明】】 
  

長長方方形形のの出出口口形形状状をを持持つつノノズズルルかからら噴噴出出さされれるる噴噴流流（（長長方方形形噴噴流流））はは，，噴噴流流のの長長軸軸とと短短軸軸がが入入れれ替替わわるる軸軸ススイイッッチチ

ンンググ現現象象がが生生じじるるととさされれてていいまますす．．ここれれららをを複複数数並並べべたた流流れれ場場はは，，非非常常にに複複雑雑ななももののととななるるとと想想像像ででききまますすがが，，ままだだ未未

解解明明なな点点がが多多いいののがが現現状状でですす．．ここのの流流れれ場場ににノノズズルルのの配配置置やや向向ききがが与与ええるる影影響響ににつついいてて実実験験的的・・数数値値的的にに調調べべてていいまま

すす．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【長長方方形形（（非非円円形形））複複数数噴噴流流のの拡拡散散制制御御】】 
  

カカーーエエアアココンンやや送送風風機機ななどどにに用用いいらられれてていいるる長長方方形形複複数数噴噴流流はは，，「「拡拡散散せせずず目目的的のの地地点点ままでで到到達達ししててほほししいい」」とといいうう

思思惑惑ががあありりまますす．．ししかかししななががらら，，前前述述のの通通りり長長方方形形噴噴流流はは軸軸ススイイッッチチンンググ現現象象がが生生じじるるここととでで一一般般的的なな円円噴噴流流よよりり拡拡散散

ししややすすいい噴噴流流ととななっってていいまますす．．そそここでで噴噴流流にに生生じじるる渦渦輪輪をを，，タタブブななどどをを用用いいてて操操作作すするるここととでで「「拡拡散散ししににくくいい」」長長方方形形複複数数

噴噴流流のの開開発発をを行行っってていいまますす．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

10

実実験験でで得得らられれたた流流れれ場場のの可可視視化化やや評評価価 

1 10
0.01

0.1

1

数数値値シシミミュュレレーーシショョンンにによよるる実実験験のの補補完完 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれのの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法ととモモデデルル化化 

氏氏名名：：   藤藤田田 克克志志／／FFUUJJIITTAA KKaattssuusshhii EE--mmaaiill：： ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： 再再生生可可能能エエネネルルギギーー，，小小水水力力，，粘粘弾弾性性流流体体，，CCFFDD，，流流れれのの可可視視化化 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・流流れれのの数数値値計計算算手手法法にに関関すするるこことと 

・・流流れれのの可可視視化化にに関関すするるこことと 

・・粘粘弾弾性性流流体体にに関関すするるこことと 

 

研研究究内内容容：： 粘粘弾弾性性流流体体のの急急縮縮小小部部をを通通るる流流れれのの数数値値計計算算 

 

 

高高分分子子粘粘液液・・融融液液，，血血液液ななどどにに代代表表さされれるる粘粘性性とと弾弾性性のの性性質質をを兼兼ねね備備ええたた粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれはは様様々々なな特特異異流流

れれがが発発生生すするる。。特特異異流流れれのの発発生生メメカカニニズズムムのの解解明明ののたためめにに数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法のの開開発発とと粘粘弾弾性性流流体体ののモモデデ

ルル化化をを行行うう。。 

特特異異流流れれののひひととつつととししてて，，急急縮縮小小流流れれでで発発生生すするる DDiivveerrggeennccee FFllooww ががああるる。。ここのの流流れれははププララススチチッッククのの射射出出成成型型

ななどどでで実実際際にに観観察察すするるここととががででききるる。。図図はは，，DDiivveerrggeennccee FFllooww をを数数値値シシミミュュレレーートトししたた結結果果ででああるる。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれのの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法ととモモデデルル化化 

氏氏名名：：   藤藤田田 克克志志／／FFUUJJIITTAA KKaattssuusshhii EE--mmaaiill：： ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： 再再生生可可能能エエネネルルギギーー，，小小水水力力，，粘粘弾弾性性流流体体，，CCFFDD，，流流れれのの可可視視化化 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・流流れれのの数数値値計計算算手手法法にに関関すするるこことと 

・・流流れれのの可可視視化化にに関関すするるこことと 

・・粘粘弾弾性性流流体体にに関関すするるこことと 

 

研研究究内内容容：： 粘粘弾弾性性流流体体のの急急縮縮小小部部をを通通るる流流れれのの数数値値計計算算 

 

 

高高分分子子粘粘液液・・融融液液，，血血液液ななどどにに代代表表さされれるる粘粘性性とと弾弾性性のの性性質質をを兼兼ねね備備ええたた粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれはは様様々々なな特特異異流流

れれがが発発生生すするる。。特特異異流流れれのの発発生生メメカカニニズズムムのの解解明明ののたためめにに数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法のの開開発発とと粘粘弾弾性性流流体体ののモモデデ

ルル化化をを行行うう。。 

特特異異流流れれののひひととつつととししてて，，急急縮縮小小流流れれでで発発生生すするる DDiivveerrggeennccee FFllooww ががああるる。。ここのの流流れれははププララススチチッッククのの射射出出成成型型

ななどどでで実実際際にに観観察察すするるここととががででききるる。。図図はは，，DDiivveerrggeennccee FFllooww をを数数値値シシミミュュレレーートトししたた結結果果ででああるる。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

光

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

真真空空蒸蒸着着装装置置 UULLVVAACC VVPPCC--006600  

高高周周波波ススパパッッタタ装装置置 AANNEELLVVAA LL--225500SS--FFHH  

XX 線線光光分分光光分分析析装装置置（（EESSCCAA）） JJEEOOLL JJPPSS99001100XXPPSS  

  

  

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

化合物半導体薄膜を用いた次世代太陽電池の開発
氏氏名名：：   山山本本 幸幸男男／／YYAAMMAAMMOOTTOO YYuukkiioo EE--mmaaiill：： yyuukkiioo@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp 

職職名名：： 嘱嘱託託教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 半半導導体体，，薄薄膜膜，，太太陽陽電電池池 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・薄薄膜膜ササンンププルルのの作作製製おおよよびび結結晶晶構構造造解解析析、、XX 線線光光電電子子分分光光分分析析ななどど 

・・研研究究現現場場ににおおけけるる IITT 導導入入 

・・ 

 

光

研研究究内内容容：：  

 

 

 CCuuIInnSSee22 やや CCuuGGaaTTee22 ななどど多多元元系系化化合合物物半半導導体体薄薄膜膜ををベベーーススととししたた次次世世代代太太陽陽電電池池のの実実現現をを目目指指ししてて研研究究しし

てていいまますす。。ここののタタイイププのの太太陽陽電電池池はは比比較較的的高高効効率率でで放放射射線線ににもも強強いいここととかからら宇宇宙宙用用のの太太陽陽電電池池ととししててもも期期待待

さされれてていいるるののでですす。。 

 

 ここののタタイイププのの化化合合物物半半導導体体はは組組成成をを制制御御すするるここととででそそののエエネネルルギギーーギギャャッッププをを変変化化ささせせるるここととがが可可能能でであありり，，

太太陽陽電電池池だだけけででははななくく，，光光セセンンササーーななどど各各種種光光電電変変換換デデババイイススへへのの応応用用展展開開がが期期待待さされれてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        次次世世代代薄薄膜膜太太陽陽電電池池のの構構造造 
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安全・防災部門 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学

【【地地震震にによよるる液液状状化化現現象象とと対対策策工工法法】】 

液状化発生地域での現地調査や，液状化

による被害を軽減するための対策工法に関

する研究を行っています．図１に示す模型振

動実験では，住宅模型の周りに丸太を打設す

ることで，液状化による地盤の沈下や住宅の

傾斜が軽減されました．

図１ 対策工法の実験概要

研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【地地域域防防災災力力向向上上にに関関すするる調調査査】】 

地盤の液状化により家屋が大きく傾斜した

場合（写真１），住人に健康障害が生じ，住み

続けることができなくなります．

今後起こりうる様々な災害から人々の暮ら

しを守るための社会基盤づくりを，福井県を対

象として行います．地域防災力の向上を目的

とし，現地調査・アンケート調査・避難シミュレ

ーション等を地域住民のみなさんの意見を取

り入れながら進めていきます．

写真１ 傾斜した家屋(液状化) 

研研究究タタイイトトルル：： 

液状化による家屋の傾斜被害に関する研究
氏氏名名：：   芹芹川川 由由布布子子／／ SSEERRIIKKAAWWAA YYuukkoo  EE--mmaaiill：： sseerriikkaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
土土木木学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，地地域域安安全全学学会会，， 

IInntteerrnnaattiioonnaall CCoonnssoorrttiiuumm oonn GGeeoo--ddiissaasstteerr RReedduuccttiioonn 

キキーーワワーードド：： 地地震震，，液液状状化化，，家家屋屋被被害害，，健健康康障障害害，，地地域域防防災災，，ラライイフフラライインン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

 

・・防防災災士士育育成成講講座座 

・・地地域域防防災災にに関関すするる講講演演 

・・防防災災教教室室 
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航航空空写写真真でで比比較較すするるとと 

(ｍ)

1982年年 1995年年 2002年年 2009年年~2011年年にに週週

１１回回のの現現地地計計測測をを実実

施施ししたた。。３３年年間間ののデデーー

タタをを基基にに検検討討中中。。

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 水水面面利利用用施施設設にに堆堆積積すするる土土砂砂をを抑抑制制すするる構構造造物物をを検検討討しし，，そそのの効効果果をを検検証証すするる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 砂砂浜浜のの汀汀線線変変化化やや河河口口位位置置のの変変化化ににつついいてて，，計計測測ししたたデデーータタかからら砂砂移移動動ののメメカカニニズズムムをを把把握握すするる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

水水理理実実験験装装置置 開開水水路路（（DD00..66mm,,HH00..44mm,,LL99..00mm）） 最最大大流流量量 22..44mm33//mmiinn 断断面面２２次次元元造造波波水水路路（（DD00..66mm,,HH00..88mm,,LL2244..00mm）） 最最大大波波高高 2200ccmm 

水水理理実実験験装装置置 管管水水路路（（φφ8800,,φφ5500,,LL44..00mm）） 最最大大流流量量 22..44mm33//mmiinn  

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

河河川川のの土土砂砂堆堆積積やや海海岸岸のの汀汀線線変変化化ななどど，，流流れれやや波波のの解解析析 

氏氏名名：：   田田安安 正正茂茂／／TTAAYYAASSUU MMaassaasshhiiggee EE--mmaaiill：： ttaayyaassuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 土土木木学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会，，応応用用生生態態工工学学会会 

キキーーワワーードド：： 氾氾濫濫解解析析，，河河道道内内土土砂砂堆堆積積，，漂漂砂砂，，海海岸岸地地形形変変化化 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・河河道道内内やや水水路路内内のの流流れれにに関関すするる技技術術ににつついいてて 

・・海海岸岸のの砂砂浜浜やや構構造造物物にに関関すするる技技術術ににつついいてて 

 

 

(ｍ)

構構造造物物設設置置前前のの河河床床地地形形 構構造造物物設設置置後後のの河河床床地地形形 

高高水水敷敷をを凹凹状状にに設設置置さされれたた水水面面利利用用施施設設内内にに土土砂砂がが堆堆積積すするる。。そそここでで，，構構造造物物をを設設置置しし，，流流れれをを施施

設設内内にに引引きき込込んんでで，，土土砂砂のの体体積積をを抑抑制制すするる。。

水水のの流流れれ 水水のの流流れれ 構構造造物物 
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航航空空写写真真でで比比較較すするるとと 

(ｍ)

1982年年 1995年年 2002年年 2009年年~2011年年にに週週

１１回回のの現現地地計計測測をを実実

施施ししたた。。３３年年間間ののデデーー

タタをを基基にに検検討討中中。。

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 水水面面利利用用施施設設にに堆堆積積すするる土土砂砂をを抑抑制制すするる構構造造物物をを検検討討しし，，そそのの効効果果をを検検証証すするる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 砂砂浜浜のの汀汀線線変変化化やや河河口口位位置置のの変変化化ににつついいてて，，計計測測ししたたデデーータタかからら砂砂移移動動ののメメカカニニズズムムをを把把握握すするる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

水水理理実実験験装装置置 開開水水路路（（DD00..66mm,,HH00..44mm,,LL99..00mm）） 最最大大流流量量 22..44mm33//mmiinn 断断面面２２次次元元造造波波水水路路（（DD00..66mm,,HH00..88mm,,LL2244..00mm）） 最最大大波波高高 2200ccmm 

水水理理実実験験装装置置 管管水水路路（（φφ8800,,φφ5500,,LL44..00mm）） 最最大大流流量量 22..44mm33//mmiinn  

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

河河川川のの土土砂砂堆堆積積やや海海岸岸のの汀汀線線変変化化ななどど，，流流れれやや波波のの解解析析 

氏氏名名：：   田田安安 正正茂茂／／TTAAYYAASSUU MMaassaasshhiiggee EE--mmaaiill：： ttaayyaassuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 土土木木学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会，，応応用用生生態態工工学学会会 

キキーーワワーードド：： 氾氾濫濫解解析析，，河河道道内内土土砂砂堆堆積積，，漂漂砂砂，，海海岸岸地地形形変変化化 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・河河道道内内やや水水路路内内のの流流れれにに関関すするる技技術術ににつついいてて 

・・海海岸岸のの砂砂浜浜やや構構造造物物にに関関すするる技技術術ににつついいてて 

 

 

(ｍ)

構構造造物物設設置置前前のの河河床床地地形形 構構造造物物設設置置後後のの河河床床地地形形 

高高水水敷敷をを凹凹状状にに設設置置さされれたた水水面面利利用用施施設設内内にに土土砂砂がが堆堆積積すするる。。そそここでで，，構構造造物物をを設設置置しし，，流流れれをを施施

設設内内にに引引きき込込んんでで，，土土砂砂のの体体積積をを抑抑制制すするる。。

水水のの流流れれ 水水のの流流れれ 構構造造物物 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

一一軸軸圧圧縮縮試試験験機機（（ママルルイイ MMIISS--222266）） 熱熱画画像像カカメメララ（（チチノノーー CCPPAA--TT664400）） 

圧圧密密試試験験機機（（ママルルイイ MMIISS--223322）） ププラランントトキキャャノノピピーーアアナナラライイザザ（（LLAAII--22000000）） 

CCBBRR 試試験験機機（（ママルルイイ MMIISS--222266））  

高高速速冷冷却却遠遠心心機機（（日日立立 CCRR2200GGIIII））  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

地盤防災・避難行動支援・災害リスク評価
氏氏名名：：   辻辻子子 裕裕二二／／TTSSUUJJIIKKOO YYuujjii EE--mmaaiill：： hhaarriimmaa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 

土土木木学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，日日本本写写真真測測量量学学会会，，日日本本測測量量協協会会，，日日本本リリ

モモーートトセセンンシシンンググ学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，環環境境情情報報科科学学セセンンタターー，，

日日本本雪雪工工学学会会，，日日本本危危機機管管理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 防防災災・・減減災災，，土土砂砂災災害害，，災災害害リリススクク，，避避難難行行動動 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・地地盤盤防防災災（（力力学学試試験験）） 

・・避避難難行行動動支支援援（（都都市市防防災災，，地地域域防防災災，，自自主主防防災災，，家家庭庭防防災災）） 

・・災災害害リリススクク評評価価（（土土砂砂災災害害，，内内外外水水災災害害，，雪雪害害）） 

研研究究内内容容：：  

 

（（１１））地地盤盤防防災災（（力力学学試試験験等等）） 

・・一一軸軸圧圧縮縮試試験験   ・・一一面面せせんん断断試試験験 

・・圧圧密密試試験験  ・・CCBBRR 試試験験   ・・保保水水試試験験 

・・熱熱画画像像カカメメララをを用用いいたた試試験験 

（（２２））避避難難行行動動支支援援（（都都市市防防災災，，地地域域防防災災）） 

・・AAII にによよるる避避難難行行動動支支援援（（ココロロナナ禍禍のの影影響響分分析析//行行動動分分析析）） 

・・災災害害回回避避行行動動支支援援（（回回避避トトリリガガーーのの抽抽出出）） 

・・テテキキスストトママイイニニンンググにによよるるツツイイーートト分分析析 

・・携携帯帯電電話話のの位位置置情情報報をを用用いいたた人人流流分分析析（（避避難難行行動動分分析析）） 

・・防防災災 GGNNDD 設設備備のの有有効効利利用用 

・・「「災災害害覚覚知知ススココアア」」をを用用いいたた経経験験値値のの向向上上 

・・大大雨雨時時，，大大雪雪時時のの避避難難トトリリガガーーにによよるる被被害害軽軽減減策策 

 

（（３３））災災害害リリススクク評評価価（（土土砂砂災災害害，，雪雪害害）） 

・・土土砂砂災災害害解解析析（（土土石石流流））  ・・緑緑被被（（LLAAII））--をを考考慮慮ししたた斜斜面面安安定定解解析析 

・・GGIISS をを用用いいたた原原子子力力災災害害時時のの最最適適避避難難ルルーートトのの検検討討 

・・熱熱画画像像カカメメララ（（パパッッシシブブリリモモーートトセセンンシシンンググ））をを用用いいたた地地盤盤のの締締固固めめ度度評評価価方方法法（（シシスステテムム））のの開開発発 

・・SSAARR デデーータタをを用用いいたた大大雪雪時時のの車車両両滞滞留留解解析析（（検検討討中中）） 

・・ココロロナナ前前ととココロロナナ中中，，ココロロナナ後後のの避避難難行行動動のの変変化化追追跡跡 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

UUAAVV（（ドドロローーンン）） DDJJII 社社製製 PPhhaannttoomm 44 PPrrooffeessssiioonnaall 

UUAAVV（（ドドロローーンン）） DDJJII 社社製製 PPhhaannttoomm 33 PPrrooffeessssiioonnaall 

UUAAVV（（ドドロローーンン）） DDJJII 社社製製 MMaavviicc 22 PPrrooffeessssiioonnaall 

鉄鉄筋筋探探査査機機 GGSSSSII 社社製製スストトララククチチャャススキキャャンン（（SSIIRR--EEZZ--LLTT）） 

熱熱画画像像カカメメララ FFLLIIRR 社社製製 EE66339900 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

図 1 福井県民衛星「すいせん」が観測した鯖江市の農地

（トゥルーカラー画像，NDVI の比較）

High

Low

NDVI (15th, June, 2021)

NDVI (5th, August, 2021)

GRUS-1D (15th, June, 2021)

GRUS-1D (5th, August, 2021)

High

Low

©Axelspace

©Axelspace

図 2 2021 年 5 月に福井市蔵作町で発生した地滑り性崩壊

（空撮画像から生成した 3D モデル，オルソモザイク画像と

崩壊中心におけるプロファイル）

3D model Ortho mosaic image Cross section at the center 
of slope failure

研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

宇宇宙宙・・空空・・地地上上かかららのの視視点点でで農農業業・・防防災災にに貢貢献献すするる技技術術 

氏氏名名：： 辻辻野野 和和彦彦／／TTSSUUJJIINNOO KKaazzuuhhiikkoo EE--mmaaiill：： ttssuujjiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
土土木木学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，日日本本写写真真測測量量学学会会，，地地理理情情報報シシスステテ

ムム学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，環環境境情情報報科科学学セセンンタターー，，日日本本防防災災士士会会 

キキーーワワーードド：： リリモモーートトセセンンシシンンググ，，地地理理情情報報シシスステテムム，，土土砂砂災災害害（（斜斜面面崩崩壊壊・・土土石石流流）），，UUAAVV（（無無人人航航空空機機）） 

 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・衛衛星星リリモモーートトセセンンシシンンググのの画画像像処処理理 

・・UUAAVV をを用用いいたた空空撮撮／／空空撮撮画画像像をを用用いいたた３３ＤＤモモデデルル等等のの生生成成 

・・ココンンククリリーートト構構造造物物のの調調査査・・点点検検 

福福井井県県はは，，全全国国ににささききががけけてて自自治治体体主主導導でで

県県民民衛衛星星「「すすいいせせんん」」をを打打ちち上上げげままししたた．．人人工工

衛衛星星をを用用いいるるとと広広域域をを一一括括ししてて観観測測すするるこことと

ががでできき，，環環境境やや災災害害をを監監視視すするるここととががででききまま

すす．．辻辻野野研研究究室室でではは，，衛衛星星リリモモーートトセセンンシシンンググ

デデーータタやや UUAAVV（（ドドロローーンン））をを用用いいてて，，環環境境やや災災

害害をを観観測測すするる技技術術ににつついいてて研研究究ししてていいまますす．． 

図図 11はは，，福福井井県県民民衛衛星星がが観観測測ししたた福福井井県県鯖鯖

江江市市内内のの農農地地をを観観測測ししたた画画像像でであありり，，正正規規化化

植植生生指指標標（（NNDDVVII））をを用用いいるるここととでで，，植植生生のの活活性性

度度をを把把握握すするるここととががででききまますす．．追追肥肥ののタタイイミミンン

ググをを把把握握しし，，収収穫穫量量のの増増加加にに寄寄与与すするるデデーータタ

をを取取得得ししたたいいとと考考ええてていいまますす．．近近年年，，ススママーートト

農農業業にに取取りり組組むむ営営農農集集団団がが増増ええててききままししたた

がが，，農農耕耕連連携携のの一一環環ととししてて，，辻辻野野研研究究室室もも福福

井井県県のの農農業業にに貢貢献献すするるここととをを目目標標ととししてて掲掲げげ

てていいまますす．．  

図図 22 はは，，22002211 年年 55 月月にに発発生生ししたた福福井井市市蔵蔵

作作町町ににおおけけるる大大規規模模なな地地滑滑りり性性崩崩壊壊ににつついい

てて，，UUAAVV にによよるる空空撮撮画画像像かからら生生成成ししたた，，33DD モモ

デデルル，，つつななぎぎ合合わわせせたた正正射射投投影影（（オオルルソソモモザザ

イイクク））画画像像，，崩崩壊壊のの中中心心ににおおけけるる断断面面図図（（ププロロ

フファァイイルル））でですす．．UUAAVV をを用用いいるるここととでで，，危危険険なな場場

所所ででもも崩崩壊壊のの形形状状をを捉捉ええるるここととががででききまますす．．近近

年年，，豪豪雨雨にによよるる土土砂砂災災害害がが増増加加ししてていいまますす．．

崩崩壊壊箇箇所所のの地地形形・・地地質質・・植植生生のの状状態態をを分分析析

しし，，GGIISS をを用用いいてて広広域域ででのの危危険険箇箇所所のの絞絞りり込込

みみをを行行うう研研究究ににつつななげげてていいまますす．． 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

UUAAVV（（ドドロローーンン）） DDJJII 社社製製 PPhhaannttoomm 44 PPrrooffeessssiioonnaall 

UUAAVV（（ドドロローーンン）） DDJJII 社社製製 PPhhaannttoomm 33 PPrrooffeessssiioonnaall 

UUAAVV（（ドドロローーンン）） DDJJII 社社製製 MMaavviicc 22 PPrrooffeessssiioonnaall 

鉄鉄筋筋探探査査機機 GGSSSSII 社社製製スストトララククチチャャススキキャャンン（（SSIIRR--EEZZ--LLTT）） 

熱熱画画像像カカメメララ FFLLIIRR 社社製製 EE66339900 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

図 1 福井県民衛星「すいせん」が観測した鯖江市の農地

（トゥルーカラー画像，NDVI の比較）

High

Low

NDVI (15th, June, 2021)

NDVI (5th, August, 2021)

GRUS-1D (15th, June, 2021)

GRUS-1D (5th, August, 2021)

High

Low

©Axelspace

©Axelspace

図 2 2021 年 5 月に福井市蔵作町で発生した地滑り性崩壊

（空撮画像から生成した 3D モデル，オルソモザイク画像と

崩壊中心におけるプロファイル）

3D model Ortho mosaic image Cross section at the center 
of slope failure

研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

宇宇宙宙・・空空・・地地上上かかららのの視視点点でで農農業業・・防防災災にに貢貢献献すするる技技術術 

氏氏名名：： 辻辻野野 和和彦彦／／TTSSUUJJIINNOO KKaazzuuhhiikkoo EE--mmaaiill：： ttssuujjiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
土土木木学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，日日本本写写真真測測量量学学会会，，地地理理情情報報シシスステテ

ムム学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，環環境境情情報報科科学学セセンンタターー，，日日本本防防災災士士会会 

キキーーワワーードド：： リリモモーートトセセンンシシンンググ，，地地理理情情報報シシスステテムム，，土土砂砂災災害害（（斜斜面面崩崩壊壊・・土土石石流流）），，UUAAVV（（無無人人航航空空機機）） 

 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・衛衛星星リリモモーートトセセンンシシンンググのの画画像像処処理理 

・・UUAAVV をを用用いいたた空空撮撮／／空空撮撮画画像像をを用用いいたた３３ＤＤモモデデルル等等のの生生成成 

・・ココンンククリリーートト構構造造物物のの調調査査・・点点検検 

福福井井県県はは，，全全国国ににささききががけけてて自自治治体体主主導導でで

県県民民衛衛星星「「すすいいせせんん」」をを打打ちち上上げげままししたた．．人人工工

衛衛星星をを用用いいるるとと広広域域をを一一括括ししてて観観測測すするるこことと

ががでできき，，環環境境やや災災害害をを監監視視すするるここととががででききまま

すす．．辻辻野野研研究究室室でではは，，衛衛星星リリモモーートトセセンンシシンンググ

デデーータタやや UUAAVV（（ドドロローーンン））をを用用いいてて，，環環境境やや災災

害害をを観観測測すするる技技術術ににつついいてて研研究究ししてていいまますす．． 

図図 11はは，，福福井井県県民民衛衛星星がが観観測測ししたた福福井井県県鯖鯖

江江市市内内のの農農地地をを観観測測ししたた画画像像でであありり，，正正規規化化

植植生生指指標標（（NNDDVVII））をを用用いいるるここととでで，，植植生生のの活活性性

度度をを把把握握すするるここととががででききまますす．．追追肥肥ののタタイイミミンン

ググをを把把握握しし，，収収穫穫量量のの増増加加にに寄寄与与すするるデデーータタ

をを取取得得ししたたいいとと考考ええてていいまますす．．近近年年，，ススママーートト

農農業業にに取取りり組組むむ営営農農集集団団がが増増ええててききままししたた

がが，，農農耕耕連連携携のの一一環環ととししてて，，辻辻野野研研究究室室もも福福

井井県県のの農農業業にに貢貢献献すするるここととをを目目標標ととししてて掲掲げげ

てていいまますす．．  

図図 22 はは，，22002211 年年 55 月月にに発発生生ししたた福福井井市市蔵蔵

作作町町ににおおけけるる大大規規模模なな地地滑滑りり性性崩崩壊壊ににつついい

てて，，UUAAVV にによよるる空空撮撮画画像像かからら生生成成ししたた，，33DD モモ

デデルル，，つつななぎぎ合合わわせせたた正正射射投投影影（（オオルルソソモモザザ

イイクク））画画像像，，崩崩壊壊のの中中心心ににおおけけるる断断面面図図（（ププロロ

フファァイイルル））でですす．．UUAAVV をを用用いいるるここととでで，，危危険険なな場場

所所ででもも崩崩壊壊のの形形状状をを捉捉ええるるここととががででききまますす．．近近

年年，，豪豪雨雨にによよるる土土砂砂災災害害がが増増加加ししてていいまますす．．

崩崩壊壊箇箇所所のの地地形形・・地地質質・・植植生生のの状状態態をを分分析析

しし，，GGIISS をを用用いいてて広広域域ででのの危危険険箇箇所所のの絞絞りり込込

みみをを行行うう研研究究ににつつななげげてていいまますす．． 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究タタイイトトルル：： 

土木施工現場での実務経験を活かした教育研究支援
氏氏名名：：   土土田田 浩浩太太／／TTSSUUCCHHIIDDAA kkoottaa  EE--mmaaiill：： kk--ttssuucchhiiddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 施施工工計計画画，，施施工工管管理理，，測測量量，，安安全全衛衛生生 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 建建設設業業界界ははかかつつてて 33KK（（ききつついい・・汚汚いい・・危危険険））とと呼呼ばばれれ敬敬遠遠さされれががちちででししたたがが，，昨昨今今のの働働きき方方改改革革にによよるる長長時時間間労労働働のの

是是正正，，給給与与・・待待遇遇改改善善，，ii--CCoonnssttrruuccttiioonn のの推推進進等等をを通通じじたた生生産産性性のの向向上上にによよりり，，新新 33KK（（給給与与・・休休暇暇・・希希望望））へへとと変変革革のの時時

代代をを迎迎ええてていいまますす．． 

 

 ここれれかかららのの建建設設業業界界のの発発展展にに必必要要不不可可欠欠ででああるる，，実実践践的的でで創創造造性性豊豊かかなな技技術術者者のの育育成成・・輩輩出出にに寄寄与与すすべべくく，，民民間間企企

業業ににおおけけるる土土木木施施工工現現場場ででのの実実務務経経験験でで得得たた知知識識やや保保有有資資格格をを活活かかしし，，測測量量ややそそのの他他のの実実験験実実習習をを通通ししてて，，土土木木工工

事事がが担担うう社社会会資資本本のの整整備備，，維維持持管管理理，，更更新新のの重重要要性性とと，，そそのの誇誇りり・・ややりりががいい・・魅魅力力をを伝伝ええるる教教育育研研究究支支援援にに取取りり組組んんでで

いいまますす．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

一一軸軸圧圧縮縮試試験験機機  

トトーータタルルスステテーーシショョンン  
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究タタイイトトルル：： 

土木施工現場での実務経験を活かした教育研究支援
氏氏名名：：   土土田田 浩浩太太／／TTSSUUCCHHIIDDAA kkoottaa  EE--mmaaiill：： kk--ttssuucchhiiddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 施施工工計計画画，，施施工工管管理理，，測測量量，，安安全全衛衛生生 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 建建設設業業界界ははかかつつてて 33KK（（ききつついい・・汚汚いい・・危危険険））とと呼呼ばばれれ敬敬遠遠さされれががちちででししたたがが，，昨昨今今のの働働きき方方改改革革にによよるる長長時時間間労労働働のの

是是正正，，給給与与・・待待遇遇改改善善，，ii--CCoonnssttrruuccttiioonn のの推推進進等等をを通通じじたた生生産産性性のの向向上上にによよりり，，新新 33KK（（給給与与・・休休暇暇・・希希望望））へへとと変変革革のの時時

代代をを迎迎ええてていいまますす．． 

 

 ここれれかかららのの建建設設業業界界のの発発展展にに必必要要不不可可欠欠ででああるる，，実実践践的的でで創創造造性性豊豊かかなな技技術術者者のの育育成成・・輩輩出出にに寄寄与与すすべべくく，，民民間間企企

業業ににおおけけるる土土木木施施工工現現場場ででのの実実務務経経験験でで得得たた知知識識やや保保有有資資格格をを活活かかしし，，測測量量ややそそのの他他のの実実験験実実習習をを通通ししてて，，土土木木工工

事事がが担担うう社社会会資資本本のの整整備備，，維維持持管管理理，，更更新新のの重重要要性性とと，，そそのの誇誇りり・・ややりりががいい・・魅魅力力をを伝伝ええるる教教育育研研究究支支援援にに取取りり組組んんでで

いいまますす．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

一一軸軸圧圧縮縮試試験験機機  

トトーータタルルスステテーーシショョンン  
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

工工場場やや体体育育館館，，ドドーームムななどどのの大大規規模模建建築築物物のの屋屋根根にに用用いいらられれるるアアーーチチややララチチススシシェェルルななどどにに対対ししてて構構造造解解析析をを

行行いい，，得得らられれたた結結果果をを分分析析ししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

シェル・空間構造の性状分析に関する研究
氏氏名名：：   樋樋口口 直直也也／／HHIIGGUUCCHHII NNaaooyyaa EE--mmaaiill：： hhiigguucchhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本建建築築学学会会，，土土木木学学会会，，日日本本建建築築構構造造技技術術者者協協会会 

キキーーワワーードド：： アアーーチチ，，シシェェルル・・空空間間構構造造，，座座屈屈，，有有限限要要素素法法解解析析 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・構構造造物物のの数数値値解解析析 

・・パパララメメトトリリッックク解解析析にによよるる構構造造物物のの最最適適形形状状のの探探索索 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

工工場場やや体体育育館館，，ドドーームムななどどのの大大規規模模建建築築物物のの屋屋根根にに用用いいらられれるるアアーーチチややララチチススシシェェルルななどどにに対対ししてて構構造造解解析析をを

行行いい，，得得らられれたた結結果果をを分分析析ししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

シェル・空間構造の性状分析に関する研究
氏氏名名：：   樋樋口口 直直也也／／HHIIGGUUCCHHII NNaaooyyaa EE--mmaaiill：： hhiigguucchhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本建建築築学学会会，，土土木木学学会会，，日日本本建建築築構構造造技技術術者者協協会会 

キキーーワワーードド：： アアーーチチ，，シシェェルル・・空空間間構構造造，，座座屈屈，，有有限限要要素素法法解解析析 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・構構造造物物のの数数値値解解析析 

・・パパララメメトトリリッックク解解析析にによよるる構構造造物物のの最最適適形形状状のの探探索索 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

【【地地盤盤改改良良材材のの強強度度特特性性評評価価】】 

 軟軟弱弱地地盤盤のの支支持持力力をを向向上上ささせせるるたためめ，，地地盤盤をを削削孔孔ししててセセメメンントトミミルルククをを流流しし込込みみ，，杭杭をを築築造造すするる工工法法ががあありりまますす。。

ここのの工工法法でで使使用用すするるセセメメンントトミミルルククはは，，施施工工性性のの確確保保ののたためめにに水水セセメメンントト比比がが高高くく設設定定さされれてておおりり，，硬硬化化前前にに材材料料分分

離離ややブブリリーーデディィンンググをを生生じじるる可可能能性性ががあありりまますす。。混混和和材材料料のの添添加加にによよっっててブブリリーーデディィンンググをを抑抑制制しし，，かかつつ必必要要なな強強度度

をを発発現現すするるかかどどううかか，，材材料料試試験験やや強強度度試試験験にによよっってて検検討討ししてていいまますす。。ままたた，，混混和和材材料料のの新新規規開開発発ににもも挑挑戦戦ししてていいきき

まますす。。 

 

【【ココンンククリリーートトのの乾乾燥燥収収縮縮】】 

ココンンククリリーートトはは，，ココンンククリリーートト中中のの水水分分がが大大気気にに逸逸散散すするるここととでで体体積積がが変変化化すするる乾乾燥燥収収縮縮現現象象にによよっってて，，ひひびび割割

れれがが発発生生すするるここととががあありりまますす。。収収縮縮量量のの程程度度はは，，ココンンククリリーートトのの品品質質やや暴暴露露さされれるる環環境境ななどど様様々々なな因因子子にによよっってて異異

ななりりまますす。。予予期期せせぬぬひひびび割割れれをを防防ぐぐここととでで，，構構造造物物をを長長くく，，安安心心ししてて利利用用ししててももららええるるよよううににすするるたためめのの研研究究にに取取りり

組組んんででいいまますす。。 

 

 

【【ココンンククリリーートトののひひびび割割れれ】】 

ココンンククリリーートトににひひびび割割れれがが生生じじるる原原因因はは，，荷荷重重にによよるる曲曲げげひひびび割割れれ，，初初期期材材齢齢時時のの温温度度ひひびびわわれれ，，乾乾燥燥収収縮縮にに

よよるるもものの，，AASSRR ななどどのの化化学学反反応応にによよるるももののななどど多多岐岐ににわわたたりりまますす。。ひひびび割割れれがが発発生生すするるととココンンククリリーートトのの物物質質透透過過

抵抵抗抗性性がが低低くくななるるここととでで内内部部鉄鉄筋筋のの腐腐食食進進行行がが早早ままりり，，耐耐久久性性がが低低下下すするるななどどのの問問題題がが生生じじまますす。。ココンンククリリーートト構構

造造物物のの安安全全性性をを保保つつたためめ，，ひひびび割割れれのの発発生生原原因因ととそそのの対対策策方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

ココンンククリリーートトのの屋屋外外暴暴露露実実験験                 AASSRR にによよるる膨膨張張ひひびび割割れれ 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

ココンンククリリーートト構構造造物物のの長長寿寿命命化化にに関関すするる研研究究
氏氏名名：：   蓑蓑輪輪 圭圭祐祐／／ MMIINNOOWWAA KKeeiissuukkee  EE--mmaaiill：： mmiinnoowwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 土土木木学学会会，，日日本本ココンンククリリーートト工工学学会会 

キキーーワワーードド：： ココンンククリリーートト，，材材料料物物性性，，複複合合構構造造，，メメンンテテナナンンスス 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ココンンククリリーートト構構造造物物のの長長寿寿命命化化にに関関すするる検検討討 

・・社社会会基基盤盤メメンンテテナナンンススにに関関すするる人人材材育育成成 

・・小小中中学学生生をを対対象象ととししたた公公開開講講座座おおよよびび出出前前授授業業（（力力学学・・ココンンククリリーートト材材料料）） 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

MMRR デデババイイスス HHoollooLLeennss22（（ママイイククロロソソフフトト社社））  

  

  

  

  

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

複複合合現現実実空空間間（（MMRR））をを活活用用ししたた住住民民参参加加型型計計画画支支援援シシスステテムムのの開開発発 

氏氏名名：：   大大和和 裕裕也也／／ YYAAMMAATTOO YYuuyyaa  EE--mmaaiill：： yyaammaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本建建築築学学会会、、日日本本都都市市計計画画学学会会 

キキーーワワーードド：： MMRR((MMiixxeedd RReeaalliittyy))、、ままちちづづくくりり、、防防災災教教育育 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・仮仮想想空空間間ででししかか行行ううここととののででききなないい実実験験やや体体験験型型のの訓訓練練 

・・市市町町村村やや住住民民とと連連携携ししたた防防災災教教育育，，住住民民参参加加 

・・各各種種委委員員（（市市町町村村都都市市計計画画審審議議会会ななどど）） 

  

研研究究内内容容：：  

 

【【MMRR をを用用いいたた住住民民参参加加型型計計画画支支援援シシスステテムムのの開開発発】】 

MMRR をを用用いいたた住住民民参参加加型型のの計計画画支支援援シシスステテムムのの有有効効性性をを明明ららかかににすするるたためめ，，街街並並みみをを 33DD モモデデルルでで作作成成しし，，住住

民民とと自自治治体体でで協協議議をを行行いい，，計計画画支支援援シシスステテムムのの効効果果をを検検証証ししてていいまますす．．下下図図はは，，ホホロロレレンンズズとといいうう MMRR でで表表現現すするる

機機械械ででみみたた仮仮想想上上ののままちちななみみでですす．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【複複合合現現実実空空間間をを用用いいたた津津波波防防災災訓訓練練】】 

防防災災訓訓練練をを行行うう際際にに，，複複合合現現実実空空間間をを用用いいるるここととでで状状況況にに応応じじたたシシチチュュエエーーシショョンンにによよるる防防災災訓訓練練がが可可能能ででああるる

たためめ，，住住民民にに飽飽ききがが生生じじににくくいいこことと，，普普段段体体験験ででききなないいよよううななここととがが体体験験でできき，，地地域域住住民民のの防防災災意意識識のの向向上上ににつつなな

ががるる研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

地形データの抽出 津波シミュレーション 建築物倒壊シミュレーション

─98─



 

- 98 - 

 

 

 

 

 

 

 

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

MMRR デデババイイスス HHoollooLLeennss22（（ママイイククロロソソフフトト社社））  

  

  

  

  

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

複複合合現現実実空空間間（（MMRR））をを活活用用ししたた住住民民参参加加型型計計画画支支援援シシスステテムムのの開開発発 

氏氏名名：：   大大和和 裕裕也也／／ YYAAMMAATTOO YYuuyyaa  EE--mmaaiill：： yyaammaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本建建築築学学会会、、日日本本都都市市計計画画学学会会 

キキーーワワーードド：： MMRR((MMiixxeedd RReeaalliittyy))、、ままちちづづくくりり、、防防災災教教育育 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・仮仮想想空空間間ででししかか行行ううここととののででききなないい実実験験やや体体験験型型のの訓訓練練 

・・市市町町村村やや住住民民とと連連携携ししたた防防災災教教育育，，住住民民参参加加 

・・各各種種委委員員（（市市町町村村都都市市計計画画審審議議会会ななどど）） 

研研究究内内容容：：  

 

【【MMRR をを用用いいたた住住民民参参加加型型計計画画支支援援シシスステテムムのの開開発発】】 

MMRR をを用用いいたた住住民民参参加加型型のの計計画画支支援援シシスステテムムのの有有効効性性をを明明ららかかににすするるたためめ，，街街並並みみをを 33DD モモデデルルでで作作成成しし，，住住

民民とと自自治治体体でで協協議議をを行行いい，，計計画画支支援援シシスステテムムのの効効果果をを検検証証ししてていいまますす．．下下図図はは，，ホホロロレレンンズズとといいうう MMRR でで表表現現すするる

機機械械ででみみたた仮仮想想上上ののままちちななみみでですす．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【複複合合現現実実空空間間をを用用いいたた津津波波防防災災訓訓練練】】 

防防災災訓訓練練をを行行うう際際にに，，複複合合現現実実空空間間をを用用いいるるここととでで状状況況にに応応じじたたシシチチュュエエーーシショョンンにによよるる防防災災訓訓練練がが可可能能ででああるる

たためめ，，住住民民にに飽飽ききがが生生じじににくくいいこことと，，普普段段体体験験ででききなないいよよううななここととがが体体験験でできき，，地地域域住住民民のの防防災災意意識識のの向向上上ににつつなな

ががるる研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

地形データの抽出 津波シミュレーション 建築物倒壊シミュレーション
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提供可能な設備・・機器：：

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

水水平平 22 軸軸地地震震波波振振動動台台（（㈱㈱ササンンエエスス，，SSPPTT22DD--2200KK--8855LL--8800TT））  

携携帯帯用用振振動動計計（（㈱㈱東東京京測測振振，，SSPPCC--5522 // VVSSEE--1155DD--66））  

地地震震工工学学教教育育用用実実験験装装置置（（手手回回しし携携帯帯振振動動台台ななどど））  

  

  

【【木木材材をを用用いいたた地地盤盤補補強強技技術術】】 

土土木木分分野野ににおおけけるる木木材材のの需需要要拡拡大大ののたためめ，，丸丸太太をを地地盤盤にに打打設設ししてて地地盤盤補補強強

すするる技技術術をを開開発発しし，，住住宅宅のの液液状状化化対対策策やや盛盛土土のの軟軟弱弱地地盤盤対対策策にに利利用用ししてていい

まますす。。右右図図はは福福井井県県小小浜浜市市でで行行っったた現現場場施施工工実実験験のの様様子子でですす。。 

 

【【文文化化財財建建造造物物のの防防災災対対策策】】 

文文化化財財建建造造物物をを自自然然災災害害かからら守守りり後後世世にに継継承承すするるここととはは大大変変重重要要でですす。。そそここ

でで，，城城郭郭石石垣垣やや伝伝統統的的木木造造建建築築物物のの災災害害リリススククをを調調査査しし，，防防災災対対策策をを提提案案しし

てていいまますす。。右右図図はは石石垣垣模模型型をを用用いいたた振振動動台台実実験験のの様様子子でですす。。 

 

【【ラライイフフラライインンのの地地震震防防災災】】 

上上水水道道施施設設のの地地震震被被害害にによよるる断断水水はは人人々々のの生生活活やや消消火火活活動動にに大大ききなな影影響響をを

与与ええまますす。。そそここでで，，GGIISSをを用用いいてて管管路路のの被被害害予予測測をを行行いい，，振振動動台台実実験験でで被被害害軽軽

減減技技術術をを開開発発ししてていいまますす。。右右図図はは福福井井地地震震をを想想定定ししたた場場合合のの福福井井市市のの上上水水

道道配配水水管管のの被被害害推推定定結結果果でですす。。 

 

【【ウウェェブブ版版地地震震防防災災支支援援シシスステテムム】】 

11994488 年年福福井井地地震震等等のの災災害害資資料料ををデデジジタタルルアアーーカカイイブブ化化ししててイインンタターーネネッットト上上でで

公公開開しし，，地地震震防防災災のの啓啓発発やや教教育育にに活活用用ししてていいまますす。。右右図図はは福福井井地地震震ににおおけけるる

家家屋屋倒倒壊壊率率とと液液状状化化のの分分布布をを GGooooggllee MMaappss でで表表示示ししたたももののでですす。。 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 環環境境都都市市工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

地震被害の予測と対策に関する技術開発
氏氏名名：：   吉吉田田 雅雅穂穂／／YYOOSSHHIIDDAA MMaassaahhoo EE--mmaaiill：： mmaassaahhoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 

土土木木学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，日日本本建建築築学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，日日本本地地

震震工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会，，国国際際地地盤盤災災害害軽軽減減機機構構，，関関西西ラライイフフ

ラライインン研研究究会会，，福福井井県県木木材材利利用用研研究究会会，，福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所 

キキーーワワーードド：： 地地震震，，防防災災，，減減災災，，木木材材，，文文化化財財建建造造物物，，ラライイフフラライインン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・液液状状化化のの予予測測とと対対策策 

・・構構造造物物やや工工業業製製品品のの振振動動特特性性 

・・地地域域のの地地震震防防災災計計画画 
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情報・通信部門 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

HDL によるシステム設計
氏氏名名：：   青青山山 義義弘弘／／AAOOYYAAMMAA YYoosshhiihhiirroo EE--mmaaiill：： yyffaa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 情情報報処処理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 組組込込みみシシスステテムム，，FFPPGGAA 開開発発，，HHDDLL 設設計計 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

 

研研究究内内容容：：  

 

 

HHDDLL((HHaarrddwwaarree DDeessccrriippttiioonn LLaanngguuaaggee))はは論論理理回回路路ややシシスステテムムのの振振るる舞舞いいをを記記述述すするるたためめのの言言語語でですす。。CCやや JJaavvaa 言言

語語ががププロロググララムムのの振振るる舞舞いいをを記記述述すするるののとと同同じじよよううなな感感覚覚でで設設計計出出来来まますす。。LLSSII にに含含ままれれるる回回路路のの規規模模がが膨膨大大にに

ななっったた現現在在，，回回路路図図ででデデジジタタルル回回路路をを設設計計すするるよよううででははととててもも間間にに合合わわなないいののでで，，HHDDLL でで設設計計しし，，ココンンピピュューータタにに自自

動動設設計計ををささせせてて合合理理化化ししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組組みみ込込みみシシスステテムム((EEmmbbeeddddeedd ssyysstteemm)) ととはは，，特特定定のの機機能能をを実実現現すするるたためめにに家家電電製製品品やや機機械械等等にに組組みみ込込ままれれるるココ

ンンピピュューータタシシスステテムムののここととでですす。。身身のの回回りりのの家家電電品品をを含含めめ様様々々ななシシスステテムムににママイイココンンやや LLSSII がが搭搭載載さされれ動動作作ししてていい

まますす。。 FFPPGGAA（（FFiieelldd--pprrooggrraammmmaabbllee ggaattee aarrrraayy））ととはは，，ここのの LLSSII をを工工場場にに発発注注すするるここととななくく自自前前でで構構成成ででききるる IICC でで，，

CCPPUU やや周周辺辺回回路路をを含含んんだだ独独自自ののママイイココンンもも作作るるここととががででききまますす。。 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校電電子子情情報報工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

個人の認知特性に応じた支援技術の開発研究
氏氏名名：：   小小越越 咲咲子子／／ OOGGOOSSHHII SSaakkiikkoo   EE--mmaaiill：： ooggoosshhii@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE，，AACCMM，，日日本本設設備備管管理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 福福祉祉工工学学，，個個別別教教育育支支援援，，アアシシスステティィブブテテククノノロロジジーー，，IICCTT,,  BBMMII（（BBrraaiinn MMaacchhiinnee IInntteerrffaaccee）） 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・個個人人のの認認知知特特性性にに応応じじたた支支援援技技術術 

・・福福祉祉工工学学 

・・個個人人のの認認知知特特性性にに応応じじたた教教育育支支援援技技術術ととそそのの評評価価 

研研究究内内容容：：  

 

 

・・認認知知科科学学のの観観点点かからら人人をを支支援援すするるシシスステテムムのの研研究究開開発発をを行行っってていいまますす。。 

生生体体情情報報（（脳脳波波、、筋筋電電等等））、、行行動動情情報報（（ラライイフフロロググ：：GGPPSS 情情報報やや画画像像情情報報等等かからら得得らられれたた行行動動情情報報））、、学学習習情情報報（（ソソ

ーーシシャャルルススキキルルトトレレーーニニンンググ等等をを含含むむ広広義義のの学学習習））のの 33 つつのの観観点点かからら個個人人特特性性のの把把握握をを行行いいまますす。。 

ここれれらら情情報報かからら人人のの個個人人特特性性、、好好みみ、、生生活活パパタターーンン等等のの情情報報をを分分析析、、抽抽出出しし、、そそれれぞぞれれのの目目的的にに合合っったた支支援援シシスス

テテムムのの開開発発をを行行いいまますす。。 

 

 

研研究究テテーーママ 

①①個個人人特特性性にに応応じじたた教教育育支支援援シシスステテムムのの開開発発 hhttttppss::////wwwwww..ssoouummuu..ggoo..jjpp//mmaaiinn__ccoonntteenntt//000000665544773355..ppddff 
発発達達障障害害者者のの個個人人特特性性にに応応じじたた支支援援シシスステテムムににつついいてて、、現現在在実実証証実実験験をを 

福福井井教教職職員員組組合合、、福福井井大大学学，，株株式式会会社社日日立立ソソリリュューーシショョンンズズ東東日日本本とと行行っってていいまますす。。 

hhttttppss::////wwwwww..hhiittaacchhii--ssoolluuttiioonnss--eeaasstt..ccoo..jjpp//nneewwssrreelleeaassee//22002211//iicctt__11111166//iinnddeexx..hhttmmll 
 

 

②②人人をを支支援援すするるササポポーートトシシスステテムムのの開開発発 

IIooTT をを用用いいたた支支援援機機器器のの開開発発をを行行いい、、生生体体、、行行動動、、学学習習のの 33点点かからら評評価価をを行行っってていいまますす。。例例ええばばココミミュュニニケケーーシショョンン

をを行行いいななががらら人人をを支支援援すするるシシスステテムムやや、、学学習習シシスステテムム、、音音楽楽ややアアロロママ、、ハハーーブブテティィーー・・薬薬茶茶等等ででリリララッッククススすするる支支援援

機機器器のの開開発発，，触触覚覚やや視視覚覚等等のの感感覚覚刺刺激激をを用用いいてて学学ぶぶ教教材材のの研研究究開開発発，，睡睡眠眠支支援援シシスステテムムのの開開発発研研究究等等をを行行っってて

いいまますす。。 

 

 

③③植植物物のの栽栽培培環環境境、、画画像像をを用用いいたた品品質質評評価価研研究究等等 

越越前前和和紙紙でで用用いいるるトトロロロロアアオオイイ等等のの生生薬薬植植物物のの栽栽培培にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。 

重重慶慶市市中中薬薬研研究究院院ととのの共共同同研研究究でで生生薬薬のの品品質質評評価価のの研研究究をを行行っってていいまますす。。 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校電電子子情情報報工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

個人の認知特性に応じた支援技術の開発研究
氏氏名名：：   小小越越 咲咲子子／／ OOGGOOSSHHII SSaakkiikkoo   EE--mmaaiill：： ooggoosshhii@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE，，AACCMM，，日日本本設設備備管管理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 福福祉祉工工学学，，個個別別教教育育支支援援，，アアシシスステティィブブテテククノノロロジジーー，，IICCTT,,  BBMMII（（BBrraaiinn MMaacchhiinnee IInntteerrffaaccee）） 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・個個人人のの認認知知特特性性にに応応じじたた支支援援技技術術 

・・福福祉祉工工学学 

・・個個人人のの認認知知特特性性にに応応じじたた教教育育支支援援技技術術ととそそのの評評価価 

研研究究内内容容：：  

 

 

・・認認知知科科学学のの観観点点かからら人人をを支支援援すするるシシスステテムムのの研研究究開開発発をを行行っってていいまますす。。 

生生体体情情報報（（脳脳波波、、筋筋電電等等））、、行行動動情情報報（（ラライイフフロロググ：：GGPPSS 情情報報やや画画像像情情報報等等かからら得得らられれたた行行動動情情報報））、、学学習習情情報報（（ソソ

ーーシシャャルルススキキルルトトレレーーニニンンググ等等をを含含むむ広広義義のの学学習習））のの 33 つつのの観観点点かからら個個人人特特性性のの把把握握をを行行いいまますす。。 

ここれれらら情情報報かからら人人のの個個人人特特性性、、好好みみ、、生生活活パパタターーンン等等のの情情報報をを分分析析、、抽抽出出しし、、そそれれぞぞれれのの目目的的にに合合っったた支支援援シシスス

テテムムのの開開発発をを行行いいまますす。。 

 

 

研研究究テテーーママ 

①①個個人人特特性性にに応応じじたた教教育育支支援援シシスステテムムのの開開発発 hhttttppss::////wwwwww..ssoouummuu..ggoo..jjpp//mmaaiinn__ccoonntteenntt//000000665544773355..ppddff 
発発達達障障害害者者のの個個人人特特性性にに応応じじたた支支援援シシスステテムムににつついいてて、、現現在在実実証証実実験験をを 

福福井井教教職職員員組組合合、、福福井井大大学学，，株株式式会会社社日日立立ソソリリュューーシショョンンズズ東東日日本本とと行行っってていいまますす。。 

hhttttppss::////wwwwww..hhiittaacchhii--ssoolluuttiioonnss--eeaasstt..ccoo..jjpp//nneewwssrreelleeaassee//22002211//iicctt__11111166//iinnddeexx..hhttmmll 
 

 

②②人人をを支支援援すするるササポポーートトシシスステテムムのの開開発発 

IIooTT をを用用いいたた支支援援機機器器のの開開発発をを行行いい、、生生体体、、行行動動、、学学習習のの 33点点かからら評評価価をを行行っってていいまますす。。例例ええばばココミミュュニニケケーーシショョンン

をを行行いいななががらら人人をを支支援援すするるシシスステテムムやや、、学学習習シシスステテムム、、音音楽楽ややアアロロママ、、ハハーーブブテティィーー・・薬薬茶茶等等ででリリララッッククススすするる支支援援

機機器器のの開開発発，，触触覚覚やや視視覚覚等等のの感感覚覚刺刺激激をを用用いいてて学学ぶぶ教教材材のの研研究究開開発発，，睡睡眠眠支支援援シシスステテムムのの開開発発研研究究等等をを行行っってて

いいまますす。。 

 

 

③③植植物物のの栽栽培培環環境境、、画画像像をを用用いいたた品品質質評評価価研研究究等等 

越越前前和和紙紙でで用用いいるるトトロロロロアアオオイイ等等のの生生薬薬植植物物のの栽栽培培にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。 

重重慶慶市市中中薬薬研研究究院院ととのの共共同同研研究究でで生生薬薬のの品品質質評評価価のの研研究究をを行行っってていいまますす。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

【【次次世世代代 RRFFIIDD 探探索索シシスステテムムのの実実現現をを目目指指ししたた MMHHzz 帯帯かからら TTHHzz 帯帯ににおおけけるる電電磁磁波波のの伝伝送送特特性性のの解解明明】】 

雪雪崩崩・・土土砂砂崩崩れれ・・噴噴火火ななどど自自然然災災害害のの多多いいわわがが国国ににおおいいてて，，災災害害救救助助のの迅迅速速化化はは喫喫緊緊のの課課題題ででああるる。。登登山山者者

ななどどにに RRFFIIDD タタググをを身身ににつつけけててももららううここととでで，，災災害害時時にに雪雪・・土土砂砂・・火火山山灰灰中中をを探探索索すするる方方法法がが考考ええらられれるるがが，，各各遮遮蔽蔽

物物にによよるる伝伝送送特特性性のの変変化化はは未未解解明明ででああるる。。本本研研究究でではは雪雪・・土土砂砂・・火火山山灰灰等等のの各各遮遮蔽蔽物物内内ににおおけけるる電電磁磁波波のの伝伝送送

特特性性をを MMHHzz 帯帯かからら TTHHzz 帯帯ままでで広広くく調調べべ明明確確ににすするるここととでで，，通通信信にに使使うう最最適適波波長長をを明明ららかかににすするるここととをを目目的的ととししてていい

るる。。MMHHzz 帯帯でではは市市販販のの RRFFIIDD モモジジュューールルをを，，SSuubb--TTHHzz 帯帯ででははレレーーザザーーカカオオススをを用用いいたたテテララヘヘルルツツ分分光光シシスステテムムをを使使

用用ししてていいるる。。 
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研研究究タタイイトトルル：： 

各種遮蔽物内における電磁波の伝送特性の解明

氏氏名名：：   川川上上由由紀紀／／KKAAWWAAKKAAMMII YYuukkii EE--mmaaiill：： kkaawwaakkaammii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 電電子子情情報報通通信信学学会会、、IIEEEEEE 

キキーーワワーードド：： アアンンテテナナ，，メメタタママテテリリアアルル，，RRFFIIDD，，テテララヘヘルルツツ分分光光 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

DDeeeeppLLeeaarrnniinngg BBOOXX//AAllpphhaa ((ジジーーデデッッププ・・アアドドババンンスス)) 唾唾液液アアミミララーーゼゼモモニニタターー（（ニニププロロ）） 

BBeeaammbbooxx PPrroo（（ママイイククロロボボーードド・・テテククノノロロジジーー））  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

機機械械学学習習をを用用いいたた骨骨格格認認識識モモデデルルをを構構築築しし、、画画像像かからら頭頭部部やや各各関関節節位位置置をを推推定定すするる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

OctConv を利用したモデルのアーキテクチャ              データ損失の変化 

 

 

 

機機械械学学習習をを用用いいたた音音声声解解析析モモデデルルをを構構築築しし、、音音楽楽かからら自自動動採採譜譜すするるシシスステテムムをを開開発発。。 
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研研究究タタイイトトルル：： 

高性能 GPU を用いた機械学習に関する研究
氏氏名名：：   小小松松 貴貴大大／／KKOOMMAATTSSUU TTaakkaahhiirroo EE--mmaaiill：： kkoommaattssuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本神神経経科科学学学学会会，，日日本本神神経経回回路路学学会会 

キキーーワワーードド：： 機機械械学学習習，，骨骨格格認認識識，，自自動動作作曲曲，，知知覚覚・・認認知知，，視視覚覚運運動動，，運運動動学学習習 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・機機械械学学習習をを用用いいたた予予測測シシスステテムムやや判判断断シシスステテムム 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

DDeeeeppLLeeaarrnniinngg BBOOXX//AAllpphhaa ((ジジーーデデッッププ・・アアドドババンンスス)) 唾唾液液アアミミララーーゼゼモモニニタターー（（ニニププロロ）） 

BBeeaammbbooxx PPrroo（（ママイイククロロボボーードド・・テテククノノロロジジーー））  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

機機械械学学習習をを用用いいたた骨骨格格認認識識モモデデルルをを構構築築しし、、画画像像かからら頭頭部部やや各各関関節節位位置置をを推推定定すするる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

OctConv を利用したモデルのアーキテクチャ              データ損失の変化 

 

 

 

機機械械学学習習をを用用いいたた音音声声解解析析モモデデルルをを構構築築しし、、音音楽楽かからら自自動動採採譜譜すするるシシスステテムムをを開開発発。。 
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研研究究タタイイトトルル：： 

高性能 GPU を用いた機械学習に関する研究
氏氏名名：：   小小松松 貴貴大大／／KKOOMMAATTSSUU TTaakkaahhiirroo EE--mmaaiill：： kkoommaattssuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本神神経経科科学学学学会会，，日日本本神神経経回回路路学学会会 

キキーーワワーードド：： 機機械械学学習習，，骨骨格格認認識識，，自自動動作作曲曲，，知知覚覚・・認認知知，，視視覚覚運運動動，，運運動動学学習習 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・機機械械学学習習をを用用いいたた予予測測シシスステテムムやや判判断断シシスステテムム 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

 地地域域のの安安全全情情報報発発信信をを目目的的ととししたた緊緊急急連連絡絡シシスステテムムをを丹丹南南地地域域のの学学校校対対象象にに無無償償ででササーービビススをを提提供供ししてていい

まますす。。 

現現在在、、越越前前市市のの全全小小中中学学校校おおよよびび鯖鯖江江市市のの半半数数のの小小中中学学校校でで、、不不審審者者ななどどのの情情報報をを保保護護者者にに発発信信すするるたためめ

にに利利用用さされれてていいまますす。。 

 ここれれららののシシスステテムムはは災災害害発発生生時時のの緊緊急急連連絡絡ににもも応応用用さされれてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

丹南地域緊急連絡システム
氏氏名名：：   斉斉藤藤 徹徹／／SSAAIITTOO TToouurruu EE--mmaaiill：： ttssaaiittoohh@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 電電子子情情報報通通信信学学会会，，情情報報処処理理学学会会 

キキーーワワーードド：： イインンタターーネネッットト，，緊緊急急連連絡絡シシスステテムム 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

 タタンンパパクク質質やや核核酸酸ななどど生生体体高高分分子子のの構構造造をを，，分分子子シシミミュュレレーーシショョンンにによよりり再再現現しし解解析析すするるここととをを目目標標ととししてていい

るる。。 

 酵酵素素基基質質複複合合体体ややそそれれららのの活活性性中中心心のの予予測測やや挙挙動動をを解解析析すするるここととにによよりり，，よよりり高高活活性性なな酵酵素素のの開開発発ななどどにに

利利用用可可能能ででああるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

分子動力学法による生体高分子の機能解析
氏氏名名：：   佐佐々々 和和洋洋／／SSAASSAA KKaazzuuhhiirroo EE--mmaaiill：： ssaassaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本化化学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会 

キキーーワワーードド：： 分分子子シシミミュュレレーーシショョンン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 

 

─108─



 

- 108 - 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

 タタンンパパクク質質やや核核酸酸ななどど生生体体高高分分子子のの構構造造をを，，分分子子シシミミュュレレーーシショョンンにによよりり再再現現しし解解析析すするるここととをを目目標標ととししてていい

るる。。 

 酵酵素素基基質質複複合合体体ややそそれれららのの活活性性中中心心のの予予測測やや挙挙動動をを解解析析すするるここととにによよりり，，よよりり高高活活性性なな酵酵素素のの開開発発ななどどにに

利利用用可可能能ででああるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

分子動力学法による生体高分子の機能解析
氏氏名名：：   佐佐々々 和和洋洋／／SSAASSAA KKaazzuuhhiirroo EE--mmaaiill：： ssaassaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本化化学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会 

キキーーワワーードド：： 分分子子シシミミュュレレーーシショョンン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

【【ププロロググララムム言言語語にによよるる演演習習とと利利用用事事例例】】 

ププロロググララムム言言語語授授業業支支援援 

低低学学年年：：ププロロググララムム言言語語学学習習のの授授業業・・演演習習支支援援 

高高学学年年：：ププロロググララムムでで行行ううココンンピピュューータタをを使使用用ししたた数数値値計計算算演演習習・・学学生生実実験験支支援援 

 

 

 

 

 

 

 

電電子子情情報報工工学学科科 11 学学年年のの授授業業支支援援ととししてて担担当当ししたた専専門門基基礎礎演演習習「「ママイイココンンででププロロググララミミンンググ」」ににつついいてて，，第第 6666 回回

（（平平成成 3300 年年度度））応応用用物物理理学学会会春春季季学学術術講講演演会会ににてて発発表表。。 

「「ママイイココンンをを使使用用ししたた低低学学年年学学生生のの情情報報基基礎礎総総合合演演習習」」 

使使用用環環境境のの確確認認，，周周辺辺機機器器のの接接続続，，ププロロググララムム演演習習，， 

信信号号制制御御回回路路のの拡拡張張のの各各演演習習とと学学生生のの自自己己ススキキルル評評価価 

 

 

 

 

 

ココンンピピュューータタをを利利用用ししたた考考古古学学資資料料解解析析のの支支援援（（～～ 平平成成 1199 年年）） 

 資資料料のの画画像像認認識識，，デデーータタ集集約約ののシシスステテムム化化にに関関すするる共共同同研研究究 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

ププロロググララムム言言語語にによよるる演演習習とと利利用用事事例例
氏氏名名：：   清清水水 幹幹郎郎／／SSHHIIMMIIZZUU MMiikkiioo EE--mmaaiill：： mmsshhiimmiizzuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：： 学学士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会教教育育分分科科会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： アアルルゴゴリリズズムム理理論論，，ププロロググララミミンンググ言言語語，，情情報報理理論論 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 「「小小学学生生夏夏休休みみ親親子子科科学学教教室室」」 

・・電電子子情情報報工工学学科科 「「ススママーートトフフォォンンのの WWeebb ゲゲーームムアアププリリをを作作ろろうう！！」」 

・・子子どどももゆゆめめ基基金金助助成成活活動動団団体体 「「子子どどもものの体体験験活活動動 ：： 小小学学生生対対象象科科学学教教室室」」 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

【【地地域域保保育育園園をを IICCTT ででササポポーートト】】 

IICCTT にによよりり地地域域保保育育園園のの業業務務負負担担をを軽軽減減すするるシシスステテムムのの研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

ママルルチチカカメメララにによよるる午午睡睡チチェェッッククロロガガーー 

市市販販ののウウェェブブカカメメララ等等をを使使用用しし、、複複数数カカメメララのの画画像像をを統統合合 

機機械械学学習習ににてて園園児児のの顔顔をを識識別別、、顔顔向向ききをを検検出出 

検検出出結結果果ををフファァイイルル出出力力 

 

 

 

 

音音声声識識別別にによよるる行行動動判判別別 

機機械械学学習習ににてて音音声声デデーータタをを識識別別すするるここととでで、、行行動動記記録録（（ラライイフフロロググ））をを取取得得すするる 

 

【【セセンンササーーネネッットトワワーークク】】 

省省電電力力長長距距離離無無線線通通信信（（LLPPWWAA））のの一一種種ででああるる，，LLooRRaa をを通通信信手手段段ととししてて使使用用すするる IIooTT シシスステテムムのの構構築築にに関関すするる

研研究究をを 

行行っってていいまますす。。 

  

（（例例））環環境境放放射射線線のの測測定定デデーータタ可可視視化化 

 

 

（〇：仰向け △：横向き ×：うつ伏せ）

A

B

C

D

E
顔識別

向き判定
結果出力

研研究究タタイイトトルル：： 

マルチカメラによる午睡チェックロガー開発
氏氏名名：：   内内藤藤 岳岳史史／／NNAAIITTOOUU TTaakkeeffuummii EE--mmaaiill：： nnaaiittoouu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：： 学学士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 保保育育業業務務 IICCTT,, IIooTT，，セセンンササーーネネッットトワワーークク，，業業務務効効率率化化,, RRPPAA,, 情情報報セセキキュュリリテティィ 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・通通信信規規格格ととししてて LLooRRaa をを用用いいるる IIooTT シシスステテムムのの構構築築 

・・IICCTT をを用用いいたた業業務務効効率率化化にに関関すするる内内容容 

－－シシスステテムムのの構構築築 

－－RRPPAA にによよるる業業務務自自動動化化 

・・情情報報処処理理安安全全確確保保支支援援士士ととししてて，，情情報報セセキキュュリリテティィ全全般般にに関関すするる内内容容 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

【【地地域域保保育育園園をを IICCTT ででササポポーートト】】 

IICCTT にによよりり地地域域保保育育園園のの業業務務負負担担をを軽軽減減すするるシシスステテムムのの研研究究をを行行っってていいまますす。。 

 

ママルルチチカカメメララにによよるる午午睡睡チチェェッッククロロガガーー 

市市販販ののウウェェブブカカメメララ等等をを使使用用しし、、複複数数カカメメララのの画画像像をを統統合合 

機機械械学学習習ににてて園園児児のの顔顔をを識識別別、、顔顔向向ききをを検検出出 

検検出出結結果果ををフファァイイルル出出力力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音音声声識識別別にによよるる行行動動判判別別 

機機械械学学習習ににてて音音声声デデーータタをを識識別別すするるここととでで、、行行動動記記録録（（ラライイフフロロググ））をを取取得得すするる 

 

【【セセンンササーーネネッットトワワーークク】】 

省省電電力力長長距距離離無無線線通通信信（（LLPPWWAA））のの一一種種ででああるる，，LLooRRaa をを通通信信手手段段ととししてて使使用用すするる IIooTT シシスステテムムのの構構築築にに関関すするる

研研究究をを 

行行っってていいまますす。。 

  

（（例例））環環境境放放射射線線のの測測定定デデーータタ可可視視化化 

 

 

（〇：仰向け △：横向き ×：うつ伏せ）

A

B

C

D

E
顔識別

向き判定
結果出力

研研究究タタイイトトルル：： 

マルチカメラによる午睡チェックロガー開発
氏氏名名：：   内内藤藤 岳岳史史／／NNAAIITTOOUU TTaakkeeffuummii EE--mmaaiill：： nnaaiittoouu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：： 学学士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 保保育育業業務務 IICCTT,, IIooTT，，セセンンササーーネネッットトワワーークク，，業業務務効効率率化化,, RRPPAA,, 情情報報セセキキュュリリテティィ 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・通通信信規規格格ととししてて LLooRRaa をを用用いいるる IIooTT シシスステテムムのの構構築築 

・・IICCTT をを用用いいたた業業務務効効率率化化にに関関すするる内内容容 

－－シシスステテムムのの構構築築 

－－RRPPAA にによよるる業業務務自自動動化化 

・・情情報報処処理理安安全全確確保保支支援援士士ととししてて，，情情報報セセキキュュリリテティィ全全般般にに関関すするる内内容容 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

 

 全全衛衛生生環環境境をを構構築築すするるここととをを目目的的ととししたたググルルーーププのの活活動動ととししてて、、ママイイココンンととセセンンササかからら各各種種温温度度をを自自動動計計測測しし、、ササ

ーーババにに情情報報をを送送信信すするる測測定定器器のの製製作作をを行行っってていいまますす。。主主にに送送らられれたた情情報報をを基基ににググララフフ等等をを表表示示すするるホホーームムペペーージジ

のの構構築築ややププロロググララムムのの作作成成をを担担当当ししてていいまますす（（図図１１））。。ままたたそそれれららのの情情報報ををよよりり分分かかりりややすすくく伝伝ええるるたためめのの可可視視化化

（（見見ええるる化化））もも試試みみてていいまますす（（図図２２））。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図１１ ママイイココンン等等をを用用いいたたデデーータタ計計測測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図２２ 温温度度情情報報のの可可視視化化 

研研究究タタイイトトルル：： 

WBGT（熱中症指数）の自動計測および可視化
氏氏名名：：   中中村村 孝孝史史／／NNAAKKAAMMUURRAA TTaakkaaffuummii EE--mmaaiill：： nnaakkaammuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：： 学学士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： 自自動動化化・・安安全全衛衛生生 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

専専門門分分野野をを活活かかししたた公公開開講講座座やや出出前前授授業業のの支支援援をを行行っってておおりりまますす。。活活動動のの一一部部はは教教育育研研

究究支支援援セセンンタターーホホーームムペペーージジ((hhttttpp::////wwwwww..ttsscc..ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp//))ででもも公公開開ししてておおりりまますす。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

事事例例１１ 振振込込詐詐欺欺電電話話撃撃退退技技術術のの開開発発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振振りり込込めめ詐詐欺欺ななどどのの電電話話をを使使っったた詐詐欺欺通通話話をを音音声声認認識識とと詐詐欺欺通通話話判判定定をを行行うう AAII をを使使っってて検検出出しし，，被被害害をを防防止止すす

るる．．電電話話機機でではは会会話話内内容容ををデディィジジタタルル化化ししててイインンタターーネネッットトをを介介ししたた音音声声認認識識機機能能をを使使っっててリリアアルルタタイイムムででテテキキスストト

化化しし，，ささららにに詐詐欺欺電電話話ででああるる可可能能性性をを，，人人工工知知能能をを用用いいてて判判定定すするる．．詐詐欺欺電電話話のの可可能能性性がが高高けけれればば（（回回線線をを切切断断

すするるだだけけでではは発発信信者者側側にに詐詐欺欺電電話話とと判判断断ししたたここととがが伝伝わわららなないいたためめ））事事前前にに登登録録さされれてていいるる親親族族ももししくくはは捜捜査査機機関関

にに発発信信ししてて電電話話会会議議をを開開設設ししてて第第 33 者者をを割割りり込込まませせるる．．技技術術的的ににはは既既存存電電話話回回線線，，ススママーートトフフォォンンななどどののソソフフトトフフォォ

ンンななどどにに応応用用可可能能ででああるる．．ままたた電電話話機機にに実実装装すするるここととでで，，通通信信のの秘秘密密のの保保護護義義務務にに抵抵触触ししなないい．． 

 

 

 

事事例例 22 

 アアププリリケケーーシショョンンササーーババののママイイククロロササーービビスス化化にに伴伴うう，，ココンンテテナナーー間間ののネネッットトワワーークク性性能能測測定定技技術術．． 

ココンンテテナナーーやや仮仮想想ママシシンンのの VVLLAANN 接接続続，，実実ネネッットトワワーークク接接続続，，内内部部仮仮想想ネネッットトワワーークク接接続続ななどど多多様様なな構構成成 

ごごととのの性性能能比比較較技技術術．． 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

ネットワークソフトウェア関係技術開発
氏氏名名：：   波波多多 浩浩昭昭／／HHAATTAA HHiirrooaakkii EE--mmaaiill：： hhaattaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE 

キキーーワワーードド：： イインンタターーネネッットト，，企企業業ネネッットトワワーークク，，仮仮想想ネネッットトワワーークク 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ネネッットトワワーークク仮仮想想化化 仮仮想想ママシシンン 

・・仮仮想想ママシシンン((kkvvmm)) 

・・ココンンテテナナーー((ddoocckkeerr)) 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

事事例例１１ 振振込込詐詐欺欺電電話話撃撃退退技技術術のの開開発発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振振りり込込めめ詐詐欺欺ななどどのの電電話話をを使使っったた詐詐欺欺通通話話をを音音声声認認識識とと詐詐欺欺通通話話判判定定をを行行うう AAII をを使使っってて検検出出しし，，被被害害をを防防止止すす

るる．．電電話話機機でではは会会話話内内容容ををデディィジジタタルル化化ししててイインンタターーネネッットトをを介介ししたた音音声声認認識識機機能能をを使使っっててリリアアルルタタイイムムででテテキキスストト

化化しし，，ささららにに詐詐欺欺電電話話ででああるる可可能能性性をを，，人人工工知知能能をを用用いいてて判判定定すするる．．詐詐欺欺電電話話のの可可能能性性がが高高けけれればば（（回回線線をを切切断断

すするるだだけけでではは発発信信者者側側にに詐詐欺欺電電話話とと判判断断ししたたここととがが伝伝わわららなないいたためめ））事事前前にに登登録録さされれてていいるる親親族族ももししくくはは捜捜査査機機関関

にに発発信信ししてて電電話話会会議議をを開開設設ししてて第第 33 者者をを割割りり込込まませせるる．．技技術術的的ににはは既既存存電電話話回回線線，，ススママーートトフフォォンンななどどののソソフフトトフフォォ

ンンななどどにに応応用用可可能能ででああるる．．ままたた電電話話機機にに実実装装すするるここととでで，，通通信信のの秘秘密密のの保保護護義義務務にに抵抵触触ししなないい．． 

 

 

 

事事例例 22 

 アアププリリケケーーシショョンンササーーババののママイイククロロササーービビスス化化にに伴伴うう，，ココンンテテナナーー間間ののネネッットトワワーークク性性能能測測定定技技術術．． 

ココンンテテナナーーやや仮仮想想ママシシンンのの VVLLAANN 接接続続，，実実ネネッットトワワーークク接接続続，，内内部部仮仮想想ネネッットトワワーークク接接続続ななどど多多様様なな構構成成 

ごごととのの性性能能比比較較技技術術．． 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

ネットワークソフトウェア関係技術開発
氏氏名名：：   波波多多 浩浩昭昭／／HHAATTAA HHiirrooaakkii EE--mmaaiill：： hhaattaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE 

キキーーワワーードド：： イインンタターーネネッットト，，企企業業ネネッットトワワーークク，，仮仮想想ネネッットトワワーークク 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ネネッットトワワーークク仮仮想想化化 仮仮想想ママシシンン 

・・仮仮想想ママシシンン((kkvvmm)) 

・・ココンンテテナナーー((ddoocckkeerr)) 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：： 周周波波数数をを有有効効にに利利用用すするる高高信信頼頼デディィジジタタルル無無線線シシスステテムムにに関関すするる研研究究 

地地上上波波をを用用いいるるデディィジジタタルル無無線線伝伝送送はは、、山山岳岳やや建建物物ななどどのの反反射射にによよりりママルルチチパパススとといいうう現現象象がが発発生生しし、、電電波波のの

品品質質をを低低下下ささせせるる。。ここののたためめ、、ママルルチチパパスス耐耐性性にに優優れれたた特特性性をを持持つつ直直交交周周波波数数分分割割多多重重 OOFFDDMM ((OOrrtthhooggoonnaall 

FFrreeqquueennccyy DDiivviissiioonn MMuullttiipplleexxiinngg))のの無無線線シシスステテムムがが、、ここれれままででにに広広くく実実用用化化さされれててききたた。。ししかかししななががらら OOFFDDMM はは送送信信

電電力力効効率率がが悪悪いいとといいうう課課題題ががあありり、、近近年年はは、、電電力力効効率率のの良良ささととママルルチチパパスス耐耐性性のの両両方方をを備備ええるる SSCC--FFDDEE ((SSiinnggllee 

CCaarrrriieerr -- FFrreeqquueennccyy DDoommaaiinn EEqquuaalliizzaattiioonn)) 方方式式がが注注目目さされれてていいるる．． 

電電波波のの周周波波数数はは有有限限でであありり、、周周波波数数をを有有効効にに利利用用ででききるる手手法法のの追追及及はは永永遠遠のの課課題題ででああるる。。無無線線にによよるる伝伝送送距距

離離をを拡拡大大すするるたためめににはは、、リリピピーータターーをを用用いいてて周周波波数数をを変変ええてて電電波波干干渉渉をを避避けけななががらら伝伝送送距距離離をを拡拡大大すするるここととがが実実

用用的的ででああるるがが、、周周波波数数利利用用効効率率のの観観点点かかららははああままりり好好ままししくくなないい。。ここののたためめ、、同同じじ周周波波数数をを使使っってて信信号号をを劣劣化化ささせせ

るるここととななくく電電波波ををリリレレーー式式にに中中継継すするるブブーーススタターーのの技技術術をを実実現現すするるここととがが望望ままれれるる。。ししかかししななががらら，，ブブーーススタターーをを用用

いいるる場場合合，，送送信信アアンンテテナナかからら放放射射さされれたた電電波波がが受受信信アアンンテテナナにに回回りり込込みみ，，伝伝送送特特性性をを劣劣化化ささせせたたりり，，最最悪悪のの場場合合ブブ

ーーススタターー発発振振をを引引きき起起ここししたたりりすするる課課題題ががああるる．． 

SSCC--FFDDEE 方方式式ははブブーーススタターーをを用用いいてて同同一一周周波波数数にによよるるリリレレーー中中継継をを行行うう場場合合、、中中継継にによよるる信信号号劣劣化化がが無無いい DDFF 

((DDeeccooddee aanndd FFoorrwwaarrdd rreellaayy))方方式式がが構構成成ででききるるここととにに着着目目しし、、SSCC--FFDDEE方方式式ににおおいいてて以以下下にに示示すす回回りり込込みみキキャャンンセセララ

をを使使っったたブブーーススタターーシシスステテムムのの研研究究をを行行っってていいるる。。 

 

・・受受信信信信号号とと再再送送信信信信号号のの相相関関演演算算をを行行いいそそのの誤誤差差をを最最小小化化すするる回回りり込込みみキキャャンンセセララ 

・・受受信信波波にに含含ままれれるるママルルチチパパススとと自自局局回回りり込込みみをを同同時時ににキキャャンンセセルルすするる回回りり込込みみキキャャンンセセララ 

・・予予めめ送送信信側側でで挿挿入入さされれたた SSCC--FFDDEE ののユユニニーーククワワーードドをを用用いいたた高高性性能能回回りり込込みみキキャャンンセセララ 

 

ママイイククロロ波波帯帯ややミミリリ波波帯帯ににここれれららのの技技術術をを適適用用すするるたためめ、、計計算算機機シシミミュュレレーーシショョンンをを行行いい、、シシスステテムムのの有有効効性性をを確確認認

すするる研研究究をを行行っってていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回回りり込込みみキキャャンンセセルル機機能能付付ききブブーーススタターー          単単一一周周波波数数ネネッットトワワーークク （（SSFFNN）） 

研研究究タタイイトトルル：： 

高信頼ディジタル無線伝送に関する研究
氏氏名名：：   濱濱住住 啓啓之之／／HHAAMMAAZZUUMMII HHiirrooyyuukkii EE--mmaaiill：： hhaammaazzuummii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 映映像像情情報報メメデディィアア学学会会、、電電子子情情報報通通信信学学会会 

キキーーワワーードド：： デディィジジタタルル無無線線、、シシミミュュレレーーシショョンン、、単単一一周周波波数数ネネッットトワワーークク、、アアンンテテナナ、、電電波波伝伝搬搬 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ワワイイヤヤレレススカカメメララ、、ワワイイヤヤレレススママイイククななどど、、映映像像・・音音声声信信号号のの無無線線伝伝送送シシスステテムム 

・・OOFFDDMM ((OOrrtthhooggoonnaall FFrreeqquueennccyy DDiivviissiioonn MMuullttiipplleexxiinngg))無無線線シシスステテムム 

・・SSCC--FFDDEE((SSiinnggllee CCaarrrriieerr FFrreeqquueennccyy DDoommaaiinn EEqquuaalliizzaattiioonn))無無線線シシスステテムム 

・・ＳＳＦＦＮＮ（（SSiinnggllee FFrreeqquueennccyy NNeettwwoorrkk））構構築築技技術術 

f 1   回り込み波

SC復調・再変調+

f 1f 1

FIRフィルタ

+
－

係数演算

回り込み波のレプリカ生成
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

・・遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外光光検検出出器器のの高高感感度度・・高高速速化化をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた検検出出器器のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。 

 

現現在在，，遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外((MMIIRR))領領域域はは，，環環境境計計測測，，分分光光にによよるる血血糖糖値値のの測測定定，，電電波波望望遠遠鏡鏡等等へへのの利利用用がが期期待待さされれ

てていいまますす。。ししかかしし，，ここれれららのの領領域域はは，，光光源源・・検検出出器器共共にに技技術術がが十十分分にに確確立立さされれてておおららずず，，未未開開拓拓周周波波数数とと呼呼ばばれれてて

いいまますす。。そそここでで現現在在，，MMIIRR 領領域域にに於於いいててはは，，アアンンテテナナをを利利用用ししたた MMIIRR 検検出出器器のの研研究究がが行行わわれれてていいまますす。。但但しし，，従従来来

のの MMIIRR アアンンテテナナ研研究究でではは，，アアンンテテナナイインンピピーーダダンンススのの評評価価方方法法がが確確立立さされれてていいまませせんんででししたた。。そそここでで，，中中赤赤外外光光をを

受受信信可可能能ななアアンンテテナナののイインンピピーーダダンンスス評評価価方方法法ににつついいててのの研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた，，中中赤赤外外光光検検出出器器のの性性能能向向

上上をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた光光検検出出器器のの検検討討もも行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

中赤外光検出器の為のアンテナに関する研究
氏氏名名：：   堀堀川川 隼隼世世／／HHOORRIIKKAAWWAA JJuunnsseeii EE--mmaaiill：： ookkuubboo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 講講師師 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会，，日日本本物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： アアンンテテナナ，，中中赤赤外外光光検検出出器器，，シシミミュュレレーーシショョンン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

・・遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外光光検検出出器器のの高高感感度度・・高高速速化化をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた検検出出器器のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。 

 

現現在在，，遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外((MMIIRR))領領域域はは，，環環境境計計測測，，分分光光にによよるる血血糖糖値値のの測測定定，，電電波波望望遠遠鏡鏡等等へへのの利利用用がが期期待待さされれ

てていいまますす。。ししかかしし，，ここれれららのの領領域域はは，，光光源源・・検検出出器器共共にに技技術術がが十十分分にに確確立立さされれてておおららずず，，未未開開拓拓周周波波数数とと呼呼ばばれれてて

いいまますす。。そそここでで現現在在，，MMIIRR 領領域域にに於於いいててはは，，アアンンテテナナをを利利用用ししたた MMIIRR 検検出出器器のの研研究究がが行行わわれれてていいまますす。。但但しし，，従従来来

のの MMIIRR アアンンテテナナ研研究究でではは，，アアンンテテナナイインンピピーーダダンンススのの評評価価方方法法がが確確立立さされれてていいまませせんんででししたた。。そそここでで，，中中赤赤外外光光をを

受受信信可可能能ななアアンンテテナナののイインンピピーーダダンンスス評評価価方方法法ににつついいててのの研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた，，中中赤赤外外光光検検出出器器のの性性能能向向

上上をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた光光検検出出器器のの検検討討もも行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

中赤外光検出器の為のアンテナに関する研究
氏氏名名：：   堀堀川川 隼隼世世／／HHOORRIIKKAAWWAA JJuunnsseeii EE--mmaaiill：： ookkuubboo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 講講師師 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会，，日日本本物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： アアンンテテナナ，，中中赤赤外外光光検検出出器器，，シシミミュュレレーーシショョンン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

【【多多重重様様相相論論理理】】 

定定理理自自動動証証明明器器のの実実装装 

 

日日常常的的なな論論理理思思考考をを形形式式化化ししたた様様相相論論理理にに対対すするる

定定理理自自動動証証明明ププロロググララムムをを実実装装ししてていいまますす（（下下図図））。。特特

にに認認識識論論理理とと時時間間論論理理をを融融合合ししたた多多重重様様相相論論理理をを研研

究究対対象象ととししてていいまますす。。定定理理のの真真偽偽をを自自動動判判断断すするるこことと

をを利利用用ししてて，，ププロロググララムム検検証証分分野野へへのの応応用用もも試試みみてていい

まますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図１１ 定定理理自自動動証証明明器器 

 

 

【【画画像像処処理理】】 

パパタターーンン認認識識・・最最適適解解探探索索 

 

画画像像処処理理とと最最適適解解探探索索をを用用いいてて，，画画像像上上のの特特定定物物体体

（（顔顔，，手手指指，，文文字字ななどど））をを検検出出ししてていいまますす。。ままたた，，パパタターーンン

認認識識にによよりり，，検検出出物物体体のの分分類類ににもも取取りり組組んんででいいまますす（（下下

図図））。。ささららにに，，動動画画像像処処理理にによよりり，，動動作作認認識識をを用用いいたたイインン

タタフフェェーースス開開発発もも試試みみてていいまますす。。 

 

 

図図２２ 画画像像処処理理をを用用いいたた文文字字認認識識 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

多多様様相相理理論論//ママルルチチエエーージジェェンントト・・シシスステテムムのの 論論理理的的形形式式化化 

氏氏名名：：   丸丸山山 晃晃生生／／MMAARRUUYYAAMMAA AAkkiioo EE--mmaaiill：： mmaarruuyyaammaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（情情報報科科学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本ソソフフトトウウェェアア科科学学会会，，日日本本数数学学会会 

キキーーワワーードド：： 記記号号論論理理，，エエーージジェェンントト，，画画像像認認識識 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・事事象象にに対対すするる論論理理学学的的検検証証 

・・像像情情報報かかららのの物物体体検検出出//認認識識 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

学び方の学びのための学習支援システム
氏氏名名：：   森森田田 海海 ／／ MMOORRIITTAA KKaaii EE--mmaaiill：： mmoorriittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 修修士士（（知知識識科科学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 教教育育シシスステテムム情情報報学学会会，，教教育育工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育学学会会 

キキーーワワーードド：： 学学習習支支援援シシスステテムム，，自自己己調調整整学学習習，，メメンンタタリリンンググ 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・教教材材開開発発 

・・学学習習支支援援シシスステテムムのの開開発発 

・・学学習習ププロロセセススのの分分析析 

・・学学習習ププロロググララムムのの実実践践 

研研究究内内容容：：  

図１．学習支援の枠組み
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図３．学習プロセスの可視化

【学習支援のモデル化】  

学びを促すシステムを開発する上で，学習目標は何か，そこにどのよ

うな難しさがあり，どのような工夫で乗り越えさせるかを明確にするこ

とが肝要である．図１は，自己調整の意義に気づかせるシステムの

設計指針である．学習者は仮想的な他者の学習についてメンタリン

グするという課題を通じて，自己調整学習の知識を吟味し選ぶことを

通じて，意識的に考えを深める環境を実現している．
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【学習教材・学習支援システムの開発】  

学びとは経験を通じて自分なりの理解を形成することである．誰にと

っても同じ教材が良いわけではない．学習者にはシステム上でさまざ

まな試行錯誤を経験させ，システムは学習者の理解状態などを診断

し，適応的に支援できることが望ましい．図２は，学習者が仮想的な

他者の自己調整についてメンタリングする言葉かけを選ぶ課題のイ

ンタフェースである．課題中の行き詰まりなどを診断し，フィードバック

をリアルタイムで与えることができる．

【教育プログラムの実践・分析】  

自己調整学習スキルは，長期的かつ自律的に学んでいくことが望ま

しい．開発したシステムは，講義や演習を組み合わせて，自己調整

学習スキルを学ぶための態度形成を狙いとする大学生の教育プログ

ラムとして構成してきた．図３は，システム履歴から学習プロセスを可

視化したものである．分析結果は，教育改善・システム改善に活かさ

れる．

今後の課題は，学習者の学齢・認知特性に応じた教材・支援機能を

洗練させ，各科目の教育と連携し，より長期的な学び方の学びのた

めの教育プログラムとスキル評価手法を開発していくことである．

学びは，内容が複雑になればなるほど，質を高めようとすればするほ

ど，学習者自身による学びの調整が重要である．学びを調整する過

程は，自己調整学習と呼ばれ，目標設定・計画，モニタリング・コント

ロール，内省などに関わる知見が多くの研究を通じて積み上げられ

てきた．しかしながら，自己調整学習は，頭の中で行われている目に

見えない活動であるため，その学習・支援は容易ではない．また，あ

る科目・状況で自己調整できたとしても，別の科目・状況の学びに転

移できるとは限らない．私は，これらの困難性に対し，ICT を活用した

アプローチにより，学習者が自ら学び方を学べるようになるためのシ

ステムデザインを探求している．
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

学び方の学びのための学習支援システム
氏氏名名：：   森森田田 海海 ／／ MMOORRIITTAA KKaaii EE--mmaaiill：： mmoorriittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 修修士士（（知知識識科科学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 教教育育シシスステテムム情情報報学学会会，，教教育育工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育学学会会 

キキーーワワーードド：： 学学習習支支援援シシスステテムム，，自自己己調調整整学学習習，，メメンンタタリリンンググ 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・教教材材開開発発 

・・学学習習支支援援シシスステテムムのの開開発発 

・・学学習習ププロロセセススのの分分析析 

・・学学習習ププロロググララムムのの実実践践 

研研究究内内容容：：  

図１．学習支援の枠組み
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図３．学習プロセスの可視化

【学習支援のモデル化】  

学びを促すシステムを開発する上で，学習目標は何か，そこにどのよ

うな難しさがあり，どのような工夫で乗り越えさせるかを明確にするこ

とが肝要である．図１は，自己調整の意義に気づかせるシステムの

設計指針である．学習者は仮想的な他者の学習についてメンタリン

グするという課題を通じて，自己調整学習の知識を吟味し選ぶことを

通じて，意識的に考えを深める環境を実現している．
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【学習教材・学習支援システムの開発】  

学びとは経験を通じて自分なりの理解を形成することである．誰にと

っても同じ教材が良いわけではない．学習者にはシステム上でさまざ

まな試行錯誤を経験させ，システムは学習者の理解状態などを診断

し，適応的に支援できることが望ましい．図２は，学習者が仮想的な

他者の自己調整についてメンタリングする言葉かけを選ぶ課題のイ

ンタフェースである．課題中の行き詰まりなどを診断し，フィードバック

をリアルタイムで与えることができる．

【教育プログラムの実践・分析】  

自己調整学習スキルは，長期的かつ自律的に学んでいくことが望ま

しい．開発したシステムは，講義や演習を組み合わせて，自己調整

学習スキルを学ぶための態度形成を狙いとする大学生の教育プログ

ラムとして構成してきた．図３は，システム履歴から学習プロセスを可

視化したものである．分析結果は，教育改善・システム改善に活かさ

れる．

今後の課題は，学習者の学齢・認知特性に応じた教材・支援機能を

洗練させ，各科目の教育と連携し，より長期的な学び方の学びのた

めの教育プログラムとスキル評価手法を開発していくことである．

学びは，内容が複雑になればなるほど，質を高めようとすればするほ

ど，学習者自身による学びの調整が重要である．学びを調整する過

程は，自己調整学習と呼ばれ，目標設定・計画，モニタリング・コント

ロール，内省などに関わる知見が多くの研究を通じて積み上げられ

てきた．しかしながら，自己調整学習は，頭の中で行われている目に

見えない活動であるため，その学習・支援は容易ではない．また，あ

る科目・状況で自己調整できたとしても，別の科目・状況の学びに転

移できるとは限らない．私は，これらの困難性に対し，ICT を活用した

アプローチにより，学習者が自ら学び方を学べるようになるためのシ

ステムデザインを探求している．
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

【【福福祉祉機機器器のの開開発発】】 

教教員員本本人人がが身身体体障障ががいい当当事事者者でであありり，，そそのの立立場場もも活活

かかししななががらら，，テテククノノロロジジをを応応用用ししたた福福祉祉用用具具のの開開発発・・提提案案

をを行行っってていいききたたいいとと考考ええてていいるる。。障障ががいい当当事事者者のの行行動動をを

ササポポーートトしし，，便便利利ににししたたりり快快適適ににししたたりりすするるたためめのの用用具具をを

製製作作すするる。。（（以以下下はは例例）） 

・ 障障害害物物検検知知にによよるる視視覚覚障障ががいい支支援援用用具具（（図図 11，，22）） 

・ 音音のの到到来来方方向向検検知知にによよるる聴聴覚覚障障ががいいのの支支援援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図１１ 電電子子白白杖杖 

 

 

 

 

 

 

 

図図 22 ススママーートトフフォォンンをを用用いいたた障障害害物物検検知知 

 

【【セセンンササ等等のの活活用用】】 

ママイイココンンややセセンンササをを活活用用ししてて，，人人のの行行動動ををササポポーートトしし

便便利利・・快快適適ににすするるたためめのの用用具具をを製製作作すするる。。（（以以下下はは例例）） 

・ 果果実実熟熟度度簡簡易易判判定定ののたためめのの分分光光光光度度計計（（図図 33）） 

・ 部部活活動動ににおおけけるる練練習習効効率率向向上上ののたためめのの装装置置 

 個個人人練練習習のの簡簡易易評評価価，，計計測測用用具具 

 

【【新新規規アアククチチュュエエーータタ】】 

ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉はは，，ヒヒトトのの指指やや手手足足ののよよううなな収収

縮縮動動作作がが可可能能でであありり，，軽軽量量でで静静音音動動作作可可能能ななアアククチチュュ

エエーータタととししてて注注目目さされれてていいるる。。ももしし実実用用化化ででききれればば，，福福

祉祉機機器器のの「「人人にに寄寄りり添添うう用用具具」」ととししててのの快快適適性性向向上上がが

期期待待ででききるる。。そそのの性性能能向向上上へへ向向けけたた試試作作，，特特性性評評価価をを

行行うう。。（（図図 44）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 33 簡簡易易分分光光光光度度計計モモジジュューールル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 44 ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉 

研研究究タタイイトトルル：： 

セセンンササ等等をを活活用用ししたた福福祉祉用用具具のの開開発発 
氏氏名名：：   荒荒川川 正正和和／／AARRAAKKAAWWAA MMaassaakkaazzuu EE--mmaaiill：： aarraakkaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
電電子子情情報報通通信信学学会会，，日日本本福福祉祉工工学学会会，，産産業業応応用用工工学学会会，， 

シシスステテムム農農学学会会 

キキーーワワーードド：： 福福祉祉工工学学，，セセンンササ応応用用，，新新規規アアククチチュュエエーータタ，，工工学学教教育育 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・障障ががいい者者福福祉祉にに役役立立つつ用用具具のの開開発発 

・・研研究究活活動動のの成成果果をを踏踏ままええたた理理工工系系分分野野啓啓蒙蒙ののたためめのの教教育育手手法法 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機（（轟轟産産業業））  

デデジジタタルルママイイククロロススココーーププ（（オオリリンンパパスス））  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減はは環環境境問問題題ににおおけけるる最最重重要要課課題題ででああるる。。摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減をを最最終終目目標標ととししてて，，トトラライイボボロロジジーー（（摩摩擦擦

学学））ととメメタタララジジーー（（金金属属学学））をを融融合合ししたた最最先先端端のの新新ししいい研研究究にに取取りり組組んんででいいるる。。特特にに，，摩摩擦擦摩摩耗耗のの影影響響をを受受けけたた材材料料

表表面面はは，，組組織織がが微微細細化化・・ナナノノ結結晶晶化化ししてていいるるとと考考ええらられれ，，耐耐摩摩耗耗性性ににもも優優れれてていいるるとと期期待待さされれるる。。 

 

超超強強加加工工ななどどにによよりり作作成成ししたた超超微微細細組組織織材材料料はは，，合合金金元元素素にに頼頼ららずずにに高高強強度度をを示示すすとといいうう新新ししいい発発想想にに基基づづいい

たた画画期期的的材材料料ででああるるたためめにに，，環環境境資資源源・・エエネネルルギギーー問問題題のの観観点点かからら次次世世代代のの構構造造材材料料候候補補ととししてて近近年年注注目目をを集集

めめてていいるる。。ここのの微微細細組組織織材材料料のの摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性をを評評価価ししてていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機                    摩摩擦擦表表層層のの SSEEMM にによよるる反反射射電電子子像像 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

超微細組織材料の摩耗特性
氏氏名名：：   加加藤藤 寛寛敬敬／／KKAATTOO HHiirroottaakkaa EE--mmaaiill：： hhkkaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： PPhh..DD.. 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本トトラライイボボロロジジーー学学会会，，日日本本金金属属学学会会 

キキーーワワーードド：： 摩摩耗耗，，微微細細組組織織材材料料，，電電子子顕顕微微鏡鏡 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性評評価価 

・・ 

・・ 

 

1μm1μm
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機（（轟轟産産業業））  

デデジジタタルルママイイククロロススココーーププ（（オオリリンンパパスス））  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減はは環環境境問問題題ににおおけけるる最最重重要要課課題題ででああるる。。摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減をを最最終終目目標標ととししてて，，トトラライイボボロロジジーー（（摩摩擦擦

学学））ととメメタタララジジーー（（金金属属学学））をを融融合合ししたた最最先先端端のの新新ししいい研研究究にに取取りり組組んんででいいるる。。特特にに，，摩摩擦擦摩摩耗耗のの影影響響をを受受けけたた材材料料

表表面面はは，，組組織織がが微微細細化化・・ナナノノ結結晶晶化化ししてていいるるとと考考ええらられれ，，耐耐摩摩耗耗性性ににもも優優れれてていいるるとと期期待待さされれるる。。 

 

超超強強加加工工ななどどにによよりり作作成成ししたた超超微微細細組組織織材材料料はは，，合合金金元元素素にに頼頼ららずずにに高高強強度度をを示示すすとといいうう新新ししいい発発想想にに基基づづいい

たた画画期期的的材材料料ででああるるたためめにに，，環環境境資資源源・・エエネネルルギギーー問問題題のの観観点点かからら次次世世代代のの構構造造材材料料候候補補ととししてて近近年年注注目目をを集集

めめてていいるる。。ここのの微微細細組組織織材材料料のの摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性をを評評価価ししてていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機                    摩摩擦擦表表層層のの SSEEMM にによよるる反反射射電電子子像像 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

超微細組織材料の摩耗特性
氏氏名名：：   加加藤藤 寛寛敬敬／／KKAATTOO HHiirroottaakkaa EE--mmaaiill：： hhkkaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： PPhh..DD.. 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本トトラライイボボロロジジーー学学会会，，日日本本金金属属学学会会 

キキーーワワーードド：： 摩摩耗耗，，微微細細組組織織材材料料，，電電子子顕顕微微鏡鏡 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性評評価価 

・・ 

・・ 

 

1μm1μm
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

図図１１ 自自作作ししたたナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉 図図２２ ナナイイロロンン糸糸のの直直径径のの違違いいににおおけけるる 

伸伸縮縮回回数数のの違違いい 

研研究究内内容容：：  

 

 

【【ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉ににつついいてて】】 

 ナナイイロロンン人人工工筋筋肉肉はは，，釣釣りり糸糸やや縫縫いい糸糸にに使使用用すするるナナイイロロンン糸糸をを捻捻っっててココイイルル状状にに形形成成ししたたももののででああるる．．本本来来ナナ

イイロロンンはは、、加加熱熱すするるとと収収縮縮すするる性性質質ががあありり、、ココイイルル状状にに形形成成すするるここととでで全全体体のの収収縮縮率率ををよよりり大大ききくくすするるここととががでできき

るる．．そそののたためめ，，図図 11 ののよよううにに釣釣りり糸糸やや縫縫いい糸糸ととししてて使使用用さされれるるナナイイロロンン糸糸ををココイイルル状状ににしし，，荷荷重重にによよっってて伸伸長長ししたた状状

態態ののももののにに熱熱をを加加ええるるとと，，元元のの長長ささままでで収収縮縮すするる．．加加熱熱にによよるる収収縮縮動動作作とと放放熱熱にによよるる伸伸長長動動作作をを繰繰りり返返しし行行ううこことと

でで，，人人工工筋筋肉肉ととししててのの動動作作をを再再現現ししてていいるる．． 

 ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉のの加加熱熱ににはは，，炭炭素素繊繊維維をを通通電電ささせせたた際際にに起起ここるる発発熱熱現現象象をを利利用用ししてていいるる．．ままたた，，ナナイイロロンン製製

人人工工筋筋肉肉のの実実用用化化にに向向けけてて，，AArrdduuiinnoo をを用用いいてて伸伸縮縮動動作作のの回回数数をを調調査査すするる簡簡易易的的なな装装置置をを製製作作しし，，作作製製ししたたササンン

ププルルのの耐耐久久性性試試験験をを行行っってていいるる．．ナナイイロロンン糸糸のの直直径径のの違違いいにによよっってて伸伸縮縮回回数数がが異異ななるるここととがが明明ららかかととななっったたがが，，伸伸

縮縮回回数数ををよよりり実実用用的的ななももののににししてていいくくここととがが今今後後のの課課題題ととななっってていいるる．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

ナイロン製人工筋肉に関する研究
氏氏名名：：   久久保保 杏杏奈奈／／KKUUBBOO AAnnnnaa EE--mmaaiill：： kkuubboo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術職職員員 学学位位：： 学学士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本人人間間工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： ナナイイロロンン人人工工筋筋肉肉，，アアククチチュュエエーータタ，，炭炭素素繊繊維維 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・教教育育研研究究支支援援セセンンタターー公公開開講講座座「「ロロボボッットトをを動動かかすすププロロググララミミンンググ体体験験」」 

・・電電気気電電子子工工学学科科公公開開講講座座・・出出前前授授業業「「電電気気のの力力ででパパンンをを創創ろろうう」」「「手手作作りりススピピーーカカーー」」 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名称・型番（メーーカーー） 

ママルルチチチチャャンンネネルル分分光光器器（（大大塚塚電電子子）） 遠遠心心分分離離機機 

ソソーーララーーシシミミュュレレーータタ  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

効効率率向向上上ののメメカカニニズズムム 

色色素素増増感感太太陽陽電電池池のの構構造造 色色素素増増感感太太陽陽

電電池池のの外外観観 

SSiiOO22被被膜膜金金ナナノノ粒粒子子 

名称 型番（メ カ ）

研研究究内内容容：：  

【【金金属属ナナノノ粒粒子子のの太太陽陽電電池池応応用用】】 

金金属属ナナノノ粒粒子子のの光光吸吸収収効効果果をを利利用用すするるここととでで、、太太陽陽

電電池池のの効効率率向向上上をを目目指指ししてていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【金金属属ナナノノ粒粒子子】】 

 デデババイイスス応応用用をを目目指指しし、、下下図図ののよよううなな種種々々のの金金属属ナナノノ

粒粒子子のの作作製製をを行行っってていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

金属ナノ粒子の太陽電池応用
氏氏名名：：   西西城城 理理志志／／SSAAIIJJOO SSaattoosshhii EE--mmaaiill：： ssaattssaaiijjoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会、、日日本本シシミミュュレレーーシショョンン＆＆ゲゲーーミミンンググ学学会会 

キキーーワワーードド：： 太太陽陽電電池池、、ナナノノ粒粒子子 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・ 金金属属ナナノノ粒粒子子作作製製 

・ 太太陽陽電電池池作作製製（（基基礎礎技技術術）） 

・・ 

チチェェイインン状状のの金金ナナノノ粒粒子子 

基基板板上上にに配配置置ししたた 

金金ナナノノ粒粒子子のの SSEEMM 像像 

金金ナナノノ粒粒子子溶溶液液 

─122─



 

- 122 - 

 

 

 

 

 

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

ママルルチチチチャャンンネネルル分分光光器器（（大大塚塚電電子子）） 遠遠心心分分離離機機 

ソソーーララーーシシミミュュレレーータタ  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

効効率率向向上上ののメメカカニニズズムム 

色色素素増増感感太太陽陽電電池池のの構構造造 色色素素増増感感太太陽陽

電電池池のの外外観観 

SSiiOO22被被膜膜金金ナナノノ粒粒子子 

研研究究内内容容：：  

【【金金属属ナナノノ粒粒子子のの太太陽陽電電池池応応用用】】 

金金属属ナナノノ粒粒子子のの光光吸吸収収効効果果をを利利用用すするるここととでで、、太太陽陽

電電池池のの効効率率向向上上をを目目指指ししてていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【金金属属ナナノノ粒粒子子】】 

 デデババイイスス応応用用をを目目指指しし、、下下図図ののよよううなな種種々々のの金金属属ナナノノ

粒粒子子のの作作製製をを行行っってていいるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

金属ナノ粒子の太陽電池応用
氏氏名名：：   西西城城 理理志志／／SSAAIIJJOO SSaattoosshhii EE--mmaaiill：： ssaattssaaiijjoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会、、日日本本シシミミュュレレーーシショョンン＆＆ゲゲーーミミンンググ学学会会 

キキーーワワーードド：： 太太陽陽電電池池、、ナナノノ粒粒子子 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・ 金金属属ナナノノ粒粒子子作作製製 

・ 太太陽陽電電池池作作製製（（基基礎礎技技術術）） 

・・ 

チチェェイインン状状のの金金ナナノノ粒粒子子 

基基板板上上にに配配置置ししたた 

金金ナナノノ粒粒子子のの SSEEMM 像像 

金金ナナノノ粒粒子子溶溶液液 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

ウェットプロセスによるナノ構造材料の創製と機能
氏氏名名：：   常常光光 幸幸美美／／JJYYOOKKOO YYuukkiimmii EE--mmaaiill：： jjyyookkoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 嘱嘱託託教教授授 学学位位：： 工工学学博博士士 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
TThhee EElleeccttrroocchheemmiiccaall SSoocciieettyy AAccttiivvee MMeemmbbeerr，，（（公公社社））日日本本金金属属学学会会，，

（（公公社社））電電気気化化学学会会，，（（一一社社））表表面面技技術術協協会会  

キキーーワワーードド：： ウウェェッットトププロロセセスス，，電電気気化化学学ププロロセセスス 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・めめっっきき技技術術 

・・めめっっきき微微細細配配線線形形成成ププロロセセススののキキャャララククタタリリゼゼーーシショョンン 

 

 

 研研究究内内容容：：  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

電電気気炉炉・・ KKBBFF884488NN22（（光光洋洋ササーーモモシシスステテムム、、最最高高温温度度：：11110000℃℃））  

ススピピンンココーータターー・・ MMSS--BB110000（（ミミカカササ））  

ボボーールルミミルル粉粉砕砕機機・・ AAVV--11（（アアササヒヒ理理化化製製作作所所））  

真真空空加加熱熱ププレレスス機機・・ IIMMCC--114488CC（（井井元元製製作作所所、、最最高高加加熱熱温温度度：：330000℃℃））  

  

【【高高周周波波誘誘電電体体材材料料のの開開発発研研究究】】 
誘誘電電体体材材料料はは通通信信機機器器ににおおけけるる基基板板材材料料ととししてて利利

用用さされれてていいまますす。。近近年年のの高高速速・・大大容容量量通通信信のの加加速速にに

伴伴いい、、誘誘電電体体材材料料もも低低誘誘電電率率・・低低誘誘電電損損失失をを有有すするる

特特性性がが求求めめらられれててききてていいまますす。。我我々々のの研研究究室室でではは、、

セセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造をを設設計計・・制制御御すするるここととでで，，誘誘電電

特特性性、、電電気気特特性性ななどどセセララミミッッククスス物物性性のの最最適適化化，，新新規規

セセララミミッッククススのの材材料料開開発発をを行行っってていいまますす。。ままたた，，そそれれらら

のの物物性性とと結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研究究をを行行っってて

いいまますす。。ままたた、、高高周周波波誘誘電電体体でではは、、無無機機材材料料（（セセララミミッッ

ククスス））とと有有機機材材料料（（ポポリリママーー））ととのの複複合合基基板板材材料料もも近近年年

注注目目さされれてておおりり、、セセララミミッッククスス粉粉体体のの合合成成もも行行っってていいまま

すす。。特特にに、、形形態態やや結結晶晶性性をを制制御御ししたたセセララミミッッククスス粒粒子子

をを合合成成すするるここととでで，，ミミリリ波波帯帯領領域域でで利利用用可可能能なな誘誘電電・・

熱熱的的特特性性をを兼兼ねね備備ええたた新新規規高高周周波波用用複複合合誘誘電電体体材材

料料のの開開発発もも行行っってていいまますす。。 

【【固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池のの研研究究】】 
燃燃料料電電池池はは、、水水のの電電気気分分解解のの原原理理をを利利用用しし、、水水素素

とと酸酸素素をを化化学学反反応応ささせせるるここととでで、、水水とと電電気気（（エエネネルルギギ

ーー））をを生生成成すするる装装置置でですす。。CCOO22 ななどどのの有有害害なな排排出出物物がが

無無くく、、環環境境にに優優ししいいエエネネルルギギーーでであありり、、水水素素ののももつつエエ

ネネルルギギーーのの 8833％％をを理理論論的的にに電電気気エエネネルルギギーーにに変変換換でで

ききるるとといいっったた高高いい発発電電効効率率ででももあありりまますす。。本本研研究究室室でで

はは、、低低温温（（110000～～220000℃℃））ででのの作作動動がが可可能能なな固固体体酸酸化化

物物形形燃燃料料電電池池のの開開発発にに向向けけてて、、新新たたなな電電解解質質材材料料のの

創創成成・・開開発発にに取取りり組組んんででいいまますす。。特特ににププロロトトンン伝伝導導性性

ををももつつ電電解解質質材材料料のの合合成成・・探探索索にに向向けけてて、、セセララミミッッククスス

のの材材料料設設計計やや結結晶晶構構造造解解析析をを行行ううここととでで、、燃燃料料電電池池

特特性性ととセセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研

究究をを行行っってていいまますす。。

研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

機能性セラミックス材料の合成と応用
氏氏名名：：   高高橋橋 奨奨／／TTAAKKAAHHAASSHHII SSuussuummuu EE--mmaaiill：： ttaakkaahhaasshhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本セセララミミッッククスス協協会会 

キキーーワワーードド：： 結結晶晶構構造造・・組組成成制制御御，，誘誘電電体体材材料料、、燃燃料料電電池池、、機機能能性性セセララミミッッククスス材材料料 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ミミリリ波波帯帯へへのの活活用用にに向向けけたた無無機機有有機機複複合合誘誘電電体体材材料料のの開開発発。。 

・・固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池おおよよびび電電解解質質材材料料のの開開発発 

・・セセララミミッッククスス材材料料評評価価：：電電気気伝伝導導率率，，熱熱伝伝導導率率，，表表面面観観察察，，組組成成分分析析，，XX 線線回回折折 

・・セセララミミッッククスス粉粉体体合合成成：：異異方方性性粒粒子子，，高高結結晶晶性性粒粒子子，，中中空空粒粒子子 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

電電気気炉炉・・ KKBBFF884488NN22（（光光洋洋ササーーモモシシスステテムム、、最最高高温温度度：：11110000℃℃））  

ススピピンンココーータターー・・ MMSS--BB110000（（ミミカカササ））  

ボボーールルミミルル粉粉砕砕機機・・ AAVV--11（（アアササヒヒ理理化化製製作作所所））  

真真空空加加熱熱ププレレスス機機・・ IIMMCC--114488CC（（井井元元製製作作所所、、最最高高加加熱熱温温度度：：330000℃℃））  

  

【【高高周周波波誘誘電電体体材材料料のの開開発発研研究究】】 
誘誘電電体体材材料料はは通通信信機機器器ににおおけけるる基基板板材材料料ととししてて利利

用用さされれてていいまますす。。近近年年のの高高速速・・大大容容量量通通信信のの加加速速にに

伴伴いい、、誘誘電電体体材材料料もも低低誘誘電電率率・・低低誘誘電電損損失失をを有有すするる

特特性性がが求求めめらられれててききてていいまますす。。我我々々のの研研究究室室でではは、、

セセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造をを設設計計・・制制御御すするるここととでで，，誘誘電電

特特性性、、電電気気特特性性ななどどセセララミミッッククスス物物性性のの最最適適化化，，新新規規

セセララミミッッククススのの材材料料開開発発をを行行っってていいまますす。。ままたた，，そそれれらら

のの物物性性とと結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研究究をを行行っってて

いいまますす。。ままたた、、高高周周波波誘誘電電体体でではは、、無無機機材材料料（（セセララミミッッ

ククスス））とと有有機機材材料料（（ポポリリママーー））ととのの複複合合基基板板材材料料もも近近年年

注注目目さされれてておおりり、、セセララミミッッククスス粉粉体体のの合合成成もも行行っってていいまま

すす。。特特にに、、形形態態やや結結晶晶性性をを制制御御ししたたセセララミミッッククスス粒粒子子

をを合合成成すするるここととでで，，ミミリリ波波帯帯領領域域でで利利用用可可能能なな誘誘電電・・

熱熱的的特特性性をを兼兼ねね備備ええたた新新規規高高周周波波用用複複合合誘誘電電体体材材

料料のの開開発発もも行行っってていいまますす。。 

【【固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池のの研研究究】】 
燃燃料料電電池池はは、、水水のの電電気気分分解解のの原原理理をを利利用用しし、、水水素素

とと酸酸素素をを化化学学反反応応ささせせるるここととでで、、水水とと電電気気（（エエネネルルギギ

ーー））をを生生成成すするる装装置置でですす。。CCOO22 ななどどのの有有害害なな排排出出物物がが

無無くく、、環環境境にに優優ししいいエエネネルルギギーーでであありり、、水水素素ののももつつエエ

ネネルルギギーーのの 8833％％をを理理論論的的にに電電気気エエネネルルギギーーにに変変換換でで

ききるるとといいっったた高高いい発発電電効効率率ででももあありりまますす。。本本研研究究室室でで

はは、、低低温温（（110000～～220000℃℃））ででのの作作動動がが可可能能なな固固体体酸酸化化

物物形形燃燃料料電電池池のの開開発発にに向向けけてて、、新新たたなな電電解解質質材材料料のの

創創成成・・開開発発にに取取りり組組んんででいいまますす。。特特ににププロロトトンン伝伝導導性性

ををももつつ電電解解質質材材料料のの合合成成・・探探索索にに向向けけてて、、セセララミミッッククスス

のの材材料料設設計計やや結結晶晶構構造造解解析析をを行行ううここととでで、、燃燃料料電電池池

特特性性ととセセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研

究究をを行行っってていいまますす。。

研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

機能性セラミックス材料の合成と応用
氏氏名名：：   高高橋橋 奨奨／／TTAAKKAAHHAASSHHII SSuussuummuu EE--mmaaiill：： ttaakkaahhaasshhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本セセララミミッッククスス協協会会 

キキーーワワーードド：： 結結晶晶構構造造・・組組成成制制御御，，誘誘電電体体材材料料、、燃燃料料電電池池、、機機能能性性セセララミミッッククスス材材料料 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ミミリリ波波帯帯へへのの活活用用にに向向けけたた無無機機有有機機複複合合誘誘電電体体材材料料のの開開発発。。 

・・固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池おおよよびび電電解解質質材材料料のの開開発発 

・・セセララミミッッククスス材材料料評評価価：：電電気気伝伝導導率率，，熱熱伝伝導導率率，，表表面面観観察察，，組組成成分分析析，，XX 線線回回折折 

・・セセララミミッッククスス粉粉体体合合成成：：異異方方性性粒粒子子，，高高結結晶晶性性粒粒子子，，中中空空粒粒子子 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

近近接接気気化化型型 CCVVDD 法法にによよるる薄薄膜膜のの合合成成 

キキャャリリヤヤーーガガススをを用用いいなないい近近接接気気化化型型化化学学気気相相析析出出（（CCVVDD））法法のの研研究究ををししてていいまますす。。下下図図ににビビスス 22,,44－－ペペンン

タタンンジジオオナナトト亜亜鉛鉛をを原原料料ととししててここのの合合成成法法にによよりり SSii 単単結結晶晶基基板板上上にに 115500℃℃のの低低温温でで合合成成ししたた酸酸化化亜亜鉛鉛膜膜をを図図

11 にに示示ししまますす。。 

 

 

構構造造規規制制材材料料のの合合成成 

構構造造をを規規制制ししたたナナノノ銀銀のの合合成成ををししてていいまますす。。条条件件をを選選ぶぶここととにによよっってて高高校校のの化化学学のの教教科科書書にに載載っってていいるるデデ

ンンドドラライイトト（（樹樹枝枝））状状のの銀銀樹樹ででなないい銀銀がが合合成成ででききまますす。。図図 22 ににアアククリリルル基基板板上上にに合合成成ししたたひひもも状状のの銀銀，，図図 33 ににアア

ククリリルル基基板板上上にに合合成成ししたた部部分分的的にに配配列列ししたた銀銀ロロッッドドををそそれれぞぞれれ示示ししまますす。。 

 

 

 

 

図図 11 基基板板温温度度 115500℃℃でで        図図 22  ひひもも状状のの銀銀              図図 33 部部分分的的にに配配列列ししたた銀銀ロロッッドド 

合合成成ししたた ZZnnOO 膜膜 

研研究究タタイイトトルル：： 

近近接接気気化化型型 CCVVDD 法法にによよるる薄薄膜膜のの合合成成 // 構構造造規規制制材材料料のの合合成成 

氏氏名名：：   西西野野 純純一一／／NNIISSHHIINNOO JJuunniicchhii EE--mmaaiill：： nniisshhiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本セセララミミッッククスス協協会会，，電電気気化化学学会会，，表表面面技技術術協協会会 

キキーーワワーードド：： 薄薄膜膜，，化化学学気気相相析析出出（（CCVVDD））法法，，ナナノノ材材料料，，構構造造規規制制 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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研研究究内内容容：： 錯錯体体触触媒媒をを用用いいたた酸酸化化的的青青色色色色素素合合成成 

・・ 錯錯体体はは近近年年いいろろいいろろなな分分野野にに利利用用さされれてておおりり錯錯体体をを元元ににししたた触触媒媒もも多多くく報報告告さされれてていいまますす。。                     

・・ 酸酸化化反反応応はは古古いい反反応応とと思思わわれれががちちでですすがが、、SSDDGGss がが注注目目さされれるるよよううにに、、次次世世代代にに向向けけたた効効率率がが良良くく廃廃棄棄物物がが少少

なないい触触媒媒的的酸酸化化反反応応はは、、現現在在非非常常にに限限らられれてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポポリリオオキキソソメメタタレレーートト錯錯体体をを触触媒媒ととししたた過過酸酸化化水水素素水水にによよるる青青色色色色素素のの合合成成 

・・ 青青色色色色素素はは製製造造段段階階ににおおいいてて多多量量のの毒毒物物をを用用いいたたりり、、多多くくのの有有害害廃廃棄棄物物をを排排出出すするるププロロセセススがが多多くく、、生生産産がが困困

難難ににななっっててききてておおりり世世界界的的にに色色素素不不足足のの状状態態ににななっってていいまますす。。そそここでで錯錯体体触触媒媒にによよっってて環環境境ににややささししいい酸酸化化触触

媒媒のの開開発発にに取取りり組組んんででいいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：： 金金属属錯錯体体をを利利用用ししたた光光ががんん治治療療剤剤のの開開発発 

・・ 少少子子高高齢齢化化をを迎迎ええるる先先進進諸諸国国でではは、、身身体体へへのの負負荷荷のの小小ささいいががんん

治治療療法法のの確確立立がが必必要要でですす。。そそのの中中のの一一つつにに光光線線力力学学療療法法ががああ

りり、、内内視視鏡鏡レレーーザザーーをを用用いいるるたためめ、、内内視視鏡鏡をを通通すすだだけけのの部部分分的的なな

切切開開ののみみでで施施術術がが可可能能とといいううメメリリッットトががあありりまますす。。                     

・・ 近近年年ののががんん治治療療ににおおいいててはは抗抗体体薬薬剤剤治治療療にに注注目目がが集集ままっってていいまま

すすがが、、難難治治性性ががんんやや再再発発をを繰繰りり返返すすががんんへへのの適適用用ななどど、、未未だだ限限

定定的的なな使使用用がが認認めめらられれてていいるるののみみでですす。。                  

・・ 現現行行のの光光ががんん治治療療剤剤はは、、体体内内ででのの残残存存時時間間がが長長くく、、ままたた患患部部へへ

のの集集積積性性にに乏乏ししいいここととかからら、、特特にに食食道道ののよよううなな動動ききがが激激ししいい臓臓器器

でではは、、光光をを照照射射ししたたととききのの周周辺辺正正常常臓臓器器へへのの影影響響がが大大ききくく、、体体力力

ののなないい老老人人子子供供やや弱弱っってていいるる長長期期入入院院者者のの場場合合、、副副作作用用がが大大きき

いいももののととななっってていいまますす。。そそここでで、、身身体体にに害害がが少少なないい金金属属をを用用いいてて

患患部部集集積積性性のの高高いい錯錯体体ととすするるここととにによよっってて、、治治療療効効果果のの向向上上をを目目

指指ししてて研研究究をを続続けけてていいまますす。。    

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：：金金属属錯錯体体をを用用いいたた触触媒媒おおよよびび無無機機--有有機機ハハイイブブリリッッドド化化にに関関すするる 

研研究究 

氏氏名名：：   野野元元 昭昭宏宏／／NNoommoottoo AAkkiihhiirroo EE--mmaaiill：： nnoommoottoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本化化学学会会，，錯錯体体化化学学会会，，日日本本光光線線力力学学学学会会，，石石油油学学会会 

キキーーワワーードド：： 錯錯体体触触媒媒，，無無機機--有有機機ハハイイブブリリッッドド，，MMOOFF，，光光線線力力学学療療法法，，キキレレーートト剤剤 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・錯錯体体合合成成とと触触媒媒応応用用 

・・金金属属有有機機構構造造体体（（MMOOFF））のの設設計計指指針針とと合合成成 

・・光光線線力力学学療療法法用用色色素素のの合合成成にに関関すするる研研究究 

・・金金属属イイオオンンをを捕捕捉捉すするるキキレレーートト剤剤にに関関すするる研研究究 
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研研究究内内容容：： 錯錯体体触触媒媒をを用用いいたた酸酸化化的的青青色色色色素素合合成成 

・・ 錯錯体体はは近近年年いいろろいいろろなな分分野野にに利利用用さされれてておおりり錯錯体体をを元元ににししたた触触媒媒もも多多くく報報告告さされれてていいまますす。。                     

・・ 酸酸化化反反応応はは古古いい反反応応とと思思わわれれががちちでですすがが、、SSDDGGss がが注注目目さされれるるよよううにに、、次次世世代代にに向向けけたた効効率率がが良良くく廃廃棄棄物物がが少少

なないい触触媒媒的的酸酸化化反反応応はは、、現現在在非非常常にに限限らられれてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポポリリオオキキソソメメタタレレーートト錯錯体体をを触触媒媒ととししたた過過酸酸化化水水素素水水にによよるる青青色色色色素素のの合合成成 

・・ 青青色色色色素素はは製製造造段段階階ににおおいいてて多多量量のの毒毒物物をを用用いいたたりり、、多多くくのの有有害害廃廃棄棄物物をを排排出出すするるププロロセセススがが多多くく、、生生産産がが困困

難難ににななっっててききてておおりり世世界界的的にに色色素素不不足足のの状状態態ににななっってていいまますす。。そそここでで錯錯体体触触媒媒にによよっってて環環境境ににややささししいい酸酸化化触触

媒媒のの開開発発にに取取りり組組んんででいいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：： 金金属属錯錯体体をを利利用用ししたた光光ががんん治治療療剤剤のの開開発発 

・・ 少少子子高高齢齢化化をを迎迎ええるる先先進進諸諸国国でではは、、身身体体へへのの負負荷荷のの小小ささいいががんん

治治療療法法のの確確立立がが必必要要でですす。。そそのの中中のの一一つつにに光光線線力力学学療療法法ががああ

りり、、内内視視鏡鏡レレーーザザーーをを用用いいるるたためめ、、内内視視鏡鏡をを通通すすだだけけのの部部分分的的なな

切切開開ののみみでで施施術術がが可可能能とといいううメメリリッットトががあありりまますす。。                     

・・ 近近年年ののががんん治治療療ににおおいいててはは抗抗体体薬薬剤剤治治療療にに注注目目がが集集ままっってていいまま

すすがが、、難難治治性性ががんんやや再再発発をを繰繰りり返返すすががんんへへのの適適用用ななどど、、未未だだ限限

定定的的なな使使用用がが認認めめらられれてていいるるののみみでですす。。                  

・・ 現現行行のの光光ががんん治治療療剤剤はは、、体体内内ででのの残残存存時時間間がが長長くく、、ままたた患患部部へへ

のの集集積積性性にに乏乏ししいいここととかからら、、特特にに食食道道ののよよううなな動動ききがが激激ししいい臓臓器器

でではは、、光光をを照照射射ししたたととききのの周周辺辺正正常常臓臓器器へへのの影影響響がが大大ききくく、、体体力力

ののなないい老老人人子子供供やや弱弱っってていいるる長長期期入入院院者者のの場場合合、、副副作作用用がが大大きき

いいももののととななっってていいまますす。。そそここでで、、身身体体にに害害がが少少なないい金金属属をを用用いいてて

患患部部集集積積性性のの高高いい錯錯体体ととすするるここととにによよっってて、、治治療療効効果果のの向向上上をを目目

指指ししてて研研究究をを続続けけてていいまますす。。    

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：：金金属属錯錯体体をを用用いいたた触触媒媒おおよよびび無無機機--有有機機ハハイイブブリリッッドド化化にに関関すするる 

研研究究 

氏氏名名：：   野野元元 昭昭宏宏／／NNoommoottoo AAkkiihhiirroo EE--mmaaiill：： nnoommoottoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本化化学学会会，，錯錯体体化化学学会会，，日日本本光光線線力力学学学学会会，，石石油油学学会会 

キキーーワワーードド：： 錯錯体体触触媒媒，，無無機機--有有機機ハハイイブブリリッッドド，，MMOOFF，，光光線線力力学学療療法法，，キキレレーートト剤剤 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・錯錯体体合合成成とと触触媒媒応応用用 

・・金金属属有有機機構構造造体体（（MMOOFF））のの設設計計指指針針とと合合成成 

・・光光線線力力学学療療法法用用色色素素のの合合成成にに関関すするる研研究究 

・・金金属属イイオオンンをを捕捕捉捉すするるキキレレーートト剤剤にに関関すするる研研究究 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

摩擦・摩耗制御による地場産業支援
氏氏名名：：   橋橋本本 賢賢樹樹／／HHAASSHHIIMMOOTTOO MMaassaakkii EE--mmaaiill：： hhaasshhiimmoottoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
精精密密工工学学会会，，表表面面技技術術協協会会，，砥砥粒粒加加工工学学会会，，日日本本法法科科学学技技術術学学会会 

日日本本調調理理科科学学会会，，日日本本金金属属学学会会 

キキーーワワーードド：： 摩摩擦擦・・摩摩耗耗，，炭炭素素材材料料，，材材料料加加工工，，表表面面改改質質，，刃刃物物 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・金金属属、、セセララミミッッククススのの摩摩擦擦・・摩摩耗耗特特性性評評価価 

・・材材料料のの切切断断加加工工 

・・刃刃物物のの評評価価 

研研究究内内容容：：  
 

【【機機械械材材料料のの摩摩擦擦・・摩摩耗耗特特性性】】 

摺摺動動ししななががらら動動くく機機械械部部品品はは，，いいずずれれ摩摩耗耗ししてて寿寿命命にに至至りりまますす．．そそのの摩摩耗耗 

ににはは多多くくのの要要因因がが関関わわっってていいるるたためめ現現象象はは非非常常にに複複雑雑でですす．．そそここでで，，様様々々なな 

視視点点かからら摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験行行いい，，従従来来デデーータタのの解解析析をを通通ししててそそののメメカカニニズズムムのの解解 

明明をを目目指指ししてていいまますす．． 

 

【【超超砥砥粒粒工工具具】】 

 ダダイイヤヤモモンンドド粒粒やや CCBBNN粒粒をを使使うう超超砥砥粒粒工工具具はは先先端端加加工工のの分分野野でで多多くく用用いいらら 

れれてていいまますすがが，，加加工工すするる材材料料のの難難削削化化やや高高付付加加価価値値化化がが進進んんででいいるるたためめ，，工工 

具具へへのの要要求求がが非非常常にに高高くくななっってていいまますす．．そそここでで，，工工具具のの寿寿命命をを伸伸ばばしし加加工工能能 

率率とと加加工工精精度度をを高高めめるるたためめ，，ダダイイヤヤモモンンドド粒粒へへのの表表面面改改質質方方法法のの研研究究やや，，研研 

究究蓄蓄積積がが少少なないいワワイイヤヤ工工具具にによよるる切切断断加加工工方方法法のの研研究究にに取取りり組組んんででいいまますす．． 

 

【【伝伝統統的的工工芸芸品品】】 

 本本県県のの越越前前打打刃刃物物やや若若狭狭塗塗箸箸はは日日本本をを代代表表すするる伝伝統統的的工工芸芸品品でであありり，，商商品品 

はは機機能能性性やや意意匠匠性性にに優優れれ国国内内外外問問わわずず人人気気ががあありりまますす．．そそれれららのの開開発発ににはは包包 

丁丁のの切切れれ味味やや塗塗箸箸のの耐耐久久性性ななどど従従来来品品とと比比較較すするるたためめのの機機能能的的評評価価がが必必要要でで，， 

よよりり詳詳細細なな数数値値デデーータタがが求求めめらられれてていいまますす．．そそここでで，，伝伝統統的的工工芸芸品品のの分分野野でで 

はは従従来来行行わわれれてていいななかかっったた評評価価方方法法のの研研究究やや，，評評価価デデーータタをを用用いいたた刃刃物物やや塗塗 

箸箸のの新新商商品品開開発発にに取取りり組組んんででいいまますす．． 

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機（（轟轟産産業業㈱㈱））  

デデジジタタルルママイイククロロススココーーププ（（オオリリンンパパスス㈱㈱））  

硬硬ささ試試験験機機（（㈱㈱ミミツツトトヨヨ））  

試試料料切切断断機機（（㈱㈱ママルルトトーー））  

放放射射温温度度計計（（㈱㈱チチノノーー））  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

ガガララスス溶溶解解用用電電気気炉炉  

熱熱処処理理用用小小型型電電気気炉炉  

誘誘電電分分散散測測定定用用 LLCCRR メメーータターー  

ガガララスス研研磨磨機機  

紫紫外外～～近近赤赤外外分分光光光光度度計計  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

 

多多成成分分系系ガガララスス材材料料のの組組成成設設計計かからら物物性性測測定定ままでで一一貫貫ししてて幅幅広広くく行行っってていいまますす。。ガガララススはは成成分分のの調調整整でで，，様様々々

なな物物性性ををココンントトロローールルすするるここととががででききまますす。。ままたた，，ガガララススはは板板，，球球，，フファァイイババーーななどど様様々々なな形形状状にに加加工工ででききるるここととかか

らら，，幅幅広広いい分分野野でで応応用用さされれてていいまますす。。ガガララススをを熱熱処処理理すするるとと，，微微小小なな結結晶晶がが数数多多くく生生成成ししたたセセララミミッッククススににななりりまますす。。

成成長長ししたた結結晶晶のの性性質質をを上上手手にに用用いいるるとと，，ガガララススのの物物性性をを飛飛躍躍的的にに向向上上ささせせるるこことともも可可能能ににななりりまますす。。 

私私のの研研究究でではは，，ガガララスス中中ににどどののよよううにに結結晶晶がが成成長長すするるかかをを詳詳細細にに調調べべ，，そそのの過過程程でで物物性性値値ががどどののよよううにに変変化化すす

るるかかをを観観察察ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ホホウウ酸酸塩塩系系ガガララススのの結結晶晶化化過過程程でで，，誘誘電電率率ががどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべ

てていいまますす。。そそののほほかかにに，，可可視視域域ででのの光光学学特特性性のの変変化化もも調調査査ししてていいまますす。。光光のの波波長長よよりり十十分分小小ささいい結結晶晶をを数数多多くく生生

成成すするるここととががででききれればば，，「「安安価価でで作作りりややすすいい」」「「高高屈屈折折率率・・高高誘誘電電率率」」ののガガララススがが実実現現ででききるるももののとと期期待待ししてていいまますす。。

((図図はは，，当当研研究究室室でで作作製製ししたた融融液液状状態態ののガガララススととガガララスス試試料料のの写写真真。。)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

ガラス材料の作製・評価・測定
氏氏名名：：   長長谷谷川川 智智晴晴／／HHAASSEEGGAAWWAA TToommoohhaarruu EE--mmaaiill：： hhaasseeggaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： OOppttiiccaall SSoocciieettyy ooff AAmmeerriiccaa，，日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： ガガララスス・・セセララミミッッククスス・・光光吸吸収収・・屈屈折折率率・・光光フファァイイババーー 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・分分光光測測定定 

・・XXRRDD 測測定定 

・・熱熱処処理理、、切切断断、、加加工工ななどどのの後後工工程程 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

ガガララスス溶溶解解用用電電気気炉炉  

熱熱処処理理用用小小型型電電気気炉炉  

誘誘電電分分散散測測定定用用 LLCCRR メメーータターー  

ガガララスス研研磨磨機機  

紫紫外外～～近近赤赤外外分分光光光光度度計計  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

 

多多成成分分系系ガガララスス材材料料のの組組成成設設計計かからら物物性性測測定定ままでで一一貫貫ししてて幅幅広広くく行行っってていいまますす。。ガガララススはは成成分分のの調調整整でで，，様様々々

なな物物性性ををココンントトロローールルすするるここととががででききまますす。。ままたた，，ガガララススはは板板，，球球，，フファァイイババーーななどど様様々々なな形形状状にに加加工工ででききるるここととかか

らら，，幅幅広広いい分分野野でで応応用用さされれてていいまますす。。ガガララススをを熱熱処処理理すするるとと，，微微小小なな結結晶晶がが数数多多くく生生成成ししたたセセララミミッッククススににななりりまますす。。

成成長長ししたた結結晶晶のの性性質質をを上上手手にに用用いいるるとと，，ガガララススのの物物性性をを飛飛躍躍的的にに向向上上ささせせるるこことともも可可能能ににななりりまますす。。 

私私のの研研究究でではは，，ガガララスス中中ににどどののよよううにに結結晶晶がが成成長長すするるかかをを詳詳細細にに調調べべ，，そそのの過過程程でで物物性性値値ががどどののよよううにに変変化化すす

るるかかをを観観察察ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ホホウウ酸酸塩塩系系ガガララススのの結結晶晶化化過過程程でで，，誘誘電電率率ががどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべ

てていいまますす。。そそののほほかかにに，，可可視視域域ででのの光光学学特特性性のの変変化化もも調調査査ししてていいまますす。。光光のの波波長長よよりり十十分分小小ささいい結結晶晶をを数数多多くく生生

成成すするるここととががででききれればば，，「「安安価価でで作作りりややすすいい」」「「高高屈屈折折率率・・高高誘誘電電率率」」ののガガララススがが実実現現ででききるるももののとと期期待待ししてていいまますす。。

((図図はは，，当当研研究究室室でで作作製製ししたた融融液液状状態態ののガガララススととガガララスス試試料料のの写写真真。。)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

ガラス材料の作製・評価・測定
氏氏名名：：   長長谷谷川川 智智晴晴／／HHAASSEEGGAAWWAA TToommoohhaarruu EE--mmaaiill：： hhaasseeggaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： OOppttiiccaall SSoocciieettyy ooff AAmmeerriiccaa，，日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： ガガララスス・・セセララミミッッククスス・・光光吸吸収収・・屈屈折折率率・・光光フファァイイババーー 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・分分光光測測定定 

・・XXRRDD 測測定定 

・・熱熱処処理理、、切切断断、、加加工工ななどどのの後後工工程程 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

ママッッフフルル炉炉（（ヤヤママトト科科学学,, FFOO220000））  

  

  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

シシンンチチレレーータタ 

α線やβ線、γ線、X 線といった電離放射線は目には見えないため、間接的に検出するためには一度、低エネルギ

ーの光（紫外光ー近赤外光）に変換し、それを光検出器（光電子増倍管、フォトダイオードなど）で受光し、電気信号

に変換して検出しています。この放射線から光に変換する時に用いられるのがシンチレータです。身近なところでは

病院にある医療画像診断装置や空港の手荷物検査装置などでもシンチレータは用いられています。

放射線を光に変換してから検出するため、一般的にはよく光る物質がシンチレータとして適しています。応用先によ

って求められる特性は変わりますが、物質の密度や蛍光減衰の速さ、発光波長が検出器の波長感度に適している

ことなどが挙げられます。より良いシンチレータの開発を目標に、様々な化合物（主に無機）を合成し、その蛍光およ

びシンチレーション特性の評価を行っています。

図 1 シンチレーション検出器の模式図。

                                         図 2 合成したセラミックスサンプル。

ドドシシメメーータタ材材料料

物質に電離放射線が照射されると、電離によって電子と正孔が生成されます。これらが物質中の欠陥などに捕獲さ

れると準安定状態を形成し、その後に光や熱といった刺激を加えると、電子または正孔が捕獲サイトから脱出し、発

光中心で再結合して蛍光を発します。刺激が光および熱の場合の蛍光をそれぞれ光刺激蛍光 (OSL, 

Opticall-Stimulated Luminescence) と熱刺激蛍光 (TSL, Thermally-Stimulated Luminescence) と呼びます。また放

射線照射後に生成された電子または正孔が発光中心または母材欠陥などに捕獲され、新たな発光中心が生成され

るラジオフォトルミネッセンス (RPL, RadioPhotoLuminescence) があります。これらOSL、TSL、RPLの発光強度は照

射線量に比例するため、被ばく量を見積もるための個人被ばく線量計 (ドシメータ) などに応用されています。

ドシメータ用蛍光体に求められる特性は、基本的には発光強度が高いことや照射線量に対して発光強度が単調増

加する範囲が広いことなどが挙げられます。研究室では新規 RPL 材料の開発や、ガラスやセラミックスを合成し、そ

の OSL および TSL、RPL 特性評価を行っています。 

研研究究タタイイトトルル：： 

新規放射線誘起蛍光体の開発
氏氏名名：：   福福嶋嶋 宏宏之之 ／／FFUUKKUUSSHHIIMMAA HHiirrooyyuukkii EE--mmaaiill：： ffuukkuusshhiimmaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会、、日日本本セセララミミッッククスス協協会会 

キキーーワワーードド：： ドドシシメメーータタ、、シシンンチチレレーータタ、、フフォォトトルルミミネネッッセセンンスス 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・蛍蛍光光特特性性評評価価 

・・セセララミミッッククススおおよよびびガガララススのの作作製製 

・・XXRRDD 測測定定 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

 

【【機機械械加加工工ににおおけけるる安安全全】】 

 

職職業業訓訓練練指指導導員員（（機機械械系系））のの免免許許をを保保有有しし，，ままたた，，民民間間企企業業のの加加工工現現場場ででのの経経験験をを活活かかしし，，工工作作機機械械をを使使用用ししたた

加加工工ををよよりり良良くく学学生生にに伝伝ええるる研研究究をを重重点点的的にに行行っってていいまますす。。そそのの中中ににはは，，加加工工のの様様子子をを直直接接見見るるここととががででききなないい状状

況況ににおおけけるる観観察察装装置置のの開開発発やや，，観観察察手手法法のの検検討討ななどどもも含含ままれれてていいまますす。。 

 

●●日日頃頃のの活活動動内内容容 

ももののづづくくりりをを行行うう際際にに起起ここりりううるる事事故故をを調調査査しし，，そそれれららのの原原因因及及びび対対策策ををままととめめ，，安安全全ににももののづづくくりりをを行行うう環環境境作作りりをを

考考案案ししてていいまますす。。そそれれららをを元元にに機機械械加加工工ににつついいてて素素人人ででああるる学学生生にに対対しし，，工工作作機機械械をを扱扱うう際際のの危危険険ななポポイインントトをを，，

実実例例をを取取りり上上げげてて指指導導ししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

加工と安全
氏氏名名：：   藤藤田田 祐祐介介／／FFUUJJIITTAA YYuussuukkee EE--mmaaiill：： yyuussuukkee__ff@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会 

キキーーワワーードド：： 機機械械加加工工，，機機械械設設計計，，安安全全 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・親親子子をを対対象象ととししたた公公開開講講座座やや出出前前授授業業ななどどにに参参画画しし，，簡簡単単なな実実験験ややおおももちちゃゃ作作りりをを通通ししてて

参参加加者者のの科科学学へへのの興興味味関関心心をを育育むむ活活動動をを行行っってていいまますす。。 

・・WWGGBBTT のの測測定定機機器器のの製製作作 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

 

【【機機械械加加工工ににおおけけるる安安全全】】 

 

職職業業訓訓練練指指導導員員（（機機械械系系））のの免免許許をを保保有有しし，，ままたた，，民民間間企企業業のの加加工工現現場場ででのの経経験験をを活活かかしし，，工工作作機機械械をを使使用用ししたた

加加工工ををよよりり良良くく学学生生にに伝伝ええるる研研究究をを重重点点的的にに行行っってていいまますす。。そそのの中中ににはは，，加加工工のの様様子子をを直直接接見見るるここととががででききなないい状状

況況ににおおけけるる観観察察装装置置のの開開発発やや，，観観察察手手法法のの検検討討ななどどもも含含ままれれてていいまますす。。 

 

●●日日頃頃のの活活動動内内容容 

ももののづづくくりりをを行行うう際際にに起起ここりりううるる事事故故をを調調査査しし，，そそれれららのの原原因因及及びび対対策策ををままととめめ，，安安全全ににももののづづくくりりをを行行うう環環境境作作りりをを

考考案案ししてていいまますす。。そそれれららをを元元にに機機械械加加工工ににつついいてて素素人人ででああるる学学生生にに対対しし，，工工作作機機械械をを扱扱うう際際のの危危険険ななポポイインントトをを，，

実実例例をを取取りり上上げげてて指指導導ししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

加工と安全
氏氏名名：：   藤藤田田 祐祐介介／／FFUUJJIITTAA YYuussuukkee EE--mmaaiill：： yyuussuukkee__ff@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会 

キキーーワワーードド：： 機機械械加加工工，，機機械械設設計計，，安安全全 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・親親子子をを対対象象ととししたた公公開開講講座座やや出出前前授授業業ななどどにに参参画画しし，，簡簡単単なな実実験験ややおおももちちゃゃ作作りりをを通通ししてて

参参加加者者のの科科学学へへのの興興味味関関心心をを育育むむ活活動動をを行行っってていいまますす。。 

・・WWGGBBTT のの測測定定機機器器のの製製作作 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

卓卓上上引引張張りり試試験験機機（（株株式式会会社社エエーー・・アアンンドド・・デデイイ社社製製，，MMCCTT--22115500）） 鉛鉛筆筆ひひっっかかきき硬硬度度試試験験器器（（株株式式会会社社佐佐藤藤商商事事社社製製，，MMJJ--PPHHTT）） 

UUVV 光光源源（（AAnnaallyyttiikk JJeennaa GGmmbbHH 社社製製，，33UUVVTTMM--3366UUVVLLaammpp）） 紫紫外外可可視視分分光光光光度度計計（（UUVV--VViiss，，AAggiilleenntt TTeecchhnnoollooggiieess 社社製製，，CCaarryy6600）） 

光光量量計計（（ウウシシオオ電電機機株株式式会会社社製製，，UUIITT--225500//UUVVDD--CC336655 おおよよびび

UUVVDD--CC225544）） 

ゲゲルル浸浸透透ククロロママトトググララフフ（（GGPPCC，，日日本本ウウォォーータターーズズ株株式式会会社社製製，，

BBrreeeezzee QQSS SSyysstteemm，，キキャャリリアア溶溶媒媒：：DDMMFF wwiitthh LLiiBBrr ((1100 mmMM))）） 

アアププリリケケーータターー（（テテススタターー産産業業株株式式会会社社製製，，SSAA--220011）） 接接触触角角計計（（株株式式会会社社エエキキシシママ社社製製，，SSIImmaaggee EEnnttrryy 66）） 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

【【UUVV 硬硬化化材材料料】】 

私私たたちちはは主主にに，，光光ララジジカカルル開開始始剤剤ととメメタタククリリルル樹樹脂脂をを用用いい 

てて，，ララジジカカルル UUVV 硬硬化化反反応応にによよっってて硬硬化化物物をを作作製製ししてていいまますす．．

メメタタククリリルル樹樹脂脂のの分分子子設設計計ににおおいいてて特特殊殊なな化化学学構構造造をを導導入入 

すするるここととでで材材料料にに機機能能性性をを持持たたせせてていいまますす．．以以下下にに記記すすよようう 

なな，，次次世世代代型型のの光光接接着着材材料料やや吸吸着着材材料料をを開開発発ししてていいまますす．． 

 

 

【【再再使使用用可可能能なな光光接接着着材材料料】】 

 強強いい力力でで接接着着しし，，かかつつ，，110000℃℃程程度度のの加加熱熱でで解解体体しし，，ささららにに，， 

再再使使用用もも可可能能なな，，次次世世代代型型のの光光接接着着材材料料をを開開発発ししてていいまますす．． 

ここれれららのの相相反反すするる機機能能をを両両立立ささせせるるたためめにに，，たたととええばばジジススルルフフィィドド（（SS）結合の

化化学学的的なな性性質質をを利利用用すするるななどどししてていいまますす．． 

 

【【万万能能型型のの光光接接着着材材料料】】 

 近近年年まますすまますす複複合合材材料料化化すするる工工業業製製品品にに対対応応すすべべくく，，材材料料のの表表面面物物性性にに関関係係ななくく 

強強くく接接着着ででききるる光光接接着着材材料料をを開開発発ししてていいまますす．．ミミククロロなな環環境境条条件件にに対対ししてて柔柔軟軟にに変変化化 

しし適適応応すするる化化学学構構造造群群をを探探索索しし，，そそれれららのの利利用用をを試試みみてていいまますす．． 

 

【【汚汚染染物物質質のの吸吸着着材材料料】】 

水水中中やや空空気気中中のの汚汚染染物物質質をを確確実実にに除除去去すするる技技術術はは，，人人々々のの健健康康なな 

生生活活やや持持続続可可能能社社会会のの実実現現にに欠欠かかせせまませせんん．．私私たたちちののググルルーーププでではは，， 

重重金金属属イイオオンンななどどとと強強くく相相互互作作用用すするる硫硫黄黄（（SS））原原子子をを組組みみ込込んんだだ吸吸着着 

材材料料をを開開発発，，評評価価ししてていいまますす．． 

 

研研究究室室ホホーームムペペーージジ：：hhttttpp::////wwwwww..ccee..ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp//ssttaaffff//ffuurruuttaannii// 

興興味味をを持持たたれれたた方方はは，，是是非非ここちちららももごご覧覧くくだだささいい．． 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

持続可能社会に貢献する機能性 UV 硬化材料の開発
氏氏名名：：   古古谷谷 昌昌大大／／FFUURRUUTTAANNII MMaassaahhiirroo EE--mmaaiill：： ffuurruuttaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
高高分分子子学学会会，，日日本本化化学学会会，，日日本本接接着着学学会会，，材材料料技技術術研研究究協協会会，， 

アアメメリリカカ化化学学会会，，化化学学工工学学会会 

キキーーワワーードド：： 持持続続可可能能社社会会，，ＵＵＶＶ硬硬化化，，光光接接着着，，吸吸着着，，高高分分子子，，再再使使用用，，ジジススルルフフィィドド（（SSSS））結結合合，，万万能能型型 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・光光接接着着やや UUVV 硬硬化化にに関関すするるごご相相談談やや技技術術提提供供 

・・汚汚染染物物質質のの吸吸着着除除去去にに関関すするるごご相相談談 

・・そそのの他他有有機機材材料料，，有有機機高高分分子子材材料料全全般般にに関関すするるごご相相談談 

S）結合の
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研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

【【ガガララススのの失失透透（（結結晶晶化化））メメカカニニズズムムとと塩塩害害劣劣化化抑抑制制のの研研究究】】 
 ガガララススとと不不純純物物のの接接触触，，特特ににアアルルカカリリ金金属属ななどどをを含含んんだだ塩塩ととのの接接触触にによよっってて，，温温度度上上昇昇時時にに失失透透とといいううガガララスス

のの劣劣化化現現象象がが発発生生ししまますす．．ここれれはは，，ガガララスス内内にに結結晶晶核核がが生生成成しし，，非非晶晶質質ののガガララススがが結結晶晶にに変変化化すするるここととにによよっっ

てて生生じじるる現現象象でですす．．結結晶晶化化にによよるる失失透透はは，，純純粋粋なな SSiiOO22ののみみでで出出来来たたシシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））のの場場合合はは，，

11220000℃℃以以上上のの高高温温でで生生じじまますすがが，，不不純純物物がが存存在在すするるここととにによよっってて，，量量ににもも左左右右さされれまますすがが，，発発生生温温度度はは 550000℃℃

以以上上低低下下ししまますす．． 

窓窓ガガララススななどどのの素素材材ににはは，，ガガララススのの加加工工性性をを上上げげるるたためめにに NNaa やや CCaa がが含含ままれれてておおりり，，既既にに不不純純物物がが含含ままれれたた

状状態態ででああるるたためめ，，容容易易にに結結晶晶化化にによよるる失失透透がが起起ここりりまますす．．陶陶芸芸ににおおけけるる釉釉薬薬やや粘粘土土ににももガガララススがが含含ままれれるるもものの

がが多多くく，，焼焼成成のの段段階階でで失失透透にに起起因因ししたた割割れれ等等がが生生じじるる場場合合ががあありりまますす．． 

 ガガララススのの中中ででもも，，シシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））はは，，極極めめてて高高純純度度なな SSiiOO22にによよっってて形形成成さされれるるガガララスス材材料料でですす．．シシ

リリカカガガララススはは，，電電気気絶絶縁縁性性，，耐耐薬薬品品性性，，耐耐熱熱性性，，優優れれたた光光透透過過性性等等，，産産業業用用材材料料のの優優等等生生ととししてて広広いい応応用用範範囲囲

をを持持っってていいまますす．．ししかかしし，，不不純純物物がが存存在在すするる環環境境でではは，，失失透透にによよるるガガララススのの性性能能のの劣劣化化がが発発生生しし，，結結果果的的にに製製

品品寿寿命命をを左左右右すするる問問題題ととななりりまますす．． 

 

筆筆者者ららはは，，シシリリカカガガララススとと塩塩（（NNaaCCll））がが不不純純物物ととししてて接接触触ししたた場場合合にに生生じじるる，，

塩塩害害にによよるるガガララススのの失失透透劣劣化化メメカカニニズズムムににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす．． 

結結晶晶化化のの前前段段階階でではは，，室室温温付付近近のの温温度度ににおおいいててももガガララスス表表面面がが NNaa イイオオンン

やや表表面面のの OOHH 基基とと反反応応すするるここととにによよっってて，，部部分分的的ににガガララスス中中のの SSii--OO のの網網目目ネネ

ッットトワワーーククがが切切れれたた状状態態がが発発生生ししまますす．．ガガララスス成成分分がが含含ままれれるるココンンククリリーートトやや

耐耐熱熱材材ななどどのの塩塩にによよるる経経年年劣劣化化もも，，ガガララススとと不不純純物物のの接接触触点点ででのの反反応応をを起起点点

ととししてて生生じじてていいるるとと考考ええらられれまますす．． 

ガガララススとと反反応応ささせせるる不不純純物物のの種種類類やや水水蒸蒸気気等等のの影影響響をを明明ららかかににすするるここととにに

よよりり，，ガガララススおおよよびびガガララスス成成分分をを含含むむ材材料料のの塩塩害害劣劣化化のの抑抑制制ににつついいててのの研研究究

もも行行っってていいまますす．．失失透透抑抑制制技技術術ととししてて，，シシリリカカガガララススにに塩塩素素ななどどののハハロロゲゲンン添添

加加をを行行ううここととでで，，失失透透のの内内部部へへのの進進行行をを抑抑制制ででききるるここととをを見見出出ししてていいまますす．． 

 

ガガララスス成成分分にに起起因因すするる劣劣化化ににつついいててのの相相談談だだけけででななくく，，走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM）），，エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線

分分光光分分析析（（EEDDSS）），，XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD）），，自自記記分分光光光光度度計計ななどどをを用用いいたた素素材材のの表表面面観観察察やや結結晶晶相相分分析析おおよよびび元元

素素分分析析やや分分光光透透過過率率測測定定にによよるるササンンププルル評評価価ななどどのの対対応応がが可可能能でですす．． 

提提供供可可能能なな設設備備・・

機機器器：： 
 

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM））  

エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線分分光光分分析析（（EEDDSS））  

自自記記分分光光光光度度計計 UUVV--33660000 PPlluuss  

XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD）） RRIIGGAAKKUU UUllttiimmaa IIVV  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

 
図図 11 NNaaCCll にによよっってて同同心心円円状状にに

失失透透ししたたシシリリカカガガララススのの表表面面 

研研究究タタイイトトルル：： 

ガラスの失透と塩害劣化抑制の研究
氏氏名名：：   堀堀井井 直直宏宏／／HHOORRIIII NNaaoohhiirroo EE--mmaaiill：： nnaaoopp@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会，，日日本本セセララミミッッククスス協協会会，，応応用用物物理理教教育育分分科科会会 

キキーーワワーードド：： シシリリカカガガララスス，，石石英英，，失失透透，，結結晶晶化化，，ガガララスス，，失失透透抑抑制制 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・汚汚染染にによよるるガガララススのの劣劣化化機機構構ににつついいててのの技技術術相相談談 

・・ササンンププルルのの表表面面観観察察やや表表面面分分析析等等にによよるる技技術術的的問問題題のの特特定定 
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研研究究内内容容：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

【【ガガララススのの失失透透（（結結晶晶化化））メメカカニニズズムムとと塩塩害害劣劣化化抑抑制制のの研研究究】】 
 ガガララススとと不不純純物物のの接接触触，，特特ににアアルルカカリリ金金属属ななどどをを含含んんだだ塩塩ととのの接接触触にによよっってて，，温温度度上上昇昇時時にに失失透透とといいううガガララスス

のの劣劣化化現現象象がが発発生生ししまますす．．ここれれはは，，ガガララスス内内にに結結晶晶核核がが生生成成しし，，非非晶晶質質ののガガララススがが結結晶晶にに変変化化すするるここととにによよっっ

てて生生じじるる現現象象でですす．．結結晶晶化化にによよるる失失透透はは，，純純粋粋なな SSiiOO22ののみみでで出出来来たたシシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））のの場場合合はは，，

11220000℃℃以以上上のの高高温温でで生生じじまますすがが，，不不純純物物がが存存在在すするるここととにによよっってて，，量量ににもも左左右右さされれまますすがが，，発発生生温温度度はは 550000℃℃

以以上上低低下下ししまますす．． 

窓窓ガガララススななどどのの素素材材ににはは，，ガガララススのの加加工工性性をを上上げげるるたためめにに NNaa やや CCaa がが含含ままれれてておおりり，，既既にに不不純純物物がが含含ままれれたた

状状態態ででああるるたためめ，，容容易易にに結結晶晶化化にによよるる失失透透がが起起ここりりまますす．．陶陶芸芸ににおおけけるる釉釉薬薬やや粘粘土土ににももガガララススがが含含ままれれるるもものの

がが多多くく，，焼焼成成のの段段階階でで失失透透にに起起因因ししたた割割れれ等等がが生生じじるる場場合合ががあありりまますす．． 

 ガガララススのの中中ででもも，，シシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））はは，，極極めめてて高高純純度度なな SSiiOO22にによよっってて形形成成さされれるるガガララスス材材料料でですす．．シシ

リリカカガガララススはは，，電電気気絶絶縁縁性性，，耐耐薬薬品品性性，，耐耐熱熱性性，，優優れれたた光光透透過過性性等等，，産産業業用用材材料料のの優優等等生生ととししてて広広いい応応用用範範囲囲

をを持持っってていいまますす．．ししかかしし，，不不純純物物がが存存在在すするる環環境境でではは，，失失透透にによよるるガガララススのの性性能能のの劣劣化化がが発発生生しし，，結結果果的的にに製製

品品寿寿命命をを左左右右すするる問問題題ととななりりまますす．． 

 

筆筆者者ららはは，，シシリリカカガガララススとと塩塩（（NNaaCCll））がが不不純純物物ととししてて接接触触ししたた場場合合にに生生じじるる，，

塩塩害害にによよるるガガララススのの失失透透劣劣化化メメカカニニズズムムににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす．． 

結結晶晶化化のの前前段段階階でではは，，室室温温付付近近のの温温度度ににおおいいててももガガララスス表表面面がが NNaa イイオオンン

やや表表面面のの OOHH 基基とと反反応応すするるここととにによよっってて，，部部分分的的ににガガララスス中中のの SSii--OO のの網網目目ネネ

ッットトワワーーククがが切切れれたた状状態態がが発発生生ししまますす．．ガガララスス成成分分がが含含ままれれるるココンンククリリーートトやや

耐耐熱熱材材ななどどのの塩塩にによよるる経経年年劣劣化化もも，，ガガララススとと不不純純物物のの接接触触点点ででのの反反応応をを起起点点

ととししてて生生じじてていいるるとと考考ええらられれまますす．． 

ガガララススとと反反応応ささせせるる不不純純物物のの種種類類やや水水蒸蒸気気等等のの影影響響をを明明ららかかににすするるここととにに

よよりり，，ガガララススおおよよびびガガララスス成成分分をを含含むむ材材料料のの塩塩害害劣劣化化のの抑抑制制ににつついいててのの研研究究

もも行行っってていいまますす．．失失透透抑抑制制技技術術ととししてて，，シシリリカカガガララススにに塩塩素素ななどどののハハロロゲゲンン添添

加加をを行行ううここととでで，，失失透透のの内内部部へへのの進進行行をを抑抑制制ででききるるここととをを見見出出ししてていいまますす．． 

 

ガガララスス成成分分にに起起因因すするる劣劣化化ににつついいててのの相相談談だだけけででななくく，，走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM）），，エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線

分分光光分分析析（（EEDDSS）），，XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD）），，自自記記分分光光光光度度計計ななどどをを用用いいたた素素材材のの表表面面観観察察やや結結晶晶相相分分析析おおよよびび元元

素素分分析析やや分分光光透透過過率率測測定定にによよるるササンンププルル評評価価ななどどのの対対応応がが可可能能でですす．． 

提提供供可可能能なな設設備備・・

機機器器：： 
 

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM））  

エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線分分光光分分析析（（EEDDSS））  

自自記記分分光光光光度度計計 UUVV--33660000 PPlluuss  

XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD）） RRIIGGAAKKUU UUllttiimmaa IIVV  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

 
図図 11 NNaaCCll にによよっってて同同心心円円状状にに

失失透透ししたたシシリリカカガガララススのの表表面面 

研研究究タタイイトトルル：： 

ガラスの失透と塩害劣化抑制の研究
氏氏名名：：   堀堀井井 直直宏宏／／HHOORRIIII NNaaoohhiirroo EE--mmaaiill：： nnaaoopp@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会，，日日本本セセララミミッッククスス協協会会，，応応用用物物理理教教育育分分科科会会 

キキーーワワーードド：： シシリリカカガガララスス，，石石英英，，失失透透，，結結晶晶化化，，ガガララスス，，失失透透抑抑制制 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・汚汚染染にによよるるガガララススのの劣劣化化機機構構ににつついいててのの技技術術相相談談 

・・ササンンププルルのの表表面面観観察察やや表表面面分分析析等等にによよるる技技術術的的問問題題のの特特定定 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

超超伝伝導導核核磁磁気気共共鳴鳴装装置置 （（440000MMHHzz NNMMRR）） BBrruukkeerr AAVVAANNCCEEIIIIII 紫紫外外可可視視吸吸収収ススペペククトトルル装装置置 （（UUVV）） HHiittaacchhii UU--00008800DD 

顕顕微微赤赤外外吸吸収収ススペペククトトルル装装置置 （（IIRR）） PPeerrkkiinn EEllmmeerr SSppoottlliigghhtt220000   円円偏偏光光二二色色性性ススペペククトトルル装装置置 （（CCDD）） JJaassccoo JJ--550000AA 

大大気気圧圧イイオオンン化化質質量量分分析析装装置置 （（EESSII,, AAPPCCII,, AAPPPPII）） SScciieexx AAPPII22000000 蛍蛍光光ススペペククトトルル装装置置 （（FFLL）） HHiittaacchhii FF--44550000 

レレーーザザーー脱脱離離イイオオンン化化質質量量分分析析 （（MMAALLDDII）） BBrruukkeerr MMiiccrroofflleexxLLRRFF   レレーーザザーーララママンン測測定定装装置置 BB&&WWTTEEKK BBTTCC111122EE 553322 nnmm,, 666600 nnmm 

ガガススククロロママトトググララフフ質質量量分分析析装装置置 （（GGCC--MMSS）） SShhiimmaaddzzuu QQPP55000000 液液体体窒窒素素製製造造装装置置 IIwwaattaannii NNLL--5500  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

【【外外部部配配位位ササイイトトをを有有すするるフフタタロロシシアアニニンンのの合合成成とと機機能能制制御御】】 

フフタタロロシシアアニニンンのの基基本本骨骨格格はは、、ポポルルフフィィリリンン環環ののメメソソ位位がが窒窒素素でで置置換換さされれ，，ピピロローールル環環のの外外側側ににベベンンゼゼンン環環がが融融合合

ししたた構構造造をを有有ししてていいるる．．通通常常，，フフタタロロシシアアニニンンはは中中心心ににののみみ金金属属配配位位能能をを持持つつがが，，我我々々ははフフタタロロシシアアニニンンのの外外部部ににヘヘ

テテロロ環環ととメメソソ位位のの 33 カカ所所にに窒窒素素原原子子かからら成成るる外外部部配配位位ササイイトトをを導導入入しし，，外外部部配配位位ササイイトトへへのの金金属属配配位位とと配配位位にに伴伴うう機機

能能発発現現ににつついいてて研研究究をを行行っってていいるる．． 

hhttttpp::////wwwwww..ccee..ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp//ssttaaffff//eeiikkii//ccoommppaannyy..hhttmmll 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

外外部部配配位位ササイイトトをを有有すするるフフタタロロシシアアニニンンのの合合成成とと機機能能制制御御

氏氏名名：：   松松井井 栄栄樹樹／／MMAATTSSUUII EEiikkii  EE--mmaaiill：： eeiikkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（薬薬学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本化化学学会会，，日日本本薬薬学学会会，，高高分分子子学学会会 

キキーーワワーードド：： 機機能能性性色色素素，，天天然然高高分分子子材材料料，，金金属属錯錯体体，，生生体体分分子子，，有有機機合合成成・・同同定定 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・レレンンズズのの UUVV，，IIRR，，FFLL，，CCDD 等等をを用用いいたた光光学学特特性性評評価価 

・・天天然然資資源源材材料料のの有有効効活活用用，，溶溶解解，，樹樹脂脂化化，，及及びび質質量量分分析析 

・・各各種種有有機機化化合合物物のの合合成成，，構構造造決決定定，，及及びび色色素素分分子子のの特特性性，，機機能能性性評評価価 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

 

ここれれままでで，，““電電荷荷密密度度波波((CCDDWW))””状状態態ををししめめすす TTaaSS33,, NNbbSS33 ななどどをを用用いいてて微微小小なな電電気気--機機械械振振動動素素子子（（MMEEMMSS ままたた

はは NNEEMMSS とと呼呼ばばれれるる））のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。 

CCDDWW はは，，異異方方的的なな電電気気伝伝導導体体特特有有ののフフェェルルミミ面面のの不不安安定定性性((パパイイエエルルスス不不安安定定性性))にに起起因因ししてて，，電電子子密密度度ととフフォォ

ノノンンががフフェェルルミミ波波数数のの 22倍倍のの波波数数でで周周波波数数 00のの疎疎密密波波をを作作るる巨巨視視的的量量子子状状態態でですす。。CCDDWW状状態態でではは，，電電子子密密度度がが超超

格格子子構構造造をを組組んんだだ電電子子結結晶晶をを作作りりまますす。。電電子子結結晶晶はは，，通通常常のの固固体体結結晶晶とと同同じじくく弾弾性性やや剛剛性性がが生生じじるるたためめ，，電電子子物物

性性とと機機械械特特性性のの間間にに強強いい相相互互作作用用をを持持っってていいるるとと期期待待さされれまますす。。 

相相互互作作用用ががよよりり強強いい物物質質系系をを見見つつけけるるここととががででききれればば，，MMEEMMSS//NNEEMMSS をを単単純純ににかかつつ小小型型化化・・集集積積化化でできき，，量量子子

力力学学・・熱熱力力学学ななどどのの基基礎礎物物理理のの実実験験やや，，生生体体・・医医療療へへのの応応用用がが考考ええらられれまますす。。ここれれままででにに，，図図にに示示すすよよううなな CCDDWW

ナナノノ振振動動子子をを作作成成しし，，電電子子物物性性--機機械械特特性性間間のの相相互互作作用用のの測測定定をを行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

電子結晶を用いた微小機械振動子素子の研究
氏氏名名：：   松松浦浦 徹徹／／MMAATTSSUUUURRAA TToorruu EE--mmaaiill：： tt--mmaattssuuuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 電電気気輸輸送送計計測測，，MMEEMMSS//NNEEMMSS，，低低温温実実験験，，超超伝伝導導・・密密度度波波 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・電電子子素素子子のの温温度度特特性性測測定定・・評評価価 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

 

ここれれままでで，，““電電荷荷密密度度波波((CCDDWW))””状状態態ををししめめすす TTaaSS33,, NNbbSS33 ななどどをを用用いいてて微微小小なな電電気気--機機械械振振動動素素子子（（MMEEMMSS ままたた

はは NNEEMMSS とと呼呼ばばれれるる））のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。 

CCDDWW はは，，異異方方的的なな電電気気伝伝導導体体特特有有ののフフェェルルミミ面面のの不不安安定定性性((パパイイエエルルスス不不安安定定性性))にに起起因因ししてて，，電電子子密密度度ととフフォォ

ノノンンががフフェェルルミミ波波数数のの 22倍倍のの波波数数でで周周波波数数 00のの疎疎密密波波をを作作るる巨巨視視的的量量子子状状態態でですす。。CCDDWW状状態態でではは，，電電子子密密度度がが超超

格格子子構構造造をを組組んんだだ電電子子結結晶晶をを作作りりまますす。。電電子子結結晶晶はは，，通通常常のの固固体体結結晶晶とと同同じじくく弾弾性性やや剛剛性性がが生生じじるるたためめ，，電電子子物物

性性とと機機械械特特性性のの間間にに強強いい相相互互作作用用をを持持っってていいるるとと期期待待さされれまますす。。 

相相互互作作用用ががよよりり強強いい物物質質系系をを見見つつけけるるここととががででききれればば，，MMEEMMSS//NNEEMMSS をを単単純純ににかかつつ小小型型化化・・集集積積化化でできき，，量量子子

力力学学・・熱熱力力学学ななどどのの基基礎礎物物理理のの実実験験やや，，生生体体・・医医療療へへのの応応用用がが考考ええらられれまますす。。ここれれままででにに，，図図にに示示すすよよううなな CCDDWW

ナナノノ振振動動子子をを作作成成しし，，電電子子物物性性--機機械械特特性性間間のの相相互互作作用用のの測測定定をを行行っってていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

電子結晶を用いた微小機械振動子素子の研究
氏氏名名：：   松松浦浦 徹徹／／MMAATTSSUUUURRAA TToorruu EE--mmaaiill：： tt--mmaattssuuuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会 

キキーーワワーードド：： 電電気気輸輸送送計計測測，，MMEEMMSS//NNEEMMSS，，低低温温実実験験，，超超伝伝導導・・密密度度波波 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・電電子子素素子子のの温温度度特特性性測測定定・・評評価価 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

550000kkNN 油油圧圧式式万万能能試試験験機機  

精精密密万万能能試試験験機機  

  

  

  

 

 

研研究究内内容容：：  

 

 

 容容器器製製品品のの精精度度向向上上策策のの開開発発 

密密閉閉性性，，耐耐圧圧性性のの向向上上をを目目指指ししたたよよりり真真円円にに近近いい容容器器のの成成形形 

⇒⇒金金型型のの精精度度にに依依存存ししなないい変変形形時時のの材材料料流流動動をを活活用用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 TTii 成成形形のの焼焼付付きき防防止止策策のの開開発発 

工工業業用用チチタタンンのの画画期期的的ププレレスス成成型型技技術術 

⇒⇒酸酸化化皮皮膜膜をを用用いいなないい新新ししいい焼焼付付きき防防止止策策のの開開発発 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

塑性加工製品の高付加価値化
氏氏名名：：   村村中中 貴貴幸幸／／MMUURRAANNAAKKAA TTaakkaayyuukkii EE--mmaaiill：： mmuurraannaakkaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会，，日日本本塑塑性性加加工工学学会会 

キキーーワワーードド：： 板板成成形形，，焼焼付付きき，，チチタタンン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・チチタタンン製製眼眼鏡鏡枠枠ののププレレスス成成型型法法のの開開発発 

・・均均一一肉肉厚厚容容器器のの成成型型法法開開発発 

・・先先端端ママテテリリアアルル創創成成・・加加工工技技術術研研究究会会メメンンババーー 

・・中中小小企企業業産産業業大大学学校校「「機機械械工工学学のの基基礎礎」」講講師師 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

 

初初めめてて機機械械をを使使用用すするる学学生生がが多多いいたためめ，，初初心心者者にに分分かかりりややすすくく機機械械操操作作のの説説明明やや機機械械のの構構造造ななどどをを説説明明ししてて

いいまますす。。世世のの中中ににはは NNCC 機機械械ののよよううにに自自動動でで加加工工すするる機機械械もも多多くくあありりまますすがが，，ややははりり機機械械をを手手動動でで操操作作ししててみみてて，，

実実際際にに「「もものの」」をを加加工工すするる感感触触をを体体験験ししたたりり感感じじたたりりすするるここととはは，，非非常常にに大大事事だだとと思思いいまますす。。ここののよよううなな体体験験がが多多くくでで

ききるるよよううなな実実習習方方法法をを模模索索，，検検討討ししてていいまますす。。 

 

 

ままたた，，よよりり直直感感的的にに分分かかりりややすすくくすするるたためめ，，視視覚覚にに訴訴ええるるよよううにに写写真真，，図図ななどどをを多多くく利利用用ししたた資資料料等等をを作作成成ししてていい

まますす。。初初心心者者ででもも理理解解ででききるるよよううにに，，工工作作機機械械のの構構造造やや操操作作方方法法ななどどのの資資料料をを工工作作機機械械メメーーカカーーのの取取扱扱説説明明書書なな

どどをを参参考考ににししてて作作成成ししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

      

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

機械工作実習における機械加工
氏氏名名：：   山山田田 健健太太郎郎／／YYAAMMAADDAA KKeennttaarroo EE--mmaaiill：： kk--yyaammaaddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 機機械械設設計計,,機機械械加加工工 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

 

初初めめてて機機械械をを使使用用すするる学学生生がが多多いいたためめ，，初初心心者者にに分分かかりりややすすくく機機械械操操作作のの説説明明やや機機械械のの構構造造ななどどをを説説明明ししてて

いいまますす。。世世のの中中ににはは NNCC 機機械械ののよよううにに自自動動でで加加工工すするる機機械械もも多多くくあありりまますすがが，，ややははりり機機械械をを手手動動でで操操作作ししててみみてて，，

実実際際にに「「もものの」」をを加加工工すするる感感触触をを体体験験ししたたりり感感じじたたりりすするるここととはは，，非非常常にに大大事事だだとと思思いいまますす。。ここののよよううなな体体験験がが多多くくでで

ききるるよよううなな実実習習方方法法をを模模索索，，検検討討ししてていいまますす。。 

 

 

ままたた，，よよりり直直感感的的にに分分かかりりややすすくくすするるたためめ，，視視覚覚にに訴訴ええるるよよううにに写写真真，，図図ななどどをを多多くく利利用用ししたた資資料料等等をを作作成成ししてていい

まますす。。初初心心者者ででもも理理解解ででききるるよよううにに，，工工作作機機械械のの構構造造やや操操作作方方法法ななどどのの資資料料をを工工作作機機械械メメーーカカーーのの取取扱扱説説明明書書なな

どどをを参参考考ににししてて作作成成ししてていいまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

      

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

機械工作実習における機械加工
氏氏名名：：   山山田田 健健太太郎郎／／YYAAMMAADDAA KKeennttaarroo EE--mmaaiill：： kk--yyaammaaddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術専専門門職職員員 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 機機械械設設計計,,機機械械加加工工 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 

・・ 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

NNMMRR ((440000 MMHHzz))  

LLEEDD--UUVV ラライイトト ((波波長長：：440055 nnmm,, 336655 nnmm))  

IIRR  

UUVV--vviiss  

FFLL  

研研究究内内容容：：  

【【二二分分子子型型可可視視光光有有機機光光触触媒媒をを利利用用ししたた環環境境にに優優ししいい有有機機合合成成のの開開発発】】 

近近年年のの有有機機合合成成反反応応はは環環境境問問題題へへのの関関心心かかららククリリーーンンなな手手法法ででのの反反応応がが世世界界中中でで求求めめらられれてていいまますす。。我我々々のの研研

究究室室でではは現現在在 77 名名のの研研究究員員（（学学生生））がが環環境境問問題題をを解解決決ででききるる新新たたなな有有機機合合成成反反応応のの開開発発をを熱熱心心にに取取りり組組んんででいいまま

すす。。研研究究内内容容のの柱柱ととししてて、、以以下下ののここととをを実実施施ししてていいまますす。。 

 

・・二二分分子子型型有有機機光光触触媒媒にによよるる環環境境にに優優ししいい有有機機反反応応開開発発 

 

・・二二分分子子型型有有機機光光触触媒媒にによよるる環環境境にに優優ししいいポポリリママーー（（ププララススチチッックク））合合成成開開発発 

 

・・光光反反応応にによよるるフフッッ素素化化反反応応 

 

・・核核酸酸分分子子ののたためめのの光光脱脱保保護護可可能能なな保保護護基基のの開開発発 

 

将将来来的的なな応応用用研研究究ととししててはは、、高高効効率率的的ななウウイイルルスス材材料料のの創創成成をを目目標標ととししてていいまますす（（下下図図））。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ままたた、、前前職職でではは医医薬薬品品のの合合成成開開発発職職ととししてて勤勤務務ししてていいてておおりり、、GGMMPP 関関連連ののノノウウハハウウをを有有ししてておおりりまますす。。 

光光反反応応をを用用いいたたククリリーーンンなな有有機機合合成成をを実実製製造造へへ応応用用すするる取取りり組組みみはは世世界界ででもも例例がが少少なないいたためめ、、希希望望ししてておおりりまま

すす。。 

研研究究室室 wweebb ササイイトト：：hhttttpp::////wwwwww..ccee..ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp//ssttaaffff//yyaammaawwaakkii// 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 物物質質工工学学科科

研研究究タタイイトトルル：： 

環環境境にに優優ししいい医医薬薬品品等等のの材材料料開開発発
氏氏名名：：   山山脇脇 夢夢彦彦／／YYAAMMAAWWAAKKII MMuuggeenn EE--mmaaiill：： yyaammaawwaakkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 助助教教 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本化化学学会会、、有有機機合合成成化化学学協協会会、、光光化化学学協協会会 

キキーーワワーードド：： 反反応応有有機機化化学学,, 有有機機合合成成化化学学,, 有有機機光光化化学学,, フファァイインンケケミミカカルル 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・有有機機化化合合物物のの合合成成 

・・光光反反応応（（有有機機光光触触媒媒をを利利用用ししたた）） 

・・医医薬薬品品合合成成にに関関すするるこことと 
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計測・制御部門 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

 

 

・・敏敏捷捷性性，，平平衡衡性性をを評評価価すするる新新規規テテスストトのの開開発発 

・・幼幼児児期期，，児児童童期期及及びび青青年年期期のの体体力力((敏敏捷捷性性ややパパワワーー))にに関関すするる研研究究 

・・野野球球選選手手ののパパフフォォーーママンンススにに関関すするる研研究究 

・・小小学学校校のの体体育育授授業業にに関関すするる研研究究 

・・中中学学生生やや高高校校生生のの体体育育授授業業にに関関すするる研研究究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

測定と評価
氏氏名名：：   青青木木 宏宏樹樹／／AAOOKKII HHiirrookkii EE--mmaaiill：： aaookkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（学学術術）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 
日日本本体体育育学学会会，，日日本本体体力力医医学学会会，，日日本本教教育育医医学学会会，，日日本本教教科科教教育育

学学会会 

キキーーワワーードド：： 体体力力測測定定，，子子どどもも，，運運動動遊遊びび 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・ 

・・ 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

万万能能試試験験機機 ・・ AAGGSS--5500NNXX （（島島津津製製作作所所）） 熱熱画画像像カカメメララ ・・ CCPPAA--TT554400SS （（チチノノーー）） 

万万能能試試験験機機用用 恒恒温温槽槽 ・・ TTCCEE--NN330000AA （（島島津津製製作作所所））  FFFFTT アアナナラライイザザ・・DDTT99883377BB （（DDaattaa TTrraannssllaattiioonn）） 

高高速速度度カカメメララ ・・ FFAASSTTCCAAMM MMiinnii UUXX5500 （（フフォォトトロロンン））  PPLLCC ・・ NNJJ330011--11110000 （（オオムムロロンン）），，KKVV--88000000 （（キキーーエエンンスス）） 

ハハイイススピピーードドママイイククロロススココーーププ ・・ VVWW--99000000 （（キキーーエエンンスス））  画画像像セセンンササ ・・ FFHH--11005500--1100 （（オオムムロロンン）） 

 レレーーザザ変変位位セセンンササ ・・ IIXX--336600 ((キキーーエエンンスス))  メメモモリリハハイイココーーダダ ・・ MMRR88888800 （（日日置置電電機機）） 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究内内容容：：  

研研究究タタイイトトルル：： 

繊維機械における加工メカニズムに関する研究
氏氏名名：：   金金田田 直直人人／／KKAANNEEDDAA NNaaoottoo EE--mmaaiill：： kkaanneeddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会，，日日本本繊繊維維機機械械学学会会 

キキーーワワーードド：： 機機構構設設計計，，繊繊維維機機械械，，画画像像処処理理，，シシーーケケンンスス制制御御 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

 

・ 仮仮撚撚加加工工糸糸のの加加工工メメカカニニズズムムにに関関すするる研研究究 〜〜実実験験・・シシミミュュレレーーシショョンン〜〜 

・ フフィィララメメンントト糸糸ののモモデデリリンンググ 〜〜シシミミュュレレーーシショョンン〜〜 

・ シシーーケケンンスス制制御御をを用用いいたた生生産産技技術術のの改改善善 〜〜実実験験〜〜 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

万万能能試試験験機機 ・・ AAGGSS--5500NNXX （（島島津津製製作作所所）） 熱熱画画像像カカメメララ ・・ CCPPAA--TT554400SS （（チチノノーー）） 

万万能能試試験験機機用用 恒恒温温槽槽 ・・ TTCCEE--NN330000AA （（島島津津製製作作所所））  FFFFTT アアナナラライイザザ・・DDTT99883377BB （（DDaattaa TTrraannssllaattiioonn）） 

高高速速度度カカメメララ ・・ FFAASSTTCCAAMM MMiinnii UUXX5500 （（フフォォトトロロンン））  PPLLCC ・・ NNJJ330011--11110000 （（オオムムロロンン）），，KKVV--88000000 （（キキーーエエンンスス）） 

ハハイイススピピーードドママイイククロロススココーーププ ・・ VVWW--99000000 （（キキーーエエンンスス））  画画像像セセンンササ ・・ FFHH--11005500--1100 （（オオムムロロンン）） 

 レレーーザザ変変位位セセンンササ ・・ IIXX--336600 ((キキーーエエンンスス))  メメモモリリハハイイココーーダダ ・・ MMRR88888800 （（日日置置電電機機）） 

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究内内容容：：  
 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

繊維機械における加工メカニズムに関する研究
氏氏名名：：   金金田田 直直人人／／KKAANNEEDDAA NNaaoottoo EE--mmaaiill：： kkaanneeddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本機機械械学学会会，，日日本本繊繊維維機機械械学学会会 

キキーーワワーードド：： 機機構構設設計計，，繊繊維維機機械械，，画画像像処処理理，，シシーーケケンンスス制制御御 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

 

・ 仮仮撚撚加加工工糸糸のの加加工工メメカカニニズズムムにに関関すするる研研究究 〜〜実実験験・・シシミミュュレレーーシショョンン〜〜 

・ フフィィララメメンントト糸糸ののモモデデリリンンググ 〜〜シシミミュュレレーーシショョンン〜〜 

・ シシーーケケンンスス制制御御をを用用いいたた生生産産技技術術のの改改善善 〜〜実実験験〜〜 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

小型フィールドロボットのハードウェア／ソフトウェア開発               

 

未未舗舗装装でで障障害害物物がが存存在在すするるフフィィーールルドドににおおいいてて，，自自律律動動作作／／半半自自律律動動作作ををササポポーートトすするるハハーードドウウェェアアおおよよびびソソフフ

トトウウェェアアのの開開発発をを目目的的ととししてて，，水水田田等等ででのの利利用用をを目目的的ととししたた小小型型ロロボボッットトをを題題材材ととししてて研研究究開開発発をを行行っってていいまますす．． 

ハハーードドウウェェアアととししててはは，，水水田田圃圃場場内内ののよよううなな軟軟弱弱地地盤盤ににおおいいてて，，湛湛水水時時／／減減水水時時時時関関わわららずず座座礁礁せせずず安安定定走走行行

がが可可能能なな水水陸陸両両用用走走行行体体のの開開発発をを行行っってていいまますす．． 

ソソフフトトウウェェアアととししててはは，，信信号号検検出出・・状状態態推推定定理理論論（（カカルルママンンフフィィルルタターーななどど））をを用用いいたた障障害害物物へへのの衝衝突突検検出出・・回回避避方方

法法ななどどののササポポーートトアアルルゴゴリリズズムムのの開開発発をを行行っってていいまますす．． 

 

ROS を利用した小型移動ロボット制御システムの開発                  

 

ロロボボッットトのの制制御御シシスステテムムににはは RROOSS（（RRoobboott OOppeerraattiinngg SSyysstteemm））をを使使用用ししてていいまますす．．小小型型移移動動ロロボボッットト制制御御シシスステテムム

へへのの RROOSS のの適適用用ににつついいててもも検検討討をを行行っってていいまますす．． 

 

小型ロボット利活用／利活用人材の育成                        

 

農農業業用用小小型型ロロボボッットトのの利利活活用用／／利利活活用用人人材材のの育育成成ににつついいててもも関関心心をを持持っってておおりり，，新新ししいい利利用用例例ににつついいてて試試行行をを

行行っってていいまますす．．具具体体的的ににはは，，上上記記ロロボボッットトはは前前後後にに容容易易にに拡拡張張ユユニニッットトをを取取りり付付けけるるここととががででききるる構構造造ととななっってておおりり

（（多多目目的的ロロボボッットト）），，チチェェーーンン除除草草，，土土壌壌診診断断をを目目的的ととししたた土土のの採採取取，，施施肥肥量量最最適適化化ののたためめのの環環境境計計測測（（ppHH，，EECC））なな

どどににつついいてて試試行行ししてていいまますす．． 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

小型ロボットの研究開発
氏氏名名：：   亀亀山山建建太太郎郎／／KKAAMMEEYYAAMMAA KKeennttaarroo  EE--mmaaiill：： kk__kkaammee@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 計計測測自自動動制制御御学学会会，，機機械械学学会会，，農農業業食食料料工工学学会会ほほかか 

キキーーワワーードド：： 制制御御，，モモデデリリンンググ，，シシスステテムム同同定定，，信信号号処処理理，，移移動動ロロボボッットト，，農農工工連連携携 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・機機械械シシスステテムムのの計計測測・・制制御御（（モモデデルル化化，，状状態態推推定定，，制制御御，，信信号号処処理理ななどど）） 

・・小小型型ロロボボッットトのの研研究究開開発発 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

旋旋盤盤 フフラライイスス盤盤 

ボボーールル盤盤 シシャャーーリリンンググ 

ココンンタターーママシシンン ババイイスス 

ココンンププレレッッササーー 直直流流電電源源装装置置 

オオシシロロススココーーププ他他 電電気気測測定定機機器器  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

【【機機械械加加工工，，実実技技指指導導】】 

機機械械実実習習初初心心者者ににもも安安全全でで分分かかりりややすすいい，，座座学学ややテテキキスストトでではは学学習習ででききなないい経経験験的的知知識識（（暗暗黙黙知知））をを意意識識ししたた

実実技技指指導導をを行行っってていいるる。。同同時時にに機機械械切切削削加加工工ででのの各各種種測測定定工工具具等等のの実実用用使使用用法法，，取取扱扱法法のの指指導導をを行行っってていいるる.. 

ささららにに，，各各種種工工作作機機械械をを利利用用しし実実験験装装置置，，実実習習補補助助具具等等のの製製作作もも行行っってていいるる。。   

【【電電子子工工作作,, 弱弱電電工工事事,, 知知能能機機械械，，ロロボボッットト】】 

機機械械をを動動かかすすたためめのの電電気気複複合合技技術術.. 組組込込みみ型型ママイイココンン，，ププロロググララミミンンググをを含含むむ電電子子工工作作かからら，，軽軽微微なな低低圧圧電電気気

工工事事ままででのの機機械械電電気気制制御御のの技技術術指指導導をを行行っってていいるる.. 

ププロロググララムム学学習習用用ロロボボッットトのの開開発発でではは，，部部品品加加工工，，電電子子回回路路設設計計，，ププリリンントト基基板板設設計計，，組組みみ立立ててままでで電電気気，，機機械械

総総合合的的なな製製作作をを行行うう.. 

【【エエココラランン技技術術指指導導】】 

エエココラランン競競技技車車両両((ガガソソリリンン消消費費・・燃燃費費競競争争))のの設設計計・・製製作作,,研研究究支支援援依依頼頼製製作作等等をを行行っってていいるる.. ささららにに,, EEVV 部部門門

（（使使用用電電気気量量・・電電費費競競争争））ででのの参参加加をを予予定定.. 

 

         

   

    

    

    

    

    

    

    

 

                               

    

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

暗黙知を意識した機械工作実習の実施. 
氏氏名名：：   北北川川 浩浩和和／／KKIITTAADDAAWWAA HHiirrookkaazzuu EE--mmaaiill：： 

kkiittaaggaawwaa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--

aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術長長 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： 機機械械加加工工，，汎汎用用工工作作機機械械，，エエンンジジンン分分解解組組立立てて、、電電子子工工事事，，電電気気工工作作，，組組込込みみ型型ママイイココンン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・機機械械実実習習工工場場にに設設置置さされれてていいるる汎汎用用，，ＮＮＣＣ旋旋盤盤，，工工作作機機械械をを利利用用ししたた各各種種機機械械加加工工，，実実験験

装装置置製製作作。。 

・・実実用用電電子子回回路路設設計計，，ププリリンントト基基板板製製作作，，電電子子工工作作かからら軽軽微微なな弱弱電電工工事事ままででのの実実用用作作業業。。 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

旋旋盤盤 フフラライイスス盤盤 

ボボーールル盤盤 シシャャーーリリンンググ 

ココンンタターーママシシンン ババイイスス 

ココンンププレレッッササーー 直直流流電電源源装装置置 

オオシシロロススココーーププ他他 電電気気測測定定機機器器  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

【【機機械械加加工工，，実実技技指指導導】】 

機機械械実実習習初初心心者者ににもも安安全全でで分分かかりりややすすいい，，座座学学ややテテキキスストトでではは学学習習ででききなないい経経験験的的知知識識（（暗暗黙黙知知））をを意意識識ししたた

実実技技指指導導をを行行っってていいるる。。同同時時にに機機械械切切削削加加工工ででのの各各種種測測定定工工具具等等のの実実用用使使用用法法，，取取扱扱法法のの指指導導をを行行っってていいるる.. 

ささららにに，，各各種種工工作作機機械械をを利利用用しし実実験験装装置置，，実実習習補補助助具具等等のの製製作作もも行行っってていいるる。。   

【【電電子子工工作作,, 弱弱電電工工事事,, 知知能能機機械械，，ロロボボッットト】】 

機機械械をを動動かかすすたためめのの電電気気複複合合技技術術.. 組組込込みみ型型ママイイココンン，，ププロロググララミミンンググをを含含むむ電電子子工工作作かからら，，軽軽微微なな低低圧圧電電気気

工工事事ままででのの機機械械電電気気制制御御のの技技術術指指導導をを行行っってていいるる.. 

ププロロググララムム学学習習用用ロロボボッットトのの開開発発でではは，，部部品品加加工工，，電電子子回回路路設設計計，，ププリリンントト基基板板設設計計，，組組みみ立立ててままでで電電気気，，機機械械

総総合合的的なな製製作作をを行行うう.. 

【【エエココラランン技技術術指指導導】】 

エエココラランン競競技技車車両両((ガガソソリリンン消消費費・・燃燃費費競競争争))のの設設計計・・製製作作,,研研究究支支援援依依頼頼製製作作等等をを行行っってていいるる.. ささららにに,, EEVV 部部門門

（（使使用用電電気気量量・・電電費費競競争争））ででのの参参加加をを予予定定.. 

 

         

   

    

    

    

    

    

    

    

 

                               

    

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

暗黙知を意識した機械工作実習の実施. 
氏氏名名：：   北北川川 浩浩和和／／KKIITTAADDAAWWAA HHiirrookkaazzuu EE--mmaaiill：： 

kkiittaaggaawwaa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--

aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術長長 学学位位：：  

所所属属学学会会・・協協会会：： 日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： 機機械械加加工工，，汎汎用用工工作作機機械械，，エエンンジジンン分分解解組組立立てて、、電電子子工工事事，，電電気気工工作作，，組組込込みみ型型ママイイココンン 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・機機械械実実習習工工場場にに設設置置さされれてていいるる汎汎用用，，ＮＮＣＣ旋旋盤盤，，工工作作機機械械をを利利用用ししたた各各種種機機械械加加工工，，実実験験

装装置置製製作作。。 

・・実実用用電電子子回回路路設設計計，，ププリリンントト基基板板製製作作，，電電子子工工作作かからら軽軽微微なな弱弱電電工工事事ままででのの実実用用作作業業。。 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 教教育育研研究究支支援援セセンンタターー

研研究究内内容容：：  

 

 

【【光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計】】 

光光フファァイイババ変変位位計計３３組組をを応応用用しし，，球球にに対対すするる XXYYZZ 方方向向((３３次次元元))感感度度がが等等方方的的なな変変位位セセンンササをを開開発発ししまますす。。現現在在，，幾幾

何何光光学学にに基基づづくくシシミミュュレレーーシショョンンにによよりり，，光光学学変変位位セセンンササのの特特性性をを研研究究ししてていいまますす（（図図１１））。。高高感感度度かかつつ等等方方的的３３次次

元元特特性性ををももつつ光光学学変変位位セセンンササのの実実現現にによよりり，，方方向向依依存存のの測測定定誤誤差差ををナナノノメメーートトルルオオーーダダーーままでで小小ささくくででききるる可可能能性性

ががあありりまますす。。応応用用例例ととししてて，，三三次次元元座座標標測測定定機機ののタタッッチチププロローーブブのの研研究究をを行行っっててききままししたた（（図図 22））。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図図 11.. 反反射射光光線線のの幾幾何何光光学学的的なな導導出出               図図 22.. 33DD タタッッチチププロローーブブ（（応応用用例例）） 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計にに関関すするる研研究究 

氏氏名名：：   北北野野 公公崇崇／／KKIITTAANNOO KKiimmiittaakkaa EE--mmaaiill：： kkiittaannoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 技技術術職職員員 学学位位：： 修修士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 精精密密工工学学会会 

キキーーワワーードド：： 光光フファァイイババ変変位位計計,, ３３次次元元特特性性,, 等等方方性性 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・光光フファァイイババ変変位位計計のの高高感感度度化化・・設設計計・・試試作作 

・・各各測測定定対対象象形形状状にに対対すするる光光フファァイイババ変変位位計計のの特特性性シシミミュュレレーーシショョンン 

・・三三次次元元座座標標測測定定機機用用タタッッチチププロローーブブのの寸寸法法測測定定誤誤差差低低減減方方法法のの提提案案 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

倒倒立立 22 輪輪車車・・ee--nnuuvvoo WWHHEEEELL（（ZZMMPP IINNCC..））  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

【【ススラライイデディィンンググモモーードド予予見見制制御御】】 

  目目標標値値のの未未来来情情報報をを利利用用ししシシスステテムムのの応応答答改改善善をを図図るる予予見見制制御御とと，，外外乱乱ややパパララメメーータタ変変動動にに強強いい可可変変構構造造 

 制制御御のの一一種種ででああるるススラライイデディィンンググモモーードド制制御御のの特特徴徴をを併併せせ持持つつ制制御御系系構構成成法法。。全全系系をを一一括括でで設設計計すするる手手法法とと，， 

 基基本本ととななるる系系にに補補償償器器をを付付加加すするる手手法法ががああるる。。周周期期性性目目標標値値へへのの追追従従がが可可能能ななももののももああるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図図：：ススラライイデディィンンググモモーードド予予見見制制御御系系        図図：：ススラライイデディィンンググモモーードド繰繰りり返返しし予予見見制制御御系系 

 

【【離離散散有有限限個個入入力力をを用用いいるる制制御御】】 

 線線形形アアンンププをを必必要要ととししなないい，，離離散散値値制制御御のの一一種種．．シシスステテムムのの構構造造をを簡簡単単ににしし，，かかつつ効効率率改改善善効効果果がが期期待待ででききるる．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図：：離離散散有有限限個個入入力力をを用用いいるる制制御御（（応応答答のの一一例例）） 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

ディジタル予見スライディングモード制御系構成法
氏氏名名：：   佐佐藤藤 匡匡／／SSAATTOO TTaaddaasshhii EE--mmaaiill：： ttssaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 信信号号処処理理学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： 予予見見制制御御，，ススラライイデディィンンググモモーードド制制御御，，入入力力制制限限問問題題 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・予予見見制制御御系系のの設設計計法法 

・・倒倒立立２２輪輪車車制制御御 

・・倒倒立立振振子子制制御御 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

倒倒立立 22 輪輪車車・・ee--nnuuvvoo WWHHEEEELL（（ZZMMPP IINNCC..））  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

【【ススラライイデディィンンググモモーードド予予見見制制御御】】 

  目目標標値値のの未未来来情情報報をを利利用用ししシシスステテムムのの応応答答改改善善をを図図るる予予見見制制御御とと，，外外乱乱ややパパララメメーータタ変変動動にに強強いい可可変変構構造造 

 制制御御のの一一種種ででああるるススラライイデディィンンググモモーードド制制御御のの特特徴徴をを併併せせ持持つつ制制御御系系構構成成法法。。全全系系をを一一括括でで設設計計すするる手手法法とと，， 

 基基本本ととななるる系系にに補補償償器器をを付付加加すするる手手法法ががああるる。。周周期期性性目目標標値値へへのの追追従従がが可可能能ななももののももああるる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図図：：ススラライイデディィンンググモモーードド予予見見制制御御系系        図図：：ススラライイデディィンンググモモーードド繰繰りり返返しし予予見見制制御御系系 

 

【【離離散散有有限限個個入入力力をを用用いいるる制制御御】】 

 線線形形アアンンププをを必必要要ととししなないい，，離離散散値値制制御御のの一一種種．．シシスステテムムのの構構造造をを簡簡単単ににしし，，かかつつ効効率率改改善善効効果果がが期期待待ででききるる．． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図：：離離散散有有限限個個入入力力をを用用いいるる制制御御（（応応答答のの一一例例）） 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

ディジタル予見スライディングモード制御系構成法
氏氏名名：：   佐佐藤藤 匡匡／／SSAATTOO TTaaddaasshhii EE--mmaaiill：： ttssaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 信信号号処処理理学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： 予予見見制制御御，，ススラライイデディィンンググモモーードド制制御御，，入入力力制制限限問問題題 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・予予見見制制御御系系のの設設計計法法 

・・倒倒立立２２輪輪車車制制御御 

・・倒倒立立振振子子制制御御 
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 機機械械工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 

 目目的的：：熱熱電電対対ななどどでではは難難ししいい切切削削ややレレーーザザのの加加工工点点のの温温度度をを高高応応答答，，高高精精度度にに測測定定すするる。。 

 特特徴徴：：加加工工点点かからら放放出出さされれるる赤赤外外線線をを検検出出しし，，温温度度にに変変換換すするるたためめ非非接接触触でで温温度度場場をを乱乱ささずずにに温温度度測測定定がが可可

能能ででああるる。。 

 成成果果例例：：レレーーザザにによよるる塑塑性性加加工工法法ででああるるレレーーザザフフォォーーミミンンググ加加工工にに適適用用しし，，左左図図ののよよううなな温温度度モモニニタタリリンンググシシスス

テテムムをを構構築築ししてて，，変変形形メメカカニニズズムムのの解解明明とと加加工工量量のの制制御御パパララメメーータタととししててのの加加工工温温度度のの可可能能性性をを示示ししたた。。 

 社社会会ととのの関関わわりり：：加加工工温温度度のの観観点点かからら加加工工ププロロセセススをを検検証証しし，，加加工工技技術術やや工工具具のの開開発発にに貢貢献献すするる。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

切削及びレーザ加工の加工温度モニタリング
氏氏名名：：   千千徳徳 英英介介／／SSEENNTTOOKKUU EEiissuukkee EE--mmaaiill：： sseennttookkuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 精精密密工工学学会会，，砥砥粒粒加加工工学学会会，，レレーーザザ加加工工学学会会，，トトラライイボボロロジジーー学学会会 

キキーーワワーードド：： 温温度度計計測測，，切切削削抵抵抗抗，，工工具具摩摩耗耗，，レレーーザザフフォォーーミミンンググ 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・切切削削加加工工、、レレーーザザ加加工工のの高高度度化化やや課課題題解解決決にに関関すするる技技術術相相談談、、共共同同研研究究をを行行いいまますす 

・・ 

・・ 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

深深度度カカメメララ((IInntteell RReeaallSSeennssee DDeepptthh CCaammeerraa DD441155))  

LLiiDDAARR((RRPPLLIIDDAARR AA22MM88))  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 自自動動車車のの自自動動運運転転ななどどにに不不可可欠欠なな周周辺辺環環境境測測定定ににはは、、カカメメララ、、距距離離セセンンササななどどをを適適切切にに配配置置しし、、そそれれららをを統統

合合すするる必必要要ががああるる。。 

 物物体体計計測測ややロロボボッットトのの自自己己位位置置同同定定技技術術にに向向けけ、、様様々々ななセセンンササをを用用いいたた手手法法をを検検討討 

 

ⅠⅠ．．カカメメララをを含含んんだだ複複数数ののセセンンササ情情報報をを用用いいたた物物体体寸寸法法計計測測手手法法のの研研究究 

 求求めめらられれるる測測定定精精度度とと測測定定対対象象のの大大ききささ、、カカメメララのの設設置置位位置置にによよっってて、、複複数数ののカカメメララ画画像像をを統統合合すするる必必要要性性がが

ああるる 

 カカメメララ、、レレンンズズのの設設定定、、設設置置方方法法のの検検討討とと、、LLiiDDAARR ななどど他他ののセセンンササ情情報報ととデデーータタ統統合合すするるアアルルゴゴリリズズムムをを検検討討

中中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅡⅡ．．不不整整地地ででののロロボボッットト自自己己位位置置同同定定手手法法のの研研究究 

 不不整整地地走走行行のの場場合合、、振振動動がが大大ききくく、、カカメメララ画画像像でではは自自己己位位置置同同定定がが困困難難 

 ロロボボッットトをを撮撮影影すするる別別ののカカメメララ画画像像やや、、各各種種セセンンササにによよるる手手法法をを検検討討中中 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

各種センサを用いた計測
氏氏名名：：   西西 仁仁司司／／NNIISSHHII HHiittoosshhii EE--mmaaiill：： nniisshhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 電電子子情情報報通通信信学学会会，，レレーーザザーー学学会会，，工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： 信信号号解解析析，，画画像像解解析析，，ももののづづくくりり 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・画画像像処処理理 

・・深深度度カカメメララ、、LLiiDDAARR 

・・組組込込みみシシスステテムム 

 

カカメメララ１１ 

カカメメララ２２ 

画画像像デデーータタ 

画画像像デデーータタ 

汎汎用用 PPCC 

ユユーーザザ 
測測定定値値 

撮撮影影範範囲囲１１ 

撮撮影影範範囲囲２２ 

測測定定対対象象 

画画像像１１１１１１１画画像像２２ 

ソソフフトトウウェェアア上上でで複複数数画画像像ととデデーータタをを統統合合 

LLiiDDAARRななどどののセセンンササ 

深深度度カカメメララ

LLiiDDAARR

ママイイココンン

自自己己位位置置推推定定
GGPPSS 等等

制制御御信信号号

不不整整地地走走行行ロロボボッットト
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

深深度度カカメメララ((IInntteell RReeaallSSeennssee DDeepptthh CCaammeerraa DD441155))  

LLiiDDAARR((RRPPLLIIDDAARR AA22MM88))  

  

  

所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電子子情情報報工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 

 自自動動車車のの自自動動運運転転ななどどにに不不可可欠欠なな周周辺辺環環境境測測定定ににはは、、カカメメララ、、距距離離セセンンササななどどをを適適切切にに配配置置しし、、そそれれららをを統統

合合すするる必必要要ががああるる。。 

 物物体体計計測測ややロロボボッットトのの自自己己位位置置同同定定技技術術にに向向けけ、、様様々々ななセセンンササをを用用いいたた手手法法をを検検討討 

 

ⅠⅠ．．カカメメララをを含含んんだだ複複数数ののセセンンササ情情報報をを用用いいたた物物体体寸寸法法計計測測手手法法のの研研究究 

 求求めめらられれるる測測定定精精度度とと測測定定対対象象のの大大ききささ、、カカメメララのの設設置置位位置置にによよっってて、、複複数数ののカカメメララ画画像像をを統統合合すするる必必要要性性がが

ああるる 

 カカメメララ、、レレンンズズのの設設定定、、設設置置方方法法のの検検討討とと、、LLiiDDAARR ななどど他他ののセセンンササ情情報報ととデデーータタ統統合合すするるアアルルゴゴリリズズムムをを検検討討

中中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅡⅡ．．不不整整地地ででののロロボボッットト自自己己位位置置同同定定手手法法のの研研究究 

 不不整整地地走走行行のの場場合合、、振振動動がが大大ききくく、、カカメメララ画画像像でではは自自己己位位置置同同定定がが困困難難 

 ロロボボッットトをを撮撮影影すするる別別ののカカメメララ画画像像やや、、各各種種セセンンササにによよるる手手法法をを検検討討中中 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

各種センサを用いた計測
氏氏名名：：   西西 仁仁司司／／NNIISSHHII HHiittoosshhii EE--mmaaiill：： nniisshhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 准准教教授授 学学位位：： 博博士士（（工工学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 電電子子情情報報通通信信学学会会，，レレーーザザーー学学会会，，工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： 信信号号解解析析，，画画像像解解析析，，ももののづづくくりり 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・画画像像処処理理 

・・深深度度カカメメララ、、LLiiDDAARR 

・・組組込込みみシシスステテムム 

 

カカメメララ１１ 

カカメメララ２２ 

画画像像デデーータタ 

画画像像デデーータタ 

汎汎用用 PPCC 

ユユーーザザ 
測測定定値値 

撮撮影影範範囲囲１１ 

撮撮影影範範囲囲２２ 

測測定定対対象象 

画画像像１１ 画画像像２２ 

ソソフフトトウウェェアア上上でで複複数数画画像像ととデデーータタをを統統合合 

LLiiDDAARRななどどののセセンンササ 

深深度度カカメメララ

LLiiDDAARR

ママイイココンン

自自己己位位置置推推定定
GGPPSS 等等

制制御御信信号号

不不整整地地走走行行ロロボボッットト
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所所属属：： 福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校 電電気気電電子子工工学学科科

研研究究内内容容：：  

 
高高専専やや大大学学ででのの工工学学教教育育にに活活用用すするるここととががででききるる放放射射線線検検出出器器おおよよびび検検出出器器かかららのの出出力力信信号号をを検検知知すするるたためめのの

電電子子回回路路にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。放放射射線線検検出出器器ににはは、、放放射射線線がが照照射射さされれるるとと発発光光すするるシシンンチチレレーータタやや光光検検

出出デデババイイススななどどががあありり、、計計測測すするるたためめにに様様々々なな回回路路ややママイイココンンななどどをを用用いいるる必必要要ががあありり、、高高専専ででののももののづづくくりり教教育育

をを推推進進すするるたためめにに、、実実験験装装置置のの試試作作かからら評評価価ままでで自自らら手手をを動動かかししななががらら研研究究をを進進めめてていいまますす。。 

光光
デデ
ババ
イイ
スス

アアンンププ
A/D変変換換
カカウウンンタタ

PC
放放射射線線

放放射射性性物物質質
シシンンチチレレーータタ

光光

電電子子回回路路＋＋アアププリリケケーーシショョンン

シシンンチチレレーータタのの研研究究

• 一軸加圧形成とマイクロ波焼結に
よるセラミックシンチレータの研究

• 蛍光材料に関する研究

光光デデババイイスス材材料料のの研研究究

• ミストCVD法による酸化ガリウム薄
膜成長（深紫外センサ）

• Si基板上の鉄シリサイド薄膜成長

教教育育用用放放射射線線検検出出用用
電電子子回回路路にに関関すするる研研究究

• GM管を用いた簡単な放射線検
出回路

• PINフォトダイオードを用いた放

射線検出回路
• 波形整形回路とカウンタ回路
• CsI(Tl)シンチレータとMPPCを用
いた放射線検出回路

• PHA（Pulse Hight Analysis）回路

実実験験装装置置のの自自作作（（卒卒業業研研究究））
• 家庭用電子レンジを利用したマイクロ波加熱装置
• ミストCVD装置 ・ DCスパッタ蒸着装置

反応炉

希釈ガス

キャリアガス

ミスト

反応溶液

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー）） 

ゲゲルルママニニウウムム半半導導体体検検出出器器 SSEEIIKKOO EEGG&&GG，，MMOOBBIIUUSS--BB GGEEMM4400 MMCCAA--77aa 

ＮＮａａＩＩ（（ＴＴｌｌ））シシンンチチレレーーシショョンンススペペククトトロロメメーータタ FFUUII JJaappaann，，33 イインンチチ NNaaII((TTll））ププロローーブブ PPRROO--33000011 MMCCAA--1133000011 

レレーーザザーー加加工工機機 トトロロテテッックク，，SSppeeeeddyy 110000 （（6600WW CCOO22++3300WW FFiibbeerr）） 

基基板板加加工工機機 ミミッッツツ，，AAuuttoo LLaabb WW 

 

 

研研究究タタイイトトルル：： 

放射線計測に関する研究
氏氏名名：：   米米田田 知知晃晃／／YYOONNEEDDAA TToommooaakkii EE--mmaaiill：： yyoonneeddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp 

職職名名：： 教教授授 学学位位：： 博博士士（（理理学学）） 

所所属属学学会会・・協協会会：： 応応用用物物理理学学会会，，電電気気学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会 

キキーーワワーードド：： イイオオンンビビーームム，，放放射射線線，，セセンンササ，，回回路路設設計計 

技技術術相相談談 

提提供供可可能能技技術術：： 

・・放放射射線線計計測測 

・・イイオオンンビビーームムとと固固体体のの相相互互作作用用 

・・ママイイココンンをを用用いいたたセセンンササ計計測測 
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  キキーーワワーードド  頁頁  

ああ  
    

アーチ 96 

アクチュエータ 121 

足関節ブレーズ 61 

アシスティブテクノロジー 104 

アルゴリズム理論 109 

暗黒物質 53 

安全 130 

安全衛生 71，95 

アンテナ 105，113，114 

いい  
    

イオンビーム 149 

イギリス文化 57 

イギリス文学 57 

位相数学 55 

板成形 135 

移動運動 44 

移動ロボット 143 

移流拡散方程式 66 

インターネット 107，112 

イントネーション 45 

うう  
    

ウェットプロセス 123 

宇宙論 53 

運動遊び 141 

運動学習 106 

ええ  
    
    
    
    

英語 50，57，64 

英語教育 63 

エージェント 115 

液状化 91 

エンジン分解組立て 144 

おお  温度計測 147 

かか  
    
    
      

海岸地形変化 92 

海軍 51 

外国語教育研究 59 

回路設計 149 

家屋被害 91 

化学気相析出(CVD)法 125 

可換環論 46 

学習支援システム 116 

核融合 83 

画像解析 148 

画像処理 142 

画像認識 115 

仮想ネットワーク 112 

河道内土砂堆積 92 

ガラス 128，132 

環境 69 

環境教育 76 

環境分析 73 

環境創造型農業 75 

環境測定 71 

きき  
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

機械学習 106 

機械加工 130，136，144 

機械設計 130，136 

企業ネットワーク 112 

機構設計 142 

記号論理 115 

技術英語 57 

機能性色素 133 

機能性セラミックス材料 124 

吸着 131 

教材開発 46，55 

業務効率化 110 

キレート剤 126 

緊急連絡システム 107 

近接効果 58 

金属錯体 133 

くく  
    
    
    
    

屈折率 128 

組込み型マイコン 144 

組込みシステム 103 

グラフアート 46 

軍記物語 47 

けけ  
    
    
    
    
    

下水道 48，70 
結晶化 132 
結晶構造・組成制御 124 
言語 63 
健康運動指導 44 
健康障害 91 

ここ  
    
    

工学教育 119 
高感度分析 73 
工具摩耗 147 
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  キキーーワワーードド  頁頁  

ああ  
    

アーチ 96 

アクチュエータ 121 

足関節ブレーズ 61 

アシスティブテクノロジー 104 

アルゴリズム理論 109 

暗黒物質 53 

安全 130 

安全衛生 71，95 

アンテナ 105，113，114 

いい  
    

イオンビーム 149 

イギリス文化 57 

イギリス文学 57 

位相数学 55 

板成形 135 

移動運動 44 

移動ロボット 143 

移流拡散方程式 66 

インターネット 107，112 

イントネーション 45 

うう  
    

ウェットプロセス 123 

宇宙論 53 

運動遊び 141 

運動学習 106 

ええ  
    
    
    
    

英語 50，57，64 

英語教育 63 

エージェント 115 

液状化 91 

エンジン分解組立て 144 

おお  温度計測 147 

かか  
    
    
      

海岸地形変化 92 

海軍 51 

外国語教育研究 59 

回路設計 149 

家屋被害 91 

化学気相析出(CVD)法 125 

可換環論 46 

学習支援システム 116 

核融合 83 

画像解析 148 

画像処理 142 

画像認識 115 

仮想ネットワーク 112 

河道内土砂堆積 92 

ガラス 128，132 

環境 69 

環境教育 76 

環境分析 73 

環境創造型農業 75 

環境測定 71 

きき  
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

機械学習 106 

機械加工 130，136，144 

機械設計 130，136 

企業ネットワーク 112 

機構設計 142 

記号論理 115 

技術英語 57 

機能性色素 133 

機能性セラミックス材料 124 

吸着 131 

教材開発 46，55 

業務効率化 110 

キレート剤 126 

緊急連絡システム 107 

近接効果 58 

金属錯体 133 

くく  
    
    
    
    

屈折率 128 

組込み型マイコン 144 

組込みシステム 103 

グラフアート 46 

軍記物語 47 

けけ  
    
    
    
    
    

下水道 48，70 
結晶化 132 
結晶構造・組成制御 124 
言語 63 
健康運動指導 44 
健康障害 91 

ここ  
    
    

工学教育 119 
高感度分析 73 
工具摩耗 147 
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光線力学療法 126 
構造規制 125 
酵素固定化 74 
高分子 131 
後流 85 
コーパス 45 
骨格認識 106 
子ども 141 
個別教育支援 104 
語法 64 
コミュニケーション 63 
コンクリート 97 
混合系 52 

ささ  
    
    
    
    
    
    
    

  
    

災害リスク 93 
再使用 131 
再生可能エネルギー 86 
材料加工 127 
材料物性 97 
錯体触媒 126 
座屈 96 
里地里山 77 
３次元特性 145 
散乱理論 43 

しし  
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

シーケンス制御 142 
シェル・空間構造 96 
視覚運動 106 
志願兵 51 
自己調整学習 116 
地震 91，99 
システム同定 143 
ジスルフィド(SS)結合 131 
磁性 58 
持続可能社会 131 
持続可能な開発目標 
（SDGs） 

76 

実験流体力学 85 
実践研究法 59 
失透 132 
失透抑制 132 
自動化・安全衛生 111 
自動作曲 106 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

地盤 69 
社会内処遇 49 
斜面崩壊 94 
修復的司法 49 
重力波 53 
シミュレーション 113，114 
上水道 48，70 
小水力 86 
少年司法手続 49 
情報セキュリティ 110 
情報理論 109 
植樹 69 
植生 69 
ジョセフソン効果 58 
シリカガラス 132 
新規アクチュエータ 119 
信号解析 148 
信号処理 143 
シンチレータ 129 

すす  
    
    
    
    
    

水質調査 48，70 
数学教材開発 54 
数値シミュレーション 85 
スピン依存伝導現象 58 
スペクトル理論 43 
スライディングモード制御 146 

せせ  
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

制御 143 
生成文法論 50 
生体分子 133 
生物機能 79 
生物工学 78 
生物指標 48，70 
生物調査 77 
石英 132 
施工管理 95 
施工計画 95 
切削抵抗 147 
セラミックス 128 
繊維機械 142 
センサ 149 
センサーネットワーク 110 
センサ応用 119 
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    戦争文学 62 
そそ  測量 69，95 
たた  体育授業研究 44 

太陽電池 87，122  
体力測定 141 
タスク・ベースの言語指導 59 
単一周波数ネットワーク 113 
炭素材料 127 
炭素繊維 121 

ちち  地域 51  
地域防災 91 
地域循環共生圏 76 
知覚・認知 106 
地下水汚染 48，70 
チタン 135 
中世文学 47 
中赤外光検出器 114 
超伝導 58 
超伝導・密度波 134 
地理情報システム 94 

つつ  筒井康隆文学 62 
てて  低温実験 134 

ディジタル無線 113 
哲学 56 
テラヘルツ分光 105 
転移温度 52 
電気化学 74 
電気化学プロセス 123 
電気工作 144 
電気輸送計測 134 
電子顕微鏡 120 
電子工事 144 
電波伝搬 113 
天然高分子材料 133 

とと  動作解析 61 
等方性 145 
ドシメータ 129 
土砂災害 93，94 
土石流 94 

なな  ナイロン人工筋肉 121 

  流れの可視化 86 
ナノ材料 125 
ナノ粒子 122 

にに  
  
  
  
  
   

日本 SF 文学 62 
日本近現代文学 62 
日本語 64 
日本語教育 45 
日本文学 47 
入力制限問題 146 
認知言語学 64 

ねね  
   
   
   
   

熱と流れの可視化実験 84 
熱と流れの数値解析 84 
熱・物質移動 84 
粘弾性流体 86 
燃料電池 124 

のの  農工連携 143 
はは  バイオセンサー 75，78 

バイオテクノロジー 72 
バイオデバイス 74 
バイオフィルム 78 
バイオリファイナリー 75 
バイオレメディエーション 75 
薄膜 87，125 
はく離流 85 
話しことば 45 
刃物 127 
半導体 87 
万能型 131 
反応有機化学 137 
汎用工作機械 144 
氾濫解析 92 

ひひ  光吸収 128 
光接着 131 
光ファイバー 128 
光ファイバ変位計 145 
非自己共役作用素 43 
微細組織材料 120 
微生物 79 
避難行動 93 
漂砂 92 
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    戦争文学 62 
そそ  測量 69，95 
たた  体育授業研究 44 

太陽電池 87，122  
体力測定 141 
タスク・ベースの言語指導 59 
単一周波数ネットワーク 113 
炭素材料 127 
炭素繊維 121 

ちち  地域 51  
地域防災 91 
地域循環共生圏 76 
知覚・認知 106 
地下水汚染 48，70 
チタン 135 
中世文学 47 
中赤外光検出器 114 
超伝導 58 
超伝導・密度波 134 
地理情報システム 94 

つつ  筒井康隆文学 62 
てて  低温実験 134 

ディジタル無線 113 
哲学 56 
テラヘルツ分光 105 
転移温度 52 
電気化学 74 
電気化学プロセス 123 
電気工作 144 
電気輸送計測 134 
電子顕微鏡 120 
電子工事 144 
電波伝搬 113 
天然高分子材料 133 

とと  動作解析 61 
等方性 145 
ドシメータ 129 
土砂災害 93，94 
土石流 94 

なな  ナイロン人工筋肉 121 

  流れの可視化 86 
ナノ材料 125 
ナノ粒子 122 

にに  
  
  
  
  
   

日本 SF 文学 62 
日本近現代文学 62 
日本語 64 
日本語教育 45 
日本文学 47 
入力制限問題 146 
認知言語学 64 

ねね  
   
   
   
   

熱と流れの可視化実験 84 
熱と流れの数値解析 84 
熱・物質移動 84 
粘弾性流体 86 
燃料電池 124 

のの  農工連携 143 
はは  バイオセンサー 75，78 

バイオテクノロジー 72 
バイオデバイス 74 
バイオフィルム 78 
バイオリファイナリー 75 
バイオレメディエーション 75 
薄膜 87，125 
はく離流 85 
話しことば 45 
刃物 127 
半導体 87 
万能型 131 
反応有機化学 137 
汎用工作機械 144 
氾濫解析 92 

ひひ  光吸収 128 
光接着 131 
光ファイバー 128 
光ファイバ変位計 145 
非自己共役作用素 43 
微細組織材料 120 
微生物 79 
避難行動 93 
漂砂 92 
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表面改質 127 
微量元素分析 73 

ふふ  ファインケミカル 137 
不安定性 52 
フェルミオン 52 
フォトルミネッセンス 129 
複合構造 97 
福祉工学 104，119 
物質生産 79 
物理シミュレーション 83 
プラズマ閉じ込め配位 83 
プログラミング言語 109 
文化財建造物 99 
分子シミュレーション 108 
分子生物学 72 
文法 64 
噴流 85 

へへ  兵事資料 51 
ほほ  保育業務 ICT 110 

防災教育 98 
防災・減災 93，99 
放射線 149 
ボーズ・アインシュタイン
凝縮 

52 

フォトルミネッセンス 129 
保全活動 77 
ボソン 52 

まま  まちづくり 98 
摩擦 127 
摩耗 120，127 

むむ  無機-有機ハイブリッド 126 
無限可積分系 54 
無人航空機 94 

めめ  メタ認知 55 
メタマテリアル 105 
メンテナンス 97 
メンタリング 116 

もも  モーデルヴェイユ格子理論 46 
木材 99 
モデリング 143 

ものづくり 148 
やや  焼付き 135 

やさしい日本語 45 
ゆゆ  有機合成 60 

有機合成化学 137 
有機合成・同定 133 
有機光化学 137 
有機光反応 60 
有限要素法解析 96 
誘電体材料 124 

よよ  容認性判断 64 
予見制御 146 

らら  ライフサイクルアセスメン
ト 

76 

ライフライン 91，99 
りり  リモートセンシング 94 

倫理学 56 
れれ  レーザーフォーミング 147 
 
BB  BMI  

(Brain Machine Interface) 
104 

CC  CFD 86 

Contact process 65 
CVD 法 125 

DD  Dirac 作用素 43 

FF  FPGA 開発 103 

GG  General Topology 55 

HH  HDL 設計 103 

II  ICT 104，110 
IoT 110 

MM  MEMS 134 

MOF 126 
MR (Mixed Reality) 98 

NN  NEMS 134 

PP  Percolation 65 

RR  
   

RFID 105 
RPA 110 

SS  
    

Schrödinger 作用素 43 
SDGs 76 
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SS 結合 131 

UU  UAV 94 

UV硬化 131 

WW  WBGT 77 
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